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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ









　ガタゴト、ガタゴト。そんな音を立てつつ、馬車は踏み固められた道を進む。

　一見すると特に目立たないような、そんな馬車。だが、少し詳しい者が見ればその性能に驚きよう愕がくするような数々の性能を秘めたそんな馬車の中で、どこか呆あきれたような声が響く。

「……うわ。どう考えても村とかいう規模じゃないですよね、これ」

　馬車の窓から外を窺うかがっていたアーラが半ば呆れ、半ば感心しながら呟つぶやく。

　その声にレイやエレーナ、キュステもまた窓から外の様子を窺う。

　事前の情報ではダンジョンの近くにあるのは自然発生した村という話だったのだが、馬車から見る限りそれは村というよりは街という規模だった。さすがにギルムと比べるとかなり小規模ではあるが。

　レイは村の様子を眺めつつ、ようやく到着したという思いと共にこれまでのことを思い出す。

　ランクアップ試験に合格したのも束の間、領主からの指名依頼によりミレアーナ王国三大派閥の一つでもある貴族派の中心人物でもあるケレベル公爵の一人娘にして、周辺諸国に姫ひめ将しよう軍ぐんの異名が轟とどろいているエレーナ・ケレベルの護衛として雇われることになった。

　エレーナ本人とはそれなりに良好な関係を築けたものの、その護衛騎士団のリーダー格でもあるキュステとの仲が険悪なまま目的地であるダンジョンへと向かう。

　その途中、巨大なカマキリのモンスターのような存在が現れて戦いになり勝利するも、その死体は溶けて消えるという、異常な最期を迎える。

　そんなカマキリとの死闘を繰り広げてから数時間。晩夏、あるいは初秋ということもあり、何とかまだ太陽が沈みきらない夕方のうちにレイたちの乗った馬車は、ダンジョンのある村へと辿たどり着くことが出来た。

　そして村の出入り口となる門の前には、恐らくダンジョンからの品を目的にした商人たちがそれなりの数並んでいる。

　レイたちが村に辿り着いたとき、正門前に並んでいた商人たちは反射的に逃げだそうとし、兵士たちは武器を構えた。

　何しろ、この辺境でも滅多に見ないグリフォンが馬車に寄り添うようにして歩いていたのだから無理はない。

　だが御者を務めていたヴェルが、貴族派の中心人物であるケレベル公爵とこの地を治めるラルクス辺境伯の名前でセトの安全性を保証し、同時にセトも大人しくしていたために村の中へ無事入ることが出来た。

　現在のセトは従じゆう魔まの首飾りを首に掛けて大人しく馬車の横を歩いている。

　村の住人たちもグリフォンを見て最初は驚くものの、従魔の首飾りを見て安あん堵どの息を吐く。

　ギルムと違い、この村にいる者の殆ほとんどは冒険者であり、あるいはその冒険者を相手に商売するためにわざわざここまで来たような者たちである。

　そのために一般人よりも肝は据わっており、自分たちに危害を加えないと知ると逆にこの村の防衛戦力として期待出来ると判断し、受け入れたのだ。それにダンジョンに潜る冒険者にしても、召しよう喚かん獣じゆうやテイムしたモンスターを連れて行く者というのはそれなりの人数がいるというのも影響しているだろう。

　当然そのような者たちだけではなくグリフォンに嫌悪の視線を向ける者も多少はいるのだが、戦力として使えるというのは事実なので黙認しているという感じだ。

「辺境に街を造るのは非常に困難で、ギルムを造るのにも国軍の兵士を大量に使ってようやく……という風に図書館にあった本で読んだんだけど……さすがダンジョンと言うべきか」

　感心したように呟くレイ。

　この村の構造を説明しようと思えば簡単だ。村の中心部にダンジョンへと続く入り口があり、その入り口を囲むようにしてダンジョンの中からモンスターを出さないための防壁が築かれ、そこを中心として簡素ではあるが色々な建物が広がっている。

　そして建物を守るように村全体が頑丈な木材を使って作られた大きめの柵さくで覆われているといったところか。

　ダンジョンの最奥には核コアが存在しており、その核がダンジョンの防衛を目的として周辺のモンスターを強制的に転移させているのだ。その結果、自然とダンジョン周辺のモンスターの数が減り、周囲に村を造ることが可能になっている。

　ただし周辺のモンスターを転移させられるのはあくまでもダンジョンの核であるため、その核を破壊してしまうと周辺のモンスターはダンジョンの中に転移されなくなり、他の辺境の地同様に危険極まりない土地へと戻ることになる。

　また、ダンジョン自体からモンスターが出て来ることも本当に稀まれにだがある。なので、ギルムのように人間が安心して暮らせる村、あるいは街という訳ではない。

　ダンジョン付近に出来上がる村や街というのは、ダンジョンに挑む冒険者やそれを目当てにした商人たちのためのものであり、基本的にはあくまでも一時的なものなのである。

　ここで基本的にはと付けたのは、国やその地の領主がいざというときに備えて騎士団なり国軍なりをしっかりと配備し、迷宮都市としているような場所もあるからだ。

「さて。無事中には入れたが、これからどうするかだな」

　商人たちに交じってギルドカードやらエレーナたちが持っていた身分証を使って村の中に入り、踏み固めて作られた道を馬車で移動しながらエレーナが呟く。

　その視線を向けられたレイは、少し考えて言葉を返す。

「そうですね、先に宿を決めてからギルドに向かうというのはどうでしょうか？　この村は冒険者やら商人やらが大量にいますから、出来るだけ早く宿を取っておく方がいいかと」

「ですがレイ殿、そもそもこの村にあるような宿では、エレーナ様がお休み頂けるような場所を見つけるのは無理かと思いますが」

　レイの提案にアーラがそう反論してくるが、エレーナ自身が首を振る。

「アーラ、あまり無理を言うな。元々私は戦場に身を置く者だ。よほど酷ひどい場所でない限りは問題は無い」

「戦場であればそれはしょうがないかもしれませんが、ケレベル公爵の血に連なる者としては地位と相応の場所に泊まるべきかと」

　黙って話を聞いていたキュステもまた、エレーナへとそう告げる。

「……お前たち二人の言うことも分かるが、そもそもここはダンジョンに挑むための冒険者たちを相手にした宿が大半なのだろう？　お前たちが納得出来るような宿があるのか？」

「一応、その辺は前もって調べてあります。確かにこの村は冒険者たちを目当てにした宿が一般的ですが、何らかの理由で高貴なる方がダンジョンに来られるというのも珍しくはないんだとか」

「そうなの？」

「……アーラ、話の腰を折るな。まあ、アーラの質問に答えるならその通り、としか言えないな。貴族の中でも腕に自信のある者たちがダンジョンに挑むというのは、それほど珍しい話ではないらしい」

　そこまでを告げ、小さく溜ため息いきを吐ついて一拍置いてからキュステは口を開く。

「そして貴族たる者が平民と一緒の宿で過ごすということに我慢出来ない者も多い。そのために大抵ダンジョン付近には貴族用の宿が存在しているとか」

「エレーナ様、どうしますか？」

　キュステから向けられる意味ありげな視線を気にした様子もなく受け流したレイは、エレーナへと尋ねる。

　その問い掛けに数秒だけ悩んだエレーナだったが、すぐに結論を出す。

「私たちが泊まると色々と問題も起きる可能性があるし、キュステの言う貴族用の宿に向かうとしようか。キュステ、ヴェルに行き先を指示してくれ」

「分かりました」

　エレーナの言葉にキュステが頷うなずき、御者台に通じている扉を開けて目的地を告げる。

　その様子を横目で見ながら、アーラが満足そうに頷いていた。

「……そんなに普通の宿が嫌なのか？」

　その態度に疑問を感じたレイがアーラへと尋ねると、呆れた視線を返される。

「レイ殿。一応言っておきますが、エレーナ様のこの判断は私たちのためでもありますが、どちらかと言えばレイ殿のためでもあるのですよ？」

「俺のため？」

「ええ。普通の宿には当然質たちの悪い冒険者がいる可能性もあります。中にはこの馬車の価値や軍馬の価値に気が付いて盗もうとする者もいるでしょう。ですがそのような者はこの馬車よりも先にまず確実にセトへと目をつけるはずです」

「……なるほど」

　これまで拠点にしていたギルムでは、夕ゆう暮ぐれの小こ麦むぎ亭ていというテイムされたモンスターや召喚獣に関して理解のある宿に居を構えていたため、そういう心配をしたことがなかったレイはアーラの言葉に頷く。

（まあ、セトを襲おうとしても、その辺の冒険者じゃ返り討ちに遭うだけだと思うがな）

　何しろグリフォン本来の能力に加えて、魔石を吸収して得た数々のスキルや一度だけとは言え飛び道具や攻撃魔法を無効化、筋力アップの効果を持つマジックアイテムを装備しているのだ。ランクＢやＣ程度の冒険者が数人いた程度では、文字通りに一いつ蹴しゆうされるのは間違いない。

　そんな風に考えている間にも馬車は進み、やがてレイの目から見てもそこそこ豪華な宿が見えてくる。

　通路の脇に時折建っている冒険者用の宿と比べると確かに豪華だろう。だが肝心の二人にしてみればその程度ではいまいち納得出来なかったらしく、アーラとキュステは微妙に不満そうな表情を浮かべてその宿へと視線を向けていた。

「遠くから見たときはそれなりの宿に見えたのですが……」

「そうだな。……だがまあ、しょうがない。この村で一番いい宿であるというのは事実なのだからな」

　アーラとキュステがお互いに愚痴り合っている間に馬車は停止し、御者台からヴェルが扉を開けて顔を出す。

「取りあえず宿には着いたから、あとは手続きだね。えっと、悪いけどセトについてはレイが自分でお願い出来るかな？　厩きゆう舎しやに入れるにしても色々と注意事項とかあると思うし」

「ああ、了解した。……ちなみにここの宿泊料金は俺も払った方が？」

　一応金銭的に余裕はあるのでそう尋ねたレイだったが、エレーナは苦笑して首を振る。

「レイはこちらの要望で派遣されたのだ。旅の間の宿泊費や食費は全てこちらで持つから心配はいらない」

「助かります」

　エレーナへと軽く頭を下げ、厩舎に関して話を聞くべく馬車を降りる。




「い、い、い、いらっしゃいませぇっ！」

　宿の従業員だろう、十代半ばの少年が馬車から出て来たレイをみて緊張しきった様子でそう言い、小さく頭を下げる。

　その視線の先にセトがいるのを確認し、レイは内心で苦笑をしながら口を開く。

「この宿を利用したいんだが、厩舎を使わせて欲しい」

「は、はい。すぐにご案内します」

　手と足が一緒に前へと出るようなギクシャクとした動きで宿の裏側へと進んで行く少年。

　そのままだと色々と不ま味ずいだろうと判断したレイは、前を進んでいる少年の肩を軽く叩たたく。

「ひぃっ！」

「落ち着け。緊張するのも分かるが、見ての通りセト……ああ、いや。このグリフォンは積極的に人に危害を加えるような奴じゃないから安心しろ」

　少年へと声を掛けながらセトの頭を撫なでるレイ。

　それが気持ちいいのか、セトは上機嫌に喉のどを鳴らす。

　その様子を見て少年の方も緊張が解けてきたのだろう。まだ恐る恐るとではあるが、どこか興味深そうにセトへと視線を向けている。

「た、確かに大人しいですね。……と言うか、ペットの猫みたいな感じが」

「そうだな、そんな感じで接するくらいで丁度いいと思う」

「グルルルゥ」

　もっと撫でろ、とばかりにレイに頭を擦こすりつけるセト。

　その様子を見ながら少年の方へ視線を向ける。そこにはどこかウズウズと手を伸ばそうとしてそれを抑えている少年の姿があった。

「撫でてみるか？」

「い、いいんですか？　その、クチバシで突つつかれたりは……」

「お前がよほど変なことをしない限りは大丈夫だ」

「では……」

　ゴクリ、と息を吞のみ恐る恐る手を伸ばす少年。その手が次第にセトへと近付いていき……一瞬、その背を撫でてからすぐに引っ込める。

　そしてセトが特に何も反応しないのを見ると、再び手を伸ばし……数回ほどその背を撫でる。
















「グルルゥ」

　撫でられる感触にセトが気持ち良さげに喉を鳴らすが、その声を聞いた瞬間、少年は反射的に手を引っ込める。

「お、お客さん。今……」

「安心しろ。今のは不愉快とかじゃなくて背中を撫でられて気持ち良かったから出た声だ」

　そこからは話が早かった。数分後には初めてセトを見たときに怯おびえていたのは何だったのかと思うほど、嬉うれしそうにセトの頭を撫でている少年の姿があった。

　そのままセトを撫でながら話をしつつ、厩舎へと向かう。

「あ、申し遅れました。僕はリンデといって、この宿屋で主に雑用をしています」

「俺はレイ。見ての通り冒険者だ」

「レイさんはやっぱりダンジョンが目的でここに？」

「ああ、リンデも見たようにあの馬車には貴族のお偉いさんが乗っていてな。その付き添いと言うか、護衛と言うか。まあ、そんな感じだ」

「へぇ……僕と変わらない年齢なのに、そんな大役を任されるなんて凄すごいんですね。っと、着きました。ここが厩舎です」

　リンデが案内をしたのは、夕暮れの小麦亭にある厩舎の二倍はあろうかという大きさの厩舎だった。

「……でかいな」

　感心したように呟つぶやくレイに、リンデがどこか自慢気に頷く。

「冒険者の方にはレイさんみたいにモンスターをテイムしている人や、召喚獣を連れてる人もいますからね。あとは大きい商会が仕入れに来たときは大量の馬車や護衛が乗っている馬とかいますし」

　説明をしながら厩舎の扉を開け、セトと共に中へと入っていく。

　中には数頭ほどの馬がいたが、それら殆ほとんどがセトを見た瞬間に固まって動かなくなる。だが、中にはセトを一いち瞥べつして再び食事に戻る馬の姿もあった。その度胸の据わり具合は恐らくは軍馬なのだろう。

「ここの利用料金は宿泊費と一緒に請求させて貰もらいますね。請求の方は貴族の方でよろしいですか？」

「ああ、問題無い。セトの食事も用意してくれると助かる」

　そのあとはリンデと話しているとヴェルが迎えに来て、そのまま部屋へと連れて行かれる。

　幸い部屋は個室で、キュステと同部屋というのを避けられたのはお互いにとって幸運だったのだろう。

　部屋が決まったあとは、落ち着く間もなくカマキリの件を報告するためにギルドの出張所へと向かうことになる。

　すでに夕方ということもあり、緊急の用事が何も無いのなら明日あしたに回しても良かったのだが、何しろ道中で戦ったカマキリの件だ。その特殊性を考えると、翌日に回すといった悠長なことをしていられないとエレーナが判断したのだ。

「おい、あれ見ろよ……」

「誰だあの美人。ここで見た覚えがないぞ？」

「いい女ってだけじゃないな。腕の方も相当だぞありゃ」

「それにあの女と一緒にいる奴等もそれぞれがかなりの腕を持ってそうだな」

「しかもあの身体付きとか。一晩でいいから相手をして欲しいな」

　エレーナの美び貌ぼうや、非常にメリハリの利いたボディラインに、それを見た冒険者たちがざわめく。

　エレーナが姫将軍であると知れば、さすがにこのような不ぶ躾しつけな視線もなくなるのだろうが、幸か不幸かこの村の中には……少なくとも今エレーナを眺めている者の中にはそれを知っている者はいないらしい。

　ダンジョンを中心にして造られた村なだけに、そこにいるのはその多くが冒険者であり、お互いの名前は知らなくても顔を見知っている者というのは存外に多い。そんな場所に男たちがこれまで生きてきた中で見たこともないような美女が歩けばどうなるか。その答えが今、レイたちの目の前に広がっていた。

　エレーナを見た男の冒険者は殆どがその場で立ち止まってその美しさに見み惚ほれ、我に返ると近くにいる仲間と噂をする。

　……もっとも、その中でも一晩相手をして欲しい云うん々ぬんと呟いた者は、アーラとキュステに半ば殺気の籠こもった目で鋭く睨にらみつけられ、その迫力に息を吞んでいたのだが。

　そんな風に怒っているキュステやアーラとは違い、エレーナは周囲の様子を全く気にした風もなく道を歩き続ける。戦場を渡り歩いて来たエレーナだけに、周囲の様子をそこまで気にしてもしょうがないと無視しているのだ。

　当然そういう風に出来る理由としては自らの腕に対する自信もある。何しろ自分を口説きたいのなら、最低でも自分よりも強くなければ駄目だと公言しているのだから。血迷って襲ってきても返り討ちにしてやると思っているし、また実際にこれまでもそうしてきた。

　そんな風に非常に目立ちながらも、エレーナ率いる面々は村の中を進む。

「えーっと……うん、ギルドはここだね」

　一同の先頭を歩いてギルドへと案内していたヴェルが立ち止まってその建物を見上げる。

　そこに建っていたのは、ギルムのギルドほどではないがかなりの大きさを誇る建物だった。ただし、あくまでもダンジョンがある間だけの期間限定として建てられたギルドなので、傍はたから見ても色々と雑な造りであるというのがはっきりと見て取れた。

「うむ。では入るぞ」

　その雑な造りのギルドに眉まゆを顰ひそめていたキュステをそのままに、ギルドの扉を開くエレーナ。

　そして中に入ってギルドの中を見回していく。

「ふむ、こういう造りか」

　自分の姿を見て思わず固まる冒険者やギルドの職員を横目に、エレーナはギルド内部を眺めてその様子を確認する。

　やはり臨時で造られたということが関係しているのか、ギルムにあるギルドとは大分違っていた。一番大きな違いはギルドと酒場が一緒になっていないというところだろう。

　素材の買い取りやパーティ申請等、一度に大量の冒険者がギルドに集まることが多いために、酒場のスペースを作るくらいならギルドを広く使えるようにとの配慮からだ。

「カウンターは……あそこか」

　ギルドの中にいる冒険者やギルド職員たちがようやく我に返って動き始めたのを横目に、エレーナはギルドのカウンターへと向かう。

「いいか？」

「あ、は、はい。もちろんです。何か御用でしょうか？」

「ここのギルドを統轄している人物に用があるのだが、取り次いで欲しい」

「その、ご用件の方を伺っても？　さすがに誰にでも面会を許可する訳にもいかないので」

　さすがにダンジョンの側そばにあるギルドに勤めているだけのことはあるのだろう。その若い男の職員はエレーナの存在に啞あ然ぜんとはしていたものの、話をしているうちにやがて落ち着きを取り戻し、いつも通りに対応する。

　そのプロ意識に内心で感心しつつも、エレーナは口を開く。

「そうだな、用件は二つある。まず一つはこの件についてだ」

　そう言い、差し出したのは手紙の入った封筒が二通。それぞれにラルクス辺境伯とケレベル公爵の紋章により封ふう蠟ろうが施されていた。

　ギルドの職員も、ケレベル公爵家のものはともかく自分たちの住んでいる土地を治めているラルクス辺境伯の紋章は見知っていたのだろう。鋭く息を吞んで手紙とエレーナの顔を二度、三度と見比べる。

「分かりました。すぐに代表にお取り次ぎしてきますので少々お待ち下さい」

「うむ、分かった」

　エレーナが頷うなずき、ギルド職員が足早にカウンター内の階段を駆け上っていく。

　その背を見送り、エレーナは興味深そうにギルドの中を眺めつつ五分ほど。先程の職員が戻ってきて声を掛ける。

「遅くなりました。代表がお会いになりますのでどうぞ」

「世話を掛ける」

　エレーナが頷き、案内するように階段を上がっていく職員の後ろを全員が追う。




「代表、エレーナ様御一行をお連れしました」

　ギルド職員はすでにエレーナがどういう存在なのかを知っているのだろう。丁重にギルドの代表がいるであろう部屋まで案内すると、ノックをして声を掛ける。

　その職員の声に返ってきたのは意外なことに若い男の声だった。

「はい、どうぞ入って下さい」

　中からの声に従い、扉を開けて中へと入る職員。そのあとに続くようにしてエレーナたちも中へと入る。

「ようこそいらっしゃいました。私はここのギルドの代表を務めている、ワーカーと申します」

　そう言い、執務用の机から立ち上がって頭を下げてきたのはまだ二十代、どんなに上に見積もったとしても三十代前半といった年代の男だった。柔和な顔立ちをしており、人当たりの良さそうな雰囲気を放っている。

　予想していた人物像とは随分と違った人物に、レイは驚きに眉を軽く動かす。

　何しろダンジョンのすぐ側にあるギルドなのだ。当然冒険者の数も多く、その分荒くれ者も存在するだろう。そういった存在を纏まとめ上げているギルドの代表だけに、それこそラルクス辺境伯であるダスカーのような人物を想定していたのだ。

（これがギルドの代表か。まあ、優しいだけで冒険者たちを纏め上げるなんてことは出来ないだろうから、色々と裏の顔とかがありそうな気もするが……）

　レイが内心でそう考えている中、来客用のソファへと座ったエレーナが特に表情を変えることなく口を開く。

　なお、それ以外の面々は護衛としてエレーナの背後に立つ。

「封書を読んで貰えれば分かると思うが、改めて挨あい拶さつをさせて貰おう。私はエレーナ・ケレベル。このダンジョンで見つかったという、継けい承しようの祭さい壇だんと呼ばれる場所へ向かうべく、父上であるケレベル公爵から派遣された。よろしく頼む」

「はい、よろしくお願いします。……とは言っても、公爵令嬢が仰おつしやった継承の祭壇というのはダンジョンの最下層である地下七階、それこそボスの近くにある場所です。いくら姫将軍と噂される方でも辿たどり着くのは難しいかと思いますが……」

「その辺は理解しているつもりだ。幸い私にはそこにいるヴェルというシーフの技能を持っている部下もいるし、他の者にしても戦力的には全く問題無いだろう。……もちろん初めてダンジョンに潜るのだから油断をするつもりはないし、慎重に行かせて貰うつもりだ」

　エレーナがヴェルやキュステ、アーラ、そしてレイの方へと視線を向けながらワーカーへとそう告げる。

「……分かりました。封書の方にはなるべく便宜を図って欲しいとありましたが、何か希望はありますか？」

「今はないな。必要な物資にしてもギルムで用意してきたし、戦力も十分。あとはスムーズにダンジョンに潜ることが出来るのなら特に問題は無い」

「スムーズに、ですか。……なるほど」

　頷きながらワーカーは何かを考え、執務用の机からギルドカードのような物を取り出す。

「これをお持ち下さい。これを持つ方にはギルドの代表である私に準ずる権限を保証するものです。特にダンジョンに入るときに必要になるでしょう」

「ダンジョンに入るとき？」

「ええ。ダンジョンに入る時間帯は基本的にどの冒険者たちも似通っています。そのため待ち時間が必要なときもあるのですが、そのカードを使えば待たずにすぐに入れるはずです」

「そうか、助かる。これはありがたく受け取っておこう。……ここから出て行くときには返せばいいのか？」

「はい、そうして貰えると助かります。それで用件が二つあるとのことでしたが、一つはダンジョンの件としてもう一つは何でしょうか？」

「うむ、実はギルムからここに向かってる途中で妙なモンスターのような存在に襲われてな」

「妙？　それは新種のモンスターということでしょうか？」

「どうだろうな。倒した瞬間魔石も残さずに溶けて消えるようなものを、モンスターと定義出来るかどうか。おまけに、その強さは最低でもランクＢモンスター相当ときている」

「……それは、本当ですか？」

　不思議そうというよりは、話の真偽を疑っているといった様子で尋ねるワーカーに、アーラが一歩進み出る。

「エレーナ様が虚言を弄ろうしているとでも言うのですか!?」

「いえ、ですがそのようなモンスターが現れたという話を、ギルドの代表としてそう簡単に信じる訳にもいかないんですよ。……ただ、ちょっと事情がありましてね。納得出来ると言うか何と言うか」

「ほう？　心当たりはあるか。続けてくれ」

　エレーナの言葉にワーカーは小さく頷いて口を開く。

「実は、ここ数週間ほどこちらから旅立った商隊が幾つか行方不明になっているらしいのです。そしてここに向かってギルムを旅立った商人も同様でして」

「護衛は？」

「もちろんつけていました。少々お待ち下さい」

　そう言いながら机の隅に置かれていた書類を手に取ってページを捲めくっていく。

「最高でもランクＣパーティ。一番低いのでランクＦパーティが護衛についてますね。エレーナ様が仰るようにランクＢモンスター相当の強さを持っているというのなら、ちょっと荷が重かったかもしれません。……ランクＢモンスター相当というのは確実ですか？」

「ああ、そこにいるレイが証言してくれる」

「……レイ？」

「ギルドの関係者ならオークの集落の話は聞いてるだろう？　そのときにオークを率いていたランクＢモンスターのオークキングを倒した者だ。レイ」

　エレーナに促され、前へと進み出るレイ。

「レイだ。道中で戦ったモンスターは確かにオークキングクラスの力を持っていた。対象は四本の鎌と甲虫のような装甲を身に纏った巨大なカマキリだったが、風景に溶け込んで周囲から見えなくなるといった能力や、風の魔法のようなものを使ったのを確認した。そして倒したあとには刺激臭を発しながら溶けていったよ」

　そこまで告げ、そのときの光景を思い出して微かすかに眉を顰める。

「カマキリを溶かした液体は、地面に生えてる草も粗方溶かす程度の毒は持っていたようだな」

「……分かりました。この件はギルムのギルドにも連絡しておきます。そのカマキリ型のモンスターが、一匹だけの何らかの希少種か何かだといいのですが……」

　こうして最重要だったカマキリの件の報告も終わり、そのあとは宿に帰って旅の疲れを癒いやすことにする。翌日からダンジョンへと挑むために。
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　翌日早朝、早速エレーナたちは全員でダンジョンへと向かう。

　夏の盛りに比べれば大分涼しくなってきた空気の中、空は秋晴れと言ってもいい程度には晴れている。

　そんな天気をその身に感じつつ村の中を徒歩で進んで行くと、恐らくダンジョンへと向かう冒険者たちなのだろう。ソロで動いている者から五人前後のパーティ、あるいはもっと多くて十人近いパーティを目にすることが出来た。

　それらの面々はまず最初にセトへと目を奪われて一瞬緊張し、首に掛けられている従じゆう魔まの首飾りを見て安あん堵どし、続けてエレーナの美び貌ぼうを見て啞然とし、キュステやアーラに鋭い視線を向けられるというパターンを繰り返す。

「全く、有象無象の平民共がエレーナ様に向かって何という目を向けるのだ。これだから……」

　キュステが不満そうに呟つぶやくのが聞こえたのだろう、エレーナが苦笑を浮かべながらキュステを宥なだめる。

「キュステ、私たちが注目されるのはいつものことだろう。私は気にしていないし、お前もあまり気にしすぎるな。それに平民云うん々ぬんという発言も控えろ。ここにいるのは殆ほとんどがその平民なのだからな」

　そこで一いつ旦たん言葉を止め、キュステへと言い聞かせるように言葉を紡ぐ。

「彼等を不愉快にさせては不都合しかない。……それに私に好色な目を向けるというのは平民や貴族に関係無いと、戦場を共にしたお前なら分かっているだろう？」

「……はい、申し訳ありません」

　エレーナは自分が美人であると、それも極めつきの美人であるというのを、これまでの人生で否いや応おうなく自覚させられたため、男からその類たぐいの視線を向けられるのはすでに慣れていた。

　そのため、その手の視線を向けられる程度では動じなくなっている。もっとも、血迷って襲い掛かってくれば当然ミラージュが抜かれることになるのだが。それが原因で怪我を負った者は、貴族や平民に関係無くかなりの人数に上る。

　ともあれ、周囲から不ぶ躾しつけな視線を向けられながらも一行はそれを気にせずに進む。

　ダンジョンを中心に造られた村だけに、入り口に到着するまでそう時間を必要としなかったのは誰にとっても幸運だったのだろう。

「ありゃ、やっぱり結構並んでるな」

　ダンジョンの入り口へと並んでいる冒険者の数々。ざっと三十人。十パーティほどだろうか。

　並んでいる冒険者たちを見てヴェルがやっぱりといった風に呟き、それを横で聞いていたレイがエレーナへと向かって問い掛ける。

「エレーナ様、どうしますか？　昨日貰もらったカードを使って先に入ることも可能ですが」

「……そうだな。継けい承しようの祭さい壇だんまでは遠い。ここでよけいな時間を使う訳にはいかないだろう。その前にそれぞれ装備の確認をしろ。武器、防具、他にも自分で咄とつ嗟さに使う分のポーションの類は問題無いな？」

　エレーナの言葉に、その場で全員が改めて装備を確認する。

「エレーナ様、私は問題ありません。いつでも出発可能です」

「私も同様です」

「俺もいつでも行けるよ」

　キュステ、アーラ、ヴェルがそれぞれエレーナにそう告げ、レイも無言で頷うなずき、セトは喉のどの奥で鳴く。

　それらを聞いたエレーナもまた、自分の装備であるミラージュ、鎧よろい、マント、靴といったマジックアイテムを確認し、ポーションの類を持っているのを確認する。

「全員準備はいいようだな。では、行くぞ」

　エレーナが宣言し、ダンジョンに並んでいる行列の横を通り過ぎて入り口付近にいるギルド職員へと向かう。

「ちょっといいか？」

「何か用か？　ダンジョンの中に入るのならその行列の最後尾に並べ」

　無愛想に告げてくるギルド職員。見た目は四十代後半の元冒険者といったところか。それでもモンスターが中から出て来るかもしれないダンジョンの入り口を任されているのだから、相応の腕は持っているのだろう。

　その身のこなしはそれなりに隙の無いもので、腰にぶら下がっている剣の鞘さやもかなり使い込まれているのが見て取れる。

　何より自分を見ても表情を僅わずかに変えただけで、見み惚ほれるということが無かったのがエレーナの好感度を高めていた。また、セトを視界に入れても軽く眉まゆを動かしただけなのを見る限りでは、胆力も相当なものなのだろう。

「これを見てくれ」

　エレーナが男に渡したのは昨夜ゆうべワーカーから借りたカードだ。ギルド代表であるワーカーに準ずる権限があると示す物だ。

「……ちっ、分かったよ。そのカードを見せられちゃ文句も言えねぇ。先に入りな」

「ちょっ、親っさん。何だよそれ。俺の番だろ!?」

　親っさんと呼ばれたギルド職員と手続きをしていたソロの冒険者が苦情を言うが、強い視線で睨にらみつけられるとすぐに大人しくなる。

「このカードはギルドの代表に準ずる権限を持っているって証あかしなんだよ。これを出されたら俺たちは従うしかねぇ。……ねぇんだが」

　行列の先頭にいた冒険者にそう声を掛け、エレーナへと視線を向けるギルド職員。

「そうそう簡単にこういう物を使われても困るんだがな。あまり秩序を乱すような行為はしてほしくねぇ」

「貴様っ、エレーナ様に向かって何を！」

　不躾とも言える言葉に魔ま槍そうを構えそうになったキュステだったが、その手をエレーナの持つミラージュの入った鞘が押さえる。

「よせ、キュステ。確かに権限があるとは言っても割り込んだのは私たちなのだ。割り込まれた方がいい感情を抱かないのは当然だ」

「……はい」

　エレーナのその言葉に不承不承槍を下ろすキュステ。その横ではアーラもまた腰の鞘からいつでも剣を抜けるようにしていた右手を離す。

「すまないが、こちらにも色々と事情があるのでな。権力が必要なら、それを使うのに躊躇ためらうほどの余裕は無い。通らせて貰って構わないな？」

「ああ。本来ならギルドカードが必要なんだが、そのカードを持っているならダンジョンに入るのに問題は無い。ただ、誰がダンジョンに入ったか控えはとっておかないといけないんだが、ギルドカードを持ってる奴はいるか？」

　その言葉に、エレーナ一行の視線はレイへと集中する。

　自分を嫌っているキュステの視線も向けられていたのがレイにとっては印象的だった。

（まあ、手続きを早くどうにかしてさっさとダンジョンの中に入りたいからだろうがな）

　内心で呟きながら、ミスティリングからギルドカードを取り出して男へと渡す。

　その仕草を見て、レイが何を持っているのかというのを理解した数名の冒険者が鋭い視線を向けていたが……すでにその手の視線には慣れていたレイは受け流す。代わりにその手の視線を向けてきた相手にはセトがそちらの方に踏み出し、喉を鳴らして威嚇する。

「ほう、その歳でランクＤか。なかなかの有望株だな」

　十五歳前後で身長も小柄なレイへと感心したような視線を向け、手元の書類にギルドカードの内容を素早く書き込んでいくギルド職員。一分も掛からずにその作業も終わり、カードをレイへと返す。

「よし、ダンジョンに入っても構わないぞ」

「うむ、感謝する」

　エレーナが鷹おう揚ように頷き、その仕草で黄金の縦ロールの髪がふわりと揺れ、その様子に周囲の冒険者たちが思わず見とれている間にエレーナ一行はダンジョンの中へと入って行く。
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　ダンジョンの入り口自体は普通の階段であり、それが地下へと向けて設置されていた。

「この階段もダンジョンの一部なの？」

　階段を下りながらアーラがヴェルへと尋ねるが、その問いは否定される。

「いや、この階段はダンジョンが出来たあとにギルドが用意したものだな。ほら、その証拠があれだ」

　階段を下りきった先にあるのは無骨な扉。それは、ダンジョン内のモンスターを外へと出さないようにギルドが設置したものだ。

「つまり、この扉の先が本当のダンジョンになってる訳だ」

　階段から扉まではそう長いものではないのだが、道幅はそれほど広くない。翼を広げられない程度の幅しか無いため、セトは通路を歩きながら不満そうに喉を鳴らす。

　だがそんな不満の声も扉を開けた先を見た途端に収まる。扉の先は道幅がかなり広く作られており、それこそセトが翼を思い切り伸ばしてもなお数人ほどが自由に動ける余裕があったからだ。

「これは、随分と広いな。……それに壁自体が明かりを放っているのか？」

　キュステが感心したように呟き、薄うつすらとした明かりを放っている壁へと触れる。

「俺が集めた情報によると、どうやら壁自体が発光するというのは全てのダンジョンに共通する特色らしいね。まあ、階層によっては明かりの無い、暗闇に包まれてる場所とかもあるらしいから油断は禁物だけど」

「もしかして、この壁を地上に持って帰ったらかなりの収入になるんじゃ？」

　思わずだろう。そう呟いたアーラだったが、ヴェルは苦笑して首を振る。

「そう考えた冒険者がいなかったと思うか？　この壁を削って地上まで持っていっても光ったりはしないらしい。あくまでもダンジョンの中だけの機能らしいね。一説によれば、ダンジョンで暮らしているモンスターが不便を感じないようにダンジョンの核コアが作ったってのがあるけど……」

「ダンジョンの核がモンスターのために？　そんなことがありえるのか？」

「キュステのその疑問ももっともだけど、地上で暮らしているモンスターを転移させてダンジョンの守りとしているんだから、真っ暗なままじゃモンスターたちも碌ろくに活動出来ないだろ？」

「……なるほど。そう考えれば確かにありえるのか」

　ヴェルの言葉に頷くキュステ。

　そんなキュステたちを横目に、エレーナはミラージュの鞘とは反対側にぶら下げている布袋から一枚の紙を取り出す。

「さて、ダンジョン観光もいいが私たちの目的はあくまでも最下層にあるという継承の祭壇だ。地下三階までしか地図には載ってないが、最下層は地下七階らしいからな。せめて地図がある場所はさっさと進むぞ。前衛はレイとアーラ。中衛はキュステと私。後衛がヴェルだ。セトに関しては念のため最後尾でヴェルの後ろを任せる」

　エレーナの指示に従い、ダンジョンを進んで行く一行。さすがに地下一階と地上に近いためか、出て来る敵は巨大蝙蝠こうもりや角の生えた兎である角つのウサギといった簡単にあしらえるモンスターが殆どだった。

「全く……力の違いは分かって欲しいのに……ねっ！」

　驚異的な腕力で長剣を振り下ろし、角を突き出して突進してきた角ウサギをその角ごと幹から竹たけ割わりにするアーラ。

　その横ではレイもまたデスサイズを振り下ろし、上空から奇襲をしようと狙っていた巨大蝙蝠を真っ二つにする。

「グルルゥ」

　そしてレイたちの後ろでは角ウサギの肉という、ちょっと摘つまむのには丁度いいモンスターに上機嫌なセトの姿があった。

　素材を剝はぎ取るにしても魔石を取るにしても碌な金にならないのは明らかなので、一行の指揮官であるエレーナや素材の剝ぎ取りを担当しているヴェルも特に文句無くセトへと譲り渡す。

「ほら、セト」

　食べるのに邪魔そうな角を切断し、内臓を適当に取り出してからレイはセトへと向かって角ウサギを放り投げる。

　セトはそれを上う手まくキャッチしては殆ど一飲みにしていく。毛皮を剝いでもいないのだが、特に気にした様子はない。

　もう一方の獲物は巨大な蝙蝠だが、それは飛膜も合わせての大きさだ。食べる場所の無い飛膜を切り取れば、残るのはセトがおやつ感覚として一口で食べられる程度の大きさだ。

　ちなみに魔石ごと角ウサギや巨大蝙蝠をセトが食べても、新たにスキルを習得するようなことは無かったのがレイにとっては残念な出来事だった。

　なお、角ウサギの角や搔かき出された内臓、巨大蝙蝠から切り分けられた飛膜といった代物は、通路に放り出しておけばダンジョンの掃除屋でもあるスライムがその全てを綺き麗れいにしてくれる。ゆえにダンジョンでは襲い掛かって来るスライム以外は見逃すようにするのが暗黙の了解でもある。

　そうしてダンジョンの地下一階を歩き続けること三十分ほど。ようやく地下二階へと向かう階段へと辿たどり着く。




　ダンジョンの地下二階へと降りたレイたちは、ここもまた地下一階同様に地図を見ながら真っ直ぐに地下三階へと続く階段へと進んで行く。

「ダンジョンって言うからどれほどの難関かと思ってたんだけど、思ってたよりも難易度が低いです……ね！」

　飛び掛かってきた一メートルほどのポイズントードを、アーラは有無を言わさずに斬り捨てながら呟つぶやく。

　その横ではレイもまた同様に炎弾を放ち、上空から隙を窺うかがっていた巨大蝙蝠を纏まとめて消し炭へと変える。

「まだ地下二階なんだから初心者用なんだろうよ……っと！」

　アーラへと返答しながら、ヴェルは離れた位置にいた巨大蛙へと矢を放つ。

　その様子を見ながら、エレーナもミラージュを操って襲い掛かって来る蝙蝠を鞭むち状になった刀身で斬り裂いていく。

「敵は弱いが、こうも数が多いと面倒だな」

「確かにエレーナ様の言う通りですね」

　陣形を組んで戦っているエレーナたちの隙間を縫うように接近してきたソルジャーアントを魔槍で貫き、キュステも頷く。

「恐らくダンジョン内に生息しているモンスターの数が減ったためにダンジョンの核が新たにモンスターを転移させたんだと思います。ダンジョンについての本にそんなことが書かれてましたし」

　襲い掛かってきたモンスターの掃討が完了し、地下一階のときと同じように飛膜を切り取った蝙蝠をセトへと食べさせながらレイがエレーナへと答える。なお、ポイズントードは足の肉だけを切り取ってミスティリングへと収納済みだ。

「そうか、そうなると単純に私たちの運が悪かったのだろうな。……まあ、この程度の敵なら問題あるまい。先を急ぐぞ」

　エレーナの指示に従い、地下三階への階段目掛けて進んで行く。そして地図上ではそろそろ階段が見えてくるという頃……

「またお客さんだ」

　デスサイズを構えながら、レイが呟く。

「今度は何ですか、レイ殿。蛙？　蟻？　蝙蝠？　正直ああいう雑ざ魚こばかりを相手にするのは非常に面倒です」

「いや、それを俺に言われても困る。言うならダンジョンの核やボスモンスターにしてくれ。……ん？　どうやらアーラの望みが叶かなったようだぞ」

「はい？」

　レイの耳に聞こえてきたのは、巨大蝙蝠のキーキーと鳴く音でもなく、ソルジャーアントの足音でもなく、ポイズントードが跳ねる音でもなかった。それは二足歩行する存在の歩行音。

　一行の背後で鳴き声を上げるセト。エレーナたちにとってはただの鳴き声だが、相棒であるレイはそれが若干の警戒を示すような鳴き声であることに気が付く。

「エレーナ様、どうやら挟み撃ちのようですね。セトの鳴き声から察するに、背後からも前方の敵と同じような敵がこちらを狙っているらしいです」

「ほう。ここまで遭遇したモンスター共は挟み撃ちをするような知能は無かったが、どうやら次は違うらしいな」

「まあ、そうは言ってもしょせんまだダンジョンの地下二階なんだから、そうランクの高くないモンスターだろうけどね」

　呟きつつ弓を引くヴェル。そして通路の先から姿を見せたのは確かにこれまでと違うモンスターではあったが、同時にヴェルの言った通りの存在でもあった。

「ゴブリンか」

　キュステが忌いま々いましげに呟いた通り、通路の先から現れたのは十匹以上のゴブリン。殆ほとんどが長剣や短剣といった武器で武装しており、簡易な盾や鎧よろいを装備している。

「……ゴブリンにしては随分と武装が充実しているようだな」

「恐らくこのダンジョンで盗んだり、あるいは冒険者を襲撃したりして手に入れた物かと」

　妙に感心した様子のエレーナにレイが答えていると、背後の方からも声が聞こえて来る。

「エレーナ様、後ろからも武装したゴブリンが五匹ほど来たよ」

　ヴェルの言葉にエレーナは即断する。個人の武勇ももちろんだが、この瞬間的な判断力があってこそ姫ひめ将しよう軍ぐんと呼ばれているのだ。

「このまま戦闘を避けるのは逆に時間が掛かるか。仕方あるまい。レイ、背後のゴブリン五匹はセトとお前だけで大丈夫か？」

「全く問題ありません」

「では背後は頼んだ。前方の十匹以上のゴブリンは私たちで受け持つ」

「分かりました、では早速片付けましょう」

　レイが頷うなずき、エレーナとヴェルの横を通って背後へと移動する。

　セトが喉のどを鳴らしながらレイを出迎えるが、その視線の先にはヴェルが言った通り五匹のゴブリンの姿があった。

「長剣持ちが二匹に、短剣持ちが三匹か。……セトもあまり嬉うれしそうじゃないな」

　まるで溜ため息いきを吐つくかのように頷くセト。何しろゴブリンの魔石はかなりの安値で買い叩たたかれるし、特に取れる素材もない。そして肉も非常に不ま味ずいので、セトにしては全く嬉しく無い相手なのだ。せめてもの救いは右耳が討伐証明部位として銅貨三枚で買い取って貰えるのと、ゴブリンの持っている武器が多少なりとも使えそうなことくらいだろうか。

「……いや、駄目だな」

　何しろゴブリンは知能が低い。今回やったように挟み撃ちをするような連携行動は行えるが、武器の手入れといった概念は存在しない。

　そのためにゴブリンの持っている武器はその殆どが冒険者の物であろう血で錆さびており、もし回収したとしても鍛か冶じ屋やなり武器屋なりで手入れをしないと使い物にはならないだろう。

　そうした場合は武器を売っても差額を考えれば大した額にはならないことが大半なのである。

「しょうがない。セト、やるぞ！」

「グルゥッ！」

　その声と共にレイとセトはゴブリンへと襲いかかるが、圧倒的な実力差があるために殆ど虐殺とすら言ってもいいような戦いであっさりと戦いは終了する。

　担当のゴブリンを全て倒し、どうだと言わんばかりに自慢気に鳴くセトの頭を苦笑しつつも撫なでながら、エレーナたちの方へと視線を向けるレイ。

　一応手助けがいるかどうかと思っての行為だったのだが、すぐにそれはいらないお節介だったのだと理解する。

　エレーナの護衛騎士団は、キュステのように性格に多少の問題があろうともエレーナの護衛という意味で腕の立つ存在を中心に作られているのだ。そんな者たちがゴブリン相手に苦戦するはずも無く、レイの視線の先ではこちらもあっさりと勝負がついていた。

「さすが、というべきだろうな」

　ゴブリンとは言っても敵の数は十匹を超えていた。それを半分以下の数でまるで何でも無いかのように余裕を持って殲せん滅めつしているのだ。それだけにエレーナたちの実力は際立っていた。

　地面に倒れているゴブリンからナイフを用いて討伐証明部位の右耳を素早く切り取り、ミスティリングへと収納してからエレーナたちと共に先へと進む。
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「それにしてもあのゴブリン共は最後まで逃げなかったな」

　ダンジョン内を進みながらエレーナが呟く。

　ゴブリンというのは弱い相手には酷ひどく好戦的になるのだが、相手が強いと分かれば即座に逃げ出すような性格をしている。それがエレーナたちと戦って自分たちよりも圧倒的に強者だと知りながらも最後まで逃げもせずに戦い、そして全滅したのだ。

　上位種や希少種といった存在に率いられているのならともかく、ゴブリンだけで最後まで踏み留とどまって戦うというのはそれだけ意外だったのだろう。

「恐らくダンジョンの核に転移で呼び出されたときに何らかの洗脳なり意識操作なりが施されているのでしょう。地下一階で出て来た角ウサギや巨大蝙蝠といったモンスターも、種類が違うモンスターだというのに協力してましたしね」

「……そう言えばそうだったな。そう考えると、このダンジョンにいるモンスター全てがダンジョンを守るという目的で手を組んでいるようなものと考えるべきか」

　レイの言葉に頷くエレーナ。

　そのままさらに先へと進もうとしたところで……

「皆、止まれ！」

　ヴェルが唐突にそう声を発する。

「ヴェル？」

　キュステの問いかけにも無言のまま、レイやアーラよりも前へと進み出て地面を調べ始め、数分後にカチッという音が周囲へと響き渡る。

　その頃にはヴェルが何故自分たちの行動を止めたのかというのは、その場にいる全員が理解していた。

「ふぅ、罠わなは解除したからもう大丈夫。スイッチを踏んだら矢が飛び出る罠だったよ」

　ダンジョンの罠を解除するというのはヴェルにとっても初めての経験だっただけに、緊張した様子ながらも笑みを浮かべて頷く。

「ゴブリンを倒して多少なりとも気が緩んだ所に仕掛けられている罠。……これは偶然だと思うか？」

「いえ、偶然とは思えません。恐らくダンジョンに生息するモンスターが狙って仕掛けた罠だと思われます」

「キュステもそう思うか。……まさか地下二階でこれほど嫌らしい罠があるとはな。ここから先はより注意が必要という訳か」

　エレーナの言葉に全員が頷く。ゴブリンという戦力や、矢が飛んでくる罠というのは別個に見ればそれほど脅威ではない。だが、その二つを組み合わせる知恵を持つモンスターがいるというのが重要なのだ。

「今のようにたとえ浅い階層であろうとも油断は出来ない。皆、出て来るモンスターが強くはないと言っても、油断せず気を引き締めるように」

　その言葉に各々が頷き、地図を見ながら地下三階へと降りる階段を目指して通路を進む。

　幸いと言うべきか、先のゴブリンとの戦闘以外は特にトラブルやモンスターとの遭遇も無く階段へと辿り着く。

　だが、アーラが階段へと一歩を踏み出そうとした瞬間、背後からヴェルの声が響く。

「レイ、アーラを止めてくれ！」

　ヴェルの声と同時にレイの視界にその存在が入り、殆ど反射的にアーラの鎧の首の部分を摑つかんで背後へと引っ張っていた。

「キャッ！　レイ殿、一体何を!?」

「アーラ、階段を良く見てみなよ」

　憤ったような顔でレイを睨にらみつけてくるアーラへとそう声を掛けたのはヴェルだった。

　その様子に訝いぶかしげな顔をしながらも、目を凝らして階段へと視線を向けるアーラ。そしてその視線に映った物は……

「これは……糸？」

「ああ。それも蜘く蛛も系のモンスターの物だ。恐ろしく細くてなおかつ軽い。その糸に触ったとしても、普通なら触ったとすら気が付かないだろうな。ましてやアーラや俺たちみたいに鎧を身につけていればなおさらだ」

「で、当然そんな糸が何の理由も無くそんな場所に仕掛けられている訳もない」

　ヴェルの言葉に続いてレイが呟く。

「そうだね。恐らくこの糸は何らかのトラップの起動スイッチだと思う。……まあ、馬鹿正直に引っ掛かるのもなんだし、解除した方が？」

　その問いに、エレーナは少し考えおもむろに頷く。

「そうだな。私たちだけなら跨またいでいけばいいが、あとから来る者が引っ掛かって死んだりでもしたら寝覚めが悪いからな。ヴェル、任せる」

「了解。すぐに終わるから休憩でもして待ってて。この調子だと、地下三階も色々と厄介なことになってそうだし」

「恐らくそうだろうな。よし、ではヴェルが罠を解除するまでは休憩とする。レイ、飲み物や簡単な食べ物を出してくれ。今のうちに腹に何か入れておきたい」

「分かりました」

　そう言い、ミスティリングから水筒やサンドイッチといった物を取り出して各自へと配っていく。

　レイを嫌っているキュステにしても、さすがに公私混同はしないらしく何も言わずに受け取り口へと運ぶ。

　……もっとも、感謝の言葉といったものは無かったのだが。

　そしてそれから二十分ほどで罠の解除が成功し、無事地下三階へと降りることに成功する。




　階段を下り無事地下三階へと降り立ったレイたち。だが地下三階へと一歩足を踏み入れたその瞬間、レイは殆ど反射的にデスサイズを振るっていた。

「っ!?」

　同時に、レイの隣にいるアーラもまた剣を振るい飛んできた何かを弾はじく。

「ちっ、なるほど。そういうことか」

　デスサイズの柄に絡みついている物へと視線を向け、忌々しげに呟つぶやくレイ。

　そこにあるのは白い糸だった。その白い糸はダンジョンの天井へと向かって伸びている。そして視線の先には体長が二メートルほどもあろうかという大きさの蜘蛛が、感情を感じさせないような二十個以上の目でレイたちにじっと視線を向けていた。

「階段の所にあったトラップもこいつの仕業か。そして……」

　アーラやその背後にいるエレーナ、キュステ、ヴェルと睨み合っているのは、人間よりも一回りほど大きく、手足は緑色の鱗うろこで覆われ、そして太く長い尾を持つ爬は虫ちゆう類るいの顔をした亜人、リザードマンだ。

　三十匹を超えるリザードマンが、それぞれ弓や剣、槍やりといった得物を構えて敵意を込めた目でアーラたちへと視線を向けている。

「レイ、お前はその蜘蛛を何とかしろ。出来れば早めにそっちを片付けてこっちの援護に回ってくれると嬉しいがな」

　ミラージュを振り下ろし、鞭むち状にしてリザードマンへと叩き付けながらエレーナが鋭く叫ぶ。

　先頭のリザードマン数匹が鞭のようにしなって襲い掛かったミラージュの刀身によって小さくない傷を負い、リザードマンの集団に混乱をもたらす。それに付け込むように長剣を持ったアーラと、レイがいないために前衛へと回ったキュステが魔ま槍そうを構えて突っ込んでいく。

　そんな二人を援護するのが弓を構えたヴェルであり、エレーナだった。

　弓を装備しているリザードマンが矢を放とうとした瞬間、まるで空中を移動する蛇のような素早い動きでミラージュが襲い掛かる。

　そんな様子を横目で見ながらも、レイは天井に張り付いている蜘蛛を引きずり下ろそうと糸が絡んでいるデスサイズを引くが、蜘蛛も下に落とされれば自分がどうなるのかは分かっているのか天井へと爪を突き立てて必死に抵抗している。

「ちぃっ、時間の無駄か。セトッ！」

　レイの呼び掛けに、待ってましたとばかりに翼を羽ばたかせて地を蹴けるセト。その勢いを使い、まるで壁を走るかのように駆け上がり蜘蛛を目掛けて鷲わし爪づめを振るう。

「キキキッ」

　金属を擦こすり合わせたような鳴き声を上げつつ蜘蛛は天井を蹴ってセトの一撃を回避する。だが……

「そう来ると思ってたよ！」

　セトの攻撃を回避するということは、天井に張り付いたままの状態から動かないといけないということだ。つまりは天井に突き立てていた足の爪を動かす必要がある訳で、その状態で糸の絡みついたデスサイズを強引に引っ張られて抵抗出来るはずもなかった。

「キィッ！」

　本来の蜘蛛であれば鳴き声といったものは一切無いのだが、悲鳴や威嚇の声を上げるのはモンスターだからこそか。

　地面へと落とされたことにより相応のダメージがあったのだろう。動きの鈍くなった蜘蛛へと視線を向けたレイは、ここで素材や魔石を諦あきらめてでも目の前の蜘蛛を早く倒してエレーナたちの援軍に向かうことを選択する。

『炎よ、我が意に従い敵を焼け』

　魔力を込めた言葉で呪文を唱え、世界の理ことわりを歪ゆがめてデスサイズの柄の先端に直径三十センチほどの火球を作り出す。

『火球！』

　そして柄が振りかぶられ、放たれる火球。巨大蜘蛛が自らに迫る熱気に気が付いたときにはすでに回避のしようがなく、ただ黙って自らの身を焼かれ、同時に体液が沸騰するのを受け入れるしかなかった。

　レイは火球が命中したことを確かめると、すぐにリザードマンの方へと視線を向ける。



【リザードマン】

　モンスターランクはＤでオークと同程度なのだが、明確に違うのはオークよりも知性が高いということだろう。自分より上位の存在から下される命令にただ従うだけだったオークとは違い、リザードマンは個々が状況に応じて判断し、行動する知性を持っている。本来ならその知性の高さからもっと高ランクに数えられてもいいのだが、繁殖力自体はそれほど高くないため、逆に個々の能力は低いが繁殖力が高いオークと同ランクとされている。なお、討伐証明部位は尾の先端で、ギルドでは銀貨五枚で買い取って貰もらえる。





　そんなリザードマンも、さすがにエレーナが指揮するキュステ、ヴェル、アーラたちと戦うとなるとそう簡単にはいかないらしくほぼ互角の勝負を繰り広げていた。

（いや、この場合はリザードマンたちを褒めるべきか。前の階で戦った三倍程度のゴブリンは簡単に蹴散らされたしな）

　そんな風に考えつつ、リザードマンの前衛はエレーナたちとの混戦となっているが、後衛が遊兵となっているのに気が付くレイ。

「エレーナ様、後衛を魔法で攻撃します。巻き込まれないように注意して下さい！」

「魔法？　分かった。各自聞いたな。レイの魔法に巻き込まれないように注意しろ！」

　エレーナの声を聞きつつ、精神を集中して魔力を言葉へと乗せていく。

『炎よ、全てを燃やし尽くす矢となり雨の如く降り注げ』

　呪文を唱えるのと同時に、レイの周囲へと腕の長さほどの炎で出来た矢が形成されていく。その数は約五十。

『降り注ぐ炎矢！』

　そして魔法が発動するのと同時に、およそ五十の炎の矢が山なりに放たれ、リザードマンの後衛へと向かって文字通りに降り注ぐ。

　突然現れた無数の炎の矢。それが降り注がれた後衛のリザードマンは咄とつ嗟さに回避したり盾で防いだりする。

　回避を選択した個体は一本二本の炎の矢はともかく、十本以上の矢が殺到してはその全てを回避出来るはずも無く、回避しきれなくなった瞬間に炎の矢が突き刺さる。

　すると一瞬にして全身に激しい炎が燃え広がり、仄ほのかに光っているダンジョンの壁よりもなお明るい松明たいまつとなって周囲を照らす。

　また、回避ではなく咄嗟に盾を持ち上げたリザードマンはさらに悲惨だった。確かにレイの放った物が普通の矢であるのならその行動は正解であっただろう。だが今回放たれたのは、炎によって形成された矢なのだ。

「シャーーーーッ！」

　盾を身体の前へと出したリザードマンは炎の矢がその盾へと突き刺さり、同時にその突き刺さった部分から炎が燃え広がる。その炎は当然盾だけではなくその盾を装備していた腕へも広がり、腕ごとその盾を燃やし尽くしていった。

　そして腕を失った激痛やショックにより動きの鈍ったリザードマンに後続の炎の矢を回避出来るはずもない。

　その身体に一本、二本と炎の矢が突き刺さり、回避を選択したリザードマン同様身体全体が激しい炎に包まれるのに大した時間は掛からなかった。

　たった一度の攻撃魔法で自分たちの後衛が半ば壊滅状態に陥ったのを見たリザードマンは、その様に半ば恐慌状態となる。

　だが、リザードマンたちにしてもただ一方的にやられる訳ではない。

「シャアアアアアアアアアッ！」

　リザードマンたちの中でもリーダー格の存在なのか、他の個体よりも一回り以上身体の大きいリザードマンが高く鳴き一喝する。

　身体に微かすかについている焦げ跡はレイの放った炎の矢によって出来たものであり、その一撃により味方の多くが殺され、あるいは混乱したことに危機感を抱いたのか味方に対して鋭く叱しつ咤たするような鳴き声を上げた。

　本来であればその声で我に返る者が出たのだろう。……何事も無ければ、だが。

「敵は混乱している！　立て直さないうちに切り崩すぞ！」

　そう。姫将軍とも呼ばれているエレーナが、敵が混乱したという致命的な隙を見逃すはずもなかった。

　エレーナの言葉が周囲に響いてから数分も経たないうちに、生き残っているリザードマンは先程大きな声を上げていたリーダー格の一匹のみとなっていた。

「シャシャシャシャッ！」

　そのリザードマンは他のリザードマンを率いるのに相応ふさわしい姿をしていた。他のリザードマンよりも一回り以上大きい、二メートルは優に超えているその身長。

　はち切れんばかりの筋肉を、何らかのモンスターの革で作ったと思われるレザーアーマーで覆っている。その右手に持っているのは一・五メートルを優に超える巨大なグレートソードであり、反対側の手はリザードマンたちの中で唯一金属製の盾を持っていた。

　そのリザードマンはグレートソードを片手で軽々と操り、その切っ先をエレーナの方へと向ける。

「……よかろう。一騎討ちが望みだと言うのなら、そしてその相手に私を望むというのなら受けて立とう」

　ミラージュを手に持ち、一歩前へと進み出るエレーナ。

「エレーナ様！　何もモンスター相手に一騎討ちなど！　どうしてもやると言うのなら私が代わりに！」

　キュステが魔槍を手にエレーナの前に出ようとするが、それを制したのは決闘を挑まれた当の本人であるエレーナだった。

「キュステ、見たところ奴はリザードマンを率いる者。……それも、あの体たい軀くから見るに普通のリザードマンではあるまい。レイ、お前は分かるか？」

　突然振られたその問いだったが、特に詰まることもなくレイは答える。

「恐らくですが、リザードマンの上位種であるリザードマン・ジェネラルだと思われます。もしそうだとするのなら、モンスターランクはＣかと」

「ふむ、やはりな。他のリザードマンとは風格が違う」

「エレーナ様、それならばなおさら危険です。私にお任せ下さい」

　そう言い募ってくるキュステへ、不意にエレーナは鋭い視線を向ける。

「くどいぞ、キュステ。奴とてモンスターといえども誇りある戦士なのだ。ならばその誇りを懸けた一騎討ちを受けないという訳にはいくまい」

「エレーナ様！」

「……キュステ。くどい、と言ったぞ。私に三度も同じことを言わせる気か？」

「ぐっ、……はい、分かりました」

　エレーナの視線に射すくめられ、一瞬悔しげな表情を浮かべながら槍を引いてその場から後あと退ずさるキュステ。

「エレーナ様、ご武運をお祈りしています」

　次に口を開いたのはアーラだ。だがその言葉はキュステとは違い、エレーナが一騎討ちで勝つと信じ切っているものだ。

「うむ、私とて姫将軍と呼ばれた者だ。そう簡単にやられはしないさ」

「一応、俺の立場としては止めないといけないんだけどね」

「ほう？　ならばヴェル。お前も止めるか？」

「止めて止まるようならそれもいいんだけど、うちの女王様はそれで止まるような人じゃないでしょ。なら俺に出来るのはただ見守るだけかな」

　ヴェルのその言葉に苦笑を浮かべるエレーナ。

「何度も言うようだが、その女王様というのはやめろ。気心の知れている面メン子ツだけだからいいが、妙な所でそんなことを呟いてみろ。不敬罪に問われるぞ」

「はいはい、分かってますよ」

　軽い口調でエレーナを送り出すヴェル。そして最後にエレーナへと声を掛けたのはレイだった。

「姫将軍と言われるほどの強さ、この目で確かめさせて貰います」

「ふっ、そうだな。私と同等の強さを持つお前が見ているのだ。無様な戦いは出来ん」

　そう告げながら笑みを浮かべるエレーナ。その口元に浮かんでいるのは公爵令嬢としての優雅な笑みではなく、周辺諸国から姫将軍と呼ばれるに足る獰どう猛もうな笑みだった。

「グルゥ」

　その笑みを見たセトもまた、喉のどの奥で鳴いてエレーナを見送る。

　四人と一匹の視線をその背に、ミラージュを持ったエレーナはリザードマン・ジェネラルと向かい合う。
















　そして数秒後、どちらからともなく動き出す。

「シャアアアアアアアアッ！」

「はああぁぁっ！」

　お互いが同時に地を蹴り、その間合いを急速に縮めていく。そして先手を打ったのは連れん接せつ剣けんという、グレートソードよりも間合いの長い武器を持つエレーナ。

　ミラージュを大きく振るうと、その刀身が鞭のようにしなり不規則な軌跡を描きながら剣先がリザードマン・ジェネラルの頭部を斬り裂かんと迫る。

「シャアッ！」

　だが、リザードマン・ジェネラルは咄嗟にグレートソードを盾のように掲げてその一撃を防ぐ。しかし……

「それで終わりだと思うなっ！」

　グレートソードにはね返されたミラージュの剣先だったが、エレーナが素早く手首を返すとその切っ先が翻って再びリザードマン・ジェネラルへと襲い掛かる。

　さすがにその不規則な一撃は予想外だったのか、左肩を鱗うろこごとざっくりと斬られて血が噴き出す。

「シャアアアアッ！」

　だがそんなことは関係無いとばかりに、リザードマン・ジェネラルは傷ついた腕を物ともせずに金属製の盾をエレーナ目掛けて投げつけ、同時にミラージュの間合いから自分のグレートソードの間合いへと距離を詰める。

　エレーナの武器がただの鞭であればこの時点でリザードマン・ジェネラルが有利になっていただろう。だが、エレーナの持っている武器は、あくまでも鞭と剣両方の性能を発揮する連接剣のミラージュなのだ。ゆえに……

　ギンッ！

　力の限り振り下ろされたグレートソードは、魔力を流すことで瞬時にロングソードに戻されたミラージュに受け止められる。

「シャ!?」

　いつの間にか決闘相手の武器が変わっていたことに驚きの声を上げるリザードマン・ジェネラルだったが、その隙は一流を超える戦士でもあるエレーナを相手にしては致命的なものだった。

「はぁっ！」

　グレートソードと打ち合っていたミラージュを斜めに構え、刀身を滑らせるようにして相手の一撃を受け流し……そのまま隙の出来たリザードマン・ジェネラルの横を通り抜け様にその胴体へと刀身を当て……斬り裂く！

「っ!?」

　そしてリザードマン・ジェネラルは何が起きたのかも理解出来ないままに胴体を上下の二つに別わかたれ、その生涯を終える。




　シン、と静まり返ったダンジョン内。

　現在そこにあるのは胴体を上下二つに切断されたリザードマン・ジェネラルと、それを行ったエレーナのみだった。

　そしてエレーナは一瞬だけ絶命した決闘相手へと視線を向けると、ミラージュを大きく振るって刀身に付着したリザードマンの血を飛ばして鞘さやへと納める。

「……エレーナ様、見事です」

　最初に口を開いたのはアーラだ。

　エレーナの強さを信じてはいても、それでも戦闘に絶対は無い。それを知っているだけに、安あん堵どの息を吐きながらも惜しみない賞賛をその一言に込める。

「確かに素晴らしい剣捌さばきでしたが、自分の立場というものも少しは考えて下さい。エレーナ様はそこらにいるただの冒険者という訳では無く、栄光あるケレベル公爵家の令嬢でもあるのです。それが敵国の将軍とならともかく、モンスター相手に一騎討ちなど」

「あははは。キュステ、ベスティア帝国の将軍とうちの女王様が一騎討ちをやったときも同じようなことを言ってたよね」

「ヴェル！　私は別に好き好んで諫かん言げんしている訳ではないぞ」

　キュステとヴェルが言い合っているのを横目に、エレーナは全滅したリザードマンたちへと視線を向ける。

「レイ、リザードマンの死体の回収を頼む。魔石や素材に関してはこのダンジョンから出てから改めて分配しよう。……私としてはお前に全部やってもいいと思うんだがな」

「それは嬉うれしいですが、エレーナ様の周辺にも色々と都合というものがあるかと。まあ、俺としては出来ればそうして貰えると嬉しいですが、無理にとは言いませんよ。ラルクス辺境伯からの指名依頼ということで破格の成功報酬が約束されてますし」

「そうか？」

「ええ。それにエレーナ様のような人とも顔見知りになれましたしね」

「ふふっ、確かにそうかもしれないな。私としても今回の件で一番の収穫はレイという人物を知れたことだよ」

　つい数分前までモンスターとの一騎討ちをしていたとは思えないような、まさに大輪の薔ば薇らを思わせるような笑みを浮かべるエレーナ。

　思わずその笑顔に魅入っていたレイだったが、セトにドラゴンローブをクチバシで引っ張られて我に返る。

「っと、すいません。それほど時間に余裕があるという訳でもないですし、さっさと収納してきます」

　慌てたようにそう告げ、セトと共にその場に転がっているモンスターの死体をミスティリングへと収納していく。

　その様子を見ていたキュステは思わず眉まゆを顰ひそめる。先程のエレーナとレイの会話が聞こえていたためだ。

「ありゃりゃ。うちの女王様もさすがだね。出会ってまだ数日程度だっていうのにもうレイを堕おとしにかかってる」

「ヴェル、エレーナ様に失礼な物言いは許さんぞ」

「なんでさ。俺は本当のことしか言ってないと思うけど？」

「……ヴェル」

　先程までの半ばじゃれ合いとも取れるような話をしていたときの声ではなく、一段低い声を出すキュステ。そして声と同様に、視線もまた先程までとは違い鋭いものになっている。

　だが、それでもなおヴェルは飄ひよう々ひようとした態度を崩さずに笑みを浮かべながら言葉を返す。

「だってさ、普通に考えてみなよ。見たことがないほどの美人で、身体付きも最高レベル。でもってさっぱりとした気性で、誇り高い。そんなうちの女王様相手に接して、好意を持つなって方が無理だろ？　それが恋愛的な好意か友情的な好意かは別にして」

「……」

「でもって、エレーナ様が自分のパートナーとして迎える条件は最低でも自分よりも強いこと。……ほら、レイが相手でも問題無いだろ？」

　呟つぶやいたその瞬間、ヴェルは自分の顔の真横をキュステの魔ま槍そうが通り過ぎるのを感じた。

「ヴェル、それ以上喋しやべるな。私はこの槍やりでお前を貫きたくはない」

「……ま、いいでしょ。キュステがそう言うのならこの話はこの辺にしておくよ」

「ふん」

　ヴェルの言葉を鼻で笑い、槍を引くキュステ。

「ちょっと二人とも。もしかしてこんな所で仲間割れ？」

　あれこれとエレーナの世話を焼いていたアーラがそんな二人の様子を見て呆あきれたように告げてくる。

「別に仲間割れとかじゃないさ。ちょっとした意見の相違って奴だよ」

「……本当に？　どうせまたヴェルがよけいなことを言ったんでしょ」

「ちょっ!?　なんで俺が原因だって言い切る訳!?」

「そんなの、ヴェルの普段の生活態度を見てれば自然と分かるわよ」

「アーラ、もういい。確かにこんな所でする話ではなかったからな。次からは注意する」

　いつの間にか始まっていた言い合いに溜ため息いきを吐つきながらキュステが割って入り、そこからはいつもの雰囲気に戻る。

　そしてレイが死体を回収し終えたあとは特に変な空気になるようなこともなく、ダンジョンを進む。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「ここが地下三階か。上とは随分と様子が違うな」

　リザードマンとの戦闘があった場所、すなわち地下三階へと降りてきた階段から歩いて十分ほど。つい先程までは普通のダンジョンそのものだったのだが、今レイたちの目の前に広がっているのは巨大なキノコで出来た森とも言うべき場所だった。

　高さ二メートル程度のものから、大きければ高さ五メートル近くもあるのではないかと思えるほどの巨大なキノコがそこら中に生えている。

「これは……さすがに予想外だな」

　キノコのダンジョンというのはさすがに予想外だったのか、キュステですら啞あ然ぜんとした表情で呟く。

　ヴェルやアーラもキュステの横で同様に驚きの表情を浮かべ、レイもまた三人ほどではないが興味深そうな目で周囲を見渡している。

　そんな中、セトのみが特に表情を変えずに小首を傾げていた。

　だが一行のそんな物見遊山的な態度はすぐに終わりを迎える。

　まずその音に気が付いたのは、人間より遥はるかに優れた五感を持っているセトだった。

「グルルゥ」

　どこか警戒するような鳴き声を上げ、レイのドラゴンローブを引っ張るセト。

　そしてレイもまたセトと同様のものに気が付く。

「エレーナ様、何かが……いや、これは声？」

　エレーナへと自分たちに近付いてくるモンスターがいると注意を呼びかけようとしたそのとき、人の話し声が微かすかに聞こえたことにより混乱する。

　何故ならこのダンジョンに今日一番初めに潜ったのは自分たちであり、そのあとから入って来た者たちに追い抜かれた覚えがないからだ。だが、すぐに納得する。こちらへと向かって来ている……つまりは上の階層へと向かっているということは、近付いてくる者たちの目的は地上へと出ること。すなわち……

「レイ、どうした？」

「……いえ。どうやらこのダンジョンの中で一夜を過ごしたパーティがこちらへと向かって来ているようです。最初は近付いてくる音だけしか聞こえなかったのでモンスターか何かかと思ったのですが、人の声が聞こえてきましたから」

「ふむ、なるほど。確かにダンジョンの階層はそれほどでもないが、フロア自体がかなり広いという話だから一日で潜れる階層には限度があるだろう。さて、この場合は冒険者としてはどうするべきだ？」

「そうですね。以前エルクから聞いた話によると、敵意を示さないように軽く挨あい拶さつをするというのが一般的だという話です」

「よかろう。ならばまずは相手の出方を見るとしようか」

　エレーナの指示に全員が頷うなずき、その場で待機する。

　そして五分ほどが過ぎ、セトやレイだけではなくエレーナたちにもキノコの森とでも表現すべき場所を歩いてくる音が聞こえてくる。他にも鎧よろいの擦こすれるような音が交じっていた。

　やがて三メートルはあろうかという大きなキノコの陰から人影が現れる。

　その数は四つ。全員が男で、シーフらしき身軽な格好をしている男が一人に、斧おのと槍の両方の特徴を持つハルバードを持つ男、バスタードソードを持つ男の戦士が二人。そして最後尾を歩いているのは巨大なリュックを背負った男だった。見たところ全員が二十代ほどだろう。

「ん？」

　やがて先頭を歩いていたシーフがレイたちに気が付き、不審そうな表情を浮かべながら歩みを止める。同時にその背後にいた戦士二人も警戒の視線をレイたちへと向け、シーフの男の横へと進み出る。チラリ、チラリとシーフの男の視線はエレーナやグリフォンであるセトへと素早く動く。

「レイ、冒険者同士だ。お前に任せる。だがいいな、奴等が襲い掛かってきた場合は躊ちゆう躇ちよ無く迎撃しろ」

　エレーナからの指示を受け、頷いて一歩前へと出るレイ。その肩にはデスサイズが載っており、いざ戦闘になったらすぐに対応出来るのは明らかだった。

　まず最初に口を開いたのは、相手方のパーティでも先頭にいるシーフの男。

「よう、こんな所で奇遇だな」

「奇遇と言うか、ダンジョン探索に来てるんだからその中で同僚と遭遇してもそれほどおかしな話じゃないさ。……ちなみに、俺たちは今朝最初にダンジョンへと入ってまっすぐここまで降りてきたんだけど、そっちは？」

「ん？　ああ、ちょっと依頼で地下のモンスターから取れる素材が必要でな。おまけにそのモンスターは夜にしか現れないって話で、ダンジョンで夜を過ごした訳だ」

「へぇ、ダンジョンの中でね。随分と勇敢と言うか何と言うか」

「まあ、これでもそれなりに経験を積んだランクＣパーティだ。……そっちは？」

　自分たちの事情は話した。次はそっちの番だ、とばかりに話を返してくるシーフの男。

　一瞬だけエレーナに視線を向けると、微かに頷くのが見えたために正直に口を開く。

「俺たちも地下に用があってな。ああ、俺はランクＤ冒険者のレイ。あっちは俺の依頼人の貴族御一行」

「……ほう。貴族、ねぇ」

　呟き、頷くシーフの男。その気配から若干ではあるが警戒心が薄れていくのがレイには感じ取れた。

　向こうもレイたちを盗とう賊ぞくの類たぐいかと警戒していたのだろう。

「お互い、特に問題は無いようだな」

「ああ。俺としてはあのグリフォンとかそっちのもの凄すごい美人とかが気になるが……」

「おいザック。問題が無いようならさっさと上へ向かうぞ。いい加減、警戒しないで眠りたいんだ」

「分かったよ」

　ザックと呼ばれたシーフがハルバードを持つ戦士にそう答え、軽く笑みを浮かべながらレイの肩を叩たたく。

「俺たちは地上に戻るが、ここから下は色々と厄介なモンスターが多いから注意するんだな。特に地下五階にいるアンデッド系は魔法が使えないと厄介だぞ」

「問題無いさ、俺はこの格好を見て貰もらえれば分かると思うが一応魔法使いだし」

　そう告げたとき、目の前のパーティ一行が思わず声を揃えて口を開く。

『ちょっと待て』

　まるでタイミングを合わせたかのようなその息の合った突っ込みに、レイは思わず苦笑を浮かべる。

「そんな巨大な武器を持っておきながら魔法使いとか、普通は信じられないぞ」

「そうだな、実際足運びとかも魔法使いというよりは戦士のそれだしな」

　戦士二人に口々にそう言われ、軽く肩を竦すくめるレイ。

「まあ、確かにそれも間違いじゃない。正確に言えば魔法も使える戦士、魔法戦士ってところだ」

「……なるほど、それなら納得かもな」

　シーフの男が頷き、そこで巨大なリュックを背負っている男が口を開く。

「お互いに特に問題が無いようならそろそろいいんじゃないか？　俺としては早いところ地上に戻って、腹一杯飯を食って宿屋で命の心配をしないでぐっすりと眠りたいんだが」

「ん？　ああ、そうだな。じゃあ俺たちはこの辺で失礼させて貰う。さっきも言ったが、地下五階にはアンデッドが彷徨うろついてるから気をつけるようにな」

「ああ。忠告感謝するよ。普通そういう情報は自分たちで独占する物なんだろ？」

「何、気にするな。こうしてダンジョンで行き会ったのも何かの縁だろうし、お前が魔法戦士だって情報も貰ったからな。さて、じゃあ俺たちはこの辺で失礼させて貰う。お前たちが無事探索を終了することを祈ってるよ」

　シーフの男がそう言い、レイやエレーナたちとその場で別れて別々の方向へと進んでいく。

　レイやエレーナたちは地下四階への階段がある場所へ。そして男たちは地下二階への階段がある場所へと。
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「レイ！　背後のキノコは任せるぞ！」

　エレーナの声が周囲へと響き、レイもまたデスサイズを横よこ薙なぎにして襲い掛かってきたキノコの胴体を切断しながら叫ぶ。

「セトと一緒なので、こっちはまだまだ余裕があるから大丈夫です！」

　レイが返事をする横で、セトもまた前足を振るいキノコの胴体を破壊する。

　ダンジョンで一夜を過ごしたパーティと遭遇してから一時間ほど。順調に地下四階へと向かう階段へと向かっていたエレーナたちだったが、今いる区域に入り込んだ途端に周囲のキノコが襲い掛かってきたのだ。

　体長は小さいもので一メートル程度。大きいものは三メートルほどもあるだろうか。その巨大なキノコに何故か樹の根のような物が生えており、それによって移動してくるのだ。幸いなのは攻撃手段が体当たりだけだということだろう。キノコの身体を切断する度に胞子が広がるが、特に毒性は無いらしく被害は無い。

「ちぃっ、キノコ自体はこの地下三階に生えてる物と殆ほとんど変わらないってのに……擬態するにしても上う手ますぎるだろっ！」

　再び襲い掛かってきた二メートルほどのキノコの胴体をデスサイズで切断し、上半身の部分がレイへと向かって倒れてくるのを石突きで殴り飛ばす。

　一瞬前方を見たレイは、そこで圧倒的多数のキノコに囲まれているエレーナたちの姿を見る。

（このままじゃ不ま味ずい。……と言うより、俺やセトはともかくエレーナたちの方が先に体力が尽きてしまう。くそっ、さっきのパーティの奴等もこういうモンスターがいるのなら教えてもいいだろうに。もしかして知らなかったとでも言うつもりか？　……待て。知らなかった？　それはつまり奴等はここでこいつ等に襲われたことがないとかか？）

　そんな風に考えている間にもキノコは休みなく襲い掛かってきており、デスサイズを横薙ぎにして三匹ほどのキノコを纏まとめて斬り伏せながらセトへと叫ぶ。

「ええいっ、しつこいっ！　セト、少し時間を稼いでくれ！」

「グルルルルゥッ！」

　レイの声にセトが高く鳴いて了承の意を伝える。その声を聞いたレイは背後へと跳躍し、魔力を込めて呪文を紡ぐ。

『汝なんじは炎で作られし存在なり。集え、その炎と共に。大いなる炎の翼を持ちて羽ばたけ！』

　呪文を唱えるごとにデスサイズの刃やいばの部分へと炎が集まり、それがやがて鳥の姿へと変わっていく。

　そして次第にその大きさを増し、やがて羽を広げた状態で三メートルほどの大きさを持つに至る。

『空を征ゆく不死鳥！』

　呪文が完成し、炎で構成された不死鳥が羽ばたいたその瞬間、セトは最後の土産とばかりにキノコを後ろ足で蹴けりつけ、その反動を使ってレイの隣へと着地する。

　セトがレイの隣へと着地したのと同時に、キノコの中へと不死鳥がそのまま突っ込んでいく。レイの魔力によって操られている不死鳥の形をした炎は、その名の通りに鳥の如く羽ばたきながらキノコの間を通り抜けては接触したキノコを次々に燃やしつくす。

　その火力がどれほどの物かと言えば、キノコが不死鳥に触れるとその瞬間に炎が燃え広がり、数秒で消し炭と化す光景を見れば理解出来るだろう。不死鳥はキノコの群れの中を思う存分に飛び回り、次々とキノコを燃やしていく。そしてレイたちの後方へと回り込んでいたキノコたち全てが燃え尽きるまでには数分も必要としなかった。そして……

「エレーナ様、そちらのキノコ共も片付けます！　一いつ旦たん退ひいて下さい！」

　その声が聞こえたのだろう。一瞬だけ振り返り後ろを確認し、後方のキノコがすでに全滅しているのを見たエレーナはすぐに決断する。

「キュステ、アーラ。聞こえたな？　一旦退け！」

　前衛を務めている二人にそう言葉を掛け、ミラージュを振るうエレーナ。

　鞭むちの如く伸びたミラージュは、アーラの横から飛びかかろうとしていたキノコの胴体を貫き、同時にエレーナが手首を返すと内部から刺さっていたキノコの胴体を真っ二つにする。

（このキノコ、痛覚がないのか？　稀まれに痛覚のないモンスターもいると聞くが……）

　内心で呟つぶやき再度手首を返し、たった今斬り裂いたキノコの横に存在していた別のキノコの胴体も切断する。

　そもそも連れん接せつ剣けんという武器は、鞭状態の刀身に刃が付いているという形状だ。攻撃範囲はかなり広いのだが、一撃の威力はレイの持っているデスサイズやキュステの魔ま槍そうのように強くはない。

　一撃の威力を求めるときはミラージュを長剣の状態に戻せばいいだけなのだから普段は問題無いのだが、中衛や後衛として行動しなければいけないときにはそれが問題となる。……もっとも、それも今回のキノコのように痛覚のないような相手でなければ全く問題は無いのだが。
















　普通のモンスターは痛覚があるので、怪我をすれば当然痛みを感じる。それを利用しての牽けん制せいという手段も取れるのだから。

　そんなことを考えている間にアーラが目の前のキノコを幹から竹たけ割わりにし、同時にキュステが魔槍をキノコの胴体へと突き入れ……次の瞬間にはキノコの内部に突き刺さった魔槍の先端から大量の水球が生み出されてキノコの胴体を内部から破裂させる。

　そして目の前のキノコを倒した二人がエレーナの指示に従い後方へと一旦退こうとするも、再び二匹のキノコが目の前に現れる。

「させんっ！」

　二人へと飛びかかろうとしたキノコのうち片方の胴体をミラージュで先程同様に切断するエレーナ。

「やらせるかってね！」

　そしてもう一匹のキノコにはヴェルが連続して矢を撃ち込む。

　矢を一本程度撃ち込まれたくらいでは、キノコは全くダメージを受けた様子も無く前へと進もうとするのだが、矢でキノコを倒せずともその衝撃は十分に足を鈍らせる。そしてそのまま続けて二本、三本、四本と連続して矢を撃ち込まれれば二人が撤退する時間を稼ぐには十分だった。そして……

「あれが、レイ殿の魔法……」

　後方へと退いたアーラが自分たちの上を通り過ぎていく炎で作られた鳥、不死鳥を目にして呆ぼう然ぜんと呟く。

　炎で形作られた鳥は自らの身体に触れたキノコを瞬時に燃え上がらせ、あるいはその翼でキノコを斬り裂いて……否いな、焼き斬っていく。

　そんな炎の鳥に対してキノコもやられてばかりな訳でもなく攻撃を仕掛けようとするのだが、そのたびに炎の鳥は優雅な軌跡を描きつつ空を飛び、攻撃を回避。逆に相手を燃やし尽くしていく。

　いっそ幻想的とすら表現してもいいような光景に、戦闘中にもかかわらず一瞬目を奪われるアーラ。

　魔法の才能が無い身でも、その不死鳥にどれほどの魔力が込められているのかを戦士としての直感で感じ取ったのだ。その美しさも。

　アーラの隣では同様に後退したキュステもまた、この男にしては珍しく不死鳥を感嘆の視線で眺めている。

「おや、キュステもようやくレイを認めたのか？」

「ふんっ、奴の腕はとうに認めているさ。認めていないのは奴の性格だけだ」

　からかうように尋ねてきたヴェルへと鼻で笑ってそう返す。

　そして不死鳥の姿が消えたあとに残っていたのは、数匹のキノコのみだった。

　その残存していたキノコたちもまた、エレーナたちにあっさりと息の根を止められていく。

　元々苦戦をしていたのは、キノコたちの数と多少のダメージを与えた程度では全く応こたえた様子がないという不気味さによるものだったので、ここまでくればすでに単純作業に近かった。だが……

「……何？　レイ、ヴェル。もう一度言ってくれ」

　エレーナの声が周囲へと響く。その隣ではキュステが眉まゆ根ねを寄せており、アーラが不思議そうな視線をレイとヴェルへ向けている。

　そんな視線を浴びせられながらも、再びヴェルは口を開く。

「あのキノコたちから魔石を採取しようとしたんだけど、その体内に魔石は無かったよ。端的に言うと、あのキノコたちはモンスターじゃないってことかな」

「だが、事実私たちはあのキノコに襲われたぞ？」

　エレーナの言葉にキュステもまた頷うなずく。

「エレーナ様の仰おつしやる通りだ。ああしてこちらを前後から包み込むようにして襲ってきた以上、モンスターと考えても間違い無いだろう？」

「キュステの言いたいことも分かるけどさ、俺とレイの二人であのキノコの死体を隅々まで調べた結果がそうなんだからしょうがないだろ？　何ならキュステもあのキノコのどこかに魔石があるかどうか調べてみるか？」

　自分たちが調べた内容が信じられないということに、ヴェルは不服そうにキュステへと言い返す。

　キュステにしても、別にヴェルが手を抜いて調べたとは思ってはいない。普段は軽い口調や態度を見せる男だが、仕事に関しては真面目に取り組むのだ。だが、それを知っていたとしても思わず出て来た言葉だった。

「ふむ、何やら今回は妙にトラブルに巻き込まれるな。旅の途中で出会ったカマキリといい、このキノコといい」

　エレーナが何気なく呟いたその一言。それで何かに気が付いたレイが、反射的にまだ炭と化していないキノコの死し骸がいへと振り向く。

　いきなりのその行動に驚いたエレーナたちの目がレイへと向くが、それに気が付いた様子も無くキノコの死骸へと近付いていく。

「おい、どうしたんだ？　そのキノコには魔石とか取れそうな素材はないって。さっきも一緒に調べただろ？」

　背後から聞こえて来る不思議そうなヴェルの言葉を聞き流しながら、改めてその死体を調べていく。ただし今回調べるのはキノコの部分ではなく樹の根が生えている部分だ。

　その部分を手に取り、ミスリルナイフで樹の根の部分を切り取りエレーナの方へと戻っていく。

「それで、何かが分かったのか？」

　そんなレイへとエレーナは声を掛けるが、レイは小さく首を振るだけだった。

「いえ。ですが、先程のエレーナ様の言葉にちょっと引っ掛かりまして」

「私の言葉？」

「はい。あのカマキリについてです。あのときも言いましたが、あのカマキリは錬れん金きん術じゆつで作られた一種の人工生物のような存在の可能性があります」

　そこまで告げ、あるいはゼパイルの知識を完全に受け継いでいればその辺の事情も分かったのかもしれないと考えるも、必要最小限の知識しか受け継がなかった以上は今更しょうがないと言葉を続ける。

「俺たちを襲ってきたキノコたちは、調べた限りこの階層に生えている普通のキノコと同じです。何しろ胴体を切断しても内臓の類たぐいは一切無いどころか、モンスターになら確実にあるはずの魔石すら持っていないのですから。ただ一つ他のキノコと違う場所と言えば、足の代わりに動いていたこの樹の根」

　それだけでエレーナにもレイが何を言いたいのか分かったのだろう。その美しい眉を軽く顰ひそめて口を開く。

「つまり、その樹の根も錬金術によって作り出された物だと？」

「あくまでも予想でしかありませんが」

「確かに魔石が無い以上はレイの言ってる話が正しいようにも思えるが……分かっているのか？　このダンジョンに向かう途中でカマキリに遭遇しただけなら在野の錬金術師の実験か何かだという可能性もあるが、私たちが入ったダンジョンでも錬金術師が作った存在が再び私たちに襲い掛かってきたとなると……とてもでは無いが、偶然では済まされないぞ？」

　エレーナが何を言いたいのか分かったのだろう。キュステとアーラ、ヴェルが微かすかに眉を顰め、レイもまた頷く。

「はい。もしも俺の考えが正しいのであれば……」

「カマキリやこの樹の根は私たちを狙ったものだということか」

「ですがエレーナ様、私たちがここのダンジョンに来ると知っていたのは貴族派でもほんの一部です」

　アーラの言葉に、ヴェルがいつもの飄ひよう々ひようとした表情へと戻って肩を竦すくめながら口を開く。

「つまり、貴族派の中に俺たちがいては困る奴がいるんだろうね」

「ヴェル！　そんな、エレーナ様がいてこその貴族派でしょう！」

「だからさ。その貴族派の象徴であるエレーナ様がいては困るってことなんじゃないの？」

「……裏切り者がいる、と？」

「まあ、状況証拠しかないけどね。そもそもこの樹の根に関しても、本当に錬金術で作られた物かどうかも分からないんだし。今のはあくまでもレイの個人的な予想でしかないだろ？」

　レイの手に持っている樹の根へと視線を向けながらヴェルがそう告げ、エレーナの方へと視線を向けて再び口を開く。

「それにあのカマキリは倒した途端にまるで自分が存在した証拠を消すかのように溶けていった。なのにこの樹の根は倒したあともそのまま残っている。……エレーナ様的に、その辺はどう思う？」

「無難に考えればあのカマキリは技術の粋を凝らして作られた一品物。それに対してこの樹の根がもし本当に錬金術で作られたものだとするのなら、恐らく使われている技術はそれほど重要な訳ではなく、知られても特に困らないというパターンだろうな」

「つまり樹の根が本当に錬金術によって作られた代物でも、使われている技術とかは一般的なものでカマキリと同じ錬金術師が作ったとは限らないってことかな？」

「そうだな。状況証拠的に見れば同一人物の仕業で間違い無いのだろうが、状況証拠はあくまでも状況証拠だ。偶然の一致と言い切られればそれを覆す証拠は何も無い。……こうなると、つくづくあのカマキリの素材なりなんなりを確保できなかったのが悔やまれるな」

　溜ため息いきを吐つきながら呟くエレーナ。

　エレーナの中では、すでに今回の一件に何らかの理由で錬金術師が絡んできているというのは既定事項なのだろう。

「とにかく、私たちが油断しなければ錬金術師が何を仕掛けてこようが問題無いはずだ。もうすぐ地下四階への階段だが、気を引き締めろよ」

　その命令に全員が頷き、樹の根は念のためにレイがミスティリングへと収納する。その後、ダンジョンの中を一時間ほど進んでようやく地下四階へと降りるための階段を発見し、警戒しつつも下りて行く。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　継承の祭壇があるのは最下層である地下七階。ようやくこのダンジョンの半分ほどを突破したのだが、エレーナが持っている地図は地下三階までのもの。ここからは地図も無いまま、文字通りに手探りで進んでいかなければならない。

「これは、また……」

　一面に広がる光景を目にして、思わずレイが呟く。

　その隣ではレイと同じく前衛を務めているアーラが、その後ろでは中衛のエレーナとキュステが、そして後衛ではヴェルが驚きに目を見開いて目の前に広がっている光景を眺めている。

　ヴェルの隣にいるセトだけはどこか嬉うれしそうな鳴き声を上げていたのだが。

「えっと、ここってダンジョンの地下四階で間違い無いわよね？」

「そうだな。お前もたった今階段を下りてきたばかりだろう」

　ふと我に返ったアーラがそう呟き、キュステが肯定する。

「いやいや。アーラが混乱するのも分かるよ。ダンジョンを降りてきて、いきなり目の前にこんな光景が広がってたらさすがに驚く」

　いつもは軽い口調を崩さないヴェルだが、さすがに目の前に広がる光景に驚いているのだろう。半ば呆然とした口調で言葉を紡ぐ。

「だって……何で……何でダンジョンの中に森があるのよおおぉぉぉっ！　しかも太陽らしきものもあるとか、どう考えてもおかしいでしょ！」

　そう、レイたちの目の前に広がっているのはどこをどう見ても森以外の何物でもなかった。そしてアーラの言う通り上空には太陽らしき物すらも見えており、実際に明かりに照らし出されている。

「落ち着けアーラ。ここはダンジョン、何があってもおかしくない場所だ。混乱すればそれが隙となるぞ」

　ポンッ、とアーラの肩に手を置き、エレーナが宥なだめるように声を掛ける。

　その声で我に返ったのだろう。アーラは顔を赤くして小さく頭を下げる。

「確かに驚きもするが、取りあえずは皆落ち着け。何しろ地下三階までとは違いここからは地図が無い。一直線に階段まで向かえていたこれまでとは違い、地下五階への階段を見つけるのは難しくなるだろう。それゆえにまずは深呼吸でもして意識を切り替えるとしようか」

　エレーナの声に従い、皆が大きく深呼吸をする。なおその際に吸った空気は、ダンジョンのものというよりは確かに深い森の中にあるような新鮮な空気だった。




「……さて。ここからはより慎重に進むとしよう。隊列を多少弄いじるぞ。シーフとしてのスキルを十分に発揮して貰もらうため、レイとヴェルの位置を交換する。レイはセトと共に後方や上から襲い掛かって来るモンスターに注意してくれ」

「お、いよいよ俺の本領発揮だな。ダンジョンでのシーフ役より、こういう森の中とかが俺は得意なんだよな。じゃ、レイ。後衛よろしく」

「任せろ。セトと一緒に行動するのは慣れているから、背後は気にしないで前方を頼む」

「さすがレイ。自信満々だね」

　深呼吸をして落ち着いたのか、いつもの軽い口調へと戻ったヴェルと隊列を入れ替えて態勢を整える。

「で、エレーナ様。向かうのはどの方向にします？」

　アーラの問いに、数秒ほど考え周囲を見回すエレーナだったがすぐに肩を竦める。

「地図が無い以上はどう進むにしても結局は勘頼りでしかない。ならば、そうだな。レイ、冒険者としての勘で進む方向を選んでくれ」

「は？　俺がですか？」

「うむ。どのみち誰も指針となるような方向を提示出来ないのだ。ならば冒険者であるレイの勘に頼った方がマシというものだろう」

　突然そう指示されたレイだったが、さすがに勘で道を決めろと言われても困るのか周囲を見渡す。

「……そうですね。この階層を今日中に突破出来るかどうかは難しそうなので、いざというときの野営用の根拠地となる場所を探しながら進むというのはどうでしょう？」

「根拠地？　となると……川か？」

「はい。ただ、川……と言うか、水場だとモンスターが水を飲みにやってくる危険性もあるので、その辺の兼ね合いが難しいと思いますが」

「うむ、ならばまずは川なり湖なりの水場を求めて移動するにしても……どっちに行けばいいのか分からないのは変わらないか」

　苦笑を浮かべたエレーナだったが、レイは笑みを浮かべたままセトの背を撫なでる。

「セト、水の匂いや流れている音を感じ取れるか？」

　レイの言葉に任せろと自信満々に喉のどを鳴らすセト。それを見たエレーナたちは、グリフォンの五感に感心した視線を送る。

（まあ、いざとなればセトに飛んで貰って上空から川なり湖なりを探すという方法もあるんだが……）

　そんな風に思っていたレイだったが、幸いセトは水の匂いか音のどちらかを感じ取ったらしく左側の方へと視線を向けて高く鳴く。

「ご覧の通り、どうやら左側の方に水辺があるらしいです。そっちに向かうということでいいですか？」

「ああ。私としては問題無い。キュステ、ヴェル、アーラ。左へと向かうぞ」

　エレーナのその指示に頷き、一行は左の方へと向かって進み始める。

　幸い、森とは言っても歩くのに邪魔になるような木々は殆ほとんど無く、特に道を拓ひらくというようなことをせずとも進めるというのは一行にとって幸運だっただろう。




「グルルルゥ」

　セトが警戒の唸うなり声を上げたのは、森の中を進み始めて一時間ほど経った頃だった。

　突然背後でセトが唸ったのに驚いたのだろう。先頭を歩いていたアーラとヴェルが反射的に背後を振り向く。

「……どうした？」

　こちらは落ち着いた様子で尋ねてくるエレーナへと、セトが周囲の様子を気にしているのに気が付いたレイが答える。

「周囲の様子を気にしているようですね。恐らくモンスターかと」

「周囲を？　どこか一方向では無いんだな？」

「そうですね、一方向では無く周囲全体のようです」

「となると、群れで行動する何らかのモンスターが私たちを包囲していると見るべきか」

　エレーナの言葉に、その場にいた皆が思わず眉まゆを顰める。

　ただでさえ包囲されているというのは自分たちに不利だというのに、戦場となるべき場所が身を隠すのに困らない森の中なのだ。どう考えても襲撃される自分たちが不利だというのは明らかだった。

「エレーナ様、いっそこっちから仕掛けませんか？」

「そうしたい所だが、敵の姿が見えないようではどうにもならないだろう？」

　提案を即座に却下されたアーラだったが、少し考えて何かを思いついたようにレイの方を見る。

「レイ殿の炎の魔法で森ごと焼き払うというのは？」

「却下だ」

「……何故ですか？」

　今度は炎の魔法を期待したレイに却下されるアーラ。

　その様子に、ヴェルが呆あきれたように口を開く。

「森を燃やすのはいいんだけどさ、そうしたら俺たちまで黒焦げだぜ？　いや、その前に煙に巻かれるのが先か」

「うっ」

「あのさぁ。少しくらいは考えてから発言しような」

「おい、敵に包囲されてるというのに緊張感が足りないぞ」

　魔ま槍そうを構え、いつでも襲撃に対応出来るような態勢を取りながらキュステが注意する。

　だが、お互いにじゃれ合いを続けながらもアーラは剣を構えており、ヴェルも同様に矢を弓に番つがえていつでも放てるようにしていた。

　エレーナも同様にミラージュを構えており、レイはデスサイズを、セトはどこから襲い掛かられても瞬時に反応出来るように身を伏せて周囲を窺うかがっている。そして……

「グルルルルルゥッ！」

　セトが雄お叫たけびを上げたその瞬間、文字通りに四方八方からその敵は現れる。

　見た目は猿に近いだろう。だが鋭い牙きばが口から伸びており、その皮膚は水に覆われている。大きさ的には小さいもので六十センチ、大きいものでも一メートルあるかどうかという所だ。ただし、レイたちを包囲するようにして現れたその数はざっと二十匹。

「水に覆われた猿!?　ウォーターベアの猿版で、確かウォーターモンキーとかいうのがモンスター辞典に載ってたが……それか!?」

　呟つぶやいたレイの言葉に反応したのはエレーナだった。

「レイッ、このモンスターの情報を！」

　ウォーターモンキーを威圧するようにデスサイズを振るい、警戒するように距離を取らせたところで本に書かれていた内容を思い出して口を開く。

「水系統の魔法を使ってくるモンスターで、ランクＤのモンスターです。ただし個体として考えた場合ですが。水で覆われているその毛皮は炎系統の魔法や物理攻撃の衝撃を受け流すため、風系統か地系統の魔法が有効らしいです。物理攻撃をするのなら衝撃の伝わりやすい棍こん棒ぼう、ハンマー、斧おのといった武器、あるいは毛皮を覆っている水を斬り裂くような鋭い攻撃や突きの類たぐいも有効かと」

「一番の威力を誇るレイの魔法が使えないというのは痛いな。……そうなると魔法で有効なのは私の風の魔法のみで、あとはそれぞれの武器でならなんとかと言ったところか。いや、そう言えばレイ。お前も風の魔法を多少だが使えたな？」

「はい。とは言っても、俺に使える風の魔法はカマキリのときに見せた風の刃やいばしかありませんが」

「いや、それでも無いよりはいい。それを中心に……来るぞっ！」

　エレーナとレイが話しているのを見ていたウォーターモンキーたちだったが獲物を前に興奮を抑えきれなかったのだろう。木の枝の上から牙を剝むき出しにして飛び掛かってくる。そして援護役なのか、その背後ではウォーターベアが使っていたものよりはかなり小さいが水球を撃ち出してくる個体もいる。

「飛ひ斬ざん！」

　自分へと直接襲い掛かってきたウォーターモンキーへと、デスサイズのスキルである飛斬を放つ。飛ぶ斬撃はレイが刃を振るった軌跡を描き、まず最初にレイへと飛び掛かってきた二匹の胴体をそのまま切断し、同時にその斬撃は後方にあった樹木へと傷を残して消え去る。

「キキキィッ！」

　突然自分たちの仲間が空中で胴体を真っ二つに切断され、内臓を散らかしながら地面へと落ちたのに気が付いたのだろう。警戒の叫びを上げるウォーターモンキー。

　だがそれはすでに遅かった。エレーナから放たれた風の刃は、威力こそレイの飛斬に比べればかなり小さいが、その代わりに一度に十を超える数が放たれる。

　この風の刃に斬り裂かれたウォーターモンキーは恐らくレイに殺された個体よりも不運だっただろう。

　何故なら痛みも何も感じずに死んだ先の二匹に比べ、エレーナの攻撃を受けたウォーターモンキーは身体中を風の刃で斬り裂かれて手や足の指、あるいは耳といった部分を切断され、腕や足は威力不足のために切断はされなかったものの、半ばまで斬り裂かれるというダメージを受けたのだから。

「キキキィッ！　キキキキキィ！」

　身体中から血を流して地面を転がり回っている数匹のウォーターモンキーへとアーラが剣を振り下ろし、キュステが魔槍で貫く。

　毛皮を覆っている水に関してもアーラの剛ごう力りきによって放たれた一撃は防ぎきれるはずもなく、首や胴体を断たれ、あるいは水を操るキュステの魔槍により穂先が触れた瞬間に皮膚を覆っていた水が弾き飛ばされ、魔槍の穂先が胴体を貫く。そしてエレーナによって振るわれたミラージュはその切っ先が水など無いかのように胴体へと突き刺さっていた。

「グルルルルルゥッ！」

　そんな水など関係無いとばかりにセトによって振るわれた鷲わし爪づめの一撃は、ウォーターモンキーの皮膚を覆っている水ごとその胴体を薙なぎ払う。剛力の腕輪を装備しているセトの一撃は胴体へと当たり、敵を吹き飛ばすのではなくその場で胴体を砕いてウォーターモンキーの内臓を周囲の木々へとへばりつかせる。

　瞬く間に仲間数匹が血の海に沈められて危機感を持ったのだろう。先程飛び掛かってきていたウォーターモンキーたちは、咄とつ嗟さに近くの木の枝へと摑つかまりレイたちと距離を取る。

「諦あきらめたか？」

「いや、違うだろうな」

　キュステの言葉を否定したのはヴェルだ。その視線は木の上から自分たちを包囲して様子を見ているウォーターモンキーたちを見据え、いつでも矢を放てるように弓を構えている。

「だが奴等の力で私たちをどうこう出来ないというのは、今のやり取りで思い知ったのではないか？」

「そんなに賢いモンスターだったら良かったんだろうがな。……見ろ、奴等の目を。あれが諦めたように見えるか？」

　ヴェルに言われ、ウォーターモンキーの様子を観察するキュステ。確かにその目には仲間を殺された敵意や自分たちを獲物と見ているような食欲に満ちた色はあったが、畏い怖ふや恐怖といった感情は見受けられなかった。

「しょせんはモンスター風情。自分たちと相手との力量も見抜けないとはな」

　キュステが軽けい蔑べつしたように呟いたその瞬間だった。

「ガアアアアアァァァァァァァッッ！」

　周辺一帯へと獰どう猛もうな雄叫びが響き渡ったのは。

　そしてその雄叫びを聞いたウォーターモンキーは、たった今まで戦っていたレイたちに見向きもせずに躊ちゆう躇ちよ無く背を向けて森の中へとその姿を消す。

　それは、まるで統率の取れた兵士のような撤退風景だった。

「なるほど。さすがにこれだけの群れだけあって率いるモンスターもいた訳か」

　感心したように呟くエレーナの声を聞きながら周囲を警戒していたレイだったが、突然隣にいたセトが森の奥の方にある巨木を見上げて唸り声を上げる。

　その唸り声に反射的にデスサイズを構えたレイが見たのは、先程襲ってきたものよりもかなりの大きさを持つウォーターモンキーだった。その体長はおおよそ二メートルといったところか。先程襲ってきたウォーターモンキーの大きさが最大でも一メートル程度だったことを考えれば、その異常な大きさは明らかだろう。

（そして恐らくさっきの雄叫びを上げたのも奴で間違い無い、か）

　その巨大なウォーターモンキーは自分に視線が集まったのに気が付いたのか、ジロリとレイやエレーナたちを一いち瞥べつしてそのまま木々に紛れて森の奥へと姿を消す。

「あれでウォーターモンキー？　あの大きさだとウォーターモンキーじゃなくてウォーターゴリラとかじゃないのか？　レイ、お前の知ってるウォーターモンキーの大きさは？」

「基本的には小柄で、大きいものでも一メートル程度ってことだったが」

「それくらいなら先に群れで襲ってきた奴にいたな」

「ああ。となると、恐らく希少種か上位種ってところだと思うが……残念ながら俺の見た本ではその辺は何も書いていなかったな」

「そうか。……こちらの戦闘力が高くて危険と見るや否いなや撤退の合図を出すほどの知能を持つモンスターだ。あいつと戦うのはあまり気が進まないな」

　ポツリとエレーナの呟いた声が周囲に響き、それぞれが心の中で頷うなずく。




　ウォーターモンキーに襲撃された場所から進むこと一時間ほど。まるで何かを隠すように存在していた茂みをアーラの剣が切り開くと、その先にはようやくレイたちが探し求めていたものを見つけることが出来た。

　サラサラと流れる川。水は透明であり、中には魚が泳いでいるのも見える。

「……今更だが、ダンジョンの中に森があるのはともかく川があるってのはどうなんだろう？　上流まで辿たどっていけばどこに辿り着くと思う？」

　持っていた薬で軽く川の水をチェックしながら誰にともなく尋ねるヴェル。

「そもそもダンジョンに常識を求めるっていうのが間違ってると思うけどね。私はもう深く考えるのをやめたわ」

　そんなヴェルを護衛するようにして剣を手にアーラが言葉を返し、それもそうかとばかりに苦笑を浮かべるヴェル。

「よし。検査終了。エレーナ様、特に水質に問題は無いので飲んでも大丈夫ですよ」

「そうか、ご苦労。さて……どこで野営をするかだが……」

　ヴェルを褒めてから周囲の様子を眺めるエレーナ。

　水辺ということは間違い無くモンスターの水飲み場となっているはずであり、そんな場所で冒険者が暢のん気きに野営をしていれば襲って下さいと言っているようなものだ。

　そのためには水場に近く、なおかつ周囲から目立たない場所が望ましいのだが……

　周囲の様子を探っていたエレーナに、セトが喉を鳴らして近付いていく。

「どうした、セト？　腹が減ったのならレイにでも言ってくれ。私は特に食べるような物は持っていないぞ」

「グルゥ」

　違う、というように川の近くにある森の方へと顔を向けるセト。その視線の先へとエレーナもまた視線を向けるが、何を示しているのかが全く分からなかった。

「レイ、セトが何を言っているのか分かるか？」

「恐らくセトの向いている方に野営に適している場所を見つけたんだと思います」

「……セトがそれを教えてくれるのか？」

「普通のモンスターよりも頭がいいですからね。身体構造上の問題で言葉こそ話せませんが、こっちの言葉は理解してますし」

「ふむ。なら取りあえず行ってみるか」

　呟き、一歩を踏み出した所でキュステが慌てたようにそのあとに続く。

「エレーナ様！　いくらエレーナ様がお強いからと言っても、一人で森の中に向かうなんて無茶はおやめ下さい！　ましてやいくら頭が良いとは言ってもモンスターが示したような場所を探索するのは……」

「……キュステ。確かにお前の忠誠心は嬉うれしく思う。だが、仮にもパーティを組んでいる相手を信頼しないというのは感心しないぞ」

「ですが！」

「はぁ、まあいい。貴族の中で育って来たお前の考えがすぐに変わらないというのは分かっているさ。そんなに心配ならお前も付いて来い。……レイ、お前もだ。ヴェルとアーラはこの場で周囲の様子を警戒していろ」

「え？　私もここで待機ですか!?」

　どこか拗すねたようにそう呟くアーラだったが、エレーナはそれに構わずにセトを先頭にしてキュステとレイを従えて森の方へと進んで行く。

「何かエレーナ様、レイ殿と合流してからちょっと変わったよね。前はもうちょっと私の話に耳を傾けてくれたのに」

　ボソリと呟くアーラに、近くにいたヴェルは意外そうな表情を向ける。

「そうかな？　俺としてはいつもとそう変わらないと思うんだけど」

「あんた、目がおかしいんじゃないの？　今までのエレーナ様なら、ああも簡単に他人の言うことを信じるなんて無かったでしょ？」

「けど、それは他人っていうかテイムされたモンスターだからだろ？　それに実際野営する場所ってのは大事だし」

「……本当にそれだけならいいんだけど」

「大体、言い寄る男を片っ端から斬り捨てている……さらに力ちから尽ずくで襲ってきた相手は文字通りの意味で斬り捨てるエレーナ様が、そう簡単に男に気を許すとは思えないな。それは付き合いの長いアーラが一番よく知ってると思うけど」

「そうだけど……でも、やっぱり私の目から見てもエレーナ様はこの短時間で随分と変わってきてるように思うのよ」

　どこか寂しそうに呟くアーラの視線は、森の中へと入っていくエレーナの背中を追う。

　その横では処置無しとばかりにヴェルが肩を竦すくめ、それでも律儀に周囲を警戒する。




　森の中に入り、数分。セトが立ち止まった場所は幹の部分に丁度数人分が入るほどの洞ほらが開いている巨大な木の前だった。

　幹の中は枯葉が積もっているだけで、特にモンスターが潜んでいる様子や何らかの死し骸がいが打ち捨てられている訳でもない。

「……都合が良すぎる気がするが……」

　このタイミングで見つかったこれでもかとばかりに野営に向いたこの場所をエレーナは訝いぶかしんだのだが、すでにダンジョンに突入して十時間ほどが経っているためそれなりに疲労を覚えているのも事実であり、最終的にはここで野営をすることに決める。

　もっとも、セトの感覚は信頼出来るとレイが言い切ったことが強い後押しにはなったのだろう。その横では相変わらずキュステが不機嫌そうにしていたのだが。

　そのあとはアーラとヴェルの二人をここまで連れてきて早速野営の準備をすることになった。何しろダンジョンの中だというのに夕暮れを迎えつつあったのだ。

「……本当に、ダンジョンってどうなってるんだろうな？　太陽のように見える明かりがあるだけならまだ納得も出来るけど、まさか夕暮れとか夜まで再現されてるとはさすがに思わなかった」

　燃えるような夕焼けでオレンジ色に染まっている空を見上げながらヴェルが呆あきれたように呟つぶやく。

「ダンジョンでいちいちそんなことを考えても無意味でしょ」

「いや、理屈では分かってるんだよ。けど、こうして太陽が沈んでいく様子とか再現しなくても……」

　夜を越すために必要な薪を集めつつ、アーラとヴェルの会話を聞いていたレイが口を開く。

「推測で良ければ理由を説明出来るけど、聞くか？」

「本当か!?　推測でいいから是非教えてくれ。いやぁ、さすが魔法使いの弟子をやってただけあってどこかの直情戦士とは違うねぇ」

「ちょっ、ヴェル！　それって私のこと!?」

「さてどうだろうな。まあ、本人に自覚があるんならそうなのかもしれないな」

　そうやってアーラをからかっていたヴェルだったが、そこに近くで木の洞の中に入っていた草や枯れ木といった物を出してきたエレーナが口を挟む。

「ヴェル、あまりアーラをからかうな。レイ、私もお前の推測には興味がある。良ければ聞かせてくれないか」

　エレーナの言葉に頷きつつも、未いまだに公爵令嬢でもある彼女が雑用をやってるということに違和感を覚えるレイ。

　その辺を率直に尋ねてもみたのだが、『将が動いてこそ部下も続くものだ』と返されただけだった。

　なお、本来は貴族としてのプライドゆえにか、雑用には絶対に手を出したくないはずのキュステも、不承不承ながら手伝いをしている。

　さすがに上司であるエレーナが率先して動いているのを見ては自分一人だけサボる訳にもいかなかったのだろう。

　まさに将が動いて部下がそれに続くという実例を見せられては、レイもまたエレーナの言葉に納得するしかなかった。

「まあ、それほど難しい話じゃないんですけどね。ダンジョンの核コアがダンジョンを守らせるためにモンスターを転移させているというのは知ってますよね」

「うむ。父上から今回の命令を受けたときにダンジョンのことを調べて、そのときにな」

「じゃあ分かると思うんですが、転移させるモンスターというのは元々は外で暮らしていた存在です。つまり、朝と夜のある生活をしていた訳ですが、それが急にダンジョンの中に転移させられたらどうなると思います？」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、エレーナたちへと視線を巡らしてから再び口を開く。

「思考なんかは転移させたときに何らかの暗示なり洗脳なりをするにしても、朝と夜といった時間の感覚、つまり今までの生活で身体に染みついた本能とも言える部分は、暗示や洗脳をしてもどうにもならない可能性が高い。ダンジョンの中という、これまでと違う環境というのはどうしようもないですが、生活の時間帯というのはご覧の通り何とかなるので、モンスターの体調なんかを考えた結果……というのが俺の推測ですね。もちろん色々と穴があるのは承知してますが」

「……確かにダンジョンを守るはずのモンスターが体調を崩してはせっかくの戦力も役に立たないか」

　レイの説明を聞き頷くエレーナだったが、ふと何かに気が付いたように口を開く。

「だが、もしレイの推測が当たっているのだとしたら、ダンジョン全てを外の環境に近づければ良いのではないか？　地下一階や二階は普通のダンジョンだったし、地下三階はキノコが生えているという場所だった。地下三階で戦ったリザードマンは基本的には水場に生息しているはずだ。それを考えると、確かに色々と穴がありそうだな」

「そうですね。そもそもダンジョンの核の考えを人間の感覚と同じように考えるというのが間違っているのかも知れません。あるいは核には核としての明確な判断基準があるのかもしれませんが……と、話しすぎましたね。そろそろ暗くなってきましたし、早いところ野営の準備を済ませてしまいましょう」

「そうだな。暗い中で野営の準備とかするのは嬉しく無いしな」

　エレーナが頷き、他の面々も同意見だったのか急いで野営の準備を開始する。




「アイテムボックスというのはつくづく便利なものだな」

　ミスティリングから取り出した鍋なべに入っていた、作りたてで熱々の具だくさんシチューを口に運びながらエレーナが感心したように呟く。

　さすが公爵令嬢と言うべきか、野営で食べている夕食だというのにその仕草は洗練されている。

　その仕草に感心しながら、レイもまたミスティリングから出したばかりの焼きたてのパンを口へと運ぶ。

「確かに騎士団とかが行軍するときに一番足が遅いのが補給部隊だからねー。アイテムボックスを持ってる人がいれば行軍速度は数倍まで跳ね上がるのは間違いないと思うよ」

　いつものように軽い口調で口を開くのはヴェル。その手にはポイズントードの串くし焼やきと、ワインの入ったコップが握られている。

　もちろんダンジョンの中で野営をするのだから、ワインとは言っても殆ほとんどジュースと変わらない程度の軽い物だ。

　なお、ポイズントードの串焼きに関しては地下二階でレイたちが仕留めて回収しておいた物だったりする。

　肉自体はあっさりとした味なのだが、最初に軽く火を通してから表面にタレを塗って、遠火の炎でじっくりと焼き上げていくと、肉から滴り落ちる脂とタレが混ざり合い、軽く焦げて周囲へと香ばしく食欲を刺激する香りが漂う。

　そのまま数分。これ以上焼くと香ばしい香りから焦げ臭い匂いに変わるだろうという瞬間を見極め、串焼きが完成する。

　串焼きへとかぶりつくと、まず最初に香ばしい香りが口一杯に広がり、続けてタレの濃厚な味と淡泊な肉の味が口の中で一緒になる。

　そのまま肉を味わって嚙かみ続けていると肉の繊維が口の中で解ほぐれ、そこにタレが絡まり、口の中はいつまでも味わっていたいと思うほどに幸福感で一杯になる。

　レイとしてはタレがいわゆる洋風のタレであるのが残念であり、出来れば醬しよう油ゆダレで食べたいというのが正直な気持ちだった。

　アーラとキュステもミスティリングの中から取り出した、出来たての料理を口にしている。

　そんな、とてもではないがダンジョンの中で摂とる類たぐいの食事とは思えない豪華な夕食を楽しんでいる横では、同様に地下三階で倒したリザードマンのローストを美う味まそうに食べているセトの姿もあった。

　なお、リザードマン・ジェネラルや巨大蜘ぐ蛛もに関しては貴重だという理由でまだミスティリングの中へと収納されたままである。

　レイやセトとしてはリザードマンの魔石を食べてもスキルの獲得が無かったので非常に残念だったが、肉の味的には問題なかったらしくセトはご機嫌で喉のどを鳴らしながらリザードマンの肉を食べている。

　そうして、皆みんなが食事をしている中で具だくさんシチューとパンを食べ終わったエレーナが口を開く。

「さて、こうして野営になった訳だが……見張りをどうする？　軍隊なら見張りの部隊を数時間ほどで交代させていくのが一般的だが」

　視線がレイへと向いているということは、冒険者の場合はどうするのかを聞きたいのだろう。そう判断してレイは質問に答える。

「基本的にはそれと同じで構わないと思います。ただし、普通の軍隊や他の冒険者たちとは違って俺たちにはセトがいるので心配は殆どいらないかと」

　喉を鳴らしながらローストされたリザードマンの尻しつ尾ぽを嚙み千切っているセトの胴体を撫なでるレイ。

　なお、セトが食べているリザードマンの尾は討伐証明部位の先端はしっかりと切り取り済みだった。

「セトの五感の鋭さときたら人間とは比べものにならないくらいに鋭いですし、たとえモンスターが襲ってきたとしても、それこそダンジョンのボスでも無い限りはセト自身が倒してしまうでしょう。……ただ、何かあったときのために一人ずつ交代でセトと一緒に見張りをするというのがお勧めですね」

「それは助かるが、そうなるとセトの身体を休める時間が無くなるのではないか？」

「その辺の心配はいらないかと。基本的には身体を休めている状態でもその五感は常に働いていますし、そもそもセトの場合は、グリフォンという高ランクモンスターなので数日程度の徹夜では能力に全く影響がありません。……まあ、セト自身は眠るのが嫌いな訳ではないので好んで徹夜はしませんが……野営となれば話は別でしょう」

「ふむ。ならばレイの言葉に甘えさせて貰もらうとしよう。構わないな？」

　そう言いながら周囲を見回すエレーナ。ヴェルは楽が出来ると歓迎し、アーラもまた同様だった。キュステは多少何かを言いたそうな顔をしていたのだが、実際にギルムを旅立ってからセトの優秀さは幾度も見ているので何らかの言葉が口に出るようなことはなかった。

「問題は無いようだな。では見張りの順番を決めようか。まずはアーラ、私、キュステ、ヴェル、レイといったところで構わないか？」

　何でも無いかのようにさらりと告げられたその順番だったが、それを聞いていたアーラとキュステが殆ど反射的に口を開く。

「エレーナ様が見張りをするなんて、そんなことをする必要はありません！　私たちに任せて下さい」

「私もアーラと同意見です。公爵令嬢ともあろう方が見張りをする必要はないでしょう」

「お前たち二人の心配も分かるが、これから少なくとも数日程度はダンジョンの中で野営を続けることになるだろう。それなのに私が見張りすらしない、あるいは出来ないというのは情けないだろう。心配するのと甘やかすのは違うと覚えておけ」

「ですがっ！」

　なおも言い募ろうとするキュステだったが、エレーナに鋭い視線を向けられるとさすがに黙り込む。

　こうして、キュステとアーラの二人も不承不承ながらエレーナが見張りをするのを黙認することになる。

　そして一行は、ダンジョンの中で初めての夜を迎えることになる。




　木の洞の中でそれぞれがローブやマント、あるいはレイがミスティリングから出した毛布を掛けて眠っていた。一応寝袋の類もあったのだが、ダンジョンの中で、なおかつセトが警戒しているといってもいつ戦闘になるか分からない以上、いざというとき咄とつ嗟さに身動きが出来ない寝袋を使うのは不ま味ずいとのエレーナの指摘により、このような形になったのだった。

　また当初はエレーナが雑ざ魚こ寝ねをするというのに反対をしていたキュステだったが、これもまた同様に言い負かされてしょうがなくではあるが納得している。

　そして周囲で皆が眠っている中、やがて外で見張りをしていたヴェルが中に入ってきてレイへと近付く。

「レイ、起きてるか？」

　周囲で眠っている者たちを起こさないように配慮してか、小声で呼びかけるヴェル。

「ん？　……ああ、見張りの交代か？」

「そうだ。もう夜明けも近くなってるからそうそう敵襲とかはないと思うけど、逆に考えれば一番油断しやすい時間帯でもあるからな。頼む」

　やはり眠いのか欠伸あくびをしながらそう告げてくるヴェルへと頷うなずき、入れ替わるようにして外へと出る。

　そこで見たのは、十匹ほどのゴブリンの死体の山。その隣には昼間に森の中で襲われたウォーターモンキーの死体も数匹存在していた。

　レイより前の見張りのときに襲い掛かってきて撃退されたモンスターたちだ。

　その死体へと目を向けていると、つい先程までは木の洞の側そばで寝転がっていたセトがゆっくりと身を起こして喉を鳴らしながらレイへと近付く。

「腹でも減ったのか？」

　レイの問いに、喉の奥で鳴き空腹を訴えるセト。その様子に苦笑しながらも、どうせならということで腰のミスリルナイフを取り出してゴブリンの死骸の山の隣にあったウォーターモンキーを解体していく。

　まずは討伐証明部位でもある右耳を切り取り、死んだためにすでに水を纏まとっていない毛皮を剝はぐ。さすがに素材の剝ぎ取りにも慣れてきたのか、その作業は戸惑うといったことはなくスムーズに進んでいく。剝ぎ取った毛皮はミスティリングへと収納し、四肢や頭部、尻尾を切り取って内臓を取り除く。そのあとは少し離れた場所に穴を掘って内臓や頭部を埋めて準備は完了した。

「と、その前に……セト」

　セトへと呼びかけ、ウォーターモンキーの心臓から取り出した魔石をセトへと差し出す。

「グルゥ！」

　魔石をクチバシで咥くわえて一息で飲み込むが……

「駄目か」

「グルゥ」

　残念ながらスキルの習得は出来ずに、一人と一匹で多少落ち込む。

　そのあとは早く焼けるように一口サイズに切られたウォーターモンキーの肉を木の枝で刺し、焚たき火の側の地面へと突き刺す。

　焚き火で徐々に焼き上げられていく肉が食欲を搔かき立てる匂いを周囲へと漂わせ、セトは喉をグルグルと鳴らして串焼きが完成するのを待ち侘わびる。

　夜の森の中でレイたちのいる場所だけがどこか長閑のどかに時間が過ぎていく。

「ほら、熱いぞ」

　焼けたウォーターモンキーの串焼きにミスティリングから出した塩を少量振り、皿代わりの大きめな木の葉の上へと載せてセトの前へと差し出すと、セトは待ってましたとばかりに前足で串を押さえ、クチバシで肉を抜き取っては喉を鳴らしながら口の中へと放り込んでいく。

　そうしてゆっくりと夜が過ぎていき、東の方から僅わずかに明かりが差して来た頃……レイはふとその震動に気が付いた。

「……なんだ？　今、揺れたような……」

　レイが呟つぶやくと、再び身体が僅かに揺れる感覚を覚える。微かすかに聞こえて来るズシン、ズシンという音。その音は次第に大きくなってきており、比例するように震動も強くなっていく。

（この規則的な音から考えて、何らかのモンスターの足音か？）

　内心で考えつつも、出来れば自分たちの方へと向かってこないで欲しいとも思ったのだが、足音は遠ざかること無く近づいて来ている。

「足音の規則性から考えて数は一匹だろうが、その大きさも想像出来るな」

　呟きながら木の洞の方へと視線を向ける。

「ここで迎え撃つのは危険だな。となると打って出るのがいいか。セト、出るぞ」

「グルゥッ！」

　セトへとそう声を掛け、木の洞へと入り一番近くにいたアーラを蹴けり起こす。

「んあ？　なんでふかぁ？」

「起きろ、アーラ。敵だ」

「敵？　敵って……敵!?」

　さすがに騎士と言うべきか、敵という単語には即座に反応するアーラ。目を擦こすりながらも、近くに置いてあった剣の鞘さやへと手を伸ばす。

　そしてここまで騒いでいれば異変に気が付いたのか、エレーナたちももぞもぞと動き出していた。

「かなり大きいモンスターらしいから、引きつけてから戦うとここにも被害が来かねない。セトと共に打って出るから、周辺の警戒をしてくれ。頼んだぞ」

「あ、ちょっ、レイ殿!?」

　アーラの声を背に、足音が聞こえて来る方へと視線を向ける。ズシン、ズシンという音は次第に近づいて来ており、足音の目的地が自分たちであると判断するのはそう難しくは無かった。

　野営の見張りということで出しておいたデスサイズを手に取り、音のしてくる方へ向かって走り始める。その横を黙ってついてくるセト。

　一瞬、セトに乗って上空から敵の姿を捜すという方法も考えたレイだったが、何しろ森の中だ。木々が生い茂っており、なおかつ太陽らしき存在も半ば以上が隠れている状態なので、上空から見つけるのは無理だと判断した。

　そのまま走り始めてから、ほんの数分で足音を立てながら自分たちが野営をしている方へと向かっている存在と遭遇する。

「ガアアアァァァァッ！」

　レイとセトを見た瞬間、その大きな口を開けて威嚇の声を上げるその存在。

　身長は最低五メートルを超え、全体的に緑色の皮膚を持っているのはゴブリン系統のモンスターだからだろう。だが、その身に秘めているのは圧倒的なまでに凝縮された筋肉の束。

　そして手に持っているのは生えていた木をそのまま抜いた棍こん棒ぼう。顔は口から牙きばが生えており、凶悪でなおかつ醜悪な相そう貌ぼうをより強調している。そんな目の前にいる存在をレイは本で読んで知っていた。すなわち。

「オーガ、か」

　ゴブリンの系統とは言っても、凶暴さや危険度、そしてその強さはランクＦのゴブリンとは比べものにならない。だからこそランクＣという高ランクモンスターとされているのだから。

　身長が百六十五センチ程度と男としては小柄な部類に入るレイと向かい合うと、オーガの身長はレイのほぼ三倍近くもあり、レイの頭部はオーガの腰付近までしか届いていない。そんなレイを見ながら、取りあえず潰つぶしてから食えばいいとばかりに棍棒を振り上げるオーガ。

　だがオーガは知らなかった、レイという存在を。もしレイの能力を知っていたとしたら、ここまでおざなりな対応を取らずに最初から全身全霊の力を込めて棍棒を振るっていただろう。

　しかしその圧倒的な身体能力とは裏腹に知能の低いオーガは、見かけだけでレイを取るに足らない存在だと決め付けたのだ。

　轟ごうっ！

　触れる物全てを破壊するかのような勢いで振り下ろされた棍棒。技というものを少しも考えられていない一撃ではあるが、筋力任せの攻撃は確かに凶悪な破壊力を秘めた攻撃だった。……そう、当たりさえすれば。

「そんな見え見えの攻撃を食らうか！」

　後方へと跳躍し、オーガによって振るわれた棍棒が地面へと小さいながらもクレーターを作ったのを見ながらあからさまに見下した視線と言葉で挑発するレイ。

　人間の言葉を理解出来ないオーガだが、それでも相手が自分へと悪意を持っているというのは十分に理解出来た。そう、自分の腰までの大きさしか無い矮わい小しような生き物がオーガである自分を見下したのだ。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　凶暴ゆえに単純なオーガは、そんなレイの安い挑発に見事に乗せられ、怒りの咆ほう吼こうを上げながら地面へと叩たたき付けていた棍棒を再び振り上げる。そこに……

「セトッ！」

　レイの鋭い叫びが周囲へと響き、その声が響いた途端オーガの背中へと五本の風の矢が次々に突き刺さる。風の矢一つ一つの威力はそれほど高くはないが、それでもオーガの注意をレイから逸そらすのには十分だった。そしてオーガが背後へと振り向こうとしたとき。

　セトの雄お叫たけびと共に振りかぶられたセトの鉤かぎ爪づめがオーガの背を深く斬り裂く。

「ガアアアアアアアアアッ！」

　己おのれの負ったダメージを自覚したのだろう。苛いら立だたしげに叫びながら、後ろへと振り向き様に棍棒を振り回す。

　だがすでにそこにセトの姿は無く、翼を羽ばたかせた影響で抜けた数枚の羽根が空中に浮かぶのみだった。

　背中に一撃を与えた相手を捜して周囲を見回すオーガ。そこへ音もなく地面を蹴りデスサイズを構えたレイが突っ込んでいく。

　自分へと近づいて来ているレイの存在には全く気が付かず、オーガは棍棒を振り回しながら自分へと傷を与えた存在を捜す。

　レイはそんな決定的とも言える隙を見逃さず、マジックアイテムでもあるスレイプニルの靴を発動、助走を付けたまま地面を跳躍してそのまま一歩、二歩と空を蹴って駆け上がっていく。その高さはすでに五メートルを超え、オーガの頭部より上にレイの姿はあった。

「ガァッ!?」

「はああぁっ！」

　さすがに自分の視線の高さにいる相手には気が付いたのか、レイがその頭部目掛けて魔力を通したデスサイズの刃やいばを振り下ろしたのと、オーガが咄嗟に棍棒を掲げたのは殆ほとんど同時だった。だが……

「ガッ!?」

　レイによって振り下ろされたデスサイズは百キロを超える重量、それとレイ自身の人外の膂りよ力りよく、さらにはその刃に魔力を通していた影響もあって、レイにしてみれば巨木といっても過言ではない大きさの棍棒をいともたやすく切断する。

　そしてデスサイズの刃はオーガの頭部へと迫り……生存本能ゆえにか咄嗟にその巨体を後退させたオーガの胸元へと深い傷は付けたものの、一撃で絶命させるには至らなかった。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　自分の目の前にいる、まるで虫けらの如き小さな獲物。それこそ自分の朝食代わりでしかなかったはずの獲物に与えられたその傷に触り、その手についたべっとりとした赤い血液。その鉄の臭いを嗅かぎオーガの怒りは頂点に達する。

「ガアアアアッ！」

　最初の一撃同様……否いな、それよりもなお力を込めて振るわれた棍棒──デスサイズで切断されたために大分短くなってはいるが──の一撃を大きく回避するレイ。

　何しろオーガの一撃は速度こそ鈍いものの威力だけは高いので、叩き付けられた地面はその衝撃で周囲へと土や石を弾はじき飛ばすのだ。それゆえ本来であれば敵の攻撃を紙一重で回避してその隙を突き反撃をするという、レイが得意としている行動を取ることは出来なかった。

（まあ、それならそれでやりようはいくらでもある。すでに仕込みは済ませた。あとは奴が倒れるのを待つだけだ）

　振り下ろされる一撃を横へと移動して回避し、横よこ薙なぎに振るわれる攻撃は地を蹴り上空へと回避する。技も何も無いオーガにしてみれば、繰り出せる攻撃は振り下ろしの一撃と横薙ぎ、あるいは突きの三種類しかない。

　少しでも頭を使えれば棍棒の一撃の他にも踏みつけてきたり、フェイントを使うといったことも思いつくのだろうが、それが思いつかないからこそのオーガなのだ。逆に考えれば、オーガの凶暴性と身体能力に知恵が身に付いていればモンスターランクはＣどころでは済まなかっただろう。

「ほら、どうした？　そのでかい身体はただの飾りか？」

　攻撃をせずに、ひたすらにオーガを挑発しながら攻撃の回避に専念するレイ。

「ガアアアアアアアアアアアアッ！」

　言葉は分からずとも、自分が侮辱されているというのは分かるのだろう。オーガは怒りの咆吼を上げながら、疲れを知らないかのように幾度となく棍棒を振り回す。

　レイが挑発し、からかうようにオーガの腕の皮膚だけをデスサイズの刃で切り裂く。あるいは、手の平サイズの炎球を放って火傷やけどを与える。ときには攻撃を回避しながらオーガの足下を駆け抜け、そのついでとばかりにデスサイズの石突きでオーガの足の小指を潰す。

　オーガが怒ってレイへと意識を集中すれば、セトが空中から水球やウィンドアローを放って着実にダメージを重ねていく。

　そんなことをしながらどのくらいが経っただろうか。恐らく十分以上は確実だろう。そして、ついにその瞬間が訪れる。

「ガ……ガァ？」

　困惑するようなオーガの声。足を一歩踏み出したはずなのに、僅かにしか動いていなかったからだ。同時に振り上げようとした腕も思い通りにならなくなり……やがて唐突に口から血の泡を吐きながら地面へと倒れこむ。

　セトが喉のどを鳴らしながら翼を羽ばたかせてレイの横へと降り立つ。その背を撫なでながらも、レイは慎重にオーガが本当に息絶えたのかどうかを確認していた。

「はっ！」

　地面に倒れたオーガへと斬り上げるように放たれたデスサイズの刃がオーガの右肩へと吸い込まれ、抵抗もなくその右腕を切断する。

　その勢いのまま空中でデスサイズの軌道を変更して、オーガの筋肉で覆われた首へとその刃を振り下ろし……右肩同様に何の抵抗も感じさせずにその首を飛ばしたのだった。

「ふぅ、たとえ生きてたとしても首を飛ばされたらどうにもできないだろう。セト、良くやってくれた。毒の爪か。それなりに使えそうだが、まだＬｖ．一のせいかそれほど強力な毒ではないらしいな。あるいはオーガの図体がでかかったから毒が回るのに時間が掛かったのか？」

「グルルルゥ？」

　自分にも分からないとばかりに喉を鳴らしながら首を傾げるセトだった。

　オーガとの戦闘開始直後に行われたセトの背後への強襲。ウィンドアローのあとに振るわれた鉤爪の一撃は、トレントの希少種の魔石を吸収して手に入れたスキルだ。

　ランクアップ試験終了後はすぐに指名依頼を受けたために、その準備や討伐依頼とかも受けないで欲しいという要請もあって使えなかったスキルをようやく試すことが出来たのだ。

「ま、何はともあれスキルの確認も出来たし向こうにも被害は無かった。万々歳ってところだな」

　ダンジョンの中だというのに、森の中で朝日を浴びるという不思議な体験をしながら目の前に倒れているオーガの死体を眺めるレイ。

　切断された右肩や首からはまだ血が噴き出しており、すぐにミスティリングへと収納すると自分も血だらけになりそうなので取りあえず噴き出ている血が収まるまではこのまま待つことにする。

「さすがに朝方からの運動は疲れるな。セト、あの血が流れ終わるまではちょっと休憩にするか」

　レイの言葉に、血の届かない少し離れた所で草の生えている地面へと寝転がるセト。

　そしてレイはそんなセトの獅し子しの胴体へと体重を預けて一息吐く。

「ほら」

　ミスティリングから取り出した梨のような果物を差し出すと、セトは嬉うれしそうに喉を鳴らしながらその実を咥くわえる。

　その様子に笑みを浮かべつつ自分の分も取り出して嚙ぶりつく。

　そんなリラックスしている状態でもセトの五感は常に働いており、不意に森の方へとその視線を向ける。一瞬新しい敵かと警戒して地面へと置いたデスサイズへと手を伸ばしたレイだったが、セトの視線の先にあるのはつい先程まで自分たちが野営をしていた場所だと理解すると、すぐにデスサイズから手を離す。

　セトもまた同様だったのだろう、じっと見つめていた視線を外す。そしてやがてその方向からは草を踏みしだく音や会話が聞こえてきた。

「ヴェル、こっちでいいんだな？」

「はいはい。この大量の血の臭いからして間違いないでしょ」

「血の臭い、か。ふんっ、奴等が死んでる可能性もある訳だ」

「ちょっと、キュステ。言い過ぎよ」

「だねぇ。そもそもあのレイとセトだよ？　それこそドラゴンとかとやり合ったってんならまだしも、こんな所にいるモンスターにやられるとは思えないけどなぁ」

「……ふんっ！」

「キュステ、お前もレイの実力は十分理解しているはずだな？　いい加減その見下す態度を直せ。レイは気にしていないみたいだが、側はたで見ていて気持ちのいいものではないぞ」

「ですがエレーナ様！」

　そんな風に言葉を交わしながら茂みの中から現れたのは、予想通りエレーナたちだった。

「うわっ、ちょっ。見てみなよあれ。こりゃ確かに血の臭いが濃いはずだよ」

　地面へと倒れ伏し、未いまだに首と右肩から血を流し続けているオーガを見て、ヴェルは思わず驚きと呆あきれの交ざったような声を漏らす。

　その隣では、アーラやキュステもまた目の前に広がっている光景に驚きの色を隠せないでいた。

　そんな中、エレーナだけがその光景を冷静に眺め、少し離れた場所で身体を休めているレイとセトを発見する。

「レイ、セト。無事で何よりだ。いきなり飛び出したと聞いて驚いたが、怪我らしい怪我もしてないようだな」

　声を掛けられ、他の三人も地面に寝転がっているセトとそのセトに体重を預けているレイの姿に気が付いた。

　四人に視線を向けられ、レイが立ち上がってエレーナたちへと近付いていく。

「お前たちが感じた敵というのは、このオーガだったのか」

「はい、何しろこの巨体ですからね。歩くだけでも相当音が響いてましたし、地面が微かすかに揺れたのですぐに分かりました。それでこのままだとあの野営地が戦場になる可能性があったので、打って出ました」

「……そうだな。多少言いたいことはあるが、お前の判断は概おおむね間違っていないだろう。実際にお前とセトの一人と一匹で特に傷を負うこともなく倒したのだからな」

　そこまで言い、ようやく血の勢いが少なくなって来たオーガへと視線を向けるエレーナ。

「それで、今は血抜きでもしていたのか？」

「まあ、そんなところです。アイテムボックスに収納してしまえば時間が流れないから本来なら必要無いんですが……何しろ倒すときに首と右腕を斬ってしまったのでしょうがなく、という感じで。血が流れている状態のままでアイテムボックスに収納すると、俺まで血が掛かりそうだったので」

「なるほど。まあ、怪我が無いなら何よりだ。だが、これほどの大きさのオーガが出て来るとはさすがダンジョンと言うべきか」

　エレーナのその言葉に不思議そうな視線を向けるレイ。

　何しろオーガと出会ったのはこれが初めてなだけに、平均的な大きさというのは分からないのだ。

「そんなに大きいんですか？」

「ああ。私が以前見た個体よりも一回り……いや、二回り以上は大きいな」

「となると、もしかして希少種とかでしょうか？」

「いや、見たところでは普通のオーガに見える。ただ単純に他の個体よりも大きく成長したんだろう。ほら、それよりも血が止まったぞ。さっさと収納して来い。これからこの地下四階を探索して地下五階に向かう階段を見つけなければならないんだから、さっさと朝食を食べて探索を再開するとしよう。今日もまた一日忙しくなると思うからよろしく頼むぞ」

　エレーナにしてみれば起きてからまだ二十分と経っていないだろうに、寝ぼけたような様子は一切見せずに笑みを浮かべながらレイの肩を軽く叩く。

　その気安い様子はとても公爵令嬢と言えるようなものではないが、兵士の信望を集める姫将軍としてなら十分なようにレイには思えた。

　エレーナの言葉に促されるようにオーガの斬り飛ばされた右腕と頭部を収納し、その巨体も同時に収納する。

　身長五メートルを超える巨体があっさりとミスティリングの中へと消え去ると、周囲が急に広くなったように感じる一同だった。

「ではそろそろ野営地まで戻るとしようか。ちょっと早いが朝食を取るとしよう」

　エレーナの言葉に頷うなずき、その場をあとにして野営地へと向かって歩き出す。




「お、まだ火種が残ってるな。ラッキー」

　野営地へと辿たどり着くと、ヴェルがそう言いながら薪まきとして用意してあった枯れ木を焚たき火の中へと放り込んでいく。

　その薪が燃えて火の勢いが増すのを見ながら、エレーナはレイの方へと視線を向ける。

「レイ、朝食を頼む」

「はい」

　頷き、ホットドッグに似た総菜パンを人数分取り出し、同時に昨日も食べたシチューの入った巨大な鍋なべを取り出す。

　その匂いに釣られたのだろう。セトもまた、喉を鳴らしながらレイへと頭を擦こすりつけてくる。

「ああ、分かってる。お前の分は別に用意してあるから安心しろ」

『雷らい神じんの斧おの』のメンバーであるエルクと共に、食べやすい大きさに処理をしたオーク肉の固まりをミスティリングから取り出し、数本の枝で刺して倒れないようにして焚き火で焼き始める。

　なお、食べやすい大きさというのはセトに取って食べやすい大きさということであり、レイたちにしてみれば一塊はある大きさだったりする。

「では、セトには悪いが私たちは一足先に頂くとしよう」

　エレーナがそう言い、ホットドッグとシチューで簡単な……しかし、ダンジョンに潜っている身としては豪華極まりない朝食の時間となる。

　レイもまたホットドッグやシチューを摘つまみながら、同じくミスティリングから取り出したタレを丁度いい具合に焼けてきたオーク肉の表面へと塗り、再度火で炙あぶって香りを出してからその肉を巨大な葉っぱの上に置く。

「グルルゥ！」

　待ちきれないとばかりに早速肉へと嚙ぶりつくセト。

　タレが火で焦げる香ばしい匂いが周囲へと広がり、その匂いはレイたちの食欲を否いや応おうなく促進していた。

　チラリ、チラリとセトの食べている肉を見ていたアーラだったが、やがて我慢が出来なくなったのだろう。レイへと声を掛ける。

「レ、レイ殿。良ければ私もその肉を食べてみたいのですが……」

「アーラも？　じゃあついでに俺の分もお願い出来るか？」

「ふむ。なら私も貰もらおうか」

　アーラだけではなく、ヴェルやエレーナまでに頼まれてはさすがに断ることも出来ずにレイは自分用……というよりも、人間が食べるサイズに切り分けられたオーク肉をその辺に生えている木の枝に突き刺し、タレを塗ってから焚き火で焼き上げる。

「うおっ、いい匂いだ。うちとかじゃ絶対に食べられないタイプの料理だな」

「そりゃあ、貴族の食卓に出るような上等な料理じゃないからな」

　ヴェルの言葉に苦笑しつつ、一口サイズなだけにすぐに焼き上がった串くし焼やきをそれぞれに手渡す。

「キュステ、お前はどうするんだ？　食うなら分けても構わないが」

　食欲を搔かき立てる匂いをしている串焼きを手に、チラリとキュステの方を見るレイ。

「いらん」

　だがキュステは一言でそれを断り、まだ半分以上も残っていたホットドッグを口の中へと強引に詰め込み、シチューで流し込んで自分の荷物が置かれている木の洞ほらへと入っていく。

「全く……すまんな、レイ。せっかく気を遣ってくれたのに」

　オークの肉を美う味まそうに食べながら謝罪してくるエレーナに、レイは苦笑を浮かべて首を振る。

「もう慣れましたよ。ただ、エレーナ様がオークの肉を食べると言ったのに文句を言わなかったのはちょっと意外でしたね」

「あ、そう言えば確かに。いつものキュステなら公爵令嬢ともあろう方が云うん々ぬんとか言いそうだよな」

「ヴェルの言いたいことも分かるが、今までのことを思い出せ。戦場では補給不足のためにモンスターの肉を食べていたこともあっただろう」

　その言葉にアーラはオーク肉の串焼きを味わいながらも頷く。

「そうですね。補給部隊をベスティア帝国に襲われたことがありました。……もっとも、あのとき食べたのはこのオークほど美お味いしくなかったと思いますが」

「基本的にモンスターの肉は魔力を多く含んでいる物ほど美味くなるからな。ランクＤのオーク肉よりも不ま味ずいと感じたならランクの低いモンスターの肉だったんだろうさ。……まあ、ランクの低いモンスターでもポイズントードの足のように美味い肉はあるんだが」

「レイの言う通りだな。確かあのときに食べた肉はランクＦかＧ程度のモンスターだったはずだ」

　そんな風に会話をしながら食べていると、オークの串焼きはすぐになくなる。そもそも味見程度の量しか出さなかったため、それほどの量がある訳でもなかったのだ。

　その横ではセトが二つめのブロック肉を食い終わり、満足そうに喉を鳴らしている。

　全員の空腹が収まり、周囲にはどこかほんわかとした雰囲気が広がっていた。レイがミスティリングから出した鍋に湯を沸かし、簡単なお茶を淹いれて食後の一時を楽しむ。




「……さて。食事も済んだことだし、そろそろ今日の探索を開始しようか。出来れば今日中には地下五階に行きたいものだが」

「確か上の階層で会った冒険者たちによると、地下五階にはアンデッドがいるとか」

「本来であれば私たちの中にアンデッドの弱点となる炎の魔法を使える者はいないが、今はお前がいるだろう？」

　エレーナのその言葉に苦笑を浮かべつつも小さく頷く。

「うちのパーティは炎の魔法を使える面メン子ツがいないのが弱点だよなぁ。俺だってある程度は魔法が使えるのに」

「ヴェルが？　……ああ、そう言えば確かに領主の館で……」

　レイの言葉に、コップに淹れられたお茶を一口飲み苦笑を浮かべるヴェル。

「まあ、使えるとは言っても本当に初歩的な物なんだけどな。この部隊の裏方を務める上で必要だったから覚えたんだし。基本的にはトラップの解除とかそういうのに使う感じかな」

「でも魔法使えるんだからいいじゃない。このメンバーの中で唯一魔法を使えない私とか、微妙に肩身が狭いんだけど」

　こちらもお茶を飲みながら不服そうに口に出すアーラ……

「レイ殿、正直このお茶はいまいちです」

　ではなく、どうやらお茶が美味くないのが不服だったらしい。

　エレーナのメイド的な役割も果たすアーラにしてみれば、手順も無視して適当に淹れたレイのお茶の味は不満なのだろう。

　とは言ってもエレーナ自身は戦場での飲み食いにも慣れているので、特に文句も言わずに飲んでいるのだが。

「それと問題は昨日襲ってきたウォーターモンキーの群れだろうな。昨日の一件で諦あきらめてくれてればいいんだが……」

　エレーナの視線が少し離れた場所へと向く。

　そこには野営中に襲い掛かってきたモンスターの死し骸がいが折り重なって小さな山を作っていた。

　一番多いのはゴブリンだが、トカゲや巨大蝙蝠こうもり、ソルジャーアント、角ウサギといった物の他にも、たった今口に出したウォーターモンキーも数匹交ざっている。

「恐らく夜に襲ってきたのはあの群れの偵察隊か何かだと思います。私も一匹斬り伏せましたが……」

「アーラの言う通りだろう。そうなるとあの群れは私たちを諦めてはいないと見るべきだな。そして偵察に出された個体が野営中の私たちを隙有りと見て襲い掛かってきたという所か」

「あの群れを率いてるボス、ウォーターモンキーにしてはかなりでかかったからねぇ。それこそ希少種か何かかも」

　ヴェルの言葉に頷き、最後の一口のお茶を飲み干したエレーナは立ち上がる。

「よし、そろそろ出発の準備に入ろう。食器を洗う者は水辺のモンスターには気をつけろよ」

　エレーナの指示に従い、それぞれが探索の準備を始めていよいよダンジョン二日目が始まる。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「……来ているな」

　思わずレイがそう呟つぶやいたのは、朝食を食べ終わり出発して二時間ほど経った頃。

　少し前からセトが時折喉のどを鳴らしながら周囲の様子を窺うかがっているのを見て確信する。

「レイ殿、何が来てるんですか？」

　一行の先頭からアーラに尋ねられ、樹木に囲まれている周囲へと視線を巡らしてから口を開く。

「恐らくは昨日も戦ったウォーターモンキーの群れだろう。セトの様子を見る限りでは周囲一帯を囲むようにしているようだが……」

「だがそれでは昨日と同じではないか？　希少種と思われるモンスターに率いられている集団が、一度失敗したのと同じ方法を取るとは思えないが」

「エレーナ様、希少種とは言えモンスターを買いかぶりすぎるのもどうかと思います」

　疑問を抱いた感じのエレーナへとキュステが告げる。

　その様子を見ながら、レイはいつウォーターモンキーの群れに襲われてもいいようにデスサイズの柄の感触を確かめつつも内心で考える。

（確かにキュステの言っていることは間違っていない。ただし、それは率いているのが希少種ではない場合だが。昨日数秒だけ見たけど、あの希少種は間違い無く高い知性を持つ存在だった。となると……）

「あるいは罠わな、というのもあるかもしれませんね」

「罠だと？　モンスター風情がか？」

　不機嫌そうに後ろを歩いているレイへと視線を向けてくるキュステ。だが、レイは何日か行動を共にしてそんなキュステの扱いにも慣れたのか、特に気にした様子も無くエレーナへの説明を続ける。

「昨日と同じ行動を取ることによって、どうとでも対応が出来る……そう思わせるのが目的だとしたら？」

「なるほど、こちらの油断を誘うためか。そうしておいてこちらの予想外の一手を仕掛ける」

「はい。そう考えると十分警戒しておいた方がいいかと。……木々に隠れていなければいくらでも攻撃手段はあるので牽けん制せい出来るのですが、ここを縄張りにしているモンスターらしく上う手まく地形を活いかしてこっちの視界に入らないようにしてるために手が出せません」

「ん？　魔法以外で何か遠距離攻撃の手段があるのか？」

　どこか興味深そうに自分へと視線を向けるエレーナに、ミスティリングから一本の槍やりを取り出す。

　ただし槍とは言っても、その槍はキュステの使っているような魔ま槍そうといったマジックアイテムでもなければ、業わざ物ものの類たぐいでもない。本当に極普通の、それこそ街を巡回している一般の警備兵辺りが使っているような槍だった。

　実はこの槍、ランクアップ試験のときに倒した盗とう賊ぞくのお宝を分けたレイの取り分だったりする。

「そんな槍でどうするつもりだ？　私に対しての皮肉なら褒めてやるが」

「別にそんなつもりはないさ。ただ単純に……」

　キュステに答え、デスサイズを近くの木へと立て掛けてウォーターモンキーがいると思おぼしき方向へ……投げつける！

　レイ自身の人外とも言える筋力によって投げられた槍は、投とう擲てき用の槍ではないにもかかわらず瞬時にその場にいた者たちの視界から消え、数秒後にドゴンッ！　という鈍い音が周囲へと響き渡った。

「……外れか」

「うわ、何今の速度。っていうか、ああいうのが使えるんならわざわざ魔法とかいらないんじゃないの？」

　ヴェルが啞あ然ぜんとして呟くが、それに対するレイは無言で首を横に振る。

「そもそも使い捨てに等しいから、槍の残量にはまだ結構な余裕があるとは言っても安易に使えるような手じゃない。回収出来るかどうかも分からない一回限りの攻撃なら、魔力消費だけですむ魔法を使った方が圧倒的にコストパフォーマンスが上だ。何しろ魔力は自然に回復するんだから」

「はぁ、なるほど。そういうものなのか」

　レイの答えに呆あきれたように溜ため息いきを吐つくヴェル。

「それに魔法と違って魔力を使って誘導とかも出来ないしな。その結果、今みたいに攻撃が外れる訳だ」

　先程聞こえてきた鈍い音は恐らく木の幹に命中した音だろうとレイは判断していた。もしウォーターモンキーに当たっていたとしても、それほど深い傷ではないだろうと。

「あー、なるほど。大体分かった。そう考えると確かに使い勝手は悪いよな」

「いざってときに使えればいい程度に思ってくれ。……さて、時間をとって悪かったな。そろそろ階段探しに戻ろうか」

「了解了解っと」

　ヴェルが頷うなずき、再度皆で地下五階へと降りるための階段を探しながら進み始める。

「でも、妙だよな」

　生い茂って通路を塞ふさいでいる形の蔦つたを短剣で切り裂きながらヴェルが呟く。

「妙って何が？」

　その横で同様に突き出している木の枝を剣で切りながらアーラが尋ねる。

「ほら、野営した場所を出発してから二時間は経ってるのに、未いまだにモンスターの一匹すら出てこないって妙じゃないか？　ここが普通の森ならともかく、ダンジョンの中だぜ？」

「うーん、レイ殿が倒したオーガがこの辺じゃ頂点に立ってたとか？」

「お馬鹿。上の階層での出来事を忘れたのか？　このダンジョンの中では種類の違うモンスターも何故か協力してただろ」

「……でも、そうなるとあのオーガとかって何を食べて生きてるのよ。まさかこの森の中になっている木の実だけとか？」

「……」

　アーラの指摘は予想外だったのだろう。ヴェルは驚きの表情を浮かべ、蔦を切る手を止める。

　アーラの疑問は誰にも答えようがなかった。何しろ協力関係を結んでいる以上は他のモンスターを食うということが出来ないのだ。そうなると雑食性のモンスターは植物を食べていればいいだろうが、オーガのように肉食のモンスターは何を食べているのか。

「まあ、普通に考えればモンスターでもない普通の動物もダンジョン内にいるってところだろうけどな」

「確かにその可能性はあるか」

　エレーナが納得したように頷き、ミラージュを鞘さやから抜き放つ。同時にキュステもまた無言で魔槍を、レイはデスサイズを構える。

　セトもまた喉の奥で鳴いて周囲を警戒している。そして……

『キキキキィッ！』

　周囲へと鳴き声を響かせながら一斉にウォーターモンキーが木々から襲い掛かってきた。

「これは、やっぱりさっきの一撃が原因か！」

　鋭い牙きばを剝むき出しにして空中を跳んできたウォーターモンキーをデスサイズで横よこ薙なぎに一いつ閃せん。その胴体を二つに分断し、同時に反対側から襲い掛かってきた別の一匹の頭部を石突きで殴りつけて吹き飛ばす。

　次の瞬間には木々の上から飛んできた水球が、ほんの一瞬前までレイの身体があった場所を通り過ぎていく。

「くそっ、俺を集中的に狙ってるのか！」

「どうやらそのようだな。大方先程の槍を投げたのがレイだと見られていたんだろう……なっ！」

　エレーナがミラージュを振り下ろすと、刀身が鞭むち状に伸びて空中で複雑な軌道を描きながらウォーターモンキーへと迫り、数匹の喉を斬り裂く。

　その近くではセトが木を蹴けって立体的に動きながらも、飛びついてくるウォーターモンキーを前足やクチバシ、あるいは後ろ足で吹き飛ばす。

「モンスター風情が、私を相手にするとは身のほどを知れ！」

　キュステが魔槍を使って放つ連続突きは、ウォーターモンキーの毛皮を覆っている水へと干渉し、その防御効果を一切発揮させずに胴体を貫く。

「昨日からしつこいんだよ、お前等は！　アーラ、行け！」

「分かってる。エレーナ様に手出しはさせない！」

　ヴェルの放った矢は、その威力を殆ほとんどの水に殺されて鏃やじりがウォーターモンキーの肉体に刺さりはしないものの、その衝撃で地面へと落とすことには成功していた。そして落ちたウォーターモンキーを狙ってアーラが繰り出す一撃は、水の防御等は関係無いとばかりに肉体を斬り裂く……否いな、剛力に任せて切り裂いていく。

　戦闘としては圧倒的にレイたちが有利に進めている。襲い掛かっては返り討ちに遭い、周囲を自分たちの血で濡ぬらしていくウォーターモンキー。

　だが、それが二十分、三十分と続く消耗戦になってくると話は別だ。身体能力が人外染みているレイはともかく、他の四人は手て練だれの騎士ではあっても普通の人間でしかない。

「はぁっ！　……え？　きゃあっ！」

　まず最初に動きが鈍ってきたのはアーラだった。射程の長いミラージュを使っているエレーナや、男のキュステ、飛び道具である弓を使っているヴェルに比べて、敵に接近して直接剣を振り下ろさなければならないアーラは他の者より体力の消耗が激しい。

「アーラ！」

　振り下ろした剣を水に防がれ、仕返しだとばかりに襲い掛かったウォーターモンキーだったが、そこに突き込まれたのはキュステの魔槍だった。

　一度、二度、三度、四度と連続して一瞬にして四度も放たれた突きは、ウォーターモンキーの頭部や手足へと連続して突き刺さり、瞬時にその命を絶つ。

　槍の扱いに長たけた者でも、そう簡単には出せない四連続の突き。それは、キュステの性格はともかく、槍の扱いについては一流であることの証あかしだった。

「はぁっ、はぁっ、ありがとう、キュステ」

「礼はいいからもう少し踏ん張れ！　モンスターといえどもその数は無限という訳じゃない。そのうち途切れる！」

「わ、分かってるわ……よ！」

　気合いを入れ直して振り下ろした一撃は、ウォーターモンキーの毛皮を覆っていた水諸もろ共ともにその身を左右へと強引に叩たたき切る。

「あっ！」

　だが、その強引な一撃がいけなかったのだろう。ウォーターモンキーの骨により、アーラの持っていた剣が刀身半ばで見事に折れたのだ。

　そのチャンスを見逃して堪たまるかとばかりに再び襲い掛かるウォーターモンキー。戦闘当初はレイを集中的に狙っていたにもかかわらず、それを忘れたかのようにアーラへと襲い掛かり……

「私の仲間をやらせる訳にはいかんっ！」

　エレーナにより放たれたミラージュが、刀身を鞭と化し空中で複雑な軌道を描きながらまるで踊るように駆け抜け、その刀身が通り抜けたあとには喉を切り裂かれて血を流しながら地面へと崩れ落ちる複数のウォーターモンキーの姿があるだけだった。

　その様子を横目に、レイはミスティリングからランクＤパーティである『鷹たかの爪つめ』のメンバーから巻き上げた長剣を取り出して投げつけた。

　レイの膂りよ力りよくにより投擲されたその剣は、今にもアーラへと襲い掛かろうとしていたウォーターモンキーの顔面へと突き刺さって動きを止める。

「アーラ、それを使え！」

「すみません、レイ殿！」

　頭部へと剣を刺したまま命を失って地面へと崩れ落ちたウォーターモンキーから素早く剣を引き抜く。

　その隙に襲い掛かろうとしていた個体もいたのだが、そうはさせじと途切れることなく放たれたヴェルの矢により邪魔をされ、アーラは無事体勢を整え直すことに成功する。

「ちぃっ、しつこい！」

　再び襲い掛かってきた三匹のウォーターモンキーに二つの水球。それらの攻撃に対して身を捻よじり最初の水球を回避し、デスサイズの刃やいばで先頭のウォーターモンキーごと水球を斬り裂く。

　血ち飛沫しぶきを上げながら水球と共に地面へと倒れこむその姿を横目に、重さを感じさせない動き──実際にレイに取ってはデスサイズは重さを殆ど感じさせないのだが──で刃を返し、たった今斬り殺した一匹の背後から襲い掛かってきたウォーターモンキーの胴体を上下二つに分断する。

　そして高く跳躍して死角となる真上から襲い掛かってきた最後の一匹は、デスサイズを振り抜いたまま手首を返して石突きを鋭く真上へと突き出す。

「ギィッ!?」

　魔力を通されたデスサイズは、刃はもちろんその石突きまでもが凶悪極まりない武器と化す。

　その石突きによって喉のどを貫通されたウォーターモンキーは、聞き苦しい悲鳴を上げながら一瞬にしてその命を失い、文字通りに串くし刺ざしにされた状態になり……

「はぁっ！」

　デスサイズを大きく振るった一撃により、その死体は今にもエレーナへと襲い掛かろうとして隙を窺うかがっていた別の個体に真横からぶつかり、共に吹き飛ばされる。

「すまない、レイ！　ふぅ……」

　レイの一撃によりようやく一息吐くことが可能になり、呼吸を整えるエレーナ。

（エレーナでさえ、もう息が上がっているか。まあ一時間近く休み無く戦い続けているんだから、無理はないか。それを考えるのなら、まだ僅わずかに呼吸が荒いだけのエレーナをさすがと褒めるべきだろうな）

　アーラは体力の限界が近く、息を切らしながら剣を振るっている状態であり、その隣で槍を振るっているキュステもまた息を切らし始めている。後方から援護としてその二人へと矢を放っているヴェルにしても、他の二人よりはマシだが体力の消耗は明らかだった。

　すでに体力に余裕があるのはレイとセト、かろうじてエレーナのみとなりながらも、ウォーターモンキーとの消耗戦は続く。

「エレーナ様、ここは一いつ旦たん退ひいた方がいいのでは!?」

　木の上から跳躍し、アーラへと襲い掛かろうとしていたウォーターモンキーへと矢を放ちながらヴェルが叫ぶ。

　森の中という、襲ってきたウォーターモンキーの得意な戦場で戦い始めてからすでに一時間以上。休む暇もなく延々と戦い続けているだけに、アーラとキュステは体力の限界が近付いていた。

　特に酷ひどいのはアーラの方で、すでに気力だけで持ち堪こたえている状況になっている。そのフォローをするためにヴェルが矢を射続け、結果的にキュステの援護が不十分になりそっちの疲労も増すという悪循環に陥っていた。

　もしエレーナがミラージュや風の魔法を使って援護をしていなければ、とっくに戦線は瓦が解かいしていただろう。

　ヴェルの言葉を聞き、一瞬だけ自分たちがやってきた方向へと視線を向けるエレーナ。そちらには確かに敵の数は少なく、突破するのも容易に思える。……そう、まるでどうぞこちらから逃げて下さいと言われているかのように。

　幾多もの戦場を渡り歩いて来たエレーナには、そのいかにもな脱出口はどう考えても罠わなにしか思えなかった。

「駄目だ！　背後はどう考えても奴等の罠が仕掛けられているはずだ」

「けど、このままここで戦っていてもこっちの戦力が磨すり潰つぶされるだけですよ！」

　まるで悲鳴のようなヴェルの叫び。後方からアーラとキュステの援護をしているだけに、二人の限界が近いのを一番良く理解しているのだ。

（確かにこのままでは消耗戦に引きずられてこちらの戦力が磨り減るばかりだ。ここは何か大きな手を打たないと駄目か）

　内心で考えている間にも、ウォーターモンキーはエレーナへと襲い掛かる。

「ええいっ、しつこい！」

　ミラージュを通常の状態へと戻し、牽けん制せいとして放たれた水球を切り裂き、同時に近くまで接近していたウォーターモンキーを一瞬で斬り伏せる。

　そのまま流れるような仕草で再び大きく剣を振るい、刀身を再度鞭状に伸ばして襲い掛かろうとしていたウォーターモンキーを斬り裂いていく。

　だがその一撃を放っても致命傷となる喉を切り裂いたのはほんの数匹であり、他の殆どは手足に浅い傷を負うだけだった。




「はああっ！」

　エレーナたちがウォーターモンキーたち相手の消耗戦に苦戦している中、レイもまた同様に……否、エレーナたち全員に襲い掛かっている以上のウォーターモンキーに襲われていた。

　水球を飛ばし、その隙を突くかのように牙や爪を剝き出しにして襲い掛かって来るウォーターモンキーを、デスサイズの刃で数匹纏まとめて斬り裂き、あるいは石突きを振り回して水で覆われていることなど関係無く肋ろつ骨こつを粉砕しながら吹き飛ばす。

『炎よ、礫つぶてとなりて穿うがて！』

　水球の攻撃をまるで踊るように回避しながら、同時にデスサイズを振り回して敵を牽制しつつ呪文を唱える。さすがにウォーターモンキーと近接戦闘を行い、なおかつ森の中から放たれる水球の攻撃を回避しながらの呪文詠唱のためにそれほど長い呪文を唱えることは出来ず、自然と放たれる魔法に関しても詠唱が短く威力は高くないものになる。

『炎の礫！』

　デスサイズの刃へと現れた直径五十センチほどの炎球をそのまま振り抜く。するとその炎球は数メートルほど進んだ所で破裂し、直径一センチほどの小さい炎を周囲へとばら撒まく。

『キキキィッ!?』

　突然目の前に大量に現れた炎に悲鳴を上げつつ距離を取るウォーターモンキー。それを見ながらようやくある程度の猶予が出来たレイは、再び魔力を込めて呪文を唱える。

『炎よ、害意ある者には害意を返す境界線と化せ。我と敵を別わけ隔てる極炎の壁を作りてその恩恵を我に与えよ』

　呪文を唱えながらデスサイズの石突きを地面へと突き刺すレイ。同時に、石突きの突き刺さった地面を中心として複雑な紋様を描くかの如く、地面を数センチほどの高さの炎が走っていく。

「レイ、一体何を!?」

　地を走る炎はレイを中心としてエレーナたちすらもその範囲に取り込み巨大な円を描いていく。そして円が一周したその瞬間、レイが魔法を発動する。

『紅ぐ蓮れんの焰えん壁へき』

　魔法を発動したその瞬間、轟ごうっ！　という音を立てて、レイが呪文を唱えているときに地を走った魔法陣を囲むように高さ八メートルほどの巨大な炎の壁が燃え上がった。

「グルゥ？」

　心配そうに擦こすりつけてくるセトの頭を撫なでながら、周囲へと視線を向ける。

　レイの側そばにいたウォーターモンキーは、礫による一撃に驚き後方へと退避したため近くにはいない。同時に、エレーナが孤軍奮闘していた周囲にもすでに敵の姿は無く、アーラたちが戦っていた数匹だけがこの炎の壁の中へと取り残されていた。

　その残り数匹にしても、突然自分たちを覆った炎の壁に驚いた隙を突かれ、最後の力を振り絞ったアーラとキュステの一撃、そして鋭く伸ばされたエレーナのミラージュによってその命を絶たれる。




「レイ、この魔法はお前の仕業だな？　どういう効果か説明してくれ」

　取りあえず視界内にいたウォーターモンキーは全て倒したと判断したのだろう。地面へと倒れ込んで息を整えつつ体力の回復をしているアーラとキュステを横目に、エレーナがレイへと尋ねる。

　その様子に頷うなずきながらも、まずはミスティリングから水の入った水筒を取り出してそれぞれに配るレイ。

　さすがに自分の状態を分かってはいるのか、普段から何かとレイへと突っかかっていくキュステも、呼吸を荒らげながら無言でその水筒を受け取る。

「エレーナ様もどうぞ。取りあえず三十分ほどは安心ですので」

「そうか、レイの魔法だし信用させてもらおう」

　エレーナもまた水筒を受け取り、一息に呷あおる。

　その白い喉が艶なまめかしく動いて水を飲むのを見ていたレイだったが、セトにドラゴンローブをクチバシで引っ張られて我に返り、自分もまた水を飲む。同時に水分の多い果物を何個かミスティリングから取り出してセトへと与える。

「生き返ったな……さて、説明を頼む」

「俺が使ったのは紅蓮の焰壁という魔法です。効果は俺を中心にして炎の防壁を形成するというものですね。ちょっと違うのは……」

　そう言い、防壁の方へと視線を向けるレイ。

　そこでは数匹のウォーターモンキーが水球を撃ち込んでいるところだったが、その反応は強烈だった。水球が炎の防壁へと接触したと思った瞬間、水球と同程度の大きさの炎球が炎の防壁から放たれ、水球を撃ち込んだウォーターモンキー数匹を瞬時に燃やし尽くしたのだ。

「ご覧の通り、炎の防壁に外から攻撃をするとカウンター的に迎撃されます。なので、炎の防壁が持ち堪える三十分程度は安心して体力の回復を図れるはずです」

「……随分と高度な魔法だな。だが、この場では助かる」

　腑ふに落ちないながらも助かったのは事実と頷いているエレーナの隣で、こちらは弓での攻撃ゆえにアーラやキュステほどには体力を消耗していないヴェルが口を開く。

「なぁ、レイ。これって炎の防壁なんだよな？」

「それは見て貰もらえれば分かると思うが」

「まあな。けど、何で炎の防壁の中にいる俺たちは熱さを感じないんだ？」

「その辺は魔法を組み立てるときのイメージだな。炎の防壁ではあるが、この内部は気温が変わらないように調整してある。逆に炎の防壁の外側はかなりの高温になっているから、水で体を覆っているウォーターモンキーにしてみれば手に負えないはずだ」

「うわっ、そんな真似も出来るのか」

「それは好都合だな。では取りあえず十分ほどは体力の回復に専念し、そのあとで奴等の対策を考えるとしよう」

　エレーナの言葉に頷き、レイたちも地面へと腰を下ろして体力を回復させる。

　レイにしてもまだ余力はあるが、体力を消耗していない訳では無い。地面に寝転がったセトの胴体へと寄りかかり、目を瞑つぶって体力の回復に専念していた。

（ウォーターモンキーの数がちょっと予想外だったな。昨日襲ってきたのは二十匹程度だったが、今日のは最低でも百匹以上は存在していた。当然率いているのはあの希少種だと思うが……それにしては襲ってくるのが早かった。てっきりこっちがもっと疲れてから襲ってくるかとばかり思ってたんだが。考えられる可能性としては、俺が投げたあの槍やり……か？）

「すいません、エレーナ様。お見苦しい所をお見せしました。モンスター風情に後れを取るなど……」

「私も同じくです」

　目を瞑っているレイに、キュステとアーラの声が聞こえて来る。

　さすがに騎士と言うべきか、この短時間で息を整えたらしい。やがてそのうちの片方がレイの方へと近付いてくる。

「レイ殿、この剣はこのまま使わせて貰ってもいいのだろうか」

　その質問に目を開けると、視線に映ったのは当然と言うべきか声の持ち主であるアーラだった。

（いや、ここでキュステがいたりしたらそれはそれで面倒臭いことになりそうだけどな）

　微妙に疲れているせいか、そんな風に考えながらも頷き……アーラの持っている剣へと視線を向けて思わず眉まゆを顰ひそめる。

　戦闘中に投げ渡したときには新品同然とまでは言わないが、十分実用に耐えるものだったはずの剣の刀身がすでに微妙に曲がっているように見えたからだ。

「構わないが……その剣もそろそろ限界っぽいが大丈夫なのか？」

「……正直に言えば大丈夫とは言えないですが、何しろ私の剣はああなので」

　チラリと向けられたアーラの視線の先には、刀身半ばで折れている剣がある。

「……レイ、もし良ければだが何かもっといい武器がないか？　アーラが使えるようなもので」

　微妙に肩を落としているアーラを見かねたのか、あるいは単に戦力を増やしたかっただけなのか。とにかくエレーナがレイへとそう尋ねてくる。

「確かにアーラの力は前衛として魅力的なのは分かりますが、残念ながら剣は今アーラが持ってる奴くらいしか」

　そもそもレイにはデスサイズがある以上、メインとなる武器は他にはいらない。レイ自身の魔力により生み出されたデスサイズは頑丈極まりなく、その上魔力を流して使うので破損するということもまず無いのだ。よってレイが集める武器は解体に使える短剣、ナイフの類たぐいや今回の戦いの原因になったと思われる投とう擲てきするための槍、あるいは希少価値が高いという理由でマジックアイテムが主になる。

（いや、待てよ？）

　その瞬間レイの頭を過よぎったのはアーラ、怪力、マジックアイテム、『鷹たかの爪』という四つの単語だった。

　そう、確かにアーラが使っても問題のない剣は持っていない。しかし、力だけで見れば一級品のアーラに相応ふさわしい武器を自分は持っていたはず。

　ミスティリングのリストを脳裏に表示させ、その中からパワー・アクスを選択する。

　それはレイへと絡んできた『鷹の爪』というランクＤパーティの中でも、リーダー格であるバルガスから賭かけの商品として奪い取った代物だ。その後に聞いた話ではダンジョン、すなわちここを探索して手に入れたマジックアイテムだという風に聞いていた。

（ここで手に入れたマジックアイテムを、ここで武器を失った相手に貸すというのも一興か）

　次の瞬間、レイの手に現れていたのは巨大なバトルアックスだった。

「アーラ、これを使って見るか？」

「これは一体？」

「パワー・アクス。まあ、バトルアックスの一種であるマジックアイテムだ」

「……ふむ、確かに魔力を感じるな。それで効果は？」

　レイの持っているパワー・アクスへと興味深げな視線を向けて尋ねてくるエレーナだったが、その問いにレイは首を左右に振る。

「残念ながら俺も手に入れただけのマジックアイテムなので詳細な効果は分かりません。ただ、パワー・アクスという名前から大体想像は付きますが」

「だろうな。……アーラ、どうする？　レイのこの斧おのを使って見るか？」

「……レイ殿、少し貸して貰えますか？」

「ああ、構わん」

　おずおずとだが差し出してきたアーラの手へとパワー・アクスを渡すレイ。

「きゃっ！」

　渡されたそのバトルアックスの予想外の重さに、その剛力に似合わぬ悲鳴を上げながらもしっかりと受け取るアーラ。

「これが、マジックアイテム」

　呟つぶやきながらも、パワー・アクスの柄を片手で握り……そのまま持ち上げ、振り下ろす。

　その様子に思わず感嘆の息を上げるレイ。

「どうしたのだ？」

　レイと同じく身体に馴な染じませるかのようにパワー・アクスを振るっているアーラを見ながらエレーナが尋ねる。

「いえ。あのパワー・アクスは元々とある賭けの景品として手に入れた物なんですが、前の持ち主は両手で握って扱っていたんですよ。それをああも簡単に片手で振るえるとは思わなかったので」

　その間にも、アーラはパワー・アクスを自分の身体に慣れさせるかのようにゆっくりと振り下ろし、あるいは切り上げるといったことを繰り返していた。

「アーラ！　新しい武器を身体に馴染ませたいのは分かるが、時間は限られている。きちんと体力も回復させておくようにな」

「あ、分かりましたエレーナ様！」

　エレーナの言葉に、パワー・アクスを片手で悠々と持ちながら近付いてくる。

「レイ殿、このマジックアイテムを是非使わせて下さい。まるで長年使ってきたかのように馴染みます」

「問題無い。戦力としてアーラが使えないのはこっちも困るからな。……それで、エレーナ様。これからのことですが」

「うむ。まず来た方向へと撤退するというのは却下だな。あからさまに敵の配置されている数が少ないのを見ても、私たちをそちらに追い込みたいという思惑が透けて見える」

「しかし、モンスターにそんな知能があるでしょうか？」

「キュステ、お前も見ただろう。奴等はこちらを包囲して消耗戦を仕掛けて来る程度の知能がある。それなら罠わなを仕掛けるというくらいはやると思わんか？」

「……可能性はあるかもしれません、とだけ言っておきます」

　エレーナの言葉に、不承不承といった表情で同意するキュステ。

　プライドの高いキュステとしては、モンスターにしてやられたというのは屈辱なのだろう。

「となると、残るのは罠以外の場所を一点突破。出来ればあの希少種を倒してしまいたいところだな」

「普通に考えるのなら敵の戦力の一番厚い場所の後ろに希少種がいるんだろうけど……そもそもモンスターだからねぇ。こっちの思惑通りに動いてくれるかどうか」

　こちらも復活したヴェルがようやく調子を取り戻したかのように軽い口調で口を挟んでくる。

「だろうな。そもそも木の上に陣取っている以上はこちらの攻撃手段も限られる。そうなるとこのまま私たちが向かっている方向へと一点突破して奴等の包囲網を抜けるのが最善だろう」

「となると、問題は追ってくるだろうウォーターモンキーをどうするかだね。延々と背後から追撃を掛けられるのは嬉うれしく無いし」

　ヴェルのその呟きに、皆が頷く。

　そんな中、セトがクチバシでレイのドラゴンローブを引っ張って何かを訴えるように喉のどの奥で鳴く。

　セトが何を言いたいのかはレイにも何となく分かった。セトが魔石を吸収して習得したスキル、それも広範囲に効果を発揮し、なおかつレイの炎の魔法のようによけいな被害を一切出さない王の威圧を使えと言っているのだ。

　その効果はセトの発する威圧感により、格の低いモンスターの動きを一時的に止めたり、動けても速度を一割ほど低下させたりするというものだ。確かに素早い動きで自分たちを追撃して来るであろうウォーターモンキーに対しては有効な攻撃になるだろう。

　またセト自身よりも格の低いモンスターとなると、恐らくウォーターモンキーを率いている希少種にも効果が発揮されるという期待もある。

「レイ、どうした？　セトは何を訴えている？」

　エレーナのその問いを聞きつつも、レイは内心で葛かつ藤とうする。

（どうする？　ただでさえ貴重なランクＡモンスターのグリフォンだ。そこに普通のグリフォンが持っていないスキルを使えると教えてもいいものか。いや、エレーナだけならまず問題はないだろう。俺が秘密にして欲しいと言えば、義理堅いだけにそれを守ってくれるのは期待出来る。そしてアーラもエレーナに言われれば死ぬまで秘密を守り続けるはずだ）

　そこまで考え、残る問題の二人へと一瞬だけ視線を向ける。

（俺を見下しているキュステと口の軽いヴェル。この二人は……いや、それも含めてエレーナに責任を負って貰えば何とかなる……か。それにこの窮地を脱したら戒いましめの種を使うという選択もある。嫌がる者もいるだろうが、いざとなったら死ぬのと引き替えにどちらかを選んで貰うしかないだろうな）

　内心の葛藤でそう結論付け、炎壁の効果がもうすぐ切れるというのを感じながら口を開く。

「敵の追撃をどうにかして、なおかつ敵を率いる希少種もどうにか出来るかもしれない手段に心当たりがあります」

　レイがそう呟いたその瞬間、エレーナを含めてその場にいる全員の視線がレイへと集まる。

「……ほう、それはどういう手段だ？」

「この手段は俺の奥の手に等しいものです。ここで使わないと俺にも危険があるので使わざるを得ませんが、条件が一つ」

「言ってみろ」

「俺の魔法に戒めの種という魔法があります。それは魔法を使うときに設定した条件、例えばこの場合は俺がこれから見せる能力を他人に伝えないといったものを破ると魔法が発動して体内を焼き尽くされるというものです。これを受け入れて貰えるのなら俺も切り札を使いましょう」

　レイがそう言った瞬間、その顔の真横へとキュステが放った魔ま槍そうの切っ先が出現していた。

「……貴様、図に乗るのもいい加減にしろよ？　平民の分際で、貴族である私やエレーナ様に行動を縛る魔法を使わせろだと？　身のほどをわきまえろ！」

　その怒声が周囲へと響く中、キュステからの殺気が放たれる。だが、レイはそれを何でも無いかのように受け止めながら口を開く。

「セト」

「グルルルルゥッ！」

　その一言。レイの口から放たれたその一言でセトの前足が振り下ろされ、魔槍は地面へと叩たたき付けられた。

「ぐっ！」

　いくら腕に自信のあるキュステとは言っても、さすがにグリフォンの膂りよ力りよくに敵かなうはずも無い。ましてやセトは剛ごう力りきの腕輪というマジックアイテムを装備しており、その膂力は増幅されているのだから。

　あっさりと自分の持っていた魔槍を地面へと叩き付けられ、その痺しびれた手に呻うめくキュステ。

　そんなキュステへと冷たい視線を向けながらレイは言葉を続ける。

「どうしてもこちらの条件を飲むのが嫌だというのなら、それでもいいだろう。お前たちだけでこのダンジョンに挑むといい。俺はセトに乗って地上に戻らせて貰うがな」

「ふざけるな！　お前はそもそも護衛としてラルクス辺境伯に派遣された冒険者だろう！　それが護衛対象を見捨てて逃亡してもいいと思っているのか！」

「ふんっ、今まで散々人を見下しておきながらいざとなったらそれか。肥大化したプライドと実力が釣り合ってない貴族の典型だな」

「貴様ぁっ！」

　痺れた手で地面へと叩き付けられた魔槍へと手を伸ばそうとするキュステだったが……その手が魔槍の柄に触れた瞬間、自分の首筋へピタリと突き付けられているデスサイズの刃やいばに気が付く。

「どうした？　その槍を手に取るんじゃないのか？　自慢の槍なんだろう？」

「ぐっ！」

　まさに一触即発。それを見ていたエレーナたちにしてみても、もしキュステが何らかの行動を起こそうとした場合は首に突きつけられた刃が命を奪うというのは明白だった。それゆえに迂う闊かつに動くことも出来ずに口を開く。

「レイ、キュステから離れてくれないかな。キュステにしても今のは確かにやりすぎだと思うけど、殺されるほどじゃないだろ？」

　ヴェルの言葉を聞き、周囲を一いち瞥べつしてから、レイはデスサイズをキュステの首から外す。

　それを確認し、安あん堵どの息を吐くヴェルを横目にエレーナが口を開く。

「戒めの種、と言ったな。それはどうしても必要なものなのか？」

「そうですね、切り札に関して他人に漏れると俺とセトにとっては色々と不都合が多いので。俺から出せる選択肢は三つです」
















　そう告げ、人差し指を立てる。

「一つ目は戒めの種を使うのを条件として、こちらの切り札を使用してこの場を切り抜ける」

　続いて中指を立てて言葉を紡ぐ。

「二つ目は戒めの種を使うのを拒否する。なお、この場合は申し訳ありませんが俺とセトはここでエレーナ様たちと別れることになります」

　そして最後に薬指を立てて口を開く。

「最後の三つ目は、折衷案ですが俺の切り札を使わないで先程のような状況でこの場を何とか切り抜ける。この場合は出来るだけ一緒に行動しますが、いざとなった場合は二つ目と同様にセトと逃げさせて貰もらいます」

「……少し時間をくれ。ちなみに、炎壁の方はどのくらいで消える？」

「大体十分ほどと言った所ですね」

「……五分くれ」

　それだけ言うと、目を瞑つむって何かを考え始めるエレーナ。

　その様子を見ていたレイだったが、横からヴェルに声を掛けられる。

「俺たちと別れるって言うけどさぁ、エレーナ様がラルクス辺境伯の領地で死んだあとにどうなるか分かって言ってる？」

「ああ。色々と貴族派とやらのちょっかいは受けるだろうな」

「それを承知の上であの三つの選択肢を提示した訳？」

「そもそもランクＤ冒険者でしかない俺に過剰な期待をされてもな。本気で護衛を求めているのなら、ランクＤまでとかいう風に限定的なランクで探したりしないで、きちんとランクＡとかＢを選べばいいだろうに」

「……まさかダンジョンがここまでのものだとは思ってなかったんでね。本来なら俺達だけで継承の祭壇まで向かえるはずだったんだけど……正直な話、現状ではレイとセトの協力がないとこれ以上進める気がしないよ。キュステ……はともかく、アーラは今の話を聞いてどう思った？」

　パワー・アクスを手にしていたアーラは、ヴェルの問いかけに素っ気無く答える。

「私はエレーナ様の命令に従うだけよ。エレーナ様がその戒めの種を受け入れるというのならそれを尊重するし、受け入れないというのならそれを尊重する。そして……」

　持っていたパワー・アクスを大きく振りながらその視線をレイへと向ける。

「エレーナ様がレイ殿を倒せと命じるのなら、それを受け入れるのみです」

「……一応、その斧は俺のなんだけどな。別にアーラにやると言ってもあくまでも貸しただけであって、所有権を譲った訳じゃないんだが」

「そうですね。確かにこのパワー・アクスはレイ殿の所有物です。ですが現在は私が借りている以上、私がどう使おうと自由でしょう？」

「ふん、なるほど。そう来るか。確かにその理屈でいけばそうだが……」

　レイがさらに口を開こうとしたとき、エレーナの目が開けられる。

「レイ、一つ聞きたい。お前の言う切り札とやらを使えば、確かにこの窮地をどうにか出来るのだな？」

「確実に、とは言えません。ですが先程よりも大分楽になるのは保証します」

「……この場でその戒めの種とやらを使うのはやめてもらおう。継承の祭壇で私の身体にそのような魔法が掛かっていると、どのような悪影響があるか分からないからな。その代わり継承の祭壇で無事私の目的を果たすことが出来たらこのダンジョンを脱出する前に戒めの種とやらを使っても構わない。すまないが、これが私の出来る最大限の譲歩だ」

　エレーナのその言葉を聞き、内心で考えるレイ。

（継承の祭壇とやらで何か悪影響が出るということは、恐らくそこでエレーナに何らかの行動を起こすんだろう。となると、確かにそのとき戒めの種を植え付けているのは不ま味ずい。となると……）

　内心で呟つぶやき、エレーナ以外の三人へと視線を向ける。

　その視線の意味を察したのか、エレーナが再度口を開く。

「悪いが、この場でこの三人に魔法を使うというのも許可は出来ない。この三人にしても継承の祭壇でやるべきことがあるのでな」

「……その言葉をそのまま信じて俺の切り札を使え、と？」

「そうなる。ただしお前の言う通りここを無事に切り抜けられたとしたら、そして継承の祭壇でやるべきことを済ませたあとならその戒めの種を受け入れると、ケレベル公爵家の名に懸けて約束しよう」

「公爵家、ですか」

　呟き、視線の先にいるのは険悪な目でレイを睨にらみつけているキュステ。その態度から、貴族の名に懸けて約束をされたとしても安心出来ないというのがレイの正直な気持ちだった。

　エレーナもまた、その視線の先を見てレイが何を言いたいのか理解したのだろう。苦笑を浮かべながら再び口を開く。

「では、姫将軍の名に懸けて約束しよう。これなら受けてくれるか？」

「……分かりました。近隣に鳴り響いているエレーナ様の姫将軍という名前に誓ってくれるというのなら、俺もそれを信じましょう」

「うむ。キュステ、ヴェル、アーラ。お前たち三人も構わないな？」

　その問いに、アーラは迷い無く頷うなずき、キュステとヴェルは不承不承頷く。

「さて、ではその奥の手とやらを説明して貰えるか？　炎壁の効果もそろそろ終わるのだろう？」

「そうですね。セト！」

　レイの呼びかけにセトが鳴いて近付いてくる。

「奥の手というのはセトに関してです。こうして見る限りではセトは普通のグリフォンに見えますが、実は一種の希少種の類たぐいで、他のグリフォンには出来ないようなことが色々と出来ます。例えば……セト、炎壁に向けてファイアブレスだ」

「グルルルゥッ！」

　レイの指示にセトが高く鳴き、そのクチバシを開いて大きく息を吸い……次の瞬間には紛れも無いファイアブレスを吐き出して炎壁の向こうでレイたちの様子を窺うかがっていた数匹のウォーターモンキーへと命中する。毛の外側に水を纏まとっているだけあってさすがに一撃で仕留めるという訳にはいかなかったが、それでも結構なダメージは与えたらしくウォーターモンキーは悲鳴を上げながら炎壁から遠ざかっていった。

　その様子を啞あ然ぜんとして眺めているエレーナたちへと向かいレイは再び口を開く。

「ご覧の通り、普通のグリフォンには出来ないようなことが出来る訳です。他にも幾つかありますが、今回使うのはセトの雄お叫たけびを聞いた敵全ての動きを止める、あるいは速度を低下させるというものです」

「……何？　全ての敵を、か？」

「はい。動きを止める方はともかく、速度に関しては目算で大体一割程度落とさせることが出来ます」

　レイの言葉にセトが褒めろ、とばかりに頭を擦こすりつけてくる。

　その様子に笑みを浮かべながら、セトの頭をコリコリと搔かいてやるレイ。

「確かにウォーターモンキーの特徴はあの身軽さだし、レイの言うように一割でも速度を低下させられるんなら、この場を切り抜けるのは難しくはないんじゃないの？」

「うん、私もヴェルと同意見かな。キュステは？」

「……ふんっ、好きにしろ」

　アーラの言葉に鼻を鳴らして応こたえるキュステ。だが、一瞬レイへと向けた視線は忌いま々いましげなものだった。

「では、セトのその能力を使ってここを突破するとしよう。やることは簡単だ。炎壁の効果が消えた瞬間にセトが雄叫びを使用。敵の速度が遅くなったところを一点突破だ」

（雄叫び、ね。まあ、王の威圧とか言っても信じられないだろうから雄叫びで通した方がいいか）

「一点突破はいいんだけど、進む方向はさっきと同じ方向でいいのかな？」

　ヴェルの言葉に頷くエレーナ。

「どうせ地下五階へと続く階段を探している途中なのだ。それで問題無いだろう」

　そう言いながら、次第に炎の勢いが弱まってきている炎壁へと目を向け、次にレイの側そばにいるセトへと視線を向ける。

（確かにグリフォンというだけで人目を引くのだ。これが通常のグリフォンと比べても特殊な能力を持っているというのなら、色々と厄介ごとに巻き込まれる可能性もあるか。それを考えれば、口止めをしたいと思うのは納得出来る……な）

　内心で呟き、すぐに今はそんなことを考えているようなときではないと判断したのだろう。気を取り直すようにして口を開く。

「さて、そろそろか。皆、装備の確認をしろ。体力的には多少厳しいかもしれないが、一気に切り抜けるぞ！」

　その命令にそれぞれが自分の武器を確認する。とは言ってもレイとエレーナ、キュステの三人の武器は使い慣れているマジックアイテムなので、全く問題無い。ヴェルに関してもレイのミスティリングから矢の補充を済ませておりこちらも問題無い。最後の一人であるアーラは、むしろ先程まで使っていた長剣よりも合っているのかパワー・アクスを片手で握りしめている。

　そして緊張感に満ちた数分が過ぎ……唐突に炎壁が消滅する。同時に好機を見逃してたまるかとばかりに纏まって襲い掛かってくるウォーターモンキー。そして……

「セトッ！」

　レイの合図を聞き、セトは王の威圧を発動させて高く鳴く。

「グルルルルルルルルルルルルルルルゥッ！」

　その声を聞いた瞬間、半分ほどのウォーターモンキーが動きを止め、残りのウォーターモンキーも明らかに動きが鈍る。そしてレイやエレーナはその一瞬の隙を見逃すほどに悠長な性格はしていなかった。

「行くぞ、一点突破だ！　襲い掛かって来る敵だけ迎撃しろ！」

　先頭を走るのはアーラとキュステ。速度を鈍らせながらも飛びかかってくる敵をパワー・アクスで迎撃するアーラ。パワー・アクスの名前通りに、振るわれたその一撃は頭や手足、胴体を文字通りに弾はじき飛ばしていく。

　アーラの通った道の跡には、ウォーターモンキーから吹き飛ばされた四肢や頭部、あるいは内臓といったものが散らばっていた。

　その横では、キュステもまた魔ま槍そうを繰り出し襲い掛かってきたウォーターモンキーの胴体を的確に貫いていく。水を操る能力を持った魔槍というのは毛を水で覆って防御に、あるいは水球のように攻撃に利用するウォーターモンキーにとってはまさに天敵以外の何物でもなかった。

　そして襲い掛かってきた者たちの背後からは、援護として飛ばされた水球が幾つも放たれる。王の威圧を使ったとしても水球を放つまでの動きは鈍くなるものの、水球自体の速度は先程と変わらない。

　それを迎撃するのは中衛のエレーナとヴェルだ。刀身が伸び、鞭むち状になったミラージュが迫り来る水球を次々と迎撃し、着弾前に破壊しては地面へとその水を散らしていく。そして水球を放ったウォーターモンキーはセトの王の威圧をまともに受けているために動きを鈍らせており、ヴェルが放った矢により射い貫ぬかれる。

　一番楽をしているのは恐らく後衛であるレイとセトだろう。何しろ王の威圧を放ったセトが存在しているために、ウォーターモンキーたちも怯おびえや恐怖、あるいは畏い怖ふといった感情により迂闊に攻撃を仕掛けられない。

　それでも数匹は何とかその鈍った体を動かしてセトではなく隣を走っているレイへと襲い掛かるが、物量戦を仕掛ける訳でもなくほんの数匹、それも動きの鈍った敵はレイの振るうデスサイズにより命を刈られていった。

「エレーナ様、森を抜けるようです！」

　先頭を走っていたアーラの叫び声。その声に一行が視線を進行方向へと向けると、確かに視線の先には森の切れ目を見つけることが出来た。

「よし、一気に突っ切るぞ！　森の中でなければこちらが有利だ！」

　エレーナのその指示に、全員一丸となり森を抜け……その視線の先にはまるで待ち受けるかのように二メートルほどの大きさを持つウォーターモンキーの希少種が存在していた。

「……もしかして、私たちってあいつらにまんまと誘おびき寄せられたとかだったりする？」

　パワー・アクスを手にしながら、信じられないといった様子で誰にともなく呟くアーラ。だがその呟きを聞いていたエレーナは首を振ってそれを否定した。

「いや、違うな。もし本当に私たちを誘き出したのだとしたら、もっと戦力を充実させているはずだ」

　エレーナのその言葉に他の面々は敵の数を改めて確認する。

　そこにいるのは、まず一番目立っているウォーターモンキーの希少種。そして周囲には一メートルを多少超える程度の大きさを持つ、希少種の側近と思わしきウォーターモンキーが数匹。さらにその周囲にはファングウルフやポイズントード、ゴブリンといったお馴な染じみのモンスターも存在していた。

　一匹だけ曲刀と盾を装備したリザードマンの姿もあるが、確かにエレーナの言う通りにその数は少ない。全てを合わせても三十匹前後と言ったところだ。そして……

「奴等の背後を見ろ。私たちが探し求めていた物があるぞ」

　続けて放たれたエレーナの言葉にモンスターの背後へと視線を向けると、確かにそこにはレイたちが探し求めていたダンジョンの地下五階へと続く階段が存在していた。

「私たちの目的は地下五階へと向かうことだが……レイ、あの希少種をここに残していった場合は下の階まで追ってくると思うか？」

「正直、不明としか。ですが地下二階の最後に仕掛けられていたトラップは蜘く蛛もの糸を流用した物でした。そして地下三階に降りてすぐに巨大蜘蛛に襲われたことを考えると、可能性としては高いかと」

「仕方が無い、か。背後からもこちらを狙っているしな」

　たった今抜け出して来た森の方へと視線を向けるエレーナ。その視線の先には、木の枝に集まっているウォーターモンキーの群れが存在していた。ただしセトがそちらへと視線を向けて牽けん制せいしているため、動くに動けないといった状況らしい。

「背後の敵はセトに任せろ。それ以外の者は前方にいる希少種とその他雑ざ魚こ共を片付ける。行け！」

　エレーナから出されたその命令に軽く眉まゆを動かすレイ。共に前方の群れへと向かいながらセトへと指示を出す。

「セト、お前は森にいるウォーターモンキーたちの警戒を頼む！」

「グルルルゥッ！」

　セトの戦意に満ちた鳴き声を背に、エレーナの背後を守るようにして考える。

（確かにセトの力はあの群れを相手にしても一歩も引かないだろう。だが、俺がテイムしているセトに背後を任せるとはな。つい先程、半ば脅されたというのに剛胆と言うか……俺が自分たちを見捨てて逃げるとか考えなかったのか？　いや、その可能性も考えた上で俺たちに背後を任せたと見るべきか）

　そんな風に考えている間にも、前方でこちらを待ち受けているモンスターの集団との距離は徐々に縮まっていく。

　向こうもレイたちに先手を取らせたくは無いらしく、小手調べとばかりにファングウルフやゴブリンが集団の中から突出する。

『炎よ、我が意に従い敵を焼け』

　魔力を込めて呪文を唱え、デスサイズへと火球を精製。それを大きく振り払う。

『火球！』

　放たれた火球は先頭を走るアーラとキュステを追い越し、レイたちへと向かって来ていた敵前衛部隊の中央へとぶつかり爆発を引き起こす。

　叫び声も上げられずに消し炭と化したゴブリンやファングウルフ。まさに出鼻を挫くじかれた格好になったモンスターの集団は、一歩踏み出すのを躊ちゆう躇ちよする。

「アーラとキュステは手当たり次第に敵を殲せん滅めつしろ。ヴェル、魔法を使用可能なウォーターモンキーたちを牽制。レイ、回り込んで敵の側面から攻撃を仕掛けろ！」

　その怯ひるんだ一瞬を好機としてエレーナが指示を出す。そしてレイ以外の三人は流れるようにその指示に従った行動を取り始めた。

　振るわれたアーラのパワー・アクスはまだ残っていたファングウルフを文字通りに幹から竹たけ割わりにし、キュステの魔槍はゴブリンの胴体を貫通して一撃で絶命させる。前衛を援護しようとして水球を放とうとしていたウォーターモンキーは、ヴェルの放った矢によりその行為を妨害されていた。

　それぞれに細かい指示を出しつつ、エレーナもまたミラージュを振るって切り込んできたリザードマンと斬り結ぶ。

　まさに寸分の狂いもなく行われたその連携に改めて感心しつつも、レイは戦闘を行っている場所から大きく回り込みながら迂う回かいしていく。

　そんなエレーナたちの背後では自分たちのリーダーが戦闘を行っているのを見て手助けをしようとして動こうとするものの、そのたびにセトに鋭い眼を向けられて動けずにいるウォーターモンキーの群れ。

　ただでさえモンスターとしての圧倒的な格の差があるというのに、現状では王の威圧を使われているおかげで半数が動けなくなっており、何とか動ける半数もウォーターモンキーの得意とする素早い動きが出来なくなっている。いや、それ以上にこのまま襲い掛かれば間違い無く死ぬという恐怖がその足を竦すくめているのだろう。

　そんな風に膠こう着ちやく状態になっている背後の様子を横目で一瞬だけ確認しつつ、とうとうレイは戦場となっている場所を迂回して敵集団の真横へと突入する。

　とは言っても、エレーナたちに対してファングウルフやゴブリン、虎の子のリザードマンもすでに迎撃に出している以上、本陣とも言えるウォーターモンキーの希少種の側にいるモンスターの数はすでにかなり減っている。

　希少種の側近的な存在である他よりも大きいウォーターモンキーが四匹に、移動速度の差でエレーナたちの迎撃に回されなかったポイズントードが三匹のみだ。

　レイはそんなモンスターたちを視界に捉えつつも、まだ十分な距離があるのを確認してからその場で一いつ旦たん停止して呪文の詠唱を開始する。

『炎よ、全てを燃やし尽くす矢となり雨の如く降り注げ』

　呪文が紡がれるに従い、レイの周囲へと腕の長さほどの炎の矢が形成されていく。その数は五十本を超えていた。

　さすがに炎の矢が大量に出現したのには気が付いたのか、希少種の顔が勢いよくレイの方へと向けられる。同時にレイが使おうとしている魔法がどれほどの威力を持っているのかも気が付いたのだろう。慌てて側近へと何かを命じようとするが……すでに遅い。

『降り注ぐ炎矢！』

　魔法が発動し、レイの背後に浮いていた五十本を超える炎の矢は魔法発動体でもあるデスサイズが振り下ろされた方向へと向かい、その魔法名通りに降り注ぐ。

「キキキキッ！」

　悲鳴を上げるウォーターモンキー。レイとしてはこれで敵を一掃出来る……とは思わないまでも、希少種にダメージを与えられれば運がいいだろうという牽制の一撃程度に思っていた。だが、希少種はレイが予想もしていなかった行動を取る。

「キキィッ！」

　何と、近くにいたポイズントードを捕まえて自分に降り注ぐ炎の矢に対する生きた盾としたのだ。

　その様子を見ていた周囲のウォーターモンキーもまた、自分たちのリーダーの真似をして近くにいたポイズントードを生きた盾として構える。

　そして着弾。炎の矢は盾にされたポイズントードの、あるいは周囲より出遅れたために為なす術すべが無かったウォーターモンキーの身体中へと命中した。

　同時に敵へと命中しなかった炎の矢が地面へと着弾した衝撃により大量の土つち埃ぼこりが周囲へと舞い上がり、半ば煙幕のように周囲を覆い隠す。

　それを見るや否いなや、レイはスレイプニルの靴を発動して一歩、二歩、三歩と空中を駆け上がっていく。

　同時に土煙を貫くようにして数発の水球が飛び出してくるが、すでに空中にいるレイに命中するはずもなく、地面へと着弾して周辺の土を弾けさせていた。

　空中を駆けて、地上十メートル程度まで駆け上がったレイ。そのまま土煙が徐々に晴れてきたのを見ながら、スレイプニルの靴の効果が切れて落下していく。

　目め眩くらましをしてからの上空からの奇襲。先程放った炎の矢は、全てこの一撃のための布石だった。

　地上へと落下しつつ、標的である希少種の姿を捜すレイ。だが予想外に土煙の上がり方が派手であったためか、まだ視界は完全ではない。

（ちぃっ、希少種の判別は不可能か。……ならっ！）

　すでにレイは地上五メートル程度まで落ちており、このままではせっかくの奇襲も意味が無いと判断して取りあえず一番初めに目に付いたその影へと魔力を通したデスサイズの刃やいばを振り下ろす。

「はぁっ！」

「ギッ!?」

　肉と骨を斬り裂き、あるいは砕く感触を手にデスサイズを振り抜いて標的を幹竹割にする。

「……ちっ」

　内臓や血を地面へと撒まき散らかしながら左右へと分かれたその対象を見て、思わず舌打ちを一つ。

　完全に土煙が晴れたあとにレイの目に入ったのは標的としていた希少種では無く、その側近と思われるウォーターモンキーだったからだ。

　そして背後から感じる空気を斬り裂く音。その音を耳にした瞬間、殆ほとんど反射的に地面へとしゃがみ込む。

「キキキィッ！」

　しゃがみ込んだまま持っていたデスサイズの石突きを背後へと大きく振るうと、次の瞬間には肉と骨を金属で殴りつけたようなゴキッという鈍い音が周囲へと響く。

「キィッ！」

　続いて何かが地面へと倒れこむ音と、痛みに耐えかねたような悲鳴。背後へと振り向き、素早くデスサイズで地面を這はうような状態から斬り上げる一いつ閃せんを放ち、背後に倒れていたウォーターモンキーの首を切断する。

　同時に一瞬だけ確認した右の方に見えた大きな影へと向け、たった今切断したばかりの頭部を蹴けり上げ、その頭部を追うようにして地を蹴りデスサイズを構えたまま間合いを詰める。

「キキィッ、キィッ！」

　今まで見てきた中でも格別に巨大なその影。本来のウォーターモンキーはレイよりも大分小さいはずなのだが、レイよりも頭一つ分も大きいその影は、紛れも無くこの群れを率いている希少種だった。

　自分へと迫ってきた仲間の頭部を、つい数秒前に炎の矢を受け止めたポイズントードの焼け焦げた死し骸がいを振り回して弾き飛ばす。そのすぐ後ろから迫ってきたレイへと向かい口を大きく開き……

　その口を見た瞬間、レイは背筋にゾクリとした悪寒を感じて反射的に横へと地面を蹴る。

　そしてレイが地を蹴ったのと殆ど同時に、希少種の口から紫色をした液体が吐き出された。

「キィッ！」

　だがそれを間一髪で回避したレイに、怒りの声を上げながら再び口を大きく開ける希少種。それを見たレイは再び地を蹴ろうとしたのだが……

「キキキキッ！」

　そうはさせじとウォーターモンキーの側近の生き残り二匹が挟み込むように爪を振りかぶって襲い掛かって来る。

「レイッ！」

　レイの名前を呼ぶのと同時に空中を泳ぐように一条の光が煌きらめく。モンスターの集団と戦っていたエレーナのミラージュによる一撃だ。その鋭く素早い鞭状の一撃は、ほんの一瞬でレイに襲い掛かってきたウォーターモンキーのうち一匹の喉のど笛ぶえを斬り裂く。続けてヴェルから放たれた矢がもう一匹の右足へと命中してその動きを鈍らせた。

　それを見た瞬間、レイは振り下ろされたウォーターモンキーの腕を回避しながら場所を入れ替わるようにしてその背を押してやる。そこへ飛んできたのは、希少種の口から放たれた紫色の液体だった。

　右足に矢を射込まれ、レイによってバランスを崩されたウォーターモンキーにその液体を回避出来るはずも無く……結果的にはその液体を顔でまともに受け止める。そして次の瞬間。

「ギギギギキキキキキィッッ！」

　悲鳴を上げながら地面を転げ回る。顔を押さえているが、その手の隙間から見えた顔面はまるで火を点つけた蠟ろう燭そくのように溶け崩れており、半ば頭ず蓋がい骨こつが露出しているのがレイにははっきりと見ることが出来た。

「ちぃっ、溶解液の類たぐいか！」

　暴れ回っているウォーターモンキーの胴体をデスサイズで斬り裂き息の根を止め、これで残るのは希少種一匹となる。

　だが残る最後の一匹は、いつでも先程の溶解液を吐き出せるようにとレイや近付いてくるエレーナたちを睨にらみつけていた。

（……どうするべきか）

　目の前に残った希少種を倒すのは簡単だろう。溶解液は確かに脅威だが、それはしょせん一方向にしか吐き出せない。つまり皆が一斉に掛かればそれこそ向こうは為す術もないのだ。だが……最初に希少種に攻撃を仕掛けて溶解液を回避する役目を誰が好き好んでやるだろうか。そう思ったとき、ふとレイの目に希少種の右肩が目に入る。

　そう。水に覆われているにもかかわらず、鋭く斬り裂かれて血が流れるままになっている右肩が。

　それを見た瞬間、何故急にウォーターモンキーの襲撃が始まったのかを理解する。森の中でレイが投とう擲てきした槍やり。恐らくあの槍がこの希少種に怪我を負わせ、その怒りゆえに襲撃を決意させたのだろう。

（なら話は難しくない）

　内心で呟つぶやきながら、ミラージュを構えているエレーナへと声を掛ける。

「エレーナ様、今から俺が奴に対して槍を投擲して攻撃します。そうすれば恐らく俺へ激しい敵意を向けてくると思うので、その隙を突いて攻撃をお願いします。近付くとあの溶解液で万が一の可能性があるので、出来れば中距離か遠距離で」

「……なるほど。そう言えば確かにレイが槍を投擲したのがこの戦いの始まりだったな。いいだろう、だが口から吐き出すあの液体には気をつけろ」

　エレーナもまたレイの言葉と右肩に怪我をしている希少種を見て大体の事情を理解したのか、頷うなずきながらミラージュを構える。

「キキキッ、キッ、キキキキキィッ！」

　威嚇をしながらレイたちを見ている希少種の前へと一歩進み出るレイ。そして意味ありげにデスサイズを持っている手を前へと突き出す。

「キィッ？」

　不思議そうな顔をする希少種。その目の前でレイはデスサイズをミスティリングの中へと収納する。

「キキィッ!?」

　当然アイテムボックスという物の存在を知らない希少種は、目の前にあった大鎌が消えたという事態が理解出来ないままに騒ぎ、それでもなおいつでも溶解液を吐き出せるようにして警戒していた。だが、その警戒心も次の瞬間には崩れ去り怒りがその頭を支配する。目の前の小柄な男の手に、見覚えのある槍が現れたからだ。

　そう、それは森の中で自分の右肩を斬り裂いていった槍と寸分違たがわぬ槍だったのだから。

「キキキキキィッ！」

　その槍の持ち主を見た瞬間、殆ど本能のままに目の前にいる男へと溶解液を吐き出していた。

「そう来ると思っていたよ！」

　だがそれは、レイにとっては予想していた行動であり回避するのは難しくなかった。そして予定調和のようにエレーナから放たれたミラージュがその刀身を鞭むち状に伸ばし……希少種の胴体をミラージュの先端の刃が貫く。

「キキギギギィッ！」

　胴体に鞭状になったミラージュが突き刺さり、痛みに呻うめく希少種。だがそれでもまだ致命傷ではないらしく、レイではなく自分を突き刺したエレーナを鋭く見据えながら溶解液を吐き出そうとして……

「残念だったな」

　自分から視線を外された一瞬の隙を突き、地を蹴って希少種との距離を縮めたレイ。そのまま魔力を通したデスサイズの刃が振り下ろされ、次の瞬間には希少種の頭部は胴体から斬り離されていた。

「何とかなった……か」

　戦場跡にエレーナの声が響く。

　その視線の先にはデスサイズにより頭部を切断されて絶命をしている希少種の姿がある。頭部の無くなった首からは、勢いよく血が噴き出ていた。その死体は、つい数秒前まではモンスターの群れを率いていた存在だ。

　そのまま周囲を見ると、その希少種に率いられてエレーナたちへと襲い掛かってきたモンスターは全てが死に絶えている。

　また、背後の森ではセトに牽けん制せいされていたウォーターモンキーが自分たちのボスが死んだのを見て、それぞれが散るように森の中へと消えていく。

「エレーナ様、お怪我はありませんか!?」

　アーラがパワー・アクスを手に近寄ってくるのを見ながら、小さく頷く。

「うむ、私は問題無い。それよりお前の方こそ大丈夫か？　慣れない斧おのを武器に前衛を任せてしまったが……」

　エレーナに怪我が無いと知り、笑みを浮かべているアーラの様子を確認するエレーナ。その様子を見た限りでは怪我を負っている様子は無いらしく、こちらもまた安あん堵どする。

「はい。多少の怪我はしましたが、それは殆どかすり傷のようなものでしたし、その怪我もキュステの魔法で回復して貰もらいました」

「……そうか、キュステもご苦労だったな」

　アーラのあとに続くようにして歩いてくるキュステへと向かい声を掛けるエレーナ。

「いえ、回復も私の役目ですので」

　戒いましめの種の件でレイと色々と揉もめたのだが、キュステ本人にはそれを受容したエレーナに対して思うところは無いようだった。……そう。エレーナに対しては、だ。

　忌いま々いましそうな目で自分へと近づいて来ているレイを睨んでいるキュステを見て、エレーナは思わず溜ため息いきを吐つく。

　そしてレイもまたキュステが自分を睨んでいるのを気が付いているだろうに、まるで気にした風もなくエレーナへと声を掛ける。

「このまますぐに地下に降りますか？　それともここでしばらく休憩を？」

「……そうだな、地下三階では降りてすぐにリザードマンや蜘く蛛もに襲撃をされたのを考えると、多少ここで休憩していった方がいいだろう。レイ、セトに周囲の警戒を頼めるか？」

「分かりました」

　レイはエレーナの言葉に頷き、未いまだ森の方を警戒しているセトの方へと向かい歩いて行く。

　その後ろ姿を見送りながら、レイとキュステの不仲に頭を痛めるエレーナだった。




「セト、今回は助かった。ほら、取りあえずこれでも食ってくれ」

　背後で頭を悩ませているエレーナにも気が付かずに、森の方を警戒しているセトへと話し掛けるレイ。

　その手には干し肉が握られており、差し出されたその干し肉をセトは喉のどを鳴らしながらクチバシで咥くわえて口の中へと収め、地面へと寝転がる。

　レイもまた地面へと腰を下ろし、セトへと寄り掛かりながらミスティリングから取り出した水筒に口を付けて喉を潤していた。

（さて、エレーナ自身は戒めの種を受け入れた。アーラも同様だろう。ヴェルにしても上司には従うといった雰囲気を見せていたから問題は無いとして……そうなるとやはりキュステか。あそこまで強硬に反対した以上、どさくさ紛れに俺をどうにかして戒めの種の件を無かったことにしたいと考えてもおかしくはないはずだ。そうなるとこれから背後には注意した方がいいだろうな）

「グルゥ？」

　どうしたの？　とばかりに顔を擦こすりつけてくるセトの頭を撫なでながら時間を過ごしていると、誰かが自分たちのいる方へと近付いてくる足音がレイの耳に入ってきた。

　つい先程まで考えていた内容が内容だったので、殆ど反射的に地面へと置いてあるデスサイズへと手を伸ばしかけ……その足音の持ち主が誰であるのかを理解して手を止める。

「レイ。そろそろ出発しようと思うのだが、その前に倒したモンスターの回収を頼む」

　そう、近付いて来ていたのはエレーナだった。

「分かりました。地下五階は昨日冒険者たちから聞いた情報によるとアンデッドが多いらしいので、このパーティではちょっと厳しいかもしれませんが……」

「そうだな、私たちだけでは厳しかっただろう。このパーティには幸い炎の魔法を得意とするレイに、先程も見たファイアブレスを使えるセトもいる。それだけでも十分助かるさ」

　基本アンデッドというのは炎を弱点としている者が多いため、エレーナたちだけでは苦戦していた可能性が高いだろう。そういう意味でもレイがこのパーティに派遣されたのは幸運だったとエレーナは内心で思う。

　そんなエレーナの言葉を聞きつつも、デスサイズを手に立ち上がるレイ。そのまま指示された通りモンスターの回収へと向かおうとし……ふと立ち止まってエレーナの方へと振り向く。

「エレーナ様。戒めの種の件、決して忘れないようにお願いします」

　その言葉に意表を突かれたのだろう。面白そうな笑みを浮かべながらもすぐに頷く。

「もちろんだ。私の名に懸けて一度した約束は必ず守る。それとも何だ？　もしかして姫将軍の名に懸けてした約束を私が破るとでも思っているのか？」

「いえ、エレーナ様が破るとは思っていません。けど、そう言い切れないのがいるでしょう？」

　レイが誰のことを言っているのか分かったのだろう。数秒前まで浮かべていた笑みを消して口を開く。

「分かっている。正直、私としてもキュステがあそこまで頑かたくなになるとは思っていなかったからな。……相性が悪い、というべきか。元々貴族以外に対しては傲ごう慢まんな態度を取ることも多かったのだが、今回の件ではよりそれが酷ひどくなっているように感じられる」

「その辺は俺には分かりませんが、向こうが戒めの種の件を無かったことにしようとして仕掛けてきた場合、俺としても大人しくやられるつもりはないということだけは理解しておいてください」

「構わん。私は私の名に懸けて戒めの種とやらを受け入れることを承諾し、その結果あの消耗戦を潜り抜けることが出来たのだ。それなのにいざ命の危険が去ったら、そんな約束をした覚えがないと言い張るような下劣な行為を行うつもりは一切無い」

　そこで一いつ旦たん言葉を止め、レイが心配しているであろう人物について口に出す。

「もし本当にキュステがそれを求めてレイへと手を出そうというのなら、斬っても構わん。いや、その場合は私自らの手で処分を下すと約束しよう」

　きっぱりとそう告げるエレーナの目は真剣だった。

　誰よりも誇り高く、それゆえに自分の部下にも同様のものを求めるというのを如実に表している視線だ。

　その視線を見たからこそだろう。どこか今まで緊張してエレーナと対たい峙じしていたレイの身体からすっと力が抜ける。

「分かりました。エレーナ様の言葉を信じさせて貰います」

　そう言葉を残し、エレーナが倒した曲刀を持ったリザードマンをミスティリングへと収納する。

　そのあともウォーターモンキーの希少種や側近と思われる四匹を含め、その場にあったモンスターの死し骸がい全てをミスティリングへと収納する。

　最終的には戦場となった場所に残っているのはモンスターの流した血の跡や、斬り飛ばされた部位のみとなっていた。それらはこの場所へと残していくと他のモンスターたちを引き寄せる可能性もあるために地面へと埋めることになった。

　それらの行動も一段落し、いよいよ地下五階へと降りることになる。

「いいか、地下三階で遭遇した冒険者たちから得た情報によると地下五階はアンデッドが現れるらしい。そのために隊列を変更する。前衛を炎の魔法が使えるレイに、ファイアブレスを吐けるセト。中衛を私とヴェル。後衛をアーラとキュステとする」

「あの、エレーナ様。斧が武器の私が後衛というのは……」

　どこか困ったように呟くアーラだったが、エレーナは躊ちゆう躇ちよ無く首を振る。

「私がこの地下五階でお前に求めているのは、背後からの奇襲を受けないようにすることだ。ゾンビやスケルトンといった実体を持っているアンデッドなら足音や身動きをする音で気が付く可能性も高いが、ゴーストの類たぐいは音もなく忍び寄ってくるからな。そのために勘の鋭いアーラと観察力の高いキュステを後衛にした」

「わ、分かりました！　エレーナ様の期待に応こたえてみせます！」

「ああ、頼りにしている。キュステもいいな？」

「問題ありません。背後からの奇襲は私が防いでみせましょう」

　笑みを浮かべながら頷くキュステ。

　実はこの隊列、エレーナは前日まではキュステと自分を中衛に、そしてヴェルをアーラと共に後衛にする方向で考えていたのだ。

　だが戒めの種を巡って起こったレイとキュステの諍いさかいを見て、そして先程レイから聞かされたキュステが襲い掛かって来たときにはそれなりの対応をするという発言を考えた結果、この隊列にせざるを得なかった。

　エレーナにしてもダンジョンを探索中にキュステがレイを背後から魔ま槍そうで狙う可能性が無いとは言い切れないと判断したのだ。

「よし、行く……」

「グルゥ？」

　エレーナがそう言おうとしたのにセトの鳴き声が待ったを掛ける。

　その様子にキュステが何かを言おうとしたものの、それを遮るようにしてエレーナが口を開く。

「どうした？」

「グルルルゥ……グル！」

　何かをお願いするかのような、円つぶらな瞳ひとみをエレーナへと向けるセト。

　何を言いたいのか分からずに一瞬迷ったエレーナだったが、レイがミスティリングからサンドイッチを取り出しているのを見て納得する。

「……確かにここまで激しい戦闘だったからな。腹が減っても不思議では無いか。……レイ、悪いが皆にも頼めるか？」

「はい。サンドイッチ程度でよろしければ」

　エレーナの言葉に頷き、人数分のサンドイッチを取り出して一時の休憩を取る。

　このときはキュステも空腹だったのか、特に文句を言う様子も無くレイから受け取って口へと運ぶ。

　周囲を警戒しながらの休憩ではあったが、それでも先程まで行われていた戦闘の緊張が解ほぐれるには十分だった。

　そして、全員がサンドイッチを食べ終わったのを確認したエレーナが口を開く。

「腹ごしらえも済んだことだし、そろそろ探索を再開するか。皆、休憩したからといっても気を抜かぬようにな」

　エレーナの言葉にその場の全員が頷うなずき、レイとセトを先頭にして階段を下りていく。
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　地下三階で奇襲を受けたこともあり、全員がすぐに反撃出来るように武器を構え、セトも期待されているファイアブレスをいつでも吐けるよう準備を整えていた。

　そして螺ら旋せん状になっている長い階段を下りきって地下五階へと到着したレイたちが見たものは……

「ダンジョン、キノコ、森と来てまたダンジョンか」

　目の前に広がる光景を見て、思わずレイが呟つぶやく。

　そう、今レイの目の前に広がっているのは地下一階や二階と同様のダンジョンだった。壁も同様に光っており、道幅の広さもセトが楽に戦闘を出来る程度の広さがある所も同じだ。ただ違う所がたった一つ。

「グルゥ」

　悲しそうに鳴くセト。その理由はレイにもすぐに分かった。それは……

「臭い、な」

　そう、そこら中から漂ってくる肉の腐ったような腐臭。

（いや。腐ったような……じゃないな。ここはアンデッドが出没する階層なんだから実際に肉が腐った死体の臭いだと考えるべきか）

「確かに臭うけど、そこまで臭いかな？」

　最後尾でアーラが首を傾げて呟く。前でそれを聞いていたヴェルは思わず鼻を掌てのひらで覆いながら口を開く。

「いや、これは確かにきついな。アーラみたいに普通の嗅きゆう覚かくの持ち主なら問題はないんだろうが、俺やセトみたいに五感が鋭いと結構厳しい。レイも同様らしいけど」

　これまでレイの高い戦闘能力については理解していたつもりでも、五感までもが自分と同レベルに鋭いとは思わなかったのだろう。どこか意外そうな目でレイを見るヴェル。

（いや。あの顔の顰しかめ具合からして、俺よりも嗅覚が鋭いのかもな）

「どのみちこの階層は抜けないといけないんだから我慢するしかないって。この臭いを嗅かいでればそのうち嫌でも慣れるからさ」

「それは麻ま痺ひするということだと思うんだが……まあ、いい。どのみちヴェルの言う通りこの階層で足踏みをするよりはさっさと通り抜けた方がいいのは事実だしな。行くぞ、セト」

「グルゥ！」

　先程よりは多少だけ力が戻った声で鳴き、前へと進み始める。

　今のところは一本道であり、道に迷うことが無いというのは一行にとって幸いだったのだろう。

　ダンジョンの通路を歩きながらいつでもデスサイズを振るえるように手に持ち、セトの姿を視界に入れて思わず眉まゆを顰ひそめる。

（この階層では臭いの影響でセトの嗅覚は当てに出来ないか。……いや、それでもまだ視覚や聴覚に頼れるというのは救いと考えるべきだな。あるいは第六感的な直感もあるし）

　そしてやがて通路を真っ直ぐに歩くこと十分ほど。レイの隣を歩いていたセトの足がピタリと止まる。

「セト？」

「グルルルゥ」

　暗闇の向こう側を見ながら警戒するように低く唸うなるセト。

　その様子を見ただけで何が起きているのかが分かったレイは、握っていたデスサイズの柄をしっかりと握りしめて何が起きても対応出来るように構える。

　そしてレイの後ろを進んでいたエレーナたちもまた、その様子を見てどういう事態が起きているのかが分かったのだろう。それぞれが武器を構えて暗闇の先を見据えた。

　カチャッ、カチャッ、カチャッ、カチャッ。

　そんな軽い音が次第にレイたちの方へと近付いてくる。

「この足音だと……スケルトンか？」

　モンスター辞典で読んだアンデッドの項目を思い出して呟くレイ。

　その答えが正解であったのは、それから一分もしないうちに判明した。壁の明かりに照らされて白い骸がい骨こつが二体姿を現したのだ。

（いや。スケルトンだから二匹、と数えるべきか）

　身体中を肉の欠片かけらの一つもない白い骨で構成された、まるで人体模型のような姿。頭ず蓋がい骨こつにある目も空洞になっているのがレイにとっては印象的だった。

　人体模型と一番違う部分は、魔石その物がスケルトンの体内で肋ろつ骨こつに守られるようにして存在していることか。魔法を使わない物理攻撃でアンデッドを倒すときには、この魔石を直接破壊するのが一番手っ取り早い手段となっている。

　向かって右側のスケルトンが錆さび付いているロングソードを持ち左側のスケルトンは槍やりを持っており、剣先と穂先をレイとセトへと向けて構えていた。

　そして、その二匹のスケルトンは無言のままにレイたちへと襲い掛かって来る。

　骨がダンジョンの床を叩たたくカチャッ、カチャッといった足音を立てながら迫ってくる二匹。そんなスケルトンを冷静に見据えながらレイは口を開く。

「セト」

　レイの指示と共に一歩前へと進み出るセト。その間にもスケルトンは近付いてくるが、それに構わず大きく息を吸い込み……

「グルルルルゥッ！」

　雄お叫たけびと共にクチバシから炎が吐き出される。セトの持つ唯一のＬｖ．二スキルであるファイアブレス。その炎は武器を構えて自分に近付いてくるスケルトン二匹を瞬く間に飲み込んでいく。

　ダンジョンの通路はファイアブレスの影響で瞬間的に数度ほど温度が上がり、同時にダンジョンの壁が仄ほのかに発光している明かりよりもなお明るく周囲を照らし出す。

　数秒後、セトがファイアブレスを止めたときに残っていたのは、黒く焦げて地面へと崩れ落ちている骨の数々と半ば溶けかけている長剣と槍の二つのみだった。

「……凄すごいな。ウォーターモンキーのときといい、まさかグリフォンがここまで多種多様な攻撃方法を持っているとはね。確かにこれは隠したくなるか」

　背後から聞こえてきたヴェルの声に、思わず苦笑するレイ。

　目の前にあるのは、地下五階に到着して最初に襲い掛かってきたスケルトン二匹の残骸とでも言うべき代物だ。

　本来は真っ白であった骨が黒く焦げており、すでに炭化して崩れ去っている部分もある。そんな状態の骨がスケルトン二匹分、ダンジョンの床へと落ちているのだ。普通に戦っての結果という訳でもなく、セトが一度ファイアブレスを吐いただけでこの結果なのだから、ヴェルが驚きの声を上げるのも無理はない。

　そもそもスケルトンというのはランクＥモンスターであり、地下四階で遭遇したウォーターモンキーや地下三階で遭遇したリザードマンといったランクＤモンスターに比べるとそのモンスターランクは低い。

　だが、スケルトンはアンデッドであるというその一点により他の冒険者たちからは非常に嫌われていた。何しろ基本的には自我というものを持っていないモンスターであり、そのためにいくらダメージを与えたとしても怯ひるむことがなく、ただひたすらに冒険者たちへと襲い掛かって来るのだ。

　また人骨という形状の問題から討伐証明部位も魔石であり、物理攻撃でスケルトンを倒すにはその魔石を破壊するしかないため結果的に討伐証明部位を手に入れるのが難しいという問題もある。同様の理由で普通のモンスターなら手に入れることが出来る素材の類も期待出来ないというのが大きいだろう。

　これがより上位のアンデッドモンスターであるスケルトンロードなら、魔力によって強化された骨が武器や防具の素材、あるいは錬れん金きん術じゆつを使って作り出されるマジックアイテムの素材なり特殊なポーションの材料になったりもするのだが、最下級のスケルトンではそれも無理だ。

「確かにこれならアンデッドの類を相手にするには心強いな」

　エレーナはヴェルの言葉に頷きながら、セトの背を軽く撫なでる。

「いい子だ。この階層はお前のファイアブレスに頼ることが多くなるからよろしく頼むぞ」

　セトは喉のどの奥で小さく鳴き、レイたちはスケルトンの残骸とも言える焼け焦げた骨や溶けた剣、槍を通路の脇に寄せて探索を開始する。
















　なおスケルトンの討伐証明部位でもある魔石に関しては、ファイアブレスで骨諸もろ共ともに焼け焦げて消滅していた。

　そして、通路を歩き始めてから数分ほどで道が左右に分かれている分岐点へと辿たどり着く。

「……さて、どうするべきか」

　悩むエレーナ。

　地図が無い以上、どちらの道に進むのが正解なのかは運任せになる部分が強い。そしてこのダンジョンへと降りてからの自分たちの様子を鑑かんがみると、とても運がいいと言えないというのは明らかなのだ。

「レイ、どっちがいいと思う？」

　レイへと尋ねるその様子に、思わず眉を顰める人物がいた。後衛をアーラと共に任されているキュステだ。

（今、エレーナ様は躊躇無く奴にどうすればいいのかを尋ねた。もちろん奴が冒険者である以上それは決して間違っているとは言えないだろう。だが、今までなら間違い無くまずは最初に私たちに相談し、そのあとで奴に話を持っていったはずだ。……やはり奴はエレーナ様に悪影響を与えるな）

　ギリッと奥歯を嚙かみ締めていると、それに気が付いたのかキュステと同様に──ただしキュステとは違い面白そうな目で──エレーナとレイを見ていたヴェルが、苦笑しながら腰に着けてあったポーチから水筒を取り出してキュステへと差し出す。

「ほら、取りあえずこれでも飲んで落ち着け。お前がレイを気に入らないと思っているのは理解しているけど、ここがダンジョンである以上は冒険者であるレイに頼るのは当然だろう」

「……ふんっ、本当にそれだけならいいんだがな」

　奪い取るようにヴェルの差し出した水筒で喉を潤してから、レイの方へと視線を向けて吐き捨てる。

「このままだと、継承の祭壇での儀式に妙な影響を与えかねん」

「キュステの心配も分かるけど、それこそ人の心は自分でこうしよう、ああしようと思ってどうこう出来るものじゃないだろ？」

「ラルクス辺境伯も、何であんな冒険者を寄こしたのやら。そもそもお前が変なことを言うから……」

　ヴェルへと何か文句を言おうとしたキュステだったが、それ以上何かを喋しやべる前にエレーナから声が掛かる。

「とりあえず右へ進むことにする。もし行き止まりだったら戻って来ることになると思うが、気を抜かないようにして進むぞ」

「分かりました」

「まあ、どのみち地図が無いんだから勘になるよな。この臭いだと嗅覚で敵の存在を感知するというのも難しいし」

「そうだな。かといって聴覚だと私たちが動いている音が邪魔をするし、視覚はダンジョンの中では見えない部分が多すぎる」

　エレーナが頷き、レイの方へと……正確にはダンジョンの先へと進んでいく。

　それを微かすかに眉を顰めながら見送っていたキュステは、持っていた水筒をヴェルへと返してそのあとを追う。

　なお、アーラに関してはレイから借りたパワー・アクスを十分に使いこなせていないという自覚があるのか、休憩している間も軽く素振りをして身体に馴な染じませるように訓練を続けている。

　そんなアーラの様子を、苦笑しながら眺めるヴェル。

　ヴェルにしてみれば、上の階層であれだけの戦闘を繰り広げたあとだというのに、もう体力が回復してきているアーラに対して色々と思うところがあったのだろう。

「アーラ、体力が無くて上でへばってた割には復活するのが早いね」

　パワー・アクスを手に、後ろからの奇襲を警戒しているアーラの方へと声を掛けるヴェル。

　そんなヴェルからの問いかけに、アーラは苦笑を浮かべながら言葉を返す。

「そうね、私もそう思うけど……どうやら、このパワー・アクスとかいう武器は体力の消耗を抑えてくれる効果があるみたいなのよ。今まで使っていた長剣と比べても扱い易いし……まさに私のためにあるような武器ね。それよりヴェルもきちんと周囲の警戒をしなさいよ。エレーナ様が罠わなに掛かったら承知しないわよ」

「へいへいっと」

　アーラの持つパワー・アクスへと一瞬視線を向け、すぐに視線を前方へと向ける。

　罠の兆候を見つけたらすぐにでも反応出来るように、いつもの軽い様子ではなく鋭い視線をダンジョンの通路へと向けている。

　そんなヴェルの態度に満足しながらも、アーラはパワー・アクスの柄を撫でながら周囲を警戒していた。何しろ先程現れたスケルトンやゾンビの類たぐいは実体を持っているので近付けば分かるのだが、ゴーストの類は不意に壁をすり抜けて現れることもあるので油断が出来ないのだ。

（それにしても、本当にレイ殿から借りたこのパワー・アクスを使うようになってから体力に余裕が出て来たわね。やっぱりこれがマジックアイテムとしての効果なのかしら？）

　アーラにはしっかりと理解出来なかったが、パワー・アクスは使用者に対して常時回復効果を与えるという能力を持っている。もちろんその効果は微々たるものでしかない。

　だが、剛力を活いかした一撃を連続で放つ戦闘スタイルゆえに体力の消耗が激しいアーラにとっては、それでも十分以上に助かるものだったのである。




　通路の分かれ道を右へと進んでから二十分ほど。不意にレイの目に壁に設置された扉が目に入ってきた。

「さすがダンジョン、部屋とかもある訳か」

「グルルゥ」

　入るの？　とばかりに小首を傾げて喉を鳴らすセトの頭を撫でながら背後へと声を掛ける。

「エレーナ様、前方に扉がありますけどどうします？」

「……扉、か。地下五階に降りてきたばかりですぐに地下六階への階段は無いと思うが……それでも万が一という可能性があるからな。ヴェル、罠があるかどうかを調べろ」

「りょーかいっと。ちょっとゴメンね」

　ヴェルがレイとセトの隙間から顔を出すようにして取っ手を調べ始め、それを邪魔しないようにレイとセトは一歩後退してアンデッドの接近を警戒する。

「うーん、なるほど。お、ここはこうして……うわっ、これもダミーか。となるとこっちか？」

　何やら楽しそうに呟つぶやきながら扉の取っ手を調べているヴェルだったが、やがて数分後……カチッという音が周囲へと響く。

「ふぅ、何とか罠の解除に成功っと。結構えげつない罠が仕掛けてあったよ。この取っ手を引くと針が飛び出すって奴。しかもほら、あからさまに毒が仕込まれてる」

　自慢そうに見せるその長さ五センチほどの針は、確かにヴェルの言う通り毒と思われる液体に濡ぬれていた。

（毒針……か。何かに使おうと思えば使えるか？）

　内心で考えたレイは、その毒針を捨てようとしているヴェルへと声を掛ける。

「ヴェル、その毒針そのまま捨てるんなら俺に貰もらえないか？」

「……いや、別にそれは構わないけど。こんな物騒なの何に使うのさ」

「まだ分からないが、幸い俺にはアイテムボックスがあるからな。この類の物を持ってても、間違って自分や他人を刺すなんてことはないから安心してくれ」

　レイの言葉に数秒間考えてからエレーナへと視線を向けるヴェルだったが、エレーナも特に問題は無いだろうと小さく頷うなずく。

「分かったよ、ほら。……けど、どういう毒かは俺も知らないから、扱いには気をつけてくれよ」

「問題無いって言っただろ」

　そう言いながら渡された毒針をミスティリングの中へ収納するレイ。

「よし、じゃあ扉を開けるぞ」

　毒針の件も一段落し、いよいよヴェルが扉へと手を掛ける。ギギッという音と共に扉が開き、中の様子が見えてくる。

　部屋の中はそれほど大きい訳では無く、六畳程度の広さと言ってもいいだろう。その割に広いような印象を受けるのは、部屋の中央にポツンと宝箱らしき物が置かれている以外には何も無いからか。

　全員が小部屋の中へと入り、その宝箱の近くまで移動する。

「……怪しいな」

　思わず呟いたのはヴェルだった。その目には部屋の中に置かれている宝箱があからさまに罠だと映っていた。

「え？　そう？　ダンジョンなんだし、宝箱とかあってもおかしくないんじゃない？」

「いや、そもそもアンデッドが徘はい徊かいするこの地下五階で誰が宝箱を使うのさ」

「……自我のあるアンデッドとか？」

「そりゃまあ、そういうのがいないとは限らないけど……でも、それにしたってわざわざ部屋のど真ん中にポツンと置いておくと思うか？　アーラならどうだ？　自分の大事な物を、隠しもせずに部屋の真ん中に堂々と放り出しておかないだろ？」

　ヴェルの指摘に数秒考え……すぐに頷く。

「そりゃそうね。いくら何でもそんな不用心な真似はしないわよ」

「だろう？　つまりあの宝箱も不自然極まりない訳だ」

「つまり罠ってこと？」

「恐らくな。……エレーナ様、どうします？　俺としてはこのまま放っておきたいんですけど」

「だろうな。当然の如く階段の類もないし、無理に危険を冒す必要は……退ひけっ！」

　その声を聞いた瞬間に全員が後方へと跳んだのは、さすがにエレーナ直属の騎士と言うべきだろう。また、レイとセトも当然の様に後方へと跳んでいる。

　そして何かが自分に迫っているということに気が付き、反射的にデスサイズを振るうレイ。ただし迫ってきた何かの位置が左側だったために、振るわれたのは刃やいばの部分ではなく石突きの部分だった。

　ガッという鈍い音を立てながら吹き飛ぶ何か。念のために距離を取ってそちらへと視線を向けると、そこにいたのは骨で出来た犬のようなモンスター。

「……」

　スケルトン特有の無言のまま悲鳴すら上げずに吹き飛ばされはしたものの、殆ほとんど接触した状態からの一撃であったために一撃で仕留めるという訳にはいかなかったのだろう。

　骨で構成された犬は吹き飛ばされた勢いそのものを利用して距離を取り、壁へと足を着き衝撃を殺して床へと着地する。

「ほらやっぱり罠だった！」

「言ってる場合か！　ヴェルも早く武器を構えろ！　こいつ、小さい割には結構やるぞ！」

　振り切ったデスサイズを改めて構え直したレイの言葉に、ヴェルもまた腰からナイフを取り出す。

　さすがに今の素早い動きや間合いが近い状態では、弓矢よりもナイフの方が有利だと判断したのだろう。

　だが、それらよりも素早く動いたものがいた。

「グルルルゥッ！」

　高く鳴き、床を蹴けって骨犬に動く暇すら与えずに間合いを詰めたのはセト。

　そのまま大きく前足を振りかぶり、骨犬の頭上から地面へと叩たたき付ける。

　グリフォン特有の力に、マジックアイテムでもある剛ごう力りきの腕輪の効果が合わさった一撃は、骨犬に抵抗すらさせることなくその身体を構成している骨のほぼ全てを文字通りに砕き散らす。

「驚いたな」

　目の前で繰り広げられた光景に、エレーナの声が狭い部屋の中へと響き渡る。

　部屋の中にあった宝箱から突然襲い掛かってきた骨で出来た犬。その奇襲による一撃を防いだレイはともかく、次の瞬間には自分の判断で飛び出し、強きよう靱じんな前足で骨犬を砕き壊すというセトの一連の動作は、エレーナにして見事としか思えない反応の早さだった。

　褒められたのが分かったのだろう。上機嫌で喉を鳴らしながら獅し子しの尾を嬉うれしそうに揺らし、喉の奥で鳴くセト。

　その様子にエレーナは一瞬だけ思わず微笑を漏らしながらも、素早く部屋の様子を確認する。

　幸いこの部屋には宝箱以外に何らかの罠がある訳でもなく、あるいはモンスターが隠れている訳でもなかった。

「つまりは完全に冒険者を嵌はめるための部屋という訳か」

「……でも、普通の冒険者がこんなあからさまな罠に掛かるとも思えないけどねぇ」

　骨犬の潜んでいた宝箱へと視線を向けながら呟くヴェル。

「まあ、確かにそれはそうだが」

「でもほら、実際私たちは引っ掛かってるよ？」

　アーラの口から出た言葉に、ヴェルは思わず苦笑を浮かべるしか無い。

　そんな二人へと、キュステが口元に苦笑を浮かべつつ声を掛ける。

「とは言っても、私たちは別に宝箱を開けた訳でもないからな。恐らく宝箱を開けなくても、近くに誰かが来た時点で奇襲を仕掛ける類の罠なのだろう。……いや、アーラなら普通に宝箱を開けて奇襲に引っ掛かっていたかもしれないけどな」

　そんなやり取りを背中で聞きながらも、レイはセトによって文字通りの意味で叩き潰つぶされた骨犬の様子を確認していた。

「魔石は……無理か。骨に関しても、砕け散ってるから素材としては無理だな」

　セトの力で叩き潰されたため、身体を構成している骨だけではなくその骨に守られている魔石も同様に叩き潰されていたのだ。

　どこか申し訳なさそうに鳴きながら近付いてくるセトに、レイは小さく首を振る。

「気にするな、セトが飛びだしてくれなかったら、いらない怪我をしていたかもしれないんだからな」

　コリコリとその頭を搔かきつつ立ち上がり、自分の方を見ているエレーナへと首を振る。

「駄目ですね。この部屋には他に何がある訳でも無いですし、先へと進んだ方がいいかと」

「だろうな。……よし、探索を再開するぞ。ヴェル、アーラ、キュステ」

　エレーナの呼びかけに、笑みを浮かべて会話をしていた三人もすぐに真面目な表情へと変わり頷く。

　部屋へと入ったとき同様にレイとセトが前衛、エレーナとヴェルが中衛、アーラとキュステが後衛という隊形で小部屋から出て通路を進む。




「……あれ？」

　レイがそれに気が付いたのは、小部屋を出てから二十分ほど進んだあとのことだった。

　セトもまた、何かおかしいと感じていたのか小さく喉のどを鳴らしつつ小首を傾げている。

　そんな一人と一匹の様子に疑問を覚えたエレーナも周囲を見回すが、特にこれといった異変を感じ取ることは出来ない。

「レイ、何かあったのか？」

「あー……いえ、何となくこの通路は先程も通った場所のような気がするんですが……」

「何？　だが特に分かれ道の類も無かっただろう？　お前の気のせいではないか？」

「まあ、そうかもしれません……一応念のために印でも付けておいた方がいいかもしれませんね。セト」

「グルゥッ！」

　自分に何が求められているのかが分かったのだろう。セトがその鉤かぎ爪づめでダンジョンの壁へと数条のひっかき傷を付ける。

「一応これで目印にはなります。あとはこのまま進んで……」

「壁にセトの付けた傷があれば、何らかの罠に掛かっているのは間違い無いか」

「はい」

　エレーナに頷き、再び一行はダンジョンの通路に沿って歩き出す。足音や装備の擦こすれる音のみが周囲へと響き渡る中、レイが自分の後ろへと声を掛ける。

「ヴェル、シーフとしてはどう思う？」

　その問いに数秒だけ何かを思い出すように黙り込んでから口を開くヴェル。

「確かに何かの本でダンジョンの中には空間をループさせるような罠があるというのを見た覚えがある。けど、もしそれが本当だとすると、このダンジョンの核コアは相当に高性能な可能性が出て来るぞ。……いや、あるいは空間魔法を使うアンデッドがいる可能性もあるかも」

　空間魔法というのは、取得するのが難しい高レベル魔法になっている。その空間魔法を使いこなすアンデッドと言われて最初に頭の中に浮かぶのは……

「リッチか」

「その可能性も考えておくべきだな。正直勘弁して欲しいんだが」

　ヴェルの言葉を聞きながら、レイは本で読んだリッチの内容を思い出す。



【リッチ】

　魔法使いがアンデッドとして蘇よみがえった存在。魔法使い自身が儀式を執り行ってリッチへと生まれ変わることや、稀まれにではあるが魔法使いが恨みや憎悪、あるいは強い未練といったものを残して死んだときにリッチとして蘇ることもある。

　生前の魔法使いの能力によって危険度は千差万別であり、中にはランクＧ程度の魔法使いがリッチとして蘇った例もある。

　そのためリッチに関してはモンスターランクが明確に決められておらず、ランクＡ相当のリッチもいれば先の例のようにランクＧ程度のリッチもいる。基本的には人間としての意識を持っているのが普通なのだが、中にはその意識すらもなく本能のままに暴れるというリッチもいる。





「だろうな。魔法を使うモンスターで、しかもアンデッドとか厄介極まりないからな。その可能性が無いことを祈って進むとしよう」

　レイのその言葉に皆みんなが──キュステも含めて──頷き、セトが傷を付けた右側の壁に注意しながら進み始める。そして二十分ほどダンジョンの中を進んで行くと、やがて壁に傷が付いている場所へと辿たどり着く。

「これで決まり、か？」

　レイの言葉が溜ため息いきと共に吐き出される。ただし、その言葉は断定しているというよりはどこか不思議そうな色が交ざっている。

　目の前にあるのは二十分ほど前にセトが傷を付けた壁で間違いは無いだろう。だが……

「レイ、これは本当にさっきの傷か？」

　そう尋ねてきたのはレイの後ろにいたヴェルだった。その口調にはどこか信じられないといったものが交ざっている。

「ああ。この傷跡はセトの一撃で付いた物に間違いは無い。無いんだが……」

　どこか迷うような口調で言葉を返しながらレイは壁へ視線を向ける。

　確かにその壁にはセトの爪つめ痕あとが残っているのだ。だが、それでもレイが断言出来ない理由は、壁に付けられている傷の深さが違っているからだろう。セトが付けた爪痕は深さ五センチほどにも達していたというのに、現在レイの目の前にある傷跡は一センチ程度の深さしかない。

「恐らくだが、壁自体に何らかの魔法が掛かっていて自然に傷を回復するんだろう。これ以上無いほどに嫌らしい無限ループとの組み合わせだな」

「うわ、確かに最悪だなそれ」

　無限ループに嵌はまっているのかどうかを自分たちで確認するので一番早いのは、当然どこかに目印を付けておくことだ。そして冒険者である以上は殆どの者が武器を持っており、それで傷を付けて目印とするだろう。だがこの壁のようにその傷が徐々に修復するとしたら、目印を残すこと自体が非常に難しくなる。

　傷以外の目印として何らかの道具を置いていくという手段が考えられるが、それもダンジョン内を徘徊しているモンスターに持っていかれたりする可能性を考えると、確実とは言えないだろう。

「確かに厄介だが、セトのおかげで早めに気がつけたのだから良しとしよう」

　エレーナがそう言って二人へと声を掛ける。

　実際セトがグリフォンで人間に比べて並外れた力を持っており、なおかつ力を増幅する剛力の腕輪というマジックアイテムを持っていたからこそ一度で気がつけたというのは事実なのだ。

　同じ場所を何度も延々と歩き回っていたら、体力と共に気力もまた消耗していただろう。そうならなかっただけでも運が良かったと言ってもいいだろう。

「けどエレーナ様、結局この無限ループからはどうやって抜け出すんですか？」

「今はちょっと思いつかんな。悪いが少し考えさせてくれ。他の皆も、ここが無限ループになっている以上は無駄に動き回るより体力を温存しておいた方がいい。それと、何か思いつくようなことがあったら言ってくれ」

「でも、エレーナ様に思いつかないようなことが私たちに思いつくとは思えないんですけど……」

「別に私は全知全能という訳では無いぞ。私に思いつかないようなことがお前に思いつくかもしれんのだから、そう自分を卑下するな」

「……分かりました。考えてみます」

　そう言い目を閉じて何かを考え始めるアーラを横目に、他の面々もそれぞれがこの状況の打開策を探し始める。

　エレーナは腕を組み観察するように通路の先を見据え、ヴェルは次第にセトの付けた傷跡が修復していっている壁を調べている。キュステは顎あごに手を当てながら周囲の様子を眺め、レイはセトの背を撫なでながら自分の考えへと没頭していく。そして皆の邪魔をしてはいけないと判断したセトは、床へと寝そべりアンデッドの襲撃を警戒する。

（空間ループ。つまりどこかで俺たちがその罠わなへと自分から飛び込んだ訳だ。ならそのどこかが分かればいいのか？　一番手っ取り早いのはこの罠を仕掛けたモンスターがいるとして、そいつを倒すことだけど……そもそもこの罠を仕掛けたのがモンスターとは限らない訳か。それにもしモンスターだとしても、この空間の中にそのモンスターがいるとは限らないしな）

　壁を見ながら脱出方法を模索するレイ。だがセトが付けた壁の傷も殆ど修復されており、すでに薄うつすらとしかその痕こん跡せきを見ることは出来なかった。

（ループしている空間から抜け出す方法……仕掛けた相手を倒すのは却下。ループしている空間の許容量以上の魔力で魔法を使う。……これは出来るけど俺の消耗が激しすぎるから保留。空間魔法で空間そのものを破壊する……俺は空間魔法そのものが使えないから却下）

　内心で考えながら、周囲を見回す。

　やはり簡単にこの状況からの脱出方法は思いつかないのだろう。エレーナを含めて全員が難しい表情を浮かべている。

　その様子を見ながら、再び脱出方法を模索するレイ。

（一番確実で単純なのは、やっぱりループしている空間の起点となっている場所を破壊することだろうな。それが一番簡単なのは分かるが、どうやってその起点を見つけるか……ふむ、なるほど。これなら俺の消耗もそれほどじゃないからやってみる価値はあるか？）

　内心で考えを纏まとめ、自分にどうにか出来そうだと判断したレイがエレーナの方へと視線を向ける。

「エレーナ様、もしかしたら上う手まく行くかもしれない方法を思いつきました」

「ほう、興味深いな。是非聞かせてくれ」

　その言葉に、エレーナ以外の者も興味深そうな視線をレイへと向ける。

　もっとも、キュステの視線には当然のように胡う散さん臭そうな色が交ざっていたが。

「この空間はループしているとは言っても、俺たちがこの中に取り込まれた以上は必ずどこかに元の空間へと繫つながっている場所があるはずです。その起点となっている場所を破壊すれば、このループしている空間は壊れて俺たちは元の空間に戻ることが出来るかと」

「でもさぁ、その起点になってる場所ってのはどうやって探すのさ？　まさかこの通路を全員で少しずつ壊していくとかするの？　やだよ、そんな面倒臭いの。大体自然と修復するような壁とかを壊していくのってどれだけ大変なのさ」

　ヴェルの言葉に小さく首を振るレイ。

「方法そのものはそれほど難しくない。俺の魔法で通路全体に火を放って、それで起点のある場所を探り出す」

　強引としか言えないその解決方法に、エレーナは微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

「出来るのか？　この通路全体に炎を放つとなると、かなりの魔力が必要になると思うが」

「恐らく問題無いでしょう。それに俺の装備しているこの腕輪があれば敵から魔力を奪うことも出来ますしね」

　そう告げ、ミスティリングの嵌っている右手首では無く左手首を皆に見えるように差し出す。

　そこには確かに何らかのマジックアイテムと思われる腕輪が嵌っていた。

「このマジックアイテムは吸きゆう魔まの腕輪という名前で、装備している者が敵へと攻撃してダメージを与えた場合、そのダメージ量に比例した魔力を敵から吸収出来るという優れものです」

「……なんともはや。魔法を使う者にとってはまさに垂すい涎ぜん物のマジックアイテムだな。それも師匠から譲り受けたのか？」

「そうなります。まあエレーナ様も知っての通り、俺の魔力量は元々の量が量なのでこれに頼らないといけないなんてことは滅多にないんですけどね。それに基本的に魔法使いは敵に直接攻撃してダメージを与えるような技術は持ってないことが多いですし。……では、俺の提示した方法でいいですか？」

「他に方法が思いつかない以上はレイの提示する方法を試すのが一番だろう。やってくれ」

　エレーナの言葉に頷うなずき、炎の広がりに巻き込まれないように皆が一ヶ所に集まったのを確認してからレイは魔力を込めて呪文を唱える。

『炎よ、紅あかき炎を示しつつ燃え広がれ。我が意志の赴くままに焰ほのおの絨じゆう毯たんと化せ』

　呪文を唱えつつ、デスサイズの石突きの先端に拳こぶし大の炎が姿を現し……それを地面へと叩たたき付ける！

『薄き焰！』

　魔法が発動したその瞬間、レイが地面へと叩き付けた石突きの炎が爆発的に周囲へと広がり、地面、天井、壁のあらゆる部分をデスサイズから発した炎が覆っていく。そして炎は急速にその範囲を広げていき、数秒後にはレイの見ている前方全てがその炎によって覆われていた。

「……熱く、ない？」

　アーラの呆ぼう然ぜんとしたような声を聞きつつも、レイは魔法に魔力を注ぎ込んで炎の広がる範囲を拡大していく。二十度程度と、普通では考えられないような低温の炎だが、その範囲が広大なだけにレイの中から魔力が急速に消耗される。そのままの状態で数分。レイが見ている方向とは逆、すなわち後ろからも炎がその姿を現してループしている空間全てが炎によって包まれた。

「……見つけたっ！」

　炎の維持に集中していたレイが、そう叫ぶや否いなや大きくデスサイズを振って通路に満ちていた炎を消失させ、そのまま走り出す。

　セトは瞬時にそのあとに続き、エレーナたちも一瞬迷ったがそのあとを追う。

　やがてエレーナたちが追いついたとき、すでにレイは壁の一面へと向けてデスサイズを振り上げている所だった。

「はぁっ！」

　そして振り下ろされるデスサイズの刃やいば。その刃は壁の一部分を斬り裂き……次の瞬間には周囲にガラスが割れるような音が響き渡り、目の前には骨の犬との戦いになった小部屋へと続く扉が姿を現していた。

「あの空間から脱出したのか？」

　目の前にある小部屋へと視線を向けて呟つぶやくエレーナ。

　そのエレーナの言葉にレイは頷きつつも、同じように扉へと視線を向ける。

「恐らくこの小部屋そのものが冒険者を空間ループへと誘い込むためのトリガーになっているんだと思います」

「そうなると、宝箱に潜んでいた骨の犬はそれを見破られないためのダミーという訳か」

　苦々しげに扉を見ていたエレーナだったが、気分を取り直すように大きく息を吐き出すとその視線を通路の先へと向ける。

「一度引っ掛かった罠に拘こだわっていてもしょうがない。今はとにかくこの通路を前へと進むぞ。ヴェル、今のような罠もあるから警戒を厳重にな」

「りょーかい、りょーかいっと。さすがに同じような罠に何度も引っ掛かるのはプライドに関わるから期待してくれ」

　軽い口調でエレーナに返すヴェルだったが、その目にはむざむざと罠に引っ掛かったという屈辱が浮かんでいた。

　キュステもまた同じように罠に掛かったのが屈辱だったのか、唇を嚙かみ締める。

「ほら、ヴェルはともかくキュステはその手の訓練を受けてないんだからそんなに悔しがらなくてもいいでしょ。それよりも二人とも先に進んでるから置いていかれるよ」

　魔ま槍そうを構えたキュステの肩を軽く叩きながら先へと進み始めたエレーナとレイのあとを追うアーラ。

　その様子に気が付いた二人も慌ててそのあとを追う。

「……正直、こんな簡単に罠に引っ掛かるとかプライド的に痛いな」

「ふん、お前にもなけなしのプライドくらいは残ってたんだな」

「おいキュステ、それちょっと酷ひどくないか？　それよりも俺はお前が何で悔しがってるのかが不思議だな」

「貴族である私がモンスター風情の罠に引っ掛かったのだから、屈辱を感じて当然だろう」

　忌いま々いましげに吐き捨てたキュステの言葉を聞き、苦笑しながらヴェルは腰のポーチから水筒を取り出して喉のどを潤す。

「ほら、お前も飲め。こんなところで怒っていてもしょうがないだろう。お互いに次からは気をつけるってことで」

「……ふん」

　鼻で笑いつつもきっちりと水筒は受け取り、一口、二口と喉を潤してからヴェルへと返す。

　そんな風にやり取りをしながら歩いていると、前方を進んでいたエレーナたちへと追いつき再び前衛、中衛、後衛へと隊列を組み直して周囲を警戒しながらも前へと進み始める。

「先程の罠を考えると、他にもまだ罠があると考えた方がいいだろう。各自気をつけるようにな。それとヴェルは周囲の警戒よりも罠の発見に意識を集中してくれ。周囲の警戒はセトがいるからよほどのことが無い限りは安心だろう」

　任せろとばかりに鳴くセトと、その隣にいるレイを先頭にして前へと進んで行く。

　そしてそのまま進み始めて十分ほど経ち……

「グルルゥ」

　セトが通路の先を見据えながら低く唸うなり始める。

「早速の敵か。俺たちがあの無限ループを突破出来るとは思ってなかったから慌てて迎撃を出した……ってところか？」

「さて、その可能性は高いだろうが油断は禁物だぞ」

　ヴェルに言葉を返しながらもミラージュを構えるエレーナ。他の面々も同様に武器を構え、いつでも戦闘が可能な状態で敵を待ち構える。

「アーラ、キュステ。お前たち二人は背後の警戒を厳にな。もしこの階層にいるアンデッドが誰かの指示によって動かされているというのなら、前後からの挟撃を考えてもおかしくはない」

「分かりました。後ろはお任せ下さい！」

「先程の様な無様な真似は晒さらしません」

　レイが背後からそんな風に答える声を聞いていると、やがて通路の先から足音が聞こえて来る。

　ベチャッ、ベチャッ、ベチャッ、ベチャッ、ベチャッ。

　水っぽい何かが床へとぶつかってくる音。それがかなりの数聞こえてきたのだ。そして同時に……

「グルゥ」

　どこか嫌そうな声を上げるセト。常人よりも五感の鋭いレイの鼻にも、腐臭の強烈な臭いが漂ってくる。

「うっ！」

　思わず左手で鼻を押さえるレイに不思議そうな目を向けているエレーナとヴェルだったが、それから数秒してレイほどではないが常人よりも五感の鋭いヴェルが呻うめきながら鼻を押さえ、エレーナもまた無言で眉を顰めて鼻を押さえる。

　やがてベチャッ、ベチャッ、という足音が近付いてきて、濡ぬれたような足音と腐臭の正体が明らかになる。

　身体が半ば腐りかけて肋ろつ骨こつが露出している個体もいれば、目玉がドロリとした液体に包まれて眼がん窩かから飛び出ている個体もいる。

　一歩踏み出す度にベチャッ、という音を立てながら腐臭を漂わせた肉や液体を地面へと零こぼれ落としつつレイたちへと向かって来る無数の影。それが何というモンスターなのか、レイは当然知っていた。

「ゾンビ、か」

　忌々しげに呟くレイ。身体能力や五感が鋭いだけに、腐臭の直撃を受けてすでに半ば嗅きゆう覚かくは麻ま痺ひしてしまっている。それはレイよりも鋭い五感を持つセトも同様で、機嫌が悪そうに喉の奥で唸りながら自分たちに近付いてくる二十匹近いゾンビへと視線を向けていた。

　そんな中、ヴェルがゾンビを見ていてとある事実に気が付き嫌そうに口を開く。

「おいおい、ゾンビ共の中に何匹か鎧よろいを装備している奴がいるんだが……もしかしてあれって」

「……だろうな。恐らくこの階層で命を落とした冒険者たちの成れの果てだろう」

「うげっ、やっぱり。……俺は嫌だぜ、あんな風になるのは」

　ヴェルの予想をエレーナが肯定し、心底嫌そうに近付いてくるゾンビへと視線を向ける。

　ダンジョンに潜るということは死という危険性が常に付き纏う。だが、もし死んだとしてもその死体をリッチなりなんなりに玩具おもちやにされるというのはヴェルにとっては絶対にごめん被りたかった。……いや、ヴェルだけではない、その場にいる全員に共通した意見だろう。

　ゾンビに対して有効な攻撃手段は、普通のアンデッドと同様に神聖魔法や火炎系の魔法だ。あるいは腐った死体に触るのを躊躇ためらわないというのなら、その腐肉に埋まっている魔石を狙うという手段もある。

　そしてエレーナたちにとっては幸いなことに、このパーティには炎を使いこなす魔法使いとモンスターが存在していた。

　いくら姫将軍として名高いエレーナにしても、わざわざゾンビを相手にするというのはぞっとしない出来事だったので、心の底からレイとセトの存在に感謝する。

　それはレイとの仲が急速に悪くなっているキュステにしても同様で、もし自分がゾンビと戦うような出来事になっていたら非常に不愉快な戦闘になっていただろうと眉を顰める。

「……ねぇ、キュステ」

　そんな最悪の未来を想像していたキュステの鎧を、隣にいたアーラが軽く叩いてくる。

　コンコンという音で我に返り、アーラへと視線を向けるキュステ。

「どうした？」

「なんかさ、エレーナ様の予想通りの展開になってるような気がするんだけど……どう思う？」

「……何？」

「ほら、耳を澄ましてみてよ」

　アーラの言葉に従い、聴覚へと意識を集中させる。するとベチャッ、ベチャッ、というゾンビの歩く音が相変わらず聞こえてくる。だが、その音が聞こえて来る方向は……

「ちぃっ！」

　舌打ちをしながら魔槍を構えて背後を振り向くキュステ。

　そう。聞こえて来る足音は聞き覚えのあるゾンビのものなのだが、目の前の存在の足音と時間差をつけて聞こえて来る足音もあるのだ。それも前からではなく、背後から。

「エレーナ様っ、予想通り背後からも敵襲です。足音から考えて恐らくゾンビかと！」

「誰かは知らないが、盛大に私たちを歓迎してくれているようだな。アーラ、キュステ、取りあえずレイとセトの手が空くまでは防御に徹して持ち堪こたえろ！」

　エレーナからのその命令を聞き、ベチャッ、ベチャッ、と汚らしい足音を立てながら近付いてくるゾンビを視界に入れた二人は、それぞれの武器を構える。

「斧おのでゾンビを攻撃すると色々と悲惨なことになりそうなんだけど……」

「それは私も同様だ」

「でも、キュステの武器は槍やりじゃない。間合いで考えれば絶対そっちの方が有利でしょ」

「それでも我が家に伝わるこの魔槍を、ゾンビ等などというアンデッドの腐った血肉で汚さないといけないのは非常に気が進まないな」

「じゃあやっぱりレイかセトがどうにかするまで時間を稼ぐしかないね」

「……ふん」

　よほどレイに頼るのが嫌なのだろう。不機嫌そうに鼻を鳴らして返事をしつつも、自分が直接戦うよりはレイたちに任せた方がいいと思ったのか特に文句を口に出さずに近付いてくるゾンビを見据え、右耳についているピアスへと触れながら魔力を込めて呪文を唱える。

『大いなる水の精霊、猛たけ々だけしき五つの牙きばを露あらわにせよ』

　魔法発動体でもあるそのピアスを通じて世界が改変され、五本の水で出来た円えん錐すい状の棘とげが形作られる。

『ウォーター・ファング！』

　魔法の発動と共に放たれた水の棘は、言葉も無く歩いてくるゾンビの顔や胴体、手足といった場所へと突き刺さった。

　だがそもそもゾンビには痛覚というのは存在していないため、水の棘が着弾したその衝撃で数秒だけ足を止めるとすぐにまた前進を始める。

「駄目じゃない！」

　期待はしていなかったが、あるいは万が一という一いち縷るの望みを持っていただけにアーラは思わず叫ぶ。

　そんな中、突然キュステやアーラの上空を何かが通り過ぎて目の前へと着地する。

「グルゥ！」

　その何かは、言うまでも無くグリフォンのセトだった。

「アーラ、キュステ。前衛はセトのおかげでなんとかなった。背後から襲ってきたゾンビもセトに任せて、お前たちは防御に徹しろ！」

「はい！」

　アーラがエレーナに返事をし、パワー・アクスを持ったままゾンビの接近を警戒する。

　殴ろうというのだろう、無言で手を上げながら近付いてくるゾンビを相手にセトは大きく息を吸う。

「グルルルルルルゥッ！」

　そして雄お叫たけびと共にクチバシからファイアブレスが放たれ、近付いて来たゾンビが炎に包まれる。

「うわっ、ちょっ！」

　ファイアブレスを使えるといっても、あくまでもまだＬｖ．二でしかない以上は一瞬でゾンビを黒焦げにするという訳にもいかず、身体中を炎に包まれたままアーラとキュステ、そしてセトへと近付いてくるゾンビ。

　アーラとキュステの前へと立ち塞ふさがっているセトと接触する寸前……

「グルルルルルゥッ！」

　再度ダンジョン内へと響くような雄叫びを上げながら、クチバシからファイアブレスを放つ。

　さすがに二度も炎に包まれてはゾンビも抵抗出来ずにその腐肉を炭化させていき、振り上げた手を振り下ろすことも出来ずにその場へと倒れ込む。

　そんな光景が二度、三度と続き、ふとアーラが気が付けば背後から襲撃してきたゾンビはその全てが燃やされて地面へと倒れ伏していた。

　焼け焦げて炭化したゾンビを前に勝利の雄叫びを上げるセトへと、前衛に襲い掛かってきたゾンビの残りを全て片付けたレイが近付き、頭を撫なでる。

「よく頑張ったな。セトのおかげでゾンビ共を圧倒出来た」

「グルルゥ」

　褒めながらミスティリングから取り出した干し肉をセトへと与え、エレーナへと視線を向ける。

「エレーナ様、取りあえずここから離れましょう。何者かは知りませんが、このままここにいたらまた何らかのアンデッドが増援として送られて来るかもしれません」

「……そうだな。確かにアンデッドに対する有効な攻撃手段を持つ者がレイとセトしかいない以上、連戦は避けるべきだろう。行くぞ、出来れば今日中に地下六階への道は見つけておきたい」

　エレーナの言葉に皆が頷うなずき、そのまま隊列を整えてダンジョンの中を進んで行く。

　ちなみに黒焦げにされたゾンビは当然体内に持っている魔石も破壊されてしまっており、素材の類たぐいは何も入手することが出来なかった。
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「向こうもいい加減諦あきらめて欲しいんだが……な！」

　エレーナのミラージュが鞭むち状に伸びてスケルトンの顎あごを真下から貫きつつ、その勢いを利用して背骨から頭ず蓋がい骨こつを弾はじき飛ばす。

「全くです！　執念深いったらないですよね！」

　頭蓋骨が無くなったスケルトンへと向かってパワー・アクスを横よこ薙なぎに振るうアーラ。その威力は凄すさまじく、斧はスケルトンの左腕を砕いて肋骨にめり込み、その胸に収まっている魔石をも砕く。

「……」

　そしてモンスターの、特にアンデッドの核とも言える魔石が砕かれるとスケルトンは言葉も無いまま骨がバラバラになり地面へと落ち、永遠の眠りにつく。

　そんな二人の横ではキュステとヴェルが協力しあいながらもスケルトンへと対処をしている。

　その背後では……

『炎よ、我が意に従い敵を焼け』

　呪文を唱え、魔法発動体でもあるデスサイズの先端に三十センチほどの火球が現れ……

『火球！』

　魔法を発動するのと同時に振り下ろされたデスサイズから放たれた火球が、背後からレイたちへと距離を詰めていたゾンビへと命中する。

　その隣ではセトが大きく息を吸い込み、ファイアブレスを吐き出しながら複数のゾンビを炎に包んでいた。

　威力だけで言うのならレイの放つ火球は一撃でゾンビを消滅させる威力を持つが、その対象はあくまでも一匹でしかない。良くて一匹とその周囲にいる敵に対して多少のダメージといったところか。

　それに対してセトのファイアブレスは、威力そのものは火球よりも低いが広範囲に攻撃可能なので、至近距離まで近付いたゾンビは火球で、まだ距離のあるゾンビはセトのファイアブレスで纏まとめて攻撃するといった手段を取っていた。

　最初に現れた敵はスケルトンのみだったこともあり、レイやセトの攻撃で楽勝だと思われた。

　だが、まるで無限ループを抜けたときの繰り返しとでも言うように背後からもゾンビが現れたため、結局腐臭や腐肉、腐汁といったものが厄介なゾンビは火球とファイアブレスを使えるレイとセトが、前方の、すでに骨だけになっているスケルトンに関してはエレーナたちが担当することになったのだった。

　その戦いもゾンビを文字通りに一掃したレイとセトがスケルトン組の援護に入ったこともあり、戦闘はそれほどの時間を必要とせずに終了する。

「ふぅ、素材は取れないわ、魔石を破壊しないと俺たちじゃスケルトンをどうにも出来ないから魔石も取れないわ、戦って体力を消耗するだけ損だよなぁ」

　ヴェルの言葉に、溜ため息いきを吐つきながら同意するレイ。

「全くだ。もっと上級のスケルトンだったりしたら骨そのものを素材として買い取ってくれるんだけどな。まさに骨折り損のくたびれもうけって奴だ」

「何だ、それは？」

　レイの言葉が気になったのか、首を傾げながら尋ねるエレーナ。首を傾げた影響で縦ロールが揺れる様子を目で追いながらも説明をする。

「師匠に教えて貰もらった諺ことわざって奴です。疲れるだけで何の利益にもならないって意味ですね。……ただ、俺たちの場合に限って言えば文字通りに骨を折ってたりしますが」

「くっくっく。まあ、確かに。そういう意味だとアーラが文字通りの意味で一番骨折り損だな」

「ちょっ、ヴェル！　それ酷ひどくない!?」

「いやいや。元々が剛剣の使い手として名高いアーラが武器を斧に持ち替えたんだから、まさに破壊王！　って言ってもいいと思うけどね」

「……へぇ。ならせっかくだし、ヴェルの良く動く口でも破壊してあげましょうか？」

　ゆらり、とパワー・アクスを持ち上げるアーラに危機感を抱いたのか慌てて距離を取り、レイと話すのも嫌だと距離を取っていたキュステの背後へと回り込む。
















「じょ、冗談だって。何もそんなにマジにならなくてもいいじゃんか。な、キュステ。お前もそう思うよな!?」

「私をお前たちのくだらない諍いさかいに巻き込むな。いや、だがそうだな。確かにヴェルのその良く回る口は一度破壊して貰った方がいいのかもしれないな。アーラ、任せる」

「私にお任せあれ。さすが護衛騎士団の団長だけあって判断力は高いわね」

　キュステにその肩を摑つかまれて人身御ご供くうのように差し出されたヴェルは背後を振り向きながら必死に口を開く。

「おい、キュステ！　親友を売る気か!?」

「誰が親友だ、誰が」

「はいはい、ヴェルの親友であるアーラが今行くから待っててね」

「ちょっ、おいこら。お前本気で怒ってるだろ!?」

　そんな半ば漫才じみたやり取りを眺めながら、レイはエレーナたちの攻撃で砕け散っているスケルトンの骨へと目を向ける。

（これがもっと上級のアンデッドの骨なら入れ食いなんだがな）

　以前よりもモンスターから素材を剝はぎ取るという行為に慣れてきたとは言っても、まだまだ剝ぎ取り途中でミスをして素材の処理を失敗することもあるレイにしてみれば、剝ぎ取りの必要が無く骨を拾っただけでそのまま素材として売り払えるというのは酷く魅力的に感じていた。

　……もっとも、その場合は炎の魔法等を使うのではなく今回エレーナたちがやったように物理的な意味で魔石を破壊しないといけないのだが。

　そんな風に考えながらスケルトンの残ざん骸がいを見ていると、エレーナが手を叩たたいて注目を集める。

「よし、そろそろ探索を再開するぞ。隊列は先程までと変わらずだ」

　その指示に従い、素早く前衛、中衛、後衛と分かれて通路を歩き始めて数分、進行方向にどこか見覚えのあるものを見つける。

「エレーナ様、前方に扉を発見しましたけど……しかも二つ」

　そう、レイの視線の先には壁の左右に向かい合うようにして二つの扉が存在していた。

　レイからの報告を聞き、微かすかに眉まゆを顰ひそめるエレーナ。

　それもしょうがないだろう。この階層で最初に見つけた扉は、その中にある小部屋その物がループする空間に誘い込むための罠わなだったのだから。

「……無視する？」

　エレーナの隣でヴェルがそう尋ねるが、すぐに首を振る。

「いや、下に降りるための階段がある可能性を考えるとそれは出来ない。調べないままここを通り過ぎて、最終的にこの小部屋に階段がありましたとかになったら洒落しやれにもならん。ヴェル、罠の有無を。前回のようなことがないように念入りにな」

「へーい。で、どっちから？　右？　左？」

「どっちでも構わん。どのみち最終的には両方とも調べることになるんだからな。お前が調べやすい方から調べろ」

「あーいっと。じゃあまずは右からだな。他の人は周囲の警戒をよろしく」

　レイとセトを追い抜き、右側の壁に設置されている扉を調べ始めるヴェル。それ以外の者はヴェルを守るようにして扇状に広がる。

　エレーナとしては、ヴェルが罠を調べている間に少しでも体力を回復させようという狙いだったのだが……その狙いはすぐに崩れ去ることになる。

「あれ？　この扉、罠の類は一切無いよ？　鍵かぎも掛けられてないし」

「……何？」

「ほら」

　よほど自分の目に自信があったのだろう。皆の前で堂々と扉を開くヴェル。それを見ていた者たちは一瞬構えるが、実際に何かの罠が作動した様子も無かったので武器を下ろす。

「ヴェル、罠がないのは分かったが少しは慎重に行動してくれ。もし遅延式の罠とかがあったらどうするつもりだったんだ？」

「その辺は俺を信用して欲しいな。さて、部屋の中身はっと……ん？　あー、駄目だなこりゃ」

　部屋の中を覗のぞき込んだヴェルが苦笑を浮かべながら首を振る。その様子から大体の予想が付いたが、それでも念のためと部屋の中を覗き込む一同。

「確かにこれはねぇ……」

　苦笑を浮かべるアーラ。その他の面メン子ツも、特に口には出さないが内心ではアーラと同意見なのか、苦笑を浮かべたり無言で首を振ったりとそれぞれが落胆の色を隠せないでいた。

　部屋の中には本当に何も無かった。先程の無限ループの起点となっていた小部屋にしても、いかにも意味あり気に宝箱が置かれていたというのに──中身はモンスターだったが──この部屋は本当に何も無い部屋だったのだ。唯一部屋の中にある物を答えろと言われれば、埃ほこりと答えるしか無いほどに。

「……ヴェル、悪いが一応部屋の中を調べてみてくれ。もしかしたら隠し扉や隠し階段といった類があるかもしれないからな」

「え？　この部屋を調べるの!?」

「そうだ。頼んだぞ」

「……はいはい、分かりましたよ」

「では他の者は警戒しながら休憩だ。そろそろ時間的には昼だろう。ヴェルが調べている間に私たちの分だけでも手早く済ませることにしよう」

「ちょっ、俺の分は!?」

「お前はこの部屋を調べ終わってからだ。安心しろ。昼食を食べたら少し休んで、次は左の部屋を調べて貰うからな」

「何か俺、ダンジョンに潜ってから扱こき使われすぎなような……いや、まあそれを承知で来たんだから文句は無いけどさぁ……」

　ブツブツと愚痴を言いつつも部屋の中を調べ始めるヴェル。それでもエレーナが念を押して手を抜くなと言わないのは、口では文句を言いつつも仕事ぶりは信頼されている証あかしなのだろう。

　そんな風に考えつつ、レイはミスティリングから昼食としてミートパイとコンソメスープを取り出して皆で食べる。

　そして食事が終了した頃に右側の壁にある小部屋からヴェルが姿を現す。

「さっきからいい匂いがしてると思ったら……このアンデッドの巣そう窟くつで馬鹿になってる鼻でも美お味いしそうな匂いってのは、きちんと嗅かぎ分けられるんだな。……あ、部屋の中はしっかりと調べたけどやっぱり特に何もない本当に普通の空き部屋だったよ。もちろん隠し階段や隠し部屋の類も無し」

「そうか、ご苦労だった。ではレイから食事を貰って昼食にしてくれ。私たちはそろそろ食べ終わるからお前が休憩している間は周囲を警戒しておこう」

「りょーかいりょーかいっと。さて昼飯は……お、ミートパイとコンソメスープか。いやぁ、どっちも俺の好物だから嬉うれしいねぇ」

　嬉しそうな笑みを浮かべ、早速レイから渡されたミートパイへと嚙ぶりつく。




「ふぅ……さて、食事も済んだし休憩もそれなりに取った。じゃあ、残りもう片方の扉を調べるとしますか」

　手や服に付いていたパイ生地を払い落として立ち上がるヴェル。

　すでに昼食を終えていたレイたちもヴェルと同様に立ち上がり、周辺の警戒を一手に引き受けていたセトも寝転がっていた床から起き上がった。

　基本的に、セトの感覚に任せておけば敵に奇襲されるという事態はまず起きないというのがレイやエレーナにとって共通の認識だったのだが、何しろアンデッドの巣窟らしいこの地下五階ではその腐臭によってセトの嗅きゆう覚かくが封じられている。

　そのためにレイやエレーナたちも食後に休憩とばかりに話をしながらも、どこか緊張した様子でいたのだが……幸い敵に襲われるようなこともなく、昼食の時間を終了することが出来た。

「とは言ってもなぁ……そっちの何も無い扉と向かい合わせにあるような扉なんだから、恐らくこっちに何かあるっていう期待も薄いと思うんだよねぇ」

　扉の罠を調べながら呟つぶやくヴェル。だが……

「お？　いや、訂正。これはもしかしてもしかするかも」

　意外そうなヴェルの声が周囲へと響く。

「どうした、何かあったのか？」

「そ。どうやら最初に調べた右の部屋と違って何かがあるのは確定っぽいね。でないと罠が仕掛けられているのはおかしいし」

　取っ手の部分を調べながらヴェルがエレーナの質問に答える。

　その口調はいつものように軽いものだが、それでも取っ手の部分を何らかの器具を使って調べるその手順はさすがに姫将軍と呼ばれるエレーナの部隊の一員といったところだろうか。

「ここをこうして……こっちがダミーだから……よしっと。罠の解除完了！　いやぁ、この部屋は結構期待出来るかも。何しろ迂う闊かつに扉を開けたら連動して部屋の中から弓が発射されるような細工がしてあったからね。そこまでして守りたい何かがあるってことだと思うよ」

「……最初の部屋のように、より大きい罠を隠すためのダミーじゃないといいんだけどな」

　ボソッと呟くキュステに苦笑を返すヴェル。

「いくら俺でも同じ失敗を続けてはしないさ。一応この部屋の周辺もざっと調べてみたけど、特に何らかの罠が仕掛けられている様子も無いし」

「だといいがな」

　魔ま槍そうを手にし、いつものこととばかりに敵からの奇襲を警戒するキュステ。

　そんなキュステを横目にエレーナが頷うなずき、ヴェルが扉を開けながらも念のためにと部屋の正面から身体をずらす。

　そして扉が開けられても特に何が起きる訳でもなく……

「ほらな。だから罠の解除は成功したって言っただろ？」

　確かにヴェルが開けた扉からは本人が言っていたように矢が飛んでくるでもなく、あるいは何らかの他の罠が発動することもなかった。

「ならそんな風に壁に隠れないで堂々と開ければいいのに」

「おいおい、いくら俺でも完かん璧ぺきに罠を見抜けるって訳じゃないんだぜ？　もし俺が気が付かない罠の類たぐいがあったりしたら大変じゃないか」

「はいはいそうね。で、部屋の中身はどうなってるの？」

　アーラに言われて部屋の中を覗き込むヴェル。

「当たりっぽいな。何かの研究室みたいだ」

「……研究室？　こんなダンジョンの地下に？」

「ああ、恐らくこの階層に入ってから俺たちを狙ってる奴の仕業だろうな。それが前に言ってたようにリッチかどうかは分からないけど」

　そんな二人の会話を聞いていたエレーナは納得したように頷き、その視線をレイへと向ける。

「レイ、ヴェルと一緒に中の捜索をしてくれ。この階層のマップが置かれている可能性もあるし、魔法関係ならお前がこの中で一番詳しいだろう」

「それは構いませんが……」

　目をヴェルの方へと向ける。その視線を受けて、レイが何を言いたいのかを察したヴェルは頷く。

「ああ、普通に考えてダンジョンの中に研究所があるっていうのはおかしい。そもそも扉がここにある以上は誰でも見つけることが出来る訳で、ダンジョンに潜ってるのは俺たちだけじゃない。少なくとも地下三階で出会った冒険者たちはこの地下五階にアンデッドが出るのを知っていたんだからここに来たことがあるんだろう」

　そこまで呟き、小さく溜ため息いきを吐ついてからヴェルは言葉を続ける。

「そもそも継承の祭壇を見つけた冒険者たちが最下層の地下七階まで潜っていると考えれば、ここを見つけていてもおかしくない。そして見つけた以上はこんなあからさまに怪しい場所を探さない訳はないんだよな」

『それはな、そこが通常のダンジョン空間の裏にある場所だからじゃよ』

　ヴェルが疑問を口にした瞬間、その場にいた全員がその声を聞いた。

（……いや、声を聞いたと言うよりは頭の中に響いた？　テレパシーや念話といった類か？）

　声が頭の中に響いた瞬間、素早くデスサイズを構えるレイ。その隣ではエレーナもまた鞘さやからミラージュを抜き、どこから襲われても対応が出来るように武器を構えている。ヴェルやキュステ、アーラも同様だ。

『全く、儂わしが少し留守にしていたくらいでこんな盗人ぬすつと共が湧いて来るとは。落ち落ち実験も出来んわい』

　頭の中に声は響くが、声の主と思おぼしき存在はどこにもいない。

　素早く周囲を見渡すレイだが、声の主を見つけることは出来なかった。

「……出てこい」

　エレーナの声が周囲に響くが、特に誰か、あるいは何かが出て来る様子は無い。

『はっはっは。出て行けば攻撃されると分かりきっているのに、わざわざ出て行くと思うかね？』

「出てこなければお前の研究室とやらもどうなるかは分からないが？　大事な物もあるのだろう？」

　ミラージュの切っ先を研究室へと向けるエレーナだが、響いてくる声は笑みすら含ませながら言葉を続ける。

『確かに大事な物もあるが、良く考えてみることじゃな。ダンジョンの中という危険な場所に本当に大事な物を置いておくと思うかね？　確かにその研究室にある物は儂にとってはそれなりに価値があるというのは認めよう。じゃが、それとてあれば便利という程度の物が大半で、何物にも代え難いという訳ではない』

「……」

　その声を聞き、何かを考え込んだエレーナ。その様子を見ていたキュステが姿無き声へと向かって口を開く。

「それが事実かどうかを確かめてもいいのだぞ。こんなダンジョンに潜んでいる輩やからだ、どうせ碌ろくなものではないだろう」

「待て、キュステ」

　魔槍を構えようとしたキュステを止めるエレーナ。

「エレーナ様、何故ですか！」

「私は待てと言ったぞ」

「……分かりました」

　重ねて命じられた言葉に、槍を退ひくキュステ。それを確認してからエレーナは再び姿無き声の持ち主へと向かって口を開く。

「一つ……いや、二つ聞きたい。答えて貰もらえるか？」

『ふむ、そうじゃの。まあ、盗人とは言え久方ぶりに訪れた客人じゃから戯れるのも良かろう。儂に答えられることなら答えようか』

　その言葉を聞きながら周囲を見渡したレイは、そのときになって初めて声が聞こえてきてからセトが動きを見せていないことに気が付く。本来であれば好奇心が非常に強いはずのセトが、だ。

　セトの姿を確認すると、まるで肉食獣の前に孤立してしまった子鹿のように小さく震えて壁の近くで縮こまっている。

（……何？）

　確かにセトは生まれて……と言うよりも魔獣術によって生み出されてから、まだ一年どころか一ヶ月程度しか経っていない。

　それでもランクＡモンスターのグリフォンとして生まれ、多数のスキルと強力極まりないマジックアイテムを幾つも装備している今のセトはそれこそ『雷神の斧おの』のようなランクＡパーティと正面から戦っても互角以上に戦える力を持っているのだ。

　だと言うのに、そのセトが怯おびえきっているというその姿にレイはただ啞あ然ぜんとするしかなかった。

（そうなると、この声の主は最低でもセトより強いということになる。……確かに敵対するのは避けるべきだが……）

　このパーティのリーダーでもあるエレーナの方へと視線を向けると、エレーナもまたその視線をレイへと向けていたらしく視線と視線が絡み合う。その一瞬だけで、レイはエレーナもまたこの声の主との戦いを避けようと考えているのを理解する。何故ならエレーナの視線もまた、一瞬だけだが震えているセトへと向けられていたのだから。

　そしてエレーナもまたレイがセトの様子に気が付いているのを理解したのだろう。小さく頷き口を開く。

「一つ、私たちは無限ループの罠わなに引っ掛かってから執しつ拗ようにアンデッドモンスターに付け狙われた。それを指示したのは貴方あなたで間違い無いか？」

『ふむ、そうだとも言えるし違うとも言えるな。奴等には不法に侵入してきた者たちへ対する排除を命じてあった。それが理由じゃろうて』

「それはつまり、貴方自身は私たちと敵対するつもりはないと？」

『さてさて、どうしたものか。先程のそこの坊主の様子を見る限り、儂が敵対をしないといっても通じないと思うがの。それならば最初から敵対する方を選ぶのが正解のように感じるんじゃが』

「……先程は失礼した。だが、貴方が好んで敵対するというのならともかく、私たちから敵対をしたいとは思わない。私たちの目的はあくまでも最下層にあるという継承の祭壇に向かうことであって、このダンジョンを攻略したい訳ではないのだ」

『ほう。継承の祭壇とは懐かしい名前が出て来るものだな。それの意味することを分かって言っておるのかの？』

「当然だ。そのためにわざわざダンジョンに潜ったのだからな」

　エレーナと姿無き声との会話を聞きながら周囲を見回すレイ。

　キュステは鋭い目付きで声の持ち主がどこにいるのかを捜しており、アーラはエレーナの会話が終わるのをただじっと待っている。そしてヴェルは怯えているセトの方へと視線を向けたあとは声の持ち主がどれだけの実力者なのかを理解したのだろう。アーラと同様にエレーナの方へと視線を向けて会話が無事に終わるのを待っている。

『ふむ、確かにそれならば儂としてもわざわざ敵対する必要性は感じないのう。じゃが、自分で言うのもなんじゃがこうして姿も見せずに声を頭の中へと響かせるという手段をとっている儂の言い分を信じるのかの？』

「今までの会話だけで貴方がきちんとした自我を持っているというのは理解した。意志に関しても喋しやべっている限りでは私たちに対する敵意というものは感じられない」

『若いのう……もし儂が敵意を消しているだけだとすればどうするんじゃね？』

「そのときは私の人を見る目が無かったと言うだけだ」

　エレーナがそう返事をしたときだった。頭の中で聞こえていた声が突然笑い出す。

『クッククク。ハーハッハッハッハ。人。そうか、人か。いや、ここまで愉快な気分になったのはいつ以来じゃろうな。良かろう、その礼にここで敵対することはしないと約束をしよう。それで二つ目に聞きたいことというのは今のことかの？』

「いや。ダンジョンにいるモンスターというのは基本的にダンジョンの核コアに転移させられ、その際にある種の洗脳を受けていると聞く。なのに貴方は私たちと敵対する様子も無く、こうして言葉を交わしている。……貴方はもしかして召喚されたモンスターではないのではないか？」

『うむ、いかにもその通りじゃ。このダンジョンは儂の研究に丁度いい条件を有しておるのでな。勝手にこのダンジョンに裏の空間とでも言うべき場所であるここを作って利用させて貰っておる』

「……そうですか。貴方がどういう存在なのかは今の私には理解出来ませんが、それでもこの国に敵対していないというのは助かります」

『いやいや、本当に肝の据わった娘じゃ。随分と久方ぶりに人と話したが、実に楽しませて貰った。そうじゃな、その礼という訳ではないがこの下の階層に送ってやろうかのう』

　その言葉を聞きピクリと反応するエレーナ。さすがに地図も何も無いダンジョンの、しかも疲れを知らないアンデッドが徘はい徊かいしている場所を探索するのは気が進まなかったのかもしれない。

（この声の主が言ってることが事実だとしたら、俺たちがこの裏の空間とやらに迷い込んだのは無限ループの場所からだしな）

　無限ループに入った小部屋は地下五階に降りてからそれほど距離の離れていない場所にあったのだから、もしここを放り出されたとしたらまたこの階層をほぼ最初から探索しないといけないのだ。

「それは助かるが……今更だが、貴方のことを知った私たちを無事に帰してもよいのか？」

『質問は二つじゃったと思うが、まあ、良かろう。それに答えるとするのなら特に問題は無い、じゃな。お主等が元の空間に戻ったら、ここに入ってくる空間の出入り口を多少弄いじれば他の者が入ってくるのは殆ほとんど無理に近いじゃろうしな。それにもし誰かがここに来たとしても、先にも言ったように別にここにある道具はどうしても必要な物という訳でもないしのう。それより下へと向かう階段は研究室の前に作って置いたから、それを使えば地下六階はすぐじゃよ』

　相変わらず頭の中に響く声。そしてレイやエレーナたちがふと気が付くと、確かに研究室の出入り口のすぐ近くにはつい数分前までは存在していなかったはずの階段が存在していた。

「これは……」

『言ったじゃろう？　地下六階に続く階段じゃよ。ああ、どこに出るのかということなら心配する必要は無い。通常の地下六階の出口と空間的に繫つなげておるからな。普通にこの階層の階段を下りたのと同じ場所に出るはずじゃ』

「……ありがとうございます、と言っておきます。では、私たちはこの辺で失礼させて貰いますので」

『何、気にすることは無い。久方ぶりに儂を楽しませてくれた礼じゃよ。では、さらばじゃ』

「待って下さい！　良ければ貴方の名前を聞かせて欲しいのですが。私はミレアーナ王国のケレベル公爵家の血を引くエレーナ・ケレベルと言います」

『残念じゃがすでにお主の聞きたい話には答えておる。再会する機会があったら名乗らせてもらうとしようかの』

「……そうですか、残念ですがしょうがないですね。よし、皆。行くぞ」

　エレーナの指示に従い、アーラ、ヴェル、キュステが研究室から出てレイもそのあとに続こうとしたとき……再び頭の中に声が響き渡り、同時にレイとセト以外の者の動きが止まる。

『おっと。忘れるところじゃった。そこのグリフォンを連れてる者には聞きたいことがあったんじゃったな』

「……他の奴等に何をした？」

　ヴェルが足を一歩踏み出そうと片足が空中に浮かんでいる状態で動きを止めているのを見て、それが自分とセト以外の四人全てに及んでいると判断したレイは声の主へとそう尋ねる。

『何、お主としても聞かれたくない話じゃろうと気を遣ったのじゃよ。安心せい、別に麻ま痺ひをさせたとかそういう訳では無く多少その者共の時間を止めただけじゃ』

「時間を止める？」

　その言葉に、思わず尋ね返すレイ。

　何しろ現状ですらもダンジョンの裏に空間を作るという空間魔法、アンデッドを操るという死し霊りよう魔法を見せられているのだ。その上でさらに時魔法をも使いこなすと言われては、炎の魔法しか使えないレイとしてはさすがに啞然とするしかなかった。

『それほど難しいことでもない。さて、儂が聞きたいのはお主が連れているグリフォンについてじゃ』

「確かにグリフォンを連れている冒険者というのは珍しいかもしれないが……」

　そう返事をした途端、頭の中へと笑い声が響き渡る。

『ハッハッハ。そう隠すこともあるまい。そのグリフォン、普通のモンスターではないな？』

「……何のことだ？」

　さすがにいきなりのことで反応するまでに一瞬の間があり、声の主にしてみればそれだけで十分だった。

『ふむ。……ゼパイル、という名前に聞き覚えはあるかの？』

「……」

　どこか敬意を込めたようにゼパイルの名前を出してきたその質問に、今度こそレイの思考は固まる。

　ゼパイル。その名前に聞き覚えがなかったからではない。それどころか、覚えがありすぎたからこそだ。

　そう。その名前は自分が日本で死んだときに魂をこの世界に引き寄せ、レイとしての肉体を与えてくれた人物の名だ。

　そして図書館で読んだ本の内容が事実なら、数千年前に生きていた世界最高峰の魔術師の名前。

　それを何故この声の主は知っているのか。そう思いつつ口を開く。

「何故その名前を知っている？」

『ククッ、やはり……な。まさかこの時代に魔獣術を見ることが出来るとは。いや、愉快痛快。先程の女といいお主といい、今日は愉快な出来事が重なる日じゃ』

（魔獣術を知っている、だと？）

　レイの視線の先には、通路の壁で震えているセトの姿がある。

　これほどまでにセトが恐怖するほどの力量を持ち、なおかつ魔獣術という名前すらも知っている。その事実に思わずレイは口を開く。

「お前は……誰だ？」

『ふむ、そうじゃな。お主がどのような人物かを教えてくれれば儂わしが答えるのも吝やぶさかではないが。……どうするかね？』

　頭の中にそう声を響かされ、考え込む。

（ここで俺の正体、と言うか生まれを明かしてこの声の主の情報を手に入れるのは総合的に見てどうだ？　こんなダンジョンに自分の実験室を用意している奴だけに、俺を実験動物にする可能性もある……か？）

　そこまで考え、すぐに首を振る。

（いや、ついさっきゼパイルの名前を口に出した様子を考えると、ゼパイルに対して尊敬や敬意といった感情を抱いているような感じだ。なら問題は無いか？　この声の主を相手にするにしても最低限その情報は集めておきたいところだしな）

　自分やゼパイル、そして魔獣術と呼ばれる、一代限りで消え去ったはずの魔術の名前を知っている相手の情報はどうしても知っておきたい。それは防衛的な意味でもそうだが、純粋にレイの知的好奇心という意味でも同様だった。

「いいだろう。なら俺のことを話すから、そっちもきちんと話してくれ」

『うむ、良かろう』

　声の主が確かに自分の言葉を承諾したのを聞き、レイは口を開く。この世界に来てから、初めて自分の素性を口に出すために。

「俺は元々この世界の生まれじゃない。こことは違う、それこそ魔術や魔法、あるいはダンジョンやモンスターなんて存在しない世界で生まれ育った一般人だった。だがちょっとした事故で死んでしまってな。本来ならそのまま消えるはずだった俺の魂を、ゼパイルが引き寄せた訳だ」

『……それは何時のことじゃ？』

「まだ一ヶ月ほどしか経ってないよ」

『なんと。それでは彼かの御仁はこの数千年を生身で生き抜いたと？』

　啞然とした声の主に、首を振る。

「正確にはちょっと違うな。ゼパイル自身の肉体はとっくに朽ちていたらしい。一種の精神生命体とでも言えるような姿になって世界と世界の狭はざ間まのような場所で自分の後継者となり得る資質を持つ者の魂を捜していたらしいな。それに俺が引っ掛かった訳だ」

　そこまで口にし、一息吐くかのように軽く肩を竦すくめてから言葉を続ける。

「で、ゼパイル一門が創り出した魔獣術という魔術をこのまま失うのは惜しいということで、俺に新しい肉体を与えてこの世界に生まれ変わらせてくれた訳だ。そこにいるグリフォンのセトは、確かにあんたが推測した通りに魔獣術で創り出された一種の人工生命体だ」

　正確に言えばセトとデスサイズが魔獣術によって創り出されたというのが正しいのだが、向こうが気が付いていないようなアドバンテージをわざわざ話す必要は無いだろうと判断し、デスサイズに関しては口に出さない。

『ふぅむ、なるほどのう。彼の御仁でも、さすがに生身で数千年を越えることは出来なんだか』

　しみじみと呟つぶやく声の主に、次はレイが尋ねる。

「さて、俺のことは話した。次はそっちの素性を聞かせて欲しい。何で今では魔人とすら呼ばれているゼパイルのことを知ってるんだ？」

　そう尋ねるレイだったが、声の主とこれまで話した内容で半ば予想は出来ていた。その予想を声の主は肯定する。

『そうさな、約束は約束じゃ。まず、儂自身がゼパイル殿を知っているというのは簡単な話じゃよ。ただ単純に儂が生前のゼパイル殿を知っていたからじゃ』

　その言葉を聞き、やはりという納得と、何故？　という疑問がレイの中に浮かぶ。

　魔法に影響があるということで必要最小限の知識しか受け継いでいないレイだが、それでもゼパイル一門に所属していた魔術師についてはその必要最小限の中に入っている。だが、その記憶の中にはこの声の主のような存在は記憶されていなかったのだ。

　そんなレイの様子を見て、何を考えているのか分かったのだろう。声の主は抑えた声で笑う。

『儂はゼパイル殿を知っているが、ゼパイル殿は儂を知らなかったじゃろうな。儂はあくまでも当代随一、世界最高の魔術師と名高かったゼパイル殿を一方的に知っておっただけなのでな』

（なるほど、ＴＶとかで見るアイドルを一方的に知っているようなものか）

　声の主の言葉に頷うなずき、先を促す。

『何しろゼパイル殿が生きたあの時代は、今では考えられんほどの天才が揃そろっておったからの。それこそ、あの当時にいた魔術師が一人でもこの時代にいれば不世出の大天才として扱われるような才能の持ち主が揃っておったのじゃ。今思えば、まさにあの時代こそが魔術師にとっての黄金時代と言ってもいい煌きらめきを放っていたのじゃよ』

「……なるほど。あんたもその天才の一人だった訳か」

『そうじゃな。この時代ならばそれこそ今も言ったように天才と呼ばれる程度の才能を持ってはいたが、しょせんあの時代で考えればせいぜい中の上といったところじゃったよ。じゃからこそ儂がゼパイル殿を知ってはいても、ゼパイル殿は儂を知らなかった。それこそあの天才の中の天才が集まって結成されたゼパイル一門には到底入れない程度の天才じゃった』

　声の主は己おのれを卑下するかのように呟きながらも、頭の中に響く声はどこか郷愁といったものをレイに感じさせる。

「で、その数千年前に生きていたっていうあんたが今もまだ生きてるというのは……」

『ふむ、もう予想がついておるのじゃろう？』

　声の主の言葉に頷くレイ。その存在がこの迷宮にいる可能性についてはエレーナやヴェルたちと話していたからだ。

「リッチ」

『正解じゃ。さすがにゼパイル殿に選ばれただけあって鋭いようじゃな。そう、儂は死霊術士としては先程も言ったように中の上程度の天才ではあったのでな。自分をリッチとして転生する儀式を行ったのじゃよ』

「……数千年を生き抜いてきたリッチか。それはもう、リッチと言うよりはリッチロードとでも表現すべき存在に思えるけどな」

『ハッハッハ。リッチロードか、それはいい。次からはそう名乗ることにしようかの』

　笑い声がレイの脳裏に響くが、実際に数千年のときを生き抜いており、さらにその間も魔術の研けん鑽さんを積んでいるのだ。その実力は間違い無くリッチロードと呼ぶのに相応ふさわしいものがあるだろう。

（いや、ロードというより死霊の王、あるいは皇帝。リッチキングやリッチエンペラーの方が相応しいかもしれないけどな）

　そんな風に考えていると、どこからともなく拳こぶし大の水晶玉が空中をフワフワと浮きながら移動し、レイの手元へと収まる。

「これは？」

『ゼパイル殿の跡を継ぐお主へのちょっとしたプレゼントじゃよ。それは対のオーブというマジックアイテムでな。それに呼びかければ、儂が持っているオーブと繫がって自由に連絡を取れるようになっておる』

（携帯のようなもの、と考えていいのか？　とにかくあって困る物じゃないのは事実か）

「くれるというのなら、ありがたく貰もらうけど……何でここまで親切に？」

『先程も言ったが、ゼパイル殿は生前の儂がいくら追ってもその背中すら見えぬ位置にいたお方じゃ。数千年の研鑽を積んだ今でも追いつけたとは正直思ってはおらん。そんなゼパイル殿の後継者とせっかく出会ったのじゃから、その縁は大事にしたいと思ってな』

「一いち期ご一いち会え、か」

『何じゃ、それは？』

「俺の世界に伝わる諺ことわざのようなものだよ。その出会いは一生に一度しかないと考えて、その縁を大事にしろって意味の」

『なるほど、まさに今の儂とお主に似合いの言葉じゃな。……一期一会か。どれ、ではせっかくの縁じゃし、儂の姿を見せないままというのも失礼に当たるじゃろうな。今から姿を現すが、気を抜くでないぞ』

　声の主はそう警告し、目の前の空中にソレは姿を現した。その姿を視界に入れた瞬間、レイの背筋には冷たい汗が大量に浮き出てくる。

　ゼパイルに保証されたのだから、魔力だけは自分の方が上だろうと自信を持って言える。だが目の前のソレを見た瞬間、一瞬でも気を抜けばすぐにでも意識を失うだろうと本能的に理解していた。

　この声が脳裏に響いた途端にセトがああも怯おびえたというのは、目の前にいるのがどれほどの存在なのかを本能的に悟っていたからなのだろうとレイは数千年を生きたリッチの姿に圧倒されながらも頭の隅で理解する。

　姿としては非常にシンプルなリッチのそれだった。骸がい骨こつがローブを着込んでおり、その手には魔法の杖つえが握られている。そして頭ず蓋がい骨こつには何らかの王冠のような物を被かぶっているという、それだけなのだ。だが、その姿を見た瞬間にレイが感じたのは『死』という概念だけであった。

『む？　すまんの、ちょっと刺激が強すぎたか。……これでどうじゃ？』

　リッチが呟くと、徐々にではあるが目の前の存在から感じられる圧迫感が消えていく。そして数秒後にはレイも何とか身動きが可能なレベルになっていた。

『ほう、このくらいでもう動けるか。さすがゼパイル殿の後継者といったところか』

　褒めるような声がレイの頭の中に響いてくるが、その賞賛の声にもレイはただ苦笑を浮かべるのみだった。

（セトがランクＡのグリフォン。……だとするとこのリッチにモンスターランクを当てはめるとしたらランクＳか？　いや、そんなレベルで収まるものじゃないだろ。……さすが数千年を生き抜いたリッチと言うべきだろうな）

『改めて挨あい拶さつをしておこうか。儂が先程からお主と話をしていたリッチ……いや、リッチロードのグリムじゃ。よろしくのう、ゼパイル殿の遺志を継ぐ者よ』

「レイだ。……まだまだ研鑽中の身ではあるが、いつか俺もそのゼパイルの遺志を継ぐのに相応しい力を身につけたいとは思っている」

『うむ、これからも修練を怠らぬようにな』

　目の前に浮かんでいるリッチからは、不思議なほどにレイ自身に対する敵意というものは感じられない。いや、どちらかと言えば親しみを感じさせるような雰囲気すら漂っている。それは、グリムと名乗ったリッチがゼパイルに対して抱いていた憧あこがれが影響しているのだろうというのはレイにも理解出来た。

　そして、ふとそんなグリムの視線が壁の隅で怯えつつもレイを心配そうに見つめているセトへと向けられる。

　自分に視線が向けられたと知るや否いなや、恐怖で身体を震わせつつ、それでも自分の大好きな相棒を守るために一歩を踏み出す。

『ほう、幼き身なれど儂に立ち向かうか。見事じゃ。レイよ、お主の魔力で生み出されただけあってその潜在能力は底知れぬものがありそうじゃな。……じゃが、今も言ったがまだまだ幼き魔獣よ。魔獣術としての真価を発揮するためには今しばらく研鑽のときが必要じゃろうて』

　眼球の無い頭蓋骨でセトを一いち瞥べつし、満足そうに頷くと言葉を続ける。

『このまま無事に成長を続けたなら、それこそゼパイル殿たちの魔獣術で生み出された魔獣のように、一匹で一国の軍隊を圧倒するような魔獣に成長するやもしれんな。その成長速度と多種多様なスキルを習得していくのが魔獣術最大の強みじゃ。次に会うときにどれほどの力を得ているのか……楽しみにしておるぞ』

　グリムから感じる圧力に耐えつつ、当然だとばかりに鳴き声を上げるセト。

　セトにしても、グリムが現れたときに脅えてしまったのは許せなかったのだろう。

　今回はグリムがレイに対して友好的だったから、特に被害は無かった。だが、もしこれがレイに敵対的な相手だったとしたら？　そんな相手を前にしたときでも、自分は大好きな相棒を守れずにただ脅えていることしか出来ないのは嫌だと。

　そんなセトの様子に、どことなく愉快そうな雰囲気を発しつつグリムは口を開く。

『さて、儂もそろそろこの辺で失礼させて貰おうかのう。こう見えて色々と忙しい身じゃて』

　そう告げ、その身体が次第に薄くなっていき……数秒後にはグリムの姿はどこにも無かった。

『レイ、そしてセトよ。先程の女といい、今日は良き出会いに満ちていた。また機会があったら会おう。……いや、何かあったら対のオーブにて儂に連絡をすることじゃ』

　その言葉を残しながら。

　そしてグリムが消えた次の瞬間、今まで動きの止まっていたエレーナたちが再び動き出す。

「レイ、どうした？　地下六階に降りるってエレーナ様が言ってるんだが」

　呆ぼう然ぜんとグリムの消えた場所を眺めていたレイへとヴェルが声を掛けてくる。

　その声で我に返ったレイは、他の者に見つからないように対のオーブをミスティリングへと収納してからセトを急せかしてそのまま階段へと向かう。

　……どこか真剣な様子で何かを考え込んでいたエレーナと共に。




　リッチロードであるグリムの手で作られた階段を下り、十数分。空間魔法によって本当の地下六階へと続く階段と繫つなげられたその階段を下りた先には、まるで当然のように地下六階が広がっていた。

「うわ、あの声の主の言ってたことって本当だったな。まさか空間をねじ曲げて好きな場所に繫げるとか……おい、キュステ。あの声の主と戦いにならないで本当に良かったな。お前が短気を起こしてあの研究所を破壊なんかしていたらどうなっていたことか……」

「……」

　さすがに目の前でこうも非現実的な光景を見せられ、そして体験させられればキュステにしても地下五階で聞いた声の主がどれほどに現実離れした化け物だったのかというのは理解出来た。

　それが数千年のときを生きたリッチ……否、リッチロードであると知らないのは幸運なのか、不運なのか。とにかく、キュステもまたあの声の主と敵対しないで済んだ幸運に内心で胸をなで下ろす。

「で、これが地下六階な訳だが……」

　エレーナの声が周囲へと響く。

　視線の先に広がっていたのは、地下一階、二階、そしてたった今降りてきた地下五階と同様のダンジョンだった。

　薄く光る壁や、セトですら自由に戦闘が可能な通路の広さ。少なくともキノコの森といったような場所ではなく、普通にダンジョンと聞けば思い描くような場所だろう。

「とは言っても、この意地の悪いダンジョンの内容を考えるとここが普通の場所だとは思えないんだよなぁ」

　ヴェルのしみじみと呟く声に、思わずその場の全員が頷く。

「それでも上の階層みたいにゾンビやら何やらの腐臭が漂ってないだけまだいいだろ。しばらくすれば麻ま痺ひしている嗅きゆう覚かくも元に戻るだろうし」

「……そうだな、ではレイ、セト、ヴェルの鼻がまともに動くようになるまでここで少し休憩にするか。特にヴェルは、上であの声の主の研究所に仕掛けられた罠わなを解除してから休憩も無しだったから丁度いいだろう。ただし、敵が来ないように警戒しながらだがな」

「え？　本当？　ラッキー」

　エレーナの指示にヴェルが喜びに満ちた声を上げ、グリムと直接接触したレイやセトも表情には出さないが安あん堵どしながらその場に腰を下ろす。

　幸い背後は階段であり、普通に通路で休憩しているよりは奇襲される可能性も少ないだろうという判断だ。

「いよいよ地下六階か。この階層を無事クリアして地下七階に行けば継承の祭壇だが……」

「エレーナ様？」

　ポツリと呟つぶやいたエレーナに、アーラがどこか心配そうな顔を向ける。

　だがエレーナは小さく首を振って何でも無いと答え、少しでも体力を回復させるべく目を閉じる。
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「よし、皆そろそろいいか？　探索を始めるぞ」

　エレーナが全員へ声を掛けたのは、休憩を始めてから一時間ほど経ったあとのことだった。

　全員がその声に従い、座っていた石畳の地面から立ち上がる。

「ここにはアンデッドがいないようだから隊列を多少変えるぞ。前衛をアーラ、キュステ。中衛を私、レイ。後衛をセト、ヴェルだ」

「よし、前衛だ。エレーナ様のために頑張って敵をこのパワー・アクスで粉砕してみせますね！」

「そうだな、頼りにしてるぞ」

　笑みを浮かべてアーラに言葉を返し、その他は特に言葉も無く隊列を整える。

「ヴェル、罠の確認をしっかりと頼むぞ。また裏の空間に紛れ込むのはごめんだからな」

「あいよーっと。まあ、あんな化け物のような奴がそんなにゴロゴロいるとも思えないけどね」

「それでもだ。油断はしないに越したことはない。皆も気を引き締めろ。この階層を突破すればいよいよ最下層、私たちの目的地でもある継承の祭壇がある場所だからな」

　エレーナの声に全員が頷うなずき、つい数分前まで休憩していたとは思えないほどに真剣な表情になり探索を開始する。

　そしてその状態のまま地下六階の入り口とも言える場所から歩を進め、いよいよ地下六階のダンジョンへと足を踏み入れた。だが……




「何か拍子抜けかも？」

　キュステの横でアーラが不満そうに呟く。

「アーラ、気持ちは分かるが油断はするな。いつモンスターが襲ってくるか分からないんだぞ」

　窘たしなめるようにキュステが注意するが、アーラは周囲を見回しながら肩を竦すくめる。

「地下六階に突入してから一時間近く経つのに、モンスターの一匹も出てこないんだよ？　罠の類たぐいも無いし、あると言えば分岐路だけ。これでどう警戒しろっていうのよ」

　そう。意気込んで地下六階へと踏み出したものの、アーラの言うようにモンスターの類は一切現れず、同様に罠の類もない。あるのは数ヶ所の分岐路のみというありさまだった。

「……ねぇ、もしかしてまた無限ループに入ったとかじゃないわよね？」

　ボソリと呟いたアーラの言葉に、今度は後衛のヴェルが首を振る。

「その心配は無いな。今のところは、と但し書きが付くが。レイもそう思うだろ？」

　自分と同じく感覚が鋭いというのは上の階層で理解していたのか、レイへと同意を求めるヴェル。

　レイもまた、ヴェルの意見と同様なのか小さく頷く。

「そうだな。同じような通路に見えるが、微妙に違っている。少なくとも上の階層のような無限ループの類ではないだろう」

　レイの背後から同感だと言わんばかりにセトが鳴く。

　つい二時間ほど前に遭遇したグリムに怯えていたような様子は、すでに微み塵じんもない。

（……こういうのは立ち直りが早いというのか、それとも現金だというのか……ん？）

　内心でそんなセトの様子を考えていると、ふと隣から視線を向けられているのに気が付く。レイの隣にいるのはエレーナであり、当然視線の主もエレーナだ。

「どうかしましたか？」

「……いや、何でも無い。ちょっと考え事をしてただけだ」

　その言葉は明らかに何かを誤魔化すようなものだったのだが、エレーナの立場を思えばそれを無理に追及するのも気が引け、そのまま流す。

　そんな風に会話をしながら進むこと約二十分。レイの背後にいたセトがピクリと反応する。

　それに十秒ほど遅れてレイが、さらに数秒遅れてヴェルが気が付く。

「アーラが来て欲しいって言ってたおかげで、お客さんだぞ」

「……え？」

「モンスターだ。前方から数は四……いや、五か？」

「全員、戦闘準備だ。ヴェル、背後からは？」

「そっちは今のところ問題無しかな」

「よし、ならば一気に殲せん滅めつするぞ。……アーラッ、防げっ！」

　指示を出した途端に前衛のアーラへと咄とつ嗟さに叫ぶエレーナ。そしてエレーナに心酔しているアーラは、何の疑問もなく手に持っていたパワー・アクスを盾にするように前へと突き出す。

　その瞬間、キィンッという金属音が周囲へと響き渡る。そして反射的に放たれるキュステの魔ま槍そう。

　だが攻撃してきた相手の一瞬の隙を突くかのように放たれた魔槍は、敵ではなく空を貫く。

「気をつけろ、素早いぞ！」

　キュステの声が周囲へと響く中、それぞれが自分の武器を構えて敵を警戒する。

　やがて仄ほのかに光っている迷宮の壁が照らし出すようにして現れたのは、巨大な狼だった。

　足先から頭の高さまででレイの胸ほどまでもある大きさを持っており、その上うわ顎あごからは地球ではすでに絶滅したサーベルタイガーのように長く鋭く深緑の牙きばが二本伸びている。そして背から触手のような物が左右で一本ずつ生えており、ヒュンヒュンと鋭い音を立てて空中を蠢うごめいている。アーラを攻撃したのもその触手による一撃だったのだろう。

　そんな巨大な狼がヴェルが言ったように全部で五匹、隙を探し出そうとでもいうようにレイたちを牙と同様の色を持つ深緑の瞳ひとみで観察している。

　目の前にいるモンスターの存在をレイは知っていた。例によってモンスター辞典に載っていたのだ。

「エメラルドウルフ……」

「レイ、知ってるのか？　なら情報を頼む」

　ミラージュをいつでも放てるようにしながらエレーナが尋ねる。その質問に、レイもまたデスサイズを構えながらエメラルドウルフの情報を思い出す。



【エメラルドウルフ】

　個体ではランクＣモンスターだが群れる習性があり、群れた場合はランクＢ相当となる。最大の武器はその牙……ではなく背から伸びている触手で、生きている鞭むちのようなもの。その触手を自由自在に操って敵にダメージを与え、最後の一撃として牙を突き立てる。また、身体能力も非常に高く、初歩的な風の魔法をも使う。





「……なるほど、かなり厄介な敵って訳ね」

　レイの説明を聞き、パワー・アクスを構えるアーラ。他の者たちも同様にいつでも攻撃を仕掛けられるよう各々の武器を構えていた。

「ガアアァァァァッ！」

　先制の一撃はエメラルドウルフから。その吠ほえ声と同時に、突風が吹きつけてレイたちの視線を塞ふさぐ。そして感じる二つの殺気。

「はぁっ！」

　殺気に咄嗟に反応し、周囲にいるパーティメンバーに命中しないようにレイは魔力を通したデスサイズを振るう。

「ギャンッ！」

　その一撃は、壁を蹴けって三角跳びの要領でレイへと襲い掛かったエメラルドウルフの一匹を見事に真っ二つに斬り裂いていた。

　だが、今の一撃で倒したのはあくまでも一匹だけであり、残る一匹は……と視線を周囲へと巡らせると、前方には五匹いたはずが、現在では二匹しか存在していない。

　一匹はレイの持つ魔力に惹ひかれて襲い掛かり逆に斬り裂かれ、残り二匹はエレーナたちの背後。突風を目隠しにしてレイに斬り裂かれたエメラルドウルフ同様壁を蹴って回り込んだのだろう。セトとヴェルと向かい合っている。

「ランクＣモンスター相手にヴェルでは近接戦闘は不利だ！　レイ、ヴェルと入れ替わってセトと共に後方に回り込んだ二匹に対処しろ。ヴェル、お前は中衛でレイたちに弓で援護を。アーラ、キュステ。私たちは前方の二匹を片付けるぞ！」

　エレーナの指示に従い、素早く隊列を入れ替えるレイとヴェル。そのまま入れ替わった勢いを利用してデスサイズでエメラルドウルフへと斬り掛かるが……

「グルゥッ！」

「ちぃっ！」

　死角から襲い掛かってきた触手の一撃にセトが吠え、咄嗟にセトの隣まで跳躍してその攻撃を回避する。

　そのタイミングに合わせるように、レイへと向かってその素早い動きで襲い掛かる二匹のエメラルドウルフ。だが……

「グルルルルルルルゥッ！」

　その俊敏さも、セトの使う王の威圧により一割ほど動きが遅くなる。

（身が竦すくんで動きは止められなかったが……これだけでも十分だ！）

「エレーナ様、セトが雄お叫たけびを使いました！　エメラルドウルフの速度が落ちたので、今のうちになるべく数を減らして下さい！」

　襲い掛かってきた触手をデスサイズで一刀の下に斬り裂き、背後でミラージュを操りアーラとキュステの二人を援護しているエレーナへと声を掛ける。

「そうか、雄叫びか！　助かる。ヴェル、今なら矢も回避されにくいはずだ。撃て！」

「了解っと！」

　エレーナへと返事をするや否いなや、ヴェルは矢筒から数本の矢を取り出して続けざまにエメラルドウルフへと撃ち込み、同時にその場にいる全員が全力で攻撃を開始する。

　王の威圧の効果により動きの鈍くなったエメラルドウルフがそれらに耐えられるはずもなく……数分後には、襲ってきたエメラルドウルフは全て息絶え、地に伏していた。




「ふぅ、何とか片付いたな」

　エレーナが安堵の息を吐きつつミラージュを振るい、その刃やいばに付いた血を飛ばして鞘さやへと納める。

　周囲をぐるりと見回すが、自分たちを狙って襲い掛かってきたエメラルドウルフはすでにその全てが屍しかばねを晒さらしていた。

　自分が頭部を貫いたもの、アーラによって胴体を切断されたもの、レイによって首を切断されたもの、セトのファイアブレスによって燃やされたものと様々だが、全て息をしていないというのは共通している。

「雄叫び、か。セトのあのスキルが無ければここまで簡単には片付かなかっただろうな」

　そもそも狼型のモンスターというのは、基本的には力よりも素早さや連携を重視した戦いをする。そしてセトの雄叫び──王の威圧──は上う手まくいけば動きを止め、最低でも素早さを一割程度ではあるが落とすのだ。一割。たった一割と見るか、一割も落とすと見るべきか。どちらが正解なのかは、エレーナの目の前に広がる光景を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

　パーティメンバーへと視線を向け、その誰もが体力的にまだまだ余裕があるというのを見て小さく頷く。

　やはりこの地下六階へと降りてから十分に休憩を取っておいて良かったと判断したのだ。

　そして襲ってきたエメラルドウルフもセトのおかげで、それほど苦戦せずに倒せたというのがエレーナの心を軽くしていたのと同時に、改めてレイとセトという一人と一匹の力量を感じさせられる。

（いや、今はよけいなことを考えているときではない。出来るだけ早く最下層に続く階段を見つけなければな。どのような理由があれ、レイは私の……否、私たちの味方。それでいいではないか）

　軽く頭を振り、妙な考えを振り払い、戦闘で乱れた黄金の如き輝きを放つ髪を搔かき上げる。

「レイ、モンスターの回収を。それが済んだら早速探索を再開する」

「はい、分かりました」

　エレーナの指示に従い、斬り裂かれたエメラルドウルフの死体をミスティリングへと収納していく。

　セトのファイアブレスにより焼死させられたものも、毛皮は使い物にはならないが魔石や肉、牙といった部分はまだ回収可能な状態だった。

「よし、セト。よくやったぞ。毛皮以外は十分使い物になる」

　頭を撫なでられ、喉のどの奥で嬉うれしそうに鳴くセト。

　セトにしてもモンスターの素材が多く取れるとレイが喜ぶというのを理解しているので、本来であれば肉や骨も燃やしつくすところを加減したのだ。セトが嬉しそうに鳴いているのは大好きなレイに褒められたというのもあるが、その手加減が上手く出来たというのもあるのだろう。

　それから数分、大雑把にだが血抜きをしてエメラルドウルフを全てミスティリングに収めると、地下六階の探索が再開される。

「アーラ、もうよけいなことを言うなよ。お前が何か呟つぶやく度に俺たちがピンチになっている気がするからな」

「ちょっ、それは言い過ぎじゃない!?　偶然私が喋しやべってるのとタイミングが重なっただけでしょ」

　キュステとアーラの言い合い……と言うよりはじゃれ合いを聞きながらダンジョンを進んで行く。そして……

「っと、ストップ。落とし穴だ」

　ヴェルがそう言って皆を止め、進行方向の地面へと視線を向ける。

「うーん、解除するまでもないな。特に連動している罠わなの気配は無いし、何か適当な物で落とし穴を起動させてしまえば問題無いだろ。レイ、アイテムボックスの中に何かないか？　適当な重さと大きさがあれば十分だが」

「ちょっと待ってくれ」

　ヴェルの求めに応じて、脳裏にミスティリングのリストを表示する。

（槍は投とう擲てきに使うから駄目、その他の武器も……そう言えばアーラが使って折れそうになった剣があったな）

『鷹たかの爪』から巻き上げた長剣を思い出し、それを脳裏のリストから選択して使い物にならなそうな長剣をヴェルへと渡す。

「ほら、これでいいだろ」

「んー、ちょっと軽そうな気がするな。落とし穴が作動するかどうか。いや、その分強く投げればいいのか」

「レイ殿、それはちょっと……」

　ヴェルは最初は悩んだが、すぐに頷うなずきその長剣を手に取る。

　アーラは渡された長剣がどういう素性の物なのか、多少ではあるが使っていただけに気が付いたのだろう。己おのれの未熟さのために駄目にしてしまった長剣なのだから無理もないのだが。どこか拗すねるように呟くアーラへ、ヴェルは面白そうな視線を向けてその口元へと笑みを浮かべる。

「なるほど、そう言えばこの長剣はアーラが借りてた奴か。まあ、アーラの酷使に耐えきれなかった訳だが」

「……ヴェル、何ならその長剣の代わりにヴェルを落とし穴の犠牲にしてもいいんだけど、どうする？」

「あ、あはははは。冗談だよ冗談。でも、どうせこの長剣はもう敵に投げつけて使う程度しか使い道がないだろ？　ならこの機会に使うのは、そう間違ってないと思うけどな」

「……分かったわよ」

　渋々ではあるがアーラが納得したところで、ヴェルが長剣を目的の場所へと鋭く投げつける。

　さすがに短剣を投げるときのように素早くはないが、それでもそれなりに力の籠こもった投擲で放たれた剣は地面へとぶつかり……そのまま直径二メートル程度の穴を空けて地面へと沈み込む。

「思ったよりも広かったな」

　そう呟き、落とし穴の中を覗のぞいたヴェルは思わず顔を顰しかめる。

「うわっ、えげつないな」

　ヴェルの視線の先にある落とし穴の底には、鋭く尖とがった剣山とでも呼ぶべき金属で出来た一メートルほどの棘とげが無数に生えていた。

　もしこの落とし穴に落ちていたとしたら、よほど業わざ物ものの鎧よろいなり防御力を高めるマジックアイテムの類たぐいを装備していない限り、底に設置されていた棘で足裏から貫かれていたはずだ。

　その様子を想像したのか、エレーナが不愉快そうに眉まゆを顰ひそめる。

「とりあえず見え見えの罠で助かったってところだな」

　そう言うヴェルだが、落とし穴自体はかなり巧妙に隠いん蔽ぺいされていたため、恐らくヴェルがいなかったら誰かが引っ掛かっていた可能性は高いだろう。

（まあ、薄き焰ほのおを使えばこの類の罠は大体発見出来るんだが）

　レイの脳裏に、無限ループの空間を抜け出すときに使用した魔法が浮かぶ。薄き焰はまさに探索用の魔法であり、ダンジョンに一人で……否、セトと共に一人と一匹で挑むときには欠かせないだろう魔法だ。

　もっともその薄き焰にしても、探索出来るのはあくまでも床、壁、天井のみなのでそれ以外に設置されている罠──空中に浮かんでいるトリガー等──の発見は不可能なのだが。

「この落とし穴はこうして空けておけば、誰かがあとから来ても発見は容易たやすいだろう。……モンスターに修復されたりしなければだがな」

　エレーナの呟きに頷き、そのまま一行は探索を再開する。

　そのあとも一応モンスター等は現れたりはするのだが、ゴブリンだったりファングウルフだったりとこれまでに倒してきたような、いわゆる雑ざ魚こモンスターがそれなりの頻度で現れる程度だった。しかし……

「ストップ。前方方向の床に隠されたスイッチを発見だ」

「またぁ!?　このダンジョンを作った人って絶対に性根が捻ひねくれまくってるわよね！」

「おいおい、ダンジョンを作ってるのは人じゃなくてダンジョンの核コアだっての。いやまあ、だからこそ性根が捻くれてるんだって言われたら、それには頷くしかないけどよ」

「……ヴェル、言い合いはいいからスイッチのある場所を示してくれ」

　アーラとヴェルのやり取りに呆あきれつつもヴェルを促すキュステ。

　落とし穴を最初に見つけてから数時間。出て来るモンスターは最初に出て来たエメラルドウルフ以外は殆ほとんど雑魚でしかないものの、その代わりとでも言うように至る所に罠が仕掛けられていたのだ。

　当初はその全てを解除しながら進んでいたエレーナたちだったが、さすがに時間を取られすぎだということで、今では連鎖的に発動しそうな罠のみを解除し、それ以外は発動させないようにスルーして進んでいた。

　今回ヴェルが見つけたスイッチも床と同色でほんの少しだけ盛り上がっているというもので、そこにスイッチがあると知らなければ一行の誰かが踏んで罠を作動させていた危険性が高い程度には巧妙に隠されていた。

「一応スイッチの周辺には他に罠は無いみたいだから、そのスイッチだけを踏まないで進めばいいと思う」

　ヴェルのその意見に従い、スイッチを踏まないように避けて奥へと進んでいく。そうして進み、次に現れたのは十字路だった。エレーナたちが進んできた通路から見て、左右と前方の三つに分かれている。

「さて、どうする？　まあ、どのみち地図が無い以上は勘程度しか頼るものはないんだが……いや」

　クンッ、と鼻を鳴らして右の方へと視線を向けるヴェル。

　ヴェルが嗅かぎ取った臭いをレイもまた嗅ぎ取っている。その二人よりも嗅きゆう覚かくが鋭いセトに至っては言うまでも無い。

「右の道は獣臭いな。恐らく何らかのモンスターがいるのは確実だと思う」

「となると、左か前だが……レイ、頼む」

「また俺ですか？」

「どのみち指針となるようなものは無いのだから、それならばダンジョンに潜る冒険者の勘に頼った方がいいだろう」

「……いや、俺はダンジョンに潜るのはこれが初めてなんですが」

　そうは言うものの、何らかの頼りになる指針の類が無いというのも事実な以上は、結局何かで進む道を決めないといけないのだ。

　前方へと視線を向け、次に左へと視線を向ける。

　どちらも壁が仄ほのかに光っており、数メートル程度の距離ならともかくそれより先を見通すことは出来ない。そんな中、レイが選んだのは……

「じゃあ、左で」

　殆ど直感に従い、左を選択する。

「では進むとしよう。だがその前に隊列を入れ替えるぞ。どうやらこの階層はモンスターよりも罠がメインのようだからな。前衛のアーラと後衛のヴェルが交代だ。アーラは背後からの奇襲を、ヴェルはより罠に注意を向けてくれ」

　エレーナの指示に従い隊列を変更した一行は、レイの示した左の道を進んでいく。

　……そして十分もしないうちに、再び罠を見つけた。

　どうやら他の罠と連動しているらしいとヴェルが感じ、その罠を解除している間は皆で休憩しながら襲撃を警戒する。

「でもさぁ、この罠ってダンジョンの中にいるモンスターは引っ掛からないのかな？」

「その辺はモンスターを召喚しているダンジョンの核も考えてるんだろうさ。……いや、モンスターに罠の存在を教えてもゴブリンとかはそれを覚えていられるかどうかは微妙だな。そうなると、ダンジョン内のモンスターには罠が反応しないように出来ていると考えるのが自然か」

「……それってちょっとずるくない？」

「いや、俺に言われてもな。どうせ文句を言うのなら、俺に言うんじゃなくてモンスターに言ってくれ」

　ヴェルがアーラと話しながらも罠を解除し、いつものやり取りを聞きながら一行は進んで行く。そしてまた……

「はいストップ。また罠を発見っと」

「どこだ？」

　うんざりしたようなキュステの問いに、パーティの先頭にいるヴェルが五メートルほど離れた位置にある地面へと目を向ける。

「……スイッチらしきものは見当たらないが？」

　ヴェルの示した場所へと視線を向けるが、キュステの目には普通の通路のようにしか見えない。

　だがヴェルはそれも当然とばかりに頷く。

「そりゃそうだよ。スイッチじゃなくて、通路そのものが罠を作動させるトリガーになってるんだから。この先の通路の一部分を踏むと、それがトリガーになってる。……多分」

　これまでのヴェルと違い、どこか自信なさそうに呟く。

「どうしたんだ？　いつものお前らしくないぞ」

「いや、結構高度な仕掛けらしくてな。どうも完全に解除出来るかどうか分からないんだな、これが」

「……ならどうする？　一度あの十字路に戻って他の道に進むか？」

　周囲の様子を窺うかがいながら尋ねるキュステの言葉に、小さく首を振る。

「やめておいた方がいいだろうな。このダンジョンの構造上恐らく残り二つの通路の方にもこれと同様の罠が仕掛けられている可能性が高い。それなら戻って時間を消費するよりは、この罠を何とか解除して進んだ方がいいと思う」

「けど残りの通路にも罠があるというのはヴェルの勘でしかないんだろ？　なら試してみる価値が……」

「キュステ、俺も別に勘だけで言ってる訳じゃない。この地下六階をここまで進んできて感じた構造や罠が仕掛けられている場所やそのタイミングで推測したんだ。……そうだな。言い方はちょっと悪いが、この罠を解除出来ないようならこの先に進む資格は無しとでも言ってるような……」

　キュステに返事をしながら考え込むヴェル。

　そんな二人を見てエレーナは決断を下す。

「ここまで罠の存在を見抜いて解除してきたヴェルの意見だし、聞く価値はある。……ヴェル、この罠の解除は出来そうなのか？」

「慎重にやればなんとかってところかな。今までみたいに素早く解除しろってのは無理っぽい」

「……分かった。ならゆっくりでもいいから確実に解除してくれ。それと、この先に何があるか分からんから一人を警戒要員として残りは体力を回復するためにも休憩に入るぞ。とは言っても、こちらにはセトもいるからそこまで集中はしなくてもいいがな。最初の警戒はレイ、お前に任せる」

「分かりました」

　エレーナの言葉に頷き、レイはセトと共に何かあったらいつでも反応出来るように見張りに立つ。




「よし、解除完了っと」

　ヴェルがそう宣言したのは、罠の解除に取り掛かってから二時間ほどしてからのことだった。

　すでに見張りもレイからアーラ、アーラからキュステへと替わっており、そろそろエレーナが交代をしようと考えていたとき、周囲にヴェルの声が響き渡ったのだ。

「ご苦労。ヴェルも罠の解除には時間が掛かっただろうし、少し休め。このまま進んで敵に遭遇したら厄介なことになりかねないからな」

「さすが我等が女王様。部下の人心掌握もお手の物ってね」

　罠の解除によほど集中していたのだろう。どこか疲れたようにそう呟きながら仄かに光っているダンジョンの壁へと寄り掛かる。

　そんなヴェルの様子に苦笑を浮かべつつ、エレーナはキュステと交代して周囲の警戒を始めた。

「ご苦労だったな」

「あいよー。まあ、俺の本職が本職だからね。ただ、このダンジョンに潜ってからその活躍の場が多い……っていうか、多すぎるって感じはするけどさ」

　苦笑を浮かべながら、腰のポーチから水筒を取り出してキュステへと勧めるヴェル。

「悪いな」

　キュステもまた苦笑を浮かべつつその水筒を口へと運ぶ。

「全く、男二人でだらしないわね」

「……お前、自分がマジックアイテムの効果で体力を消耗してないだけだろ」

　アーラのどこかからかうようなその口調に、ジト目を向けるヴェル。アーラにしてみればいつもからかわれている仕返しといったところか。

　そんな三人のやり取りを眺めながら、レイは床に寝転がって周囲を警戒しているセトに寄り掛かり、その背を撫なでてやる。




「さて、じゃあそろそろ探索を再開するとしようか」

　エレーナがそう宣言したのは、ヴェルが休憩をしてから三十分ほど経ったあとのことだ。

　その台詞せりふに皆が頷き、立ち上がってそれぞれの武器を構える。

「ヴェル、お前にはもう少し負担を掛けるがよろしく頼む」

「はいはい、お任せあれってね。残り一階層分くらいはなんとか頑張ってみせますよ」

「任せる。隊列に変更は無い。では行くぞ」

　前衛がヴェル、キュステ。中衛がレイ、エレーナ、後衛がアーラ、セトという隊列のままで罠わなが解除された通路を進んで行く。

「ねぇ、ヴェル。そう言えば結局解除した罠ってどういう罠だったの？」

　通路を進みつつ、アーラがヴェルへとそう尋ねる。

　罠がないかどうか周囲へと鋭い視線を向けながらも、それでもなお軽い口調でヴェルは答えた。

「聞きたい？　まあ、そこまで言うなら教えてもいいか」

「……何、その勿もつ体たいぶった感じは。そこまで凄すごい罠だったの？」

「凄いって言うか、えぐいっていうか。簡単に言えば踏み込んだ途端天井が崩れる罠だったよ」

「ちょっと、何よそれ。そんなの回避出来るはずないじゃない」

　啞あ然ぜんとした顔で通路を進むアーラだったが、そこにキュステが口を挟む。

「と言うか、ここの天井が崩れたりしたら地下五階の床も崩れるんじゃないのか？」

「さてどうだろうな。その辺までは俺にも分からないけど、内部に森があったり川が流れてたりするダンジョンだぞ？　ここの天井が崩れても、上の階層には全く影響が無いと言われても驚かないけどね」

「……確かに」

　キュステはここまでに体験してきた数々の理不尽な状況を思い出して思わず納得してしまう。

　そんな風に会話をしつつ、通路を進み始めて三十分。不思議なことに、これまでは嫌になるほどに仕掛けられていた罠の類が一切見つかっていないのを全員が疑問に感じつつも進んで行く。

「やはりこれは……ヴェルが先程言っていた話が正しいのかもしれないな」

　罠が無いとはいっても、いつモンスターが襲ってくるかは不明なためにミラージュを手にエレーナが呟つぶやく。

「さっきの罠が一種の試しだって話ですか？」

　レイもまた、デスサイズをいつでも振るえるようにしながらエレーナへと答える。

「ああ。この階層に突入してからの罠の多さを考えるに、さっきの罠が最終試験のようなものだったのだろう」

「……エレーナ様、正解かも」

　そんなエレーナとレイの会話を聞いていたヴェルが、視線の先にとある物を発見して思わずそう呟く。

　ヴェルの視線の先にあった物。それは高さ五メートルはあろうかという巨大な扉だった。それも両開きの扉であり、見るからに威圧するような巨大な棍こん棒ぼうを振るっている巨人が彫られている。

「何か、あの扉を見てから嫌な予感しかしないんだけど」

　うんざりしたという口調のヴェルに、レイは苦笑しつつも歩を進める。

「言いたいことは分かるけど、あの扉を開けて部屋の中に入らないという選択肢を取るのなら、さっきの十字路まで戻るしかないぞ」

「だよなぁ。でもってきっと他の二つの道の先にもきっとここと同じような扉があるんだろうなぁ。……しょうがない、覚悟を決めますか」

　パンッと気合いを入れるように両頰を叩たたき、早速扉を調べに掛かるが……数分も経たないうちに肩を竦すくめながら断言する。

「罠は無し。やっぱりさっきのが最後の罠だったみたいだ」

「よし。なら早速中に入るとしよう。中で何が待ち受けているか分からんから、各自油断はするなよ」

　エレーナのその言葉に全員が頷うなずき、ヴェルがシーフとしての責任感からか巨人が彫り込まれているその扉を開く。すると中には……

「ゴブリン、か？」

　思わず呟くレイ。

　扉の開けられた部屋は広大といってもいいだろう。レイがざっと見回したところでは、五百メートル四方程度の正方形をしている部屋のように見えた。

　そして広大な部屋の中にいたのは、レイの腰の高さほどの身長しかない緑色の皮膚と短い角に醜い顔つきをした存在である。

　普通に考えればゴブリンとしか判断出来ない姿だったのだが、何故かレイの胸にはその存在をゴブリンと断定することに対して違和感があった。

（ここまで仰々しく巨人の姿が描かれた扉の先にいたのがゴブリン？　そんなことがあり得るのか？　このダンジョンの底意地の悪さを考える限り、そんなに簡単な敵を用意するとは思えないが……）

　レイが内心で考えている間にも、部屋の中にいたゴブリンがレイたちを見つけて棍棒を持ちながら駆け寄って来る。

　その様子をみて、思わず呆あきれたのだろう。キュステとヴェルの二人が前へと一歩踏み出す。

「エレーナ様、ゴブリン如きは私たちで十分です」

「……何か妙な感じが……まあ、キュステがいれば確かにゴブリン如きはどうとでもなるだろうけど」

　レイと同様の違和感を覚えながらも、ヴェルは前へと出るキュステの援護をするべく弓を引く。

（巨人の扉の中身がゴブリン……待て。巨人？　ゴブリン？　確かモンスター辞典の中にそんなのが……スプリガンッ!?）

　連想ゲーム的にその答えに辿たどり着いたレイは咄とつ嗟さに叫ぶ。

「敵はゴブリンじゃない、スプリガンだ！」

　その声に最初に反応したのはレイの隣にいたエレーナだった。ミラージュを構えながら前へと出る。

　同時にその理由は分からずとも、エレーナが前線へと向かったと言うだけで判断は十分とばかりにアーラもそのあとに続く。

　そしてエレーナたちが全員中に入ると、まるで誰かがそれを確認していたかのように巨大な扉は自動的に閉じられたのだが、スプリガンという存在を目にしたエレーナたちはそれに全く気が付かない。

「キュステ、下がれっ！」

　自分へ向かって来る相手に槍やりを構えていたキュステへと鋭く叫ぶエレーナ。だが、それはほんの数秒遅い忠告だった。

　本来であればレイの腰程度までの大きさしかなかったゴブリン。その認識で槍を突き出そうとしていたキュステの前に、突然緑色の壁が広がったのだ。

　否いな、それは壁ではない。身長六メートルにも達しようかという巨大なモンスターの皮膚だ。



【スプリガン】

　普段はゴブリンと見間違うかのような大きさで暮らしているが、いざ戦闘になると巨人という本性を露あらわにする。巨人と醜い小人という二つの姿を持つモンスターだ。巨人族の一種ではあるのだが、低い知性と人の肉を好んで食うという獰どう猛もう性を持つ、極めて凶悪なモンスターである。モンスターランクはＢ。





　オークの集落でレイが倒したオークキングと同レベルのモンスターだ。

　人肉を好み、凶暴だという点ではレイとセトが地下四階で戦ったオーガと似てはいるが、オーガと違いある程度の狡ずる賢がしこさというものを持っている点が始末に負えない。それでもより上位の巨人族のように魔法を操ることが出来ないというのは、エレーナたちにとって救いだっただろう。

「ガアアァァァアッ！」

　スプリガン自体が巨大化した影響によってか、その手に握られていた棍棒もまた巨大化していた。オーガが持っていた木を直接引き抜いただけの物とは違い、先端が大きく重く加工されており、殴ったときにより相手へと強力なダメージを与えられるように工夫されている。その棍棒がキュステ目掛けて振り下ろされ……

　ガキンッ！

　エレーナが振るったミラージュの刀身が鞭むち状に伸び、その剣先を振り下ろされる直前の棍棒の先端へと突き刺して強引に軌道をずらす。

「ちぃっ！」

　キュステもまた瞬間的に我に返り後方へと飛び退き、同時にヴェルがそんなキュステを援護すべくスプリガンへと矢を放つ。だが……

「噓だろ!?　矢が刺さらないってどういう皮膚をしてるんだよ！」

　巨体ゆえに的も大きいとばかりに放たれた五本の矢は、その全てがスプリガンの胴体へと命中し、そして全てが皮膚に傷すらも付けられずに床へと落ちた。

「狙うのなら胴体じゃなくて顔を狙え！　顔なら目や口に命中すればダメージを与えられるはずだ！」

　デスサイズを構えながら、ヴェルの横を駆け抜けつつ叫ぶレイ。その隣には当然の如くセトが付き従っている。

「ガアアァァァッ！」

　後方へと跳び退すさったキュステとは逆に、自分に向かって突っ込んでくるレイとセト。そしてレイたちとは少し離れた位置から同様に突っ込んでくるアーラに気が付いたスプリガンが苛いら立だたしげに咆ほう吼こうし、持っていた棍棒を大きく振り上げる。

「アーラ、俺が奴の気を引きつけるからお前は足の腱けんを狙え！　お前の力とパワー・アクスならスプリガンにもダメージを与えられるはずだ！」

「分かりました！」

　アーラへとそう叫び、スプリガン目掛けて大きくデスサイズを振るうレイ。

「飛ひ斬ざん！」

　その言葉と共に放たれた飛ぶ斬撃は、今にも棍棒を振り下ろしかけていたスプリガンの胸元へと一文字の大きな傷を付ける。だが……

「ちぃっ、浅いか！」

　ヴェルの放った矢とは違い、デスサイズから放たれた飛斬は確実にスプリガンへと傷を付ける。振るわれた斬撃に沿った大きな傷だ。だがその一撃は傷の範囲こそ広いものの、しょせんは皮と多少の肉を斬り裂いただけで、骨にすら届いていない一撃だった。

　スプリガンもまたその程度の傷など気にもせずに……それでも自分に傷を与えたレイ目掛けて巨大な棍棒を振り下ろす。

「グルルルルルゥッ！」

　そんなスプリガンへと王の威圧を発動するセト。速度の鈍った一撃を横へと跳んで回避したレイは、そのまま振り下ろされた棍棒の上側へと飛び移り、腕を駆け上ってスプリガンの首を狙ってデスサイズを振るう。だが……

「ガアアアァァァッ！」

　レイが振るうデスサイズの一撃がどれほどの威力を発揮するのかを本能的に察したスプリガンは、棍棒を持って無い左腕で咄嗟に首を庇かばい、左手の手首から先を切り落とされて苦痛の声を上げる。

「ちぃっ、オーガならこの一撃で仕留められたものを！」

　地下四階で戦ったオーガの姿が一瞬だけ脳裏を過よぎり、スプリガンの肩を蹴けって攻撃範囲から離脱する。

　手首から先を失い、血が流れている左腕を振るってレイへと追撃を掛けようとするスプリガンだったが、そこへ素早く伸びてきたのはエレーナの操るミラージュだ。まるで空中を舞い踊る蛇の如く複雑な軌跡を描きつつ迫り、ヴェルの矢すら通さなかったスプリガンの胸板へとその剣先が突き刺さる。

　その一瞬。予想外のその一撃により思わず動きを止めてしまったそのとき、エレーナの声が周囲に響く。

「アーラ！」

　その声に従い、いつの間にかスプリガンの足下まで移動していたアーラがその手に持っていたパワー・アクスを振り上げ……スプリガンの左足へと振り下ろされる！

　アーラ自身の剛力と、マジックアイテムでもあるパワー・アクス。その二つの効果が発揮された一撃は、確かにスプリガンの左足──正確には足首──へと振り下ろされ、その半ばまでを断つことに成功する。

「ガアアアアァァァッッ！」

　悲鳴を上げつつ、足の腱を断たれては立っていることも出来ずにその場へと膝ひざを突くスプリガン。

「よし！　今のうちだ、畳み込め！」

　エレーナの命令に従い、全員が一斉にスプリガンへと向かって襲い掛かる。

　レイの操るデスサイズが、エレーナの操るミラージュが、アーラの操るパワー・アクスが、キュステの操る水の魔ま槍そうがそれぞれにスプリガンの頑丈な身体へとダメージを蓄積させていき、ヴェルの放つ矢もスプリガンの頭部を狙って幾本も放たれる。

「グルルルルルゥッ！」

　そしてセトの上空からの叩き付けるような一撃によりスプリガンの命の炎が消え、その巨体を地面へと沈める。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　目の前にあるのは、身長六メートルを超える体たい軀くを持った巨人族の一種でもあるスプリガン。

　ランクＢモンスターであるスプリガンにしても、さすがにエレーナやレイといった強さを持った者たちと正面から戦っては為なす術すべもなく敗れ、現在ではその骸むくろをこの広い部屋に晒さらしている。

「エレーナ様、あれ！」

　そんなスプリガンを横目に、部屋の中を見ていたアーラがとある一点を指差す。

　そこにあったのは、スプリガンと戦う前には存在していなかった地下へと続く階段だった。

「なるほど。この部屋を守っていたスプリガンを倒すと地下へと続く階段が現れる仕組みになっているのか」

　頷くエレーナだが、その横ではヴェルが難しい顔をして何かを考えている。

「ヴェル？」

「あ、いや。何でも無い。ただちょっとさっきの十字路で他の二つの道に進んでもここと同じような、いわゆるボス部屋の類たぐいがあって、そこにいるモンスターを倒せば階段が現れるのかどうか、ちょっと気になっただけだから」

「そうだな、この部屋の様子を見る限りでは恐らくそうなのだろう。もっとも、あくまでも予想でしかないがな。実際にあの十字路から他の道に進んでみないと確実なことは言えないさ」

　スプリガンの死体を回収しているレイを見ながらアーラが告げる。

「でもエレーナ様、継承の祭壇の情報があるってことは誰か最下層に到達したパーティがいるはずですよね？　ならその人たちが倒した部屋に辿り着いていれば、そのまま階段があったんじゃないですか？」

　その疑問に答えたのは、話し掛けられたエレーナではなくヴェルだった。

「恐らく地下への階段を守っているモンスターが倒されると、ダンジョンの核コアが新しいモンスターを召喚するんだと思う。もっとも数時間程度で召喚し直されるのか、あるいは数日程度必要なのかは分からないけど」

「ダンジョンの核にとっても、ゴブリンのような弱いモンスターならともかくスプリガンのようなランクＢモンスターともなれば、召喚するのに時間が必要だ……と思いたいな。継承の祭壇で儀式を終えたあとでこの階層に戻って来たとき、またスプリガンと同ランクのモンスターがいましたというのはあまり洒落しやれにならん」

「せめてもの救いは、一匹だけだったってことですよね。エメラルドウルフのように群れをなして現れたりしたらどうなっていたか」

　アーラの言葉にエレーナが頷うなずく。

　そう。いくらランクＢモンスターとは言っても、しょせんは一匹である以上、手勢の多いエレーナたちにとっては戦うとなれば厄介だが、それでも絶望を覚えるような強さを持つ敵ではないのだ。

　レイは自分一人だけでスプリガンと同ランクのオークキングを倒した経験があるし、セトに至ってはランクＡモンスターなのだ。そして姫将軍と呼ばれるエレーナもまた、その一人と一匹に迫る戦闘力を持っているのだから。

「エレーナ様、スプリガンの回収終わりました」

　ふと目を向けていたレイが振り返り、掛けられた声に思わず意表を突かれる。

　何故か今レイと目が合ったとき、一瞬だけ頭の中が真っ白になったような気がしたのだ。

　とは言っても、それもほんの一瞬。すぐにいつものように冷静に物事を考えられるようになったエレーナは、最下層に続く階段へと視線を向ける。

（あの階段を下りれば最下層。継承の祭壇まではもう少しだが……消耗した体力のことを考えれば、ここで一晩過ごして体力や魔力を回復してから最下層に挑むべきだな。何しろ地下六階でランクＢモンスターが姿を現したのだ。最下層ではどのようなモンスターがいるか……）

　内心で考え、次いでその視線をヴェルへと向ける。

（それにヴェルもこの階層では相当量の罠わなを解除してきた。多少の休憩はとっているが、それでもゆっくりと休んだ方がいいだろう。シーフのヴェルが肉体的、精神的な疲労で罠の解除に失敗するなんてことになったら、ここまでの苦労が水の泡となるからな）

　数秒でそれらの考えを纏まとめ、こちらへと近寄って来るレイを含む全員へと声を掛ける。

「今夜はこの部屋で一晩を明かし、明日の朝に最下層に降りることにする。幸いこの部屋はあの巨大な扉が閉まっているおかげで、敵が侵入してくる可能性があるのは最下層への階段のみだろう。その分見張りも森のときのように忙しくなることはないはずだ」

　そこまで告げ、広い部屋を見回しながら言葉を続ける。

「それとスプリガンに代わるこの部屋の高ランクモンスターは、先程ヴェルが言ったように恐らくすぐに再召喚という真似は出来ないだろうが、それでも気を抜かないように。もしその兆候があった場合は見張りの者はすぐに全員を叩たたき起こせ」

「その場合、再召喚されたモンスターは倒すのでしょうか？」

　キュステの問いに、小さく首を振るエレーナ。

「召喚されたモンスターによる、としか言えないな。容易たやすく一掃出来るような敵ならば倒して明日の朝まで再び休むというのもいいだろう。だがそうでない場合、あのスプリガンのような強敵が召喚された場合は、寝起きでどうこうするのは難しいだろうから最下層に降りることになるだろう」

「そうですね、それがいいでしょう」

　キュステが納得したというように頷き、エレーナの視線がレイへと向けられる。

「レイ、早速だが野営の準備を頼む。今も言った通り、いざというときにはすぐに行動出来るようテントや寝袋の類たぐいは使わないから、必要な物は食料や休むときに使う毛布くらいだろうが」

「分かりました。ちょっと待って下さい」

　脳裏にミスティリングのリストを展開し、毛布や飲み物、食べ物の類を取り出す。

　食べ物は大量のサンドイッチにポタージュで、これまでの道中で腹が減っていた皆みんなが周囲にまだ微かすかに残るスプリガンの血の臭いも気にせず──幾度となく戦場にて武勲を挙げてきた者たちなのだから、当然なのだろうが──次々に手を伸ばしては口へと運んでいく。

　そのままセトにもサンドイッチを分けつつ、これからのことを相談する。

「……今日の見張りについてだが、私、アーラ、キュステ、ヴェル、レイの順番でいいだろう」

　レイは一瞬だけセトの方へと視線を向けながらエレーナの指示を聞き、特に異論が出なかったのでそのあとは自由時間となる。

　アーラはエレーナと会話をし、レイはオーガの肉が焼けた部分からセトへと食べさせていた。

　そんな二組の様子を見ながら、キュステはヴェルに渡された水筒で喉のどを潤しながらも微かに眉まゆを顰ひそめる。

「全く、つくづく頭の固い奴だな。……ほら、これでも食いなよ」

　自分の隣にいたヴェルから干し肉を受け取りながらも口を開く。

「私は別に何も言ってないぞ」

「目は口ほどに物を言うってね。大体キュステだって分かってるんだろう？　レイとセトがいなければ、俺たちは恐らくこうして無事ではいられなかったって」

「……それは認めよう。だが奴がエレーナ様に対して影響を……しかも、悪影響を与えているというのもまた事実だ。ヴェル、お前も気が付いているんだろう？　地下五階からこの地下六階に降りて以降、エレーナ様は随分と奴のことを気にしている。恐らくあの声の主が何か関係しているのは間違い無いだろうがな」

「声の主ね。……まあ、確かにうちの女王様はこの地下六階に降りてからちょっと挙動不審気味なところもあるけど……それだってレイが気になるから自然と視線を向けてるだけだと思うけどね」

「はぁ。お前は本当に気楽でいいな。私にもお前のような楽観さが多少は欲しいよ」

「そう言うなって。ほら、これも食いなよ。そして腹一杯になったらさっさと寝ろ。明日はいよいよ最下層なんだから妙な理由で足あし手で纏まといになられたら困るぞ？」

　キュステがヴェルから受け取った小さな瓶には、何らかの木の実を炒いためたと思おぼしき簡単なツマミの類が入っていた。

「これは？」

「俺の特製のツマミだ。貴族が食うようなものじゃないけど、こういう場所なら問題無いだろ」

「……ツマミだけで酒は無し、か」

「ダンジョンの野営で酒とか飲むと女王様に叱られると思うがね」

「だから、何度も言うがその女王様という呼び方はだな……」

　そんな風に会話をしつつも、やがて一人、二人と眠りにつき、起きているのは見張りのエレーナと焚たき火の外でレイに構って貰もらっているセトとレイの二人と一匹のみとなる。

「グルルルゥ」

　やがてレイに十分に構って貰って満足したのだろう。セトは満足げに喉の奥で鳴いてから少し離れた場所へと移動して寝転がり、目を閉じる。

　そんなセトの様子を見送り、食事のあと始末を終えたレイもまた立ち上がり……

「レイ、少しいいか？」

　先程からじっと自分を見ていたエレーナに声を掛けられる。

「はい？　構いませんが……何か軽く食べる物でも？」

「いや、良ければちょっと話に付き合って貰いたくてな。もちろんレイが眠いというのなら断って貰っても構わん」

　レイは数秒考え、再び焚き火の前へと腰を下ろす。その様子を見ながらエレーナは口元に笑みを浮かべて口を開く。

「レイ、正直ここまで来るのはお前がいないと無理だっただろう」

「そうですね、本来であれば謙けん遜そんすべきところなのですが……ここは大人しく、はいと言っておきますか」

　その言葉を聞き、苦笑を浮かべるエレーナ。

「お前……実は私に対しての敬語は無理をしているんじゃないか？」

「まあ、違うとは言えませんね。何しろ師匠と二人……いや、セトも入れると二人と一匹で暮らしてきたので、敬語なんてのは本で読んだくらいでしか知りませんし」

「なるほどな。やはりお前の普段の口調はヴェルやアーラと話している方か」

「それはそうです。まさか普段から敬語で喋しやべるような育ちの良さなんかありませんから」

「……ふむ、そうだな。ここまで骨を折ってくれた礼だ。公式の場で無い限りは私に対しても敬語を使わない、普通の口調で喋ってくれても構わないぞ」

　パチンッ、と焚き火の炎が跳ねる音の響く中でエレーナが告げる。

　周囲の壁がぼんやりと光る中で、焚き火の明かりがエレーナとレイの二人を照らし出す。

「いいんですか？」

「構わん。普通の貴族なら礼儀に厳しいのだろうが、知っての通り私は普通の貴族令嬢とは違うからな」

「まあ、確かに普通貴族の令嬢は戦場に出て来るなんてことはしないでしょうが」

「敬語じゃなくてもいいと言っただろうに」

「すいません。……いや、ごめん。これでいいか？」

「そうだな、そういう態度で接してくれると私としても助かる」

「貴族令嬢なのに敬語が得意じゃないとか……いいのか？」

　そう尋ねるレイの言葉に苦笑を浮かべるエレーナ。

「別に貴族全員が格式張っている訳ではないさ。私の部下たちを見てみろ。キュステはともかく、アーラもヴェルもそういうのは苦手そうだろう？」

「……キュステが貴族なのは態度から分かっていたが、アーラとヴェルもそうなのか？」

「ああ。アーラは伯爵家の三女、ヴェルは子爵家の次男だ」

「さすがにそれは予想外だったな……」

　言葉通り、かなり予想外の内容だったのだろう。思わずといった様子で呟つぶやくレイに、エレーナは小さく笑みを浮かべて頷く。

「そうだろうな。だが、そんな者たちだからこそ私はこれまでやってこられたのだろう。もしも全員が全員格式張った者たちであったのなら、今の私は無かったかもしれんな」

　周囲を照らし出す焚き火の炎を見ながら小さく笑みを浮かべて呟くエレーナは、その容姿の美しさもあって幻想的とすら言える美しさを醸し出していた。

　数秒ほどエレーナへと見み惚ほれていたレイだったが、小さく首を振ると意図的に軽い口調で口を開く。

「もし周囲にいるのが全てキュステのような貴族だった場合、もしかして姫将軍と呼ばれるんじゃなくて、正真正銘貴族のお嬢様のエレーナが出来上がっていたとかか？」

　そんなレイの言葉に、一瞬意表を突かれた表情を浮かべたエレーナは、次の瞬間には思わず噴き出す。

「ふっ、ふふふふ。私が貴族のお嬢様か？　化粧品がどうの、どこの料理が美お味いしいの、どこぞの誰かと誰かが付き合っているのと、そんな風な会話を飽きもせずに年がら年中しているのか。……正直、想像がつかんな」

「そうか？　それはそれで社交界の華と呼ばれて存在感を発揮しそうだけどな」

「……私が、か？　いや、もちろん公爵令嬢という立場ゆえに礼儀作法の類は修めている。だが、私自身がそんな風に一般的な貴族のようになっているというのは想像もつかんな」

　自分自身でもそんな様子を想像出来なかったのだろう。小さく苦笑を浮かべて首を振ると、エレーナの特徴でもある縦ロールの黄金の髪が焚き火に当たって煌きらめく。

「俺としては、そんなエレーナも見てみたいんだけどな。……まあ、そうなっていれば俺がエレーナと出会うようなことは無かったんだろうけど」

　レイがエレーナと出会ったのは、エレーナが姫将軍という立場にあるがゆえだ。もしも普通の貴族令嬢として過ごしていたのなら、一介の冒険者でしかないレイとエレーナが出会うことは絶対に無い……とまでは言わないが、見知らぬ他人のままで終わっただろう。

　あるいは出会うことがあったとしても、今のように気軽に会話をするようになれる可能性は皆無に近かったはずだ。
















「だが、今の私は将軍だ。それも、姫将軍という異名すらも存在するほどのな。そしてただの公爵令嬢ではなく、姫将軍だからこそ出来ることもある」

　じっと焚き火の炎を見つめたまま、自らの強い意志を示すかのように言葉を続ける。

「私の領地に住む領民たち、深い愛情で私を育て、見守ってくれた父上と母上。そして私が生まれた、このミレアーナという国。それらを守ることが出来るのは、全て私が一介の貴族令嬢ではない、姫将軍と呼ばれる私だからだ」

　不意に焚き火から視線を外し、レイへと向ける。

「……なるほど」

（今夜だけで見惚れるのは何度目だろうな）

　エレーナと視線を合わせ、その意志の強さを反映したかのような強い光を発している視線を見ながら、言葉を返す。

　そのまま数秒。ふと何かを思いついたかのようにピクリと眉を動かしたレイは、ミスティリングから目的の物を取り出す。

　その手の平の上にあるのは、直径二センチほどの球体。

　その球体をそっとエレーナの方へと差し出す。

　もちろんエレーナはその球体がなんなのかというのは知っていた。何故なら、この球体をレイが貰い受けたときに自分もその側そばにいたのだから。

　当然ゼクシードと呼ばれているその球体が一定のダメージを肩代わりしてくれるという効果も知っている。

「レイ？」

「やるよ。お前に守りたいものがあるのなら、絶対に死ねないだろ？　……まあ、このゼクシードがどの程度のダメージで発動するかどうか分からないけど」

「いや、だが……これはお前の物だろう？　私が貰う訳には……」

「俺は全身をマジックアイテムで固めているから大丈夫だ」

「それは私も同様だが？」

「あー、そうだな。じゃあ俺にはセトがいる。だからゼクシードが無くてもそうそう困らないんだよ」

　エレーナから視線を逸そらし、何とかそれらしい理由をつけて告げる。

「ほら、いいから受け取れ。そもそも今回の依頼はお前の護衛なんだから、そういう意味でもこの類のマジックアイテムはお前が持っていた方がいいんだよ。……それに、あまり男に恥を搔かかせないでくれると助かるんだけどな」

　焚き火の明かりが仄ほのかに周囲を照らす中、自分は引かないとばかりにゼクシードを持った手をエレーナの方へと差し出すレイ。

「……」

　数秒ほどお互いが無言で見つめ合い、やがてエレーナがそっと手を伸ばす。

　その手に重ねるようにしてゼクシードを手渡すと、お互いに小さな笑みを浮かべる。

「レイ、お前の気持ちありがたく受け取らせて貰おう」

「ああ。……もっとも、身代わりになるマジックアイテムなんだから、発動しない方がいいんだけど」

「そうだな、そうすれば私もレイから貰ったこのゼクシードをいつまでも持っていられるな」

　ふと、自分がどのような言葉を口にしたのか気が付いたエレーナが、頰を赤く染める。

　幸いレイがそれに気が付いた様子がないため、エレーナも次第に落ち着きを取り戻し、その後は一時間ほど二人きりで会話を続けていき……やがてレイが焚き火の前から立ち上がる。

「さて、そろそろ俺は休ませて貰うよ。明日にはいよいよ最下層だからな。疲れを残しておくというのは考えたくもない」

「そうか。……そうだな。確かに今日のレイは私たちの中で誰よりも活躍したからな。その方がいい」

「ああ、じゃあおやすみ」

　そう言い、焚き火から離れようとしたレイだったが……

「レイ！」

　突然背後から、思いの外強い口調で呼びかけられる。

「どうした？」

「その、今日の……いや、何でも無い。明日は頼むと言いたかっただけだ」

「？　まあ、当然手を抜くつもりはないさ」

　不思議そうな顔でエレーナの顔を一いち瞥べつし、今度こそ本当に休むべく毛布へとくるまる。

（レイ……私は、お前を……いや、未練だな）

　小さく首を振っているエレーナをその場に残し。

　こうして最下層に突入する前日の夜は更けていく。
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「全員、準備はいいな。では早速最下層に突入するぞ。皆、決して油断をしないように」

　翌日、食事を済ませていよいよ最下層に突入する準備を整えた一行にエレーナの声が響く。

　その声を受ける者たちは、さすがに目の前の階段を下りれば目的の階層ということで引き締まった真面目な表情をしていた。

「隊列は昨日と同様だ。前衛がヴェル、キュステ。中衛が私、レイ。後衛がアーラ、セト」

「ちょっといいか？」

　エレーナへとそう声を掛けたのはレイだった。

　その不作法とも言えるような口調にキュステの眉まゆが微かすかに顰ひそめられたが、特に何を言うでもなく黙り込む。

　朝食のときにレイのエレーナに対する言葉遣いで一ひと悶もん着ちやくあったのだが、エレーナ自身が許可をしたと宣言したおかげで事無きを得たという一件があったからだ。もしエレーナがそう宣言していなかったとしたら、今頃はキュステとレイの間で本格的な殺し合いが起きていただろう。

「何だ？」

「俺が後衛に回りたいんだが、それは駄目なのか？」

「理由は？」

「アーラが奇襲を警戒するというのは分かるが、実際に奇襲を受けたら俺の方がより確実にセトと上う手まく連携を取れると思う」

　その言葉に一理あると思ったのだろう。数秒考えてから頷うなずく。

「アーラの斧おのでは中衛だとどうしようもないが……そうだな、では前衛をヴェル、アーラ。中衛を私とキュステ。後衛をレイとセトとする。異論がある者は？」

　特に誰も異論がないのを見て取り、小さく頷き最下層への階段へと目を向けるエレーナ。

「よし、ではいよいよ最下層だ。行くぞ」

　その宣言と共に、一行は最下層への階段を下りて行く。
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「これが、最下層」

　前衛にいるアーラが、最下層の様子を見て思わず呟く。

　アーラたちの目の前に広がっているのは、光る壁、広い通路、石造りの床と、これまでに見てきた階層とそう変わるものではない。ただ、その存在感が明らかに違うのだ。壁には精せい緻ちな彫り物がされており、天井には所々に石造りと思われる飾りがぶら下がっている。床も石造りではあるが、大理石のように光沢のある素材が敷き詰められている。

「何と言うか、これまでのダンジョンよりも構成素材全てがワンランク上って感じだな」

　ヴェルの言葉にキュステが頷く。

「特にこの床に敷き詰められている石は、貴族でもそうそう手に入れられないほどの代物だろう」

「継承の祭壇があるからこそここまで豪ごう奢しやなのか、あるいは他のダンジョンも最下層は別物なのか……」

　そんな風に周囲の様子を感心した様子で見ていたが、エレーナが手を叩たたいて皆の注意を引く。

「確かにこれまでとはどこか違うが、それは今は関係無い。私たちの目標はあくまでも継承の祭壇だからな。……で、どの道を進むかだが」

　エレーナは周囲を見回しながらどこか困ったように告げる。

　地下六階から下りてきた階段。その階段の先にある地下七階、最下層ではいきなり壁の前後左右四つに通路が延びていたのだ。

「恐らく、この中のどれか一つが俺たちの目標である継承の祭壇。そしてもう一つがダンジョンの核コアへと続くボス部屋があると思う。残り二つについては不明だけどな」

　レイの言葉に同感、とでも言うように喉のどの奥で鳴くセト。

　その様子を見ながら、エレーナは思わず口元に微笑を浮かべつつ頷く。

「レイの言う通りだろう。事前に得た情報でもその二つの存在は確認されている。問題はその継承の祭壇がどこにあるのかということなのだが……」

「ま、ここはいつも通りにレイの勘に頼ってみるのがいいんじゃないかな？」

「……ふんっ」

　ヴェルの言葉に気に食わないとばかりに鼻を鳴らすキュステだが、かと言って何か他にいい手段があるのかと問われれば、そんなものがあるはずも無く。

「そうだな。ここまで来るのに幾度も世話になったレイの勘だ。最後まで頼らせて貰もらおう」

「あー、別に構わないが。ただ、勘と言っても結局は何の手掛かりも無い状態で選択してるんだから、それほど当てになるものでもないと思うけどな」

「お前の勘に従って見つけられないとしても、それは判断をした私の責任だ。レイ、お前が責められる謂いわれは無い」

　全員に……というよりは、レイに対して忌いま々いましそうな視線を送っているキュステを牽けん制せいするかのようにエレーナが告げ、同時にそこまで言われてはレイもあとには引けないのか、じっと前後左右の通路へと順番に視線を向ける。そして選んだのは……

「左、だな」

「よし。では左の通路に進むぞ。隊列はそのままだ。ヴェル、罠わなに関しては任せたぞ」

「あいよー」

　ヴェルがいつもの軽い口調で頷き、そのまま左の通路へと向かって進む。

　そして通路を進み始めて約十分。敵や罠の類たぐいは一切無いままに扉が付いている部屋の前へと辿たどり着く。

　扉には獅し子しの彫刻が彫られており、精神的に弱い者ならその扉を見ただけで何かしらの圧迫感を与えられるような一種のマジックアイテムに近い代物だった。

「扉のマジックアイテムとか……俺、初めて見たよ」

「ラルクス辺境伯の執務室の扉もなかなかのものだったが、この扉を見たあとだと……」

　だが、さすがに姫将軍と呼ばれるエレーナとその直轄の護衛騎士団。そしてランクＡモンスターのセトと冒険者としては規格外の存在であるレイにしてみれば、その程度の感想を抱くのがせいぜいといったところだった。

「さて、問題は中が何なのかということだが。……ヴェル」

「りょーかいっと」

　一応罠の有無を調べ、数秒で何も無しと判断。ゆっくりとその扉を開け中を覗のぞき込み……次の瞬間には顔中に冷や汗を浮かべながら扉を閉め、エレーナたちの下へと戻って来る。

「駄目だ駄目だ駄目だ。あの部屋の中にいるのは俺でも知ってるランクＳモンスターの銀ぎん獅じ子しだ。ちょっと手が出せる相手じゃないぞ」

「銀獅子だと!?」

　ヴェルの言葉を聞いたキュステが思わずといった様子で叫ぶが、その名を聞いたレイの顔は驚きよう愕がくで強こわ張ばっていた。



【銀獅子】

　ランクＳモンスターであり、目撃例は極めて少ない。理由としてはその獰どう猛もうさが挙げられ、遭遇した者の殆ほとんどが殺されているからだ。その名前の由来となった銀色の体毛は攻撃魔法の殆どを無効化すると言われており、同様に刃物の類も殆ど効果が無いと言われている。ダメージを与えるには刃物ではなく強い衝撃を直接体内に与えなければならないので、ハンマーや斧のような武器を装備していない状態で遭遇したときは万が一の可能性に賭かけて一目散に逃げるしかない。また獅子の咆ほう吼こうと呼ばれるその雄お叫たけびはある種の衝撃波を備えているので、まともに聞いてしまうと鼓膜が破れ、平衡感覚を失うという非常に厄介なスキルとなっている。どちらかと言えば通常のモンスターと言うよりも、伝説上の存在と言った方が正しいようなモンスター。





　モンスター辞典に書かれていた内容を思い出し、息を吞のむレイ。

　そんなレイに負けず劣らず表情を強張らせながらも、エレーナはヴェルへと尋ねる。

「で、向こうには気が付かれてないのか？」

　銀獅子を直接見た、ただそれだけで額に大量に浮かんでいる汗を拭ぬぐいながらヴェルは頷く。

「ああ。恐らくだけど、部屋の中に入って初めて敵と認識されるんだと思う」

「……ちなみに、中に継承の祭壇は？」

「聞いてたようなものは無かったな。ただ、奥の方に巨大な宝石っぽいのがあったから……恐らく、あれがダンジョンの核なんだと思う」

「なるほど。道理でこのダンジョンが攻略されない訳だ。まさかボスモンスターがランクＳモンスターの銀獅子とはな」

「銀獅子って……あの、よくお伽とぎ噺ばなしとかに出て来る奴？」

　アーラの質問にヴェルが頷き、キュステが苦笑を浮かべながら答える。

「そう、その銀獅子だ。……幸いなのは継承の祭壇に居座っているんじゃなかったということか。エレーナ様、どうします？」

「当然撤退だ。私たちの目的はダンジョンの攻略では無いのだから、無理に銀獅子のような化け物と戦う必要はない」

　その言葉に全員が頷き、なるべく音を立てないように足早に扉の前から移動して階段のある場所まで戻って来る。

「レイの勘は鋭いな。と言うか鋭すぎるだろ。四分の一の確率でダンジョンのボス部屋を引き当てるとか。……でも、出来れば継承の祭壇の場所を引き当てて欲しかったけど」

「いや、そう言われてもな。それこそ勘で選んだんだからしょうがないだろ」

「……ヴェルもレイもやめろ。どの道を選ぶのかをレイに託したのは私だ。勘という曖あい昧まいなものに賭けたのもな。だからこそその責は私にある」

「そんな、エレーナ様。別にエレーナ様が悪い訳じゃないんですから。ヴェルの馬鹿が文句を言ってるだけで」

　エレーナの言葉にアーラが慌てたようにそう言い、険悪な視線でヴェルを睨にらみつける。

「ちょっと、ヴェル。あんたエレーナ様に文句でもあるの？」

「あー……いや、その、悪かった。けど銀獅子なんてランクＳモンスターを見たんだから、少しは俺の気持ちを考慮してくれてもいいんじゃないか？」

「アーラ、ヴェル。二人共やめないか。あまりエレーナ様にみっともない所を見せるんじゃない」

　キュステの仲裁により何とかその場は収まり、次にはどの道を進むかという相談になる。

「左がボス部屋だったんだから、その反対にある右の通路がいいと思うけど」

「アーラの言いたいことも分かるけど、俺としては前の通路がお勧めかな」

「……エレーナ様、このままでは決まりません。ここはエレーナ様に決めて貰った方がいいかと」

「そうだな、なら右にしてみるか」

　一瞬だけレイの方へと視線を向け、セトの背を撫なでている姿を確認してからそう告げる。

　エレーナにしても確実に右だと言える訳では無い。ただ、何となくアーラの言葉に信しん憑ぴよう性せいがあると判断しただけだ。

　ただしセトを撫でているレイの姿を見て心が決まったというのも事実なのだが。

　レイを見ていると、何となく覚える安心感。それが何なのかを、戦いの中で生きてきたエレーナはまだ知らない。

「よし、では行くぞ。次は今も言った通り右の通路だ。……ダンジョンの核を守っているボスモンスターが銀獅子だった以上、この最下層にいる他のモンスターについても強力なモンスターだと予想しておいた方がいいだろう。決して気を抜かないようにしろ」

　エレーナの声に頷き、一行は右の通路を進んで行く。そして先程同様に十分ほど歩くと、再び扉の姿が視界に入ってくる。

「……さて。今度はどうだろうな。ヴェル、頼む」

「銀獅子クラスのモンスターがいたりしませんようにっと」

　軽い口調で、それでも真剣な表情で呟つぶやきつつも扉の罠を調べるヴェル。やはりボス部屋同様に罠がないのを確認し、そっと扉を開く。そして……

「よし、ここで正解だ！　継承の祭壇に到着したぞ！　中にはモンスターの類もいない」

　少しだけ開いたドアから中身を確認し、力強くその扉を開けながらそう叫ぶ。

「やっと着いた、か」

　エレーナもまた、いつもの鋭い目付きにどこか柔らかい安あん堵どの表情を浮かべながら部屋の中を覗き込む。

　そこにあったのは、美しい儀式場としか表現出来ないような部屋だった。部屋の中には、魔力が込められたと思われる緑の水晶が無数に埋め込まれて作られた魔法陣が三つあり、三角形を形作っている。そして魔法陣からは複雑な紋様を描きながら三角形の中央にある魔法陣へとその紋様が続いており、その中央にある魔法陣の中には何かを捧ささげるための祭壇のような物が存在している。

「これが……継承の祭壇」

　ダンジョンの中にあるとは思えないような、荘厳な部屋。そんな感想を抱きながら思わず呟くレイ。

「そう、ここが継承の祭壇だ。私たちが目指してきた場所であり、ある意味で私が生まれ変わる場所」

「……何？」

　レイの隣でエレーナが呟いた、生まれ変わるという単語に思わずその美しい顔を見返す。

　その視線でレイが何を考えているのか分かったのだろう。エレーナは苦笑を浮かべながら口を開く。

「何を心配しているのかは大体分かるが、生まれ変わると言っても恐らくレイが心配しているようなことではないぞ。……そうだな、レイの協力もあってこの継承の祭壇まで辿り着いたのだから、ここで行われる儀式がどういうものかを説明するのもいいだろう」

「エレーナ様!?　その件は極力漏らさぬようにとケレベル公爵に口止めされていたのでは……」

　他の者たちと同じく継承の祭壇に見み惚ほれながらも、それでもなお二人の会話を聞いていたキュステが思わず口を挟む。

　だが、エレーナは苦笑を浮かべて首を振る。

「どのみちここで儀式を行えば、レイにも継承の儀式がどのような物かは理解出来るはずだ。なら今それを教えたとしても大差ないだろう」

「……分かりました、エレーナ様がそう仰おつしやるのなら……」

　自分に言い聞かせるように納得したキュステへと、ヴェルがその肩を叩きながら腰のポーチから水筒を手渡しているのを眺めつつエレーナは話を続ける。

「継承の祭壇で行われる儀式。便宜的に継承の儀式と呼ばれているが、どういう儀式なのかを端的に表すとすれば『モンスターの魔石を己おのれの力として取り込む』という儀式だ」

「……魔石を、取り込む？」

　その言葉を聞き、素早くゼパイルの知識から情報を引き出すレイ。魔石を取り込むという意味で魔獣術に類似性を感じたためだ。だが、そもそも受け継いだ魔術に関する知識は必要最小限のものであり、その中には当然継承の儀式というものや、魔石を自らの身に取り込むといったものは存在していない。

　知識を完全に継承していれば……とも思ったレイだったが、今更それを言ってもしょうがない。

　そんな風に悩んでいる様子が、継承の儀式について悩んでいるように見えたのだろう。エレーナは説明を続ける。

「我々人間よりも圧倒的に強きよう靱じんな身体能力や魔力、特殊な力を持っているモンスター。そのモンスターの根源とも言うべき魔石を己の身に取り込むという試みは以前から試されてきた」

　そこで一いつ旦たん言葉を止め、悔しげな表情を浮かべながら口を開く。

「だが、我が国ではまだまだ研究途中の技術のために成功率は極めて低く、九割ほどの場合は拒絶反応や受け入れる力の大きさに耐えられずに死亡している。ごく稀まれに成功したとしても、その身がモンスターの影響を受けた姿に変わったりな」

「なっ!?」

　エレーナの口から説明されたその内容に、思わず絶句するレイ。だが、すぐに我に返りエレーナの見かけよりも華きや奢しやな肩を摑つかむ。

「そんな危険な儀式をやるためにここまで来たのか!?」

　どこか必死なその様子に、苦笑とも微笑とも判断出来る笑みを浮かべるエレーナ。

「安心しろ。今説明したのは、あくまでも魔法使いや研究者たちだけでその儀式を行った場合に起きる事例だ。それにそもそも、今言ったように我が国ではその技術はまだまだ未発展で、とても人に行えるような水準にまでは達していない。その水準に達しているのは一国だけだ」

「……つまり？」

「継承の祭壇。研究者や魔法使いの間でそう呼ばれる場所がダンジョンでは稀に現れることがある。……ここのようにな。そしてこの継承の祭壇という場所で行われる儀式は、研究者たちが行う物と比べると別格の存在なのだ。いや、研究者たちがこの継承の祭壇の儀式を解析して不完全ながらも模倣したというのが正確な表現だろう」

　呟き、エレーナは魔法陣の中央にある祭壇へと目を向ける。

「今も言ったが、この継承の祭壇を使って行われる継承の儀式は研究者や魔法使いたちが行っている儀式とは殆ど別物と言ってもいい。例えるのなら、道端に落ちている石と隕いん石せき、種火と業火、水滴と大海、そよ風と竜巻のようにな」

「……例えよりも、具体的に教えてくれ。この継承の祭壇とやらを使用して儀式を行った場合、具体的にどうなるんだ？」

「そうだな、魔石の影響によって姿が変わるということは無い。一説によれば、姿が変わるというのは魔石の力を被術者に吸収させる際に生じる術式の問題だという話だが、オリジナルであるこの継承の祭壇で行えばそのようなことは起きようがないからな。また、それは魔石の力を純粋に被術者へと吸収させることが出来る訳だ」

　そこまで告げ、小さく息を吸ってからエレーナは結論を口にする。

「そうだな。端的に言えば、継承の祭壇で儀式を行った者は人間より一段階上の存在になる……と言えば分かりやすいか？」

　儀式の準備を行うべく継承の祭壇を調べているキュステやヴェルを見ながら説明するエレーナに、レイは尋ねる。

「そんなに凄すごい儀式なら、何故一般に広まっていない？」

「広まってはいるさ。ただしこの技術を完成させている国限定でだがな。ミレアーナ王国では残念ながらまだ研究途中なため、死亡率が高すぎて死刑囚に対する人体実験をするのがせいぜいといったところだ。この儀式を耐え抜いたら軍に入るという恩赦を約束した上でな」

　説明しながらも、エレーナは微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

　しょうがない、どうしても必要な犠牲だと理解はしていても、それでもやはりいい気分はしないのだろう。

「だが、この継承の祭壇があれば話は別だ。一度儀式を行えば祭壇は崩壊するので誰か一人しか継承の儀式を行えないが、その成功率は今まで確認されている限り失敗は無い」

「だとしても、何故それを貴族派の象徴的な存在であるエレーナが受ける？　いや、ただの象徴的な存在ならそれでもいいだろう。だがお前は貴族派の中心人物でもあるケレベル公爵の後継者なんだろ？」

「……だから、だ」

「何？」

「貴族派と纏まとめられてはいるが、その内情は多数の貴族が集まっているだけだ。何かあれば国王派に寝返るのが確実な者もいるし、あるいは他国と通じていると見られる者もいる。……そういう売国奴の数が少ないのは不幸中の幸いと言うべきだがな」

　小さく溜ため息いきを吐つき、言葉を続ける。

「それでも裏切りの可能性がある以上は迂う闊かつな相手に継承の儀式という、個人に莫ばく大だいな力を与えるような真似は出来ない。だからこそ貴族派の象徴と言われる私自身が少数を率いてこのダンジョンに挑んだのだからな」

「それでも、公爵令嬢という存在をみすみす人外の存在にするのをケレベル公爵本人が認めたというのか？」

「その通りだ。そして私はそれに異議を唱えるつもりはない。お前がどう思っているのかは知らないが、少なくとも私自身は全てを納得した上でこのダンジョンに挑んだのだからな」

　レイが自分の心配をしたのが嬉うれしいのか、エレーナは口元へと微笑を浮かべて言葉を続ける。

「それに儀式が成功すれば、私は先程も言ったように生物的に人間より上の存在になるのだ。貴族派の象徴の私がだぞ？　それで得る利益と不利益を考えた場合、父上が躊ちゆう躇ちよすることはありえないし……もし躊躇するのだとしたら私は父上を軽けい蔑べつするだろう」

　そう告げるエレーナの瞳ひとみからは、非常に強い意志が感じられた。だが、ふとその視線が柔らかくなり口元に笑みを浮かべる。

　その様子に思わず顔を赤くしたレイが視線を逸そらし、ふとヴェルがキュステへと水筒を手渡しているのが目に入った。

「安心しろ、これまでにも数人継承の儀式を行った者はいるのだ。……もっとも、それらの者たちが継承した魔石はランクＢ程度のモンスターの魔石だったがな」

「……エレーナはどんな魔石を継承する予定なんだ？」

「知りたいか？　……これだ」

　同じ笑みでも、たった今まで浮かべていた柔らかい笑みから、悪戯いたずらっぽい笑みにその種類を変えて腰のポーチから一つの魔石を取り出す。

　その大きさは人の顔ほどもある大きさの金色の魔石であり、傍はたから見るだけでも強力な魔力を感じ取れる。

　なお、エレーナの腰のポーチは空間魔法によりその容量を拡大されている。もっともミスティリングのように容量が無限というものではなく、せいぜいがかなり小さめの部屋一つ分──レイの感覚で言えば二畳程度──の代物だが。これにしても、普通の貴族では手に入れることが難しいほどに高額なマジックアイテムだった。

「これは……金色の魔石？　それもこれほどに巨大な」

「我が家に伝わる家宝で、エンシェントドラゴンの魔石だ」

「な!?」

　エンシェントドラゴンという単語に思わず絶句するレイ。何しろ殆ほとんどの知恵を持つ竜種がランクＳであり、その知恵を持つ竜種の中でも、千年単位の月日を生きた竜だけがエンシェントドラゴンと呼ばれるのだ。そのランクはレイが地下五階で知己を得たリッチロードのグリムと同等か、それ以上のものだろう。

「数十代前のケレベル公爵家当主が騎士団を率いて討伐したエンシェントドラゴンから取れた魔石で、我が家の家宝として伝わっている代物だ。このエンシェントドラゴンの魔石を私は継承の儀式で受け継ぐことになる」

「……本当に大丈夫なのか？」

「ふっ。レイも結構心配性だな。継承の祭壇を使った儀式で失敗は今の所無いと言っただろう？」

「だが、それはランクＢ程度のモンスターの魔石なんだろ？」

「……確かに多少の危険はあるかもしれん。だが、恐らく近いうちに行われるだろうベスティア帝国との戦争を考えると、どうしても圧倒的な力というものが必要なのだ。また、私はお前も知ってるように貴族派の象徴でもある。そんな私が敵に敗れるような事態にでもなったら……どうなるか分かるだろう？」

　周辺諸国にその武名が轟とどろいている姫将軍。まさに、今のエレーナは貴族派……というよりもミレアーナ王国でも特に有名な人物なのだろう。その人物がもし戦場で敵に倒されてしまったとしたら、それこそミレアーナ王国軍の士気は回復不可能なまでに落ち込むだろうというのはレイにも簡単に予想できた。

「そして何よりも……先程言った、この簡易化された継承の儀式。その技術を持っているのはそのベスティア帝国だ。あくまでも簡易化された方の儀式のためにそれほどの力を持っている訳では無いらしいが……それでもその者たちを部隊として使えるほどの人数は揃そろっているらしい」

　その美しい顔立ちが浮かべる厳しい表情に、思わず目を奪われるレイ。

　だが、エレーナはレイの視線に気が付いた様子も無く言葉を続ける。

「元々国力ではミレアーナ王国はベスティア帝国に負けているのだ。それが戦力でも負けてしまっては勝ち目がない。そして父上が手に入れた情報によれば、次の戦争で簡易型の継承の儀式を受けた者で結成された部隊が初めて実戦に参加すると聞いている」

　そこまで告げ、悔しげに唇を嚙かみ締めながらも続く言葉を紡ぐ。

「向こうに比べて魔法技術が劣っており、簡易型の継承の儀式を行えない以上はどうしても数を増やすのは難しい。それに対抗出来る唯一の希望がこの継承の祭壇を使ってエンシェントドラゴンの魔石を継承した質の高い戦士、あるいは騎士……つまりは私という訳だ」

　その瞳に見据えられ、何かを口に出そうとしたレイはその動きを止める。

　何を言ったとしてもエレーナの決意が覆ることはないと本能的に理解出来たからだ。

「エレーナ様、そろそろ儀式の方を」

　キュステにそう声を掛けられ、頷うなずくエレーナ。エンシェントドラゴンの魔石を手に持ちながら魔法陣の中央に置かれている祭壇へと近付きそっと置く。

「レイ、そしてセト。この儀式を行っている間は基本的に私は動けなくなる。よって、もし何らかのモンスターが迷い込んでくるといったトラブルがあった場合はお前たちに任せる。アーラ、ヴェル、キュステの三人は継承の儀式に参加するために私同様身動きが出来ないからな」

「分かった。モンスターが来ようと、何が来ようとも俺がお前を必ず守って見せる。だから安心して儀式を始めてくれ」

　レイが頷き、セトもまた決意を秘めた声で鳴く。

「……すまない。私たちの命をお前に預ける」

　エレーナがそう告げ、祭壇を囲んでいる魔法陣の中央に立って目を瞑つむる。それを見ていたアーラ、ヴェル、キュステはそれぞれに頷きながら、祭壇の魔法陣を囲むように存在している三つの魔法陣へとそれぞれ佇ずむ。

「レイ、悪いんだけど万が一にも儀式が失敗しないように魔法陣から離れててくれないか。チャンスはこの一回しかない。儀式が失敗するにしろ成功するにしろ、継承の祭壇はまず間違い無く崩れ落ちることになるし」

「分かった。なら俺は入り口近くで中に入ってくるモンスターがいないか警戒している」

　ヴェルの言葉にレイが頷き、セトと共に一人と一匹は部屋の入り口へと移動する。

　デスサイズの柄を握りながら部屋の扉へと体重を掛けて外を警戒していると、儀式が始まったらしく背後から強烈な光が発せられる。

（儀式が始まった、か。こうなると俺に出来るのはさっきも言ったようにモンスターをこの部屋に入らせないようにするくらいだな）

　そう思ったその瞬間、背後から光の他にも強烈な力が放射されているのをレイは感じ取る。それが気になり背後へと視線を向けると、そこでは祭壇を中心とした三つの魔法陣が緑の光を放ち、エレーナのいる中央の魔法陣へと魔力が送られていた。

　そして魔力の光が数秒ごとに強くなり、やがて祭壇の上に置かれているエンシェントドラゴンの魔石が放っている黄金の光に負けないほどの強さになり……次の瞬間、緑の光が魔石へと吸収されるように吸い込まれていく。

　レイの目の前で起こっている儀式は、まさに幻想的としか言えないような光景だった。本来であればモンスターを警戒していなければならないはずのレイだが、その視線は継承の祭壇へと釘くぎ付づけになっている。

　レイの隣にいるセトも同様にその儀式へと意識を惹ひき付けられており、金色の魔石に緑の光が吸収されていくのをただ見守っていた。

　魔法陣から放たれた緑の光が魔石へと送られてから数分ほどで吸収が終了し、周囲にはエンシェントドラゴンの魔石から放たれる光のみが圧倒的な存在感と共にそこにある。

　その光を一身に浴びているエレーナも目を閉じ、意識を失っているように見えていた。

　やがてエンシェントドラゴンの魔石から放たれている光がより一層強さを増し……その光を放っている魔石が徐々に風化したように砕けていく。そして……

「……何だ？」

　その動きに気がつけたのは、レイが儀式に目を奪われていたからだろう。そう、継承の祭壇を囲むようにして配置されている三つの魔法陣。本来であれば儀式が終了するまではその魔法陣の上から動いてはいけないはずだというのに、何故かその中の一人が無造作に一歩を踏み出したのだ。それも、エレーナの方へと向けて。その手には懐から取り出した短剣が握られており……

「何をしているヴェル!?」

　最初はそれも儀式の一環かとも思ったレイだったが、同じく魔法陣の上に佇たたずんでいるアーラが驚きよう愕がくの表情を浮かべているのを見て、それが異常であることに気が付き思わず大声で怒鳴る。

　アーラにしてもヴェルのその動きには気が付いていたのだが、ここでアーラまでもが魔法陣の上から動いてしまっては継承の儀式が維持出来なくなり、それこそエレーナの身に何が起きるか分からない。

　そのために出来るのは、自分が持っている唯一の武器であるパワー・アクスを振りかぶり、ヴェルへと向けて投げつけるだけだった。だが……

「そんなの、俺が回避出来ないとでも思ってたのか？」

　ひょいっとばかりに飛んできた斧おのを回避し、継承の祭壇へと近付いていくヴェル。

「本来ならエレーナを仕留めたいところだけど、すでにある程度魔石の力を継承してしまっている以上はこっちを破壊した方が確実だろうな」

　呟つぶやき、短剣を振り仰ぎその切っ先を魔石目掛けて振りかぶる。

「やらせると思うか！」

　短剣が振り下ろされるその瞬間、レイがその身体能力に任せてヴェルとの距離を縮め……

「やれ」

　ヴェルの短い命令が響き、デスサイズを振り下ろそうとしたレイの脇腹へと背後から魔ま槍そうが突き込まれ、吹き飛ばされる。

　ヴェルの言葉に本能的に危険を察知して強引に身体をずらしたのだが、それでも背後から突き出された魔槍はレイの脇腹へと強烈な衝撃を与えていた。

　不幸中の幸いだったのは、レイが纏っているのがドラゴンローブというマジックアイテムだったことだろう。一見するとただのローブにしか見えないのだが、その正体はドラゴンの革で鱗うろこを挟んでいるという、魔法防御と物理防御の双方が極めて高い極上の一品であり、その辺のプレートメイルよりもよほど防御力が高い。そのおかげで脇腹を魔槍に貫かれるという事態にはならないで済んだ。

「ぐっ、な、何だ!?」

　だが脇腹を貫かれないで済んだとは言っても、その衝撃までは殺せない。そして今にもデスサイズを振り下ろそうとしていたレイにとって、その一撃はバランスを崩すには十分な威力を持っていた。

　それでもなお地面へと倒れ込まず、手を突き転倒を堪こらえたのはレイの極めて高い身体能力によるものだったのだろう。反射的に背後を見たレイの視界に入ってきたのは、目を赤く染めたキュステが魔槍を構えて再度突き出そうとしている光景。

「セトッ！」

　レイの叫びに応こたえたセトが、鋭い鷲わし爪づめを横よこ薙なぎに一いつ閃せんしようとして……

「駄目だ、レイ殿！　今キュステを魔法陣から外に出すとエレーナ様の儀式に悪影響が！」

「ちっ、セト！」

「グルゥッ！」

　レイが何を望んでいるのかを理解したのだろう。セトは横薙ぎにしようとしていた一閃を止め、真上から叩たたき潰つぶすような一撃を放ってキュステを魔法陣へと叩き付け、そのまま動けないように押さえつけた。

　それを確認し、再び地を蹴けりヴェルへと迫る。

「ちょっとだけ遅かったな」

　口元に嘲ちよう笑しようの笑みを浮かべたヴェルが、何の躊躇ためらいも無くその手に持っていた短剣をすでに七割ほど風化するように砕けていた魔石へと振り下ろす。

「やめろおおぉぉぉっ！」

　叫び、間に合わぬと知りながらもデスサイズを振り下ろすレイだったが……

「おっと。危ない危ない」

　魔石へと短剣を突き刺して破壊したヴェルは、後方へと大きく飛び退すさってレイとの距離を取る。

「ヴェル！」

「そんなに怒るなよ。別に俺だって好きでやったことじゃないんだからさ。……でも、残念だったな。このミレアーナ王国を救うための唯一の希望だったのに。これじゃベスティア帝国に対抗するのはまず無理だろ」

　ヘラヘラとした笑みを浮かべつつそう告げてくるヴェルに、奥歯を嚙み締めるレイ。

「それよりもほら、後ろの確認をしなくてもいいのか？」

　その言葉に一瞬だけ背後へと視線を向けるレイ。その視線の先では儀式が強制的に中断されたのが原因なのか、アーラ、キュステ……そしてエレーナの三人が意識を失い魔法陣の中へと倒れていた。

　その様子を見て、ギリッとデスサイズの柄を握っている右手へと力を込める。

（落ち着け。今は奴を殺すことよりも、情報を収集する方が先だ）

　心の中で呟き、その荒れ狂っている心を落ち着ける。

「……何故だ？」

「さて、何に対する何故なのかな？」

　レイとヴェル。シーフとしての能力ではヴェルが勝っているが、純粋に戦闘力だけで考えるのならヴェルはレイの足下にも及ばないだろう。それなのに何故かヴェルは余裕の表情で、まるで面白い演劇でも見ているかのように笑みを浮かべていた。

　その様子に疑問を抱きつつも、情報を収集するべく会話を続ける。

「お前はエレーナの護衛騎士団の一員だったんだろう？　それなのに、何故ここに来てエレーナを裏切るような真似をする？」

「何でだと思う？」

「質問に質問を返さないで欲しいんだけどな」

　ブンッ、とデスサイズを振るって威嚇するレイ。

「おっと、戦闘になったら俺には勝ち目が無いからな。そうだな、答え合わせと行こうか。さて、レイとしては何で俺がここでエレーナを裏切ったと思う？」

「無難に考えれば、お前がベスティア帝国に寝返ったという所か」

「んー、それだけだと五十点だな。正解は俺だけじゃなくて俺の家そのものがベスティア帝国に寝返ったからでした」

「……家そのもの、だと？　俺が聞いた話によると、お前の家も貴族だったはずだが？　それもこのミレアーナ王国でも国王派の次に勢力のある貴族派で、中心人物のケレベル公爵とも近しい関係と聞いている」

「それもそうなんだけどね。俺の考えはともかくとして、父さんはミレアーナ王国がベスティア帝国に対抗出来るとは考えていない訳だ」

　嘲ちよう弄ろうの笑みを口元へと浮かべながら説明を続ける。

「その理由は幾つかあるけど、最大の理由はやっぱり技術力だな。ベスティア帝国では継承の儀式を簡易版だけど確立していて、儀式を受けた者をそれなりの人数揃えている。あ、ちなみに簡易型の継承の儀式に耐えきった兵のことを『魔獣兵』って呼んでるんだってさ。……安直だとは思うけど」

「魔獣兵、ね。それで勝ち目が無いから向こうについた訳か」

「そ。まあ、それは父さんの意見であって俺は違うんだけど」

　口元に笑みを浮かべつつ説明を続けるヴェル。

「なら、お前は何故裏切ったんだ？　エレーナとの付き合いも長いんだろう？」

「そうだな。ケレベル公爵の騎士団に入団してからだから、ざっと五年くらいか」

「それだけ長く生活を共にしていれば当然情もあるだろ。ましてやお前たちはエレーナの護衛を兼ねた騎士団なんだろう？」

「ああ、それも間違い無いよ。けどさ……」

　そこまで告げ、不意にその口元に浮かべていた笑みの種類を変えるヴェル。

　これまでの笑みが何かを面白がる笑みだったとしたのなら、今はニタリとしたまるで狂人のような笑み。
















「俺、ふと思ったんだよね。このままミレアーナ王国についてベスティア帝国と戦って人を殺すのもいいけど、どうせならベスティア帝国側についた方がもっと人を殺せるんじゃないかって」

「快楽殺人者か」

「お？　その呼び名はいいな。うん、これからはそう名乗ろう。快楽殺人者のヴェル・セイルズってね」

「……俺が言えたことじゃないが、人を殺して何が楽しい？」

　レイ自身オークの集落に対する襲撃で『夜よ闇やみの星ほし』のメンバーを全員殺しているし、ランクアップ試験でも盗とう賊ぞくを殺している。だがそれはあくまでも必要だったから殺したまでで、人を殺すという行為そのものに悦楽を感じたことは一度もない。それゆえに、目の前にいる男が理解出来なかった。

「え？　楽しいじゃん。その人物の命が自分の手で終わるんだぜ？　それと皮膚を切ったり肉を断つあの感触。生きている人間にナイフを刺して骨を削り取ったときに出る悲鳴！　そして内臓を切り刻んで自分の肺を見せてやったときのあの絶望の表情！　……ああ、もう堪たまらないよな」

「……狂人と話をしようと思った俺が馬鹿だったか」

「狂人とか、そんなに褒めないでくれよ。もちろん俺がベスティア帝国に付こうと思ったのはそれだけじゃないぜ？　向こうには魔獣兵を作るための技術がある。それも、ミレアーナ王国のように失敗が前提にあるようなレベルの低い技術じゃなくて、より完成度の高い技術が」

　そこで一いつ旦たん言葉を止めたヴェルの口元へと浮かんでいるのは、自らの快楽のみを求める歪ゆがんだ笑み。

「もし向こうで魔獣兵になったら、どういう能力が貰もらえるんだろうな？　強酸で人を溶かすとか？　エメラルドウルフの触手みたいなのもありといえばありだよな。スプリガンのように身体の大きさを変えられるというのはあまり面白くなさそうだけど……いや、子供の振りをして近付いて、目の前であの巨体に変身して絶望する表情を楽しめると考えればそう悪くは無いかも？」

「まさしく狂人だな」

　呟きつつ、気を失った今も念のためにとセトに押さえつけられているキュステへと視線を向ける。

「で、キュステには何をしたんだ？」

「さぁ？　元々キュステはレイを嫌っていたから、それでじゃないの？」

「……違うな。確かに奴は俺を嫌っていたし疎んでいた。憎んでいたと言ってもいい。だが、それでも俺に対する憎しみよりもエレーナに対する敬愛や尊敬、好意といった感情の方が強かった。そんな奴があからさまにエレーナの害になりそうな人物を攻撃するのを邪魔すると思うか？」

　レイに対しては徹底的に見下した態度や軽けい蔑べつした視線を向けてくるキュステだったが、そのキュステが自分の上司でもあるエレーナに対して向けている好意は本物だった。

　それが恋愛感情なのか、はたまた姫将軍と呼ばれるほどの器の大きさに惹かれてのものなのか、あるいは単純に貴族派の中心である人物の子供だからなのかはレイにも分からなかったが、間違い無くその好意は本物だったのだ。

　もしそれが無かったのなら、恐らく今頃キュステはデスサイズによって斬り捨てられていた可能性もある。

「ありゃりゃ。お互いに嫌いあっていた割には意外と信じてるのな。じゃあヒントを教えて上げよう。これなーんだ」

　そう言い、腰のポーチから取り出したのは何の変哲もない水筒だった。

　だが、その水筒を見たときにレイの中にこれまでの記憶が蘇よみがえる。

　このダンジョンに突入してから、自分は幾度となくヴェルがキュステへと水筒を渡してその中身を飲ませている場面を見ていなかったか？

「何かの魔法薬を使った訳か」

　そう呟くレイだが、内心では首を傾げる。

（確かにヴェルがキュステに水筒を渡していたのを何度か見た記憶がある。だが、そのときにはヴェル自身も水筒を口に運んでいたことがあったはずだ。なのに、何故キュステだけに効果がある？）

「大正解！　まさにレイの言った魔法薬というのがキュステがおかしくなった答えだったりするんだな、これが」

「けど、お前もその水筒に口を付けて飲んでいたはずだが？」

「おお、良く見てるじゃん。でもさ、魔法薬なんてものを使うんだから解毒薬を用意しておくのは当然だと思わないか？」

「それでお前自身は魔法薬の効果が無いままにキュステを操った訳か」

「そ。でもキュステに飲ませた魔法薬ってさ、本人が心の底から拒否するようなことは出来ないようになってるんだ。無意識にでも心の奥底でそうしたいという願望があって、初めて俺の命令を聞く訳。まあ、キュステのレイに対する憎悪なんて無意識とかそういうレベルじゃなかったけど」




　轟ごうっ！




　レイが手に持ったデスサイズを横薙ぎに振るい、その速度によって空気が斬り裂かれる音が周囲へと響く。

「もういい、黙れ。お前の話を聞いていて分かったのは一つだけだ」

「何？　やっぱり俺が危険だからベスティア帝国に逃げ込む前に殺すって？」

　当然そうだよな？　と言わんばかりに尋ねてきたヴェルの問いだったが、レイはそれに首を横に振る。

「いや。俺がお前を気に食わない。見ているだけで不愉快だ。だからこそこの場でお前を殺すってな！　飛ひ斬ざん！」

　デスサイズに宿ったスキルの中でも使用しやすく、なおかつ威力もそれなりに高いそのスキルを発動する。

　振り下ろされたデスサイズの斬撃が、そのまま空気を斬り裂くようにヴェルへと向かう。

　自分へと迫る死の斬撃を見ながら、それでもなおヴェルは口元に狂気に満ちた笑みを浮かべ……

「何!?」

　その声を上げたのはヴェル……では無く、レイ。

　思わず声を上げたレイの視線の先では、生々しい紫色の触手がレイから放たれた飛斬をヴェルの代わりに受けて、斬り裂かれていたのだ。

　飛斬を受け止めた触手の先端部分はそのまま切断され、地面に落ちた途端に崩れ去ったが、すぐに次の触手が伸びてヴェルを守るかのように蠢うごめいている。その触手の出所はヴェルの懐、レザーアーマーの内側から伸びていた。

「あはははは。残念でした。これってばベスティア帝国の錬れん金きん術じゆつ師しが作った護衛用の魔法生物らしいよ。ちょっとやそっとの攻撃力じゃこいつをどうにかするのは難しいだろうね」

　口元に嘲笑を浮かべつつ、レイへと視線を向けるヴェル。

　その視線には、自分の目の前に立っている強大な戦闘力を誇る獲物を仕留められるという歪んだ喜びの光が浮かんでいる。だが……

「それがどうした？」

　少しも混乱していないし、慌てていない。冷静極まりない言葉を返され、ヴェルは不快そうに眉まゆを顰ひそめる。

「何言ってるのさ。レイの攻撃は俺に通じないのに、何でそんなに余裕な訳？」

「さて、それはどうかな？　確かに今俺の放った一撃はお前に対して効果がなかったのは事実だ。だがお前が防いだのはあくまでも俺の持ってる技の一つにしか過ぎないというのを忘れて貰っては困るな。それに……俺の攻撃が効果無いとしても、お前の攻撃も同様だろう？　キュステの不意打ちを食らっても特にダメージの無かった俺に、キュステよりも圧倒的に攻撃力で劣っているお前がどうするつもりだ？」

「確かにそうかもしれないな。けど、レイがキュステの攻撃を防げたのはそのローブがあったからこそだろ？　ならそのローブが覆っていない場所、顔面や手足を狙えばいいだけじゃん」

　懐から取り出したのはナイフ。それもただのナイフでは無いのは、紫色の刀身を見れば明らかだった。

「ポイズンナイフ。一応それなりにレベルの高いマジックアイテムだよ。ほんの少しでもこのナイフで傷を付けられたら、十分程度は麻ま痺ひで身体が動かなくなるっていう素敵な効果を持ってるんだけど……さて、レイに対抗出来るかな？」

「いくら強力なマジックアイテムだと言っても、俺の顔と手足くらいにしか効果が無いというのは一緒だろうに。そもそもお前程度の存在が近接戦闘で俺をどうにか出来ると思ってるのか？　お前に出来るのは、せいぜい壁役の後ろから弓やナイフ投げで攻撃するだけだろうが、今はその壁役もいない。その触手にでも任せるつもりか？」

　淡々とヴェルの弱点を突きながら挑発の言葉を紡ぐレイ。

　だがヴェルはそんな言葉を聞きつつも、口元には相変わらず笑みを浮かべたままだった。

「そうだな、確かにレイの言う通りかも。なら前衛を作ればいいだけなんだけどね」

　パチンッ、と指を鳴らすヴェル。そして次の瞬間……

「グルゥッ!?」

　どこか困惑したようなセトの声が背後から聞こえ、咄とつ嗟さに地を蹴けり横へと跳ぶ。

　そしてつい一瞬前までレイのいた場所を背後から突き出された何かが通り過ぎ、その何かはレイが回避した空間を通り抜けてレイとヴェルの間へと立ちはだかる。

「……キュステ」

　レイとヴェルの間に立ちはだかった者。それはつい先程ヴェルへと攻撃を仕掛けようとしたときに妨害してきたキュステだった。

　ただしその目に光は無く、自分の意志というものを感じさせないままにレイの前に立ちはだかっている。

「ほら、これで壁役は解決っと」

　そんなキュステの後ろでは、ヴェルが相変わらず狂気染みた笑みを浮かべながらレイへと視線を向けている。だが……

「確かに壁役としては使えるかもしれないな。だが、しょせんはキュステだ。お前も知っての通り、純粋な実力という意味では俺とキュステには圧倒的な差がある。それなのにキュステ一人に壁を任せる気なのか？」

　わざと挑発するように言いつつ、気絶している残り二人の気配へと意識を集中するレイ。

（もしエレーナとアーラも何らかの手段で操られているとしたら、ヴェルの性格からいってここで自慢気にそのカードを切るはずだが……）

　内心で呟つぶやきながら周囲全ての様子を逃さずに捉とらえようとしていたレイだったが、それに対するヴェルの反応は予想外のものだった。

「確かに普通の状態ならキュステはレイに及ばないと思うよ。……けど、普通の状態じゃないとしたら？」

「……何？」

「そもそもさぁ、人の意識を操る魔法薬を使ったらその対象の能力が十分に発揮されないってのは大体予想出来ないかな？　例えば身体に染みついた動きならともかく、戦闘に関する思考とかその辺は操られている以上は十分に発揮されないんだし」

　そこまで告げ、肩を竦すくめて残念そうな表情を浮かべる。

「まあ、世の中には俺が使った物よりもっと高度な魔法薬があるから、中にはそういうのを全く関係無く操れる代物もあるらしいけど。残念ながら俺が今回使った魔法薬はそこまで高性能な奴じゃないんだよね。……全く、ベスティア帝国も技術が外に漏れるとか細かいことに拘こだわりすぎだと思うんだよなぁ。あのカマキリとかはそれなりに凄すごかったけど」

「……カマキリ、だと？」

　カマキリ。その単語で思いつくのは、ギルムからこのダンジョンに向かう道中で接触した巨大なモンスターだ。光学迷彩のようなものを使い、周囲の景色に溶け込んで自分たちを待ち受けており、倒した途端に証拠隠滅とばかりに溶けて消えた存在。

「なるほど、あれもお前の仕込みだった訳か。それにしてはお前も驚いていたけどな」

「ん？　ああ、違う違う。確かにあのモンスターがベスティア帝国の錬金術師の仕業ってのは確かだけど、あれには俺は関わってないよ。と言うか、向こうだってたとえミレアーナ王国を裏切った俺がいたとしても、姫将軍のエレーナを殺す機会があったらどっちを優先するのかってのは考えるまでもないと思うけど」

「つまりお前は捨て石も同然だった訳か」

　殊さらに挑発するようなことを口に出すレイだが、それを聞いてもヴェルは全く応こたえた様子も無く柳に風とばかりに聞き流す。

「まあ、そういうことかな。それはそれでいいんだよ。捨て石扱いされて死ぬようなら、俺はしょせんその程度の存在だったってことなんだから。当然大人しくやられるつもりはないけどさ」

　そこまで告げると、お前の考えていることは全てお見通しだと言わんばかりの笑みを浮かべて口を開く。

「それよりさっきから時間稼ぎでもしてるみたいだけど、エレーナにしろ、アーラにしろ、キュステにしろ、そうそう簡単に目を覚ましたりはしないと思うよ？　それに時間稼ぎをしてたのはそっちだけじゃないしね。……そろそろ時間かな」

　笑みを浮かべつつ、懐から取り出した笛をこれみよがしに見せる。

　その笛を見た瞬間、レイの背筋にゾクリとした嫌な予感が生まれ……

「セトッ！」

「グルルルルゥッ！」

　レイの呼びかけと同時にウィンドアローを放つセト。放たれた風の矢を水の魔ま槍そうで弾はじいているキュステの横を駆け抜け、笛を口へと持っていったヴェルへと目掛けてデスサイズを振り下ろす。……否いな、振り下ろそうとしたその瞬間、ヴェルの全身を覆っていた触手から何の脈絡もなく数センチほどの卵のような物が複数放たれる。

「ちぃっ！」

　殆ほとんど反射的にその卵を回避し、あるいはデスサイズで斬り裂いたレイだったが、その隙にヴェルは後方へと跳躍してレイと距離を取っていた。そして大きく息を吸い、手に持っていた笛へとその息を吹き込む。

　ピィーーーーーーッ、という甲高い音が周囲へと響き渡ったかと思うと、ウィンドアローを連続して放っていたセトが跳躍して今までいた場所を跳び離れる。そして次の瞬間……

　轟っ！　と音を立てながら、人間とほぼ同じ大きさの何かがつい一瞬前までセトがいた場所へと降り立っていたのだ。

　もしセトがウィンドアローを放つのに固執してその場から離れるのを少しでも躊ちゆう躇ちよしていたら、潰つぶされていたのは石畳の地面ではなくセトの背骨だっただろう。

「……それも錬金術の恩恵って奴か？」

　セトと共に一いつ旦たん後退し、ヴェル、キュステから距離を取って落下してきた何かへと視線を向けながら口を開くレイ。

「そうそう。今回の任務でベスティア帝国から俺に貸し出された一品。いわゆるゴーレムって奴だね。まあ、見て貰もらえば分かるけど普通のゴーレムに比べるとかなり高性能に出来てるよ。何しろレイどころか、セトにすら感知させずにあとを追って来てたんだから」



【ゴーレム】

　石や土、木、あるいは骨といった様々な物を使って錬金術で作りあげる人工生命体の一種。ただし人工生命体とは言っても、基本的には感情や意志という物は無く、ただ主人に下された命令を淡々とこなす存在。





　だが、今レイの前にいるゴーレムはレイが図書館で見た本の内容とは随分と違っていた。まずその大きさが違う。普通のゴーレムというのは三メートル前後のものが多いのだが、そのゴーレムはレイとそう大差ない身長なのである。つまりは一・六メートル程度。通常のゴーレムの半分ほどの大きさだ。

（ゴーレム……というよりは、オートマタといったところか。いや、この世界にその概念はないからゴーレムでいいんだろうが）

　セトと共に目の前に立つゴーレムへとデスサイズを構える。

「たとえこのゴーレムを入れても結局俺が有利なのは変わらないと思うがな。セトをゴーレムにぶつけて、俺がキュステとお前の相手をすればいいんだろ？」

「んー、まあ、確かに普通に考えればそうだろうね。……普通に考えれば」

　そう言いつつ、再び懐から取り出したのは数センチ程度の三さん角かく錐すいの形をした宝石のようなものだった。一瞬それを魔石かとも思ったレイだったが、その形状でそれが魔石ではないと言うのは明らかだ。

「これが気になる？　これはねぇ、こうやって使うの……さ！」

　三角錐の宝石を握った手を、そのまま振り下ろす。……キュステの首筋へと。そして……

「がっ、があああああぁぁぁぁあああぁぁっっっ!!」

　宝石の先端が突き刺さったその瞬間、まるでその宝石が何らかの生き物であるかのように首筋からキュステの体内へと入り込み、同時にキュステの口から獣のような絶叫が放たれる。

「お？　思ったよりも衝撃が強かったのかな？　もしかして意識を取り戻しちゃったとか？」

　面白い演劇でも見るかのような目でキュステへと視線を向けるヴェルだったが、次の瞬間にはその瞳ひとみに歓喜の色が浮かぶ。

「な……なんだ、私は、何をしていた？　この身体に走る痛みは……」

　そう、気を失っていたはずのキュステが目覚めたのだ。

　そして自分の顔を面白そうな目で覗のぞき込んでいるヴェルに気が付き、同時にその瞬間、気を失う前の出来事を思い出す。

「ヴェル、貴様ぁっ！　……何!?」

　殆ど反射的な動きで手に持つ魔槍をヴェルの顔面へと突き立てようとしたキュステだったが、次の瞬間には自分の身体の首から下が全く動かないことに気が付く。

「ヴェル、私に何をした！」

　強烈な殺気の宿った視線でヴェルを睨にらむキュステ。もし視線で相手を殺すということが出来るのなら、恐らくこの時点でヴェルは死んでいただろうと思わせるほどに強烈な殺意を伴った視線だ。

「何って、覚えてないの？　ほら、今まで何回か俺の水筒で水を飲んだだろ？　あれに魔法薬が入ってたんだよ」

「……貴様、何が目的でこんなことを」

「いや、それは決まってるでしょ。ベスティア帝国に降くだるためには向こうを散々苦しめてきた姫将軍の首とかがあれば優遇して貰えるし。……いやぁ、本当に苦労したんだよ？　まず普通のときはエレーナが鋭いわ、キュステやらアーラ、あるいは他の騎士団の連中が護衛に付いてるから俺だと手も足も出なかったし」

　小さく首を振り、いかにも自分は苦労してきたんだとばかりに辛つらそうな表情を浮かべるヴェルだが、次の瞬間には口元へと嬉うれしげな笑みが浮かぶ。

「そこに継承の祭壇の情報が舞い込んで来た訳だ。この儀式の特性上向かうとしたら俺たち三人に、ダンジョンのある場所の関係でラルクス辺境伯のところから一人くらいって予想してたけど、ドンピシャだったね。唯一にして最大の誤算が、父さんに入れ知恵してランクＤ冒険者までって限定したのに、その肝心のランクＤ冒険者がレイみたいな規格外な存在だったってことだけどさ」

　ギリッと奥歯を嚙かみ締める音が周囲へと響く。その音の出所は当然キュステだ。

　ペラペラと説明を続けるヴェルを殺意を込めた目で睨みつけながら口を開く。

「貴様……貴族としての誇りは無いのか！」

「誇り？　俺にしてみればそんなのは誇りどころか埃ほこり以下だけどね。その誇りとやらのおかげで俺は戦争以外では好きに人も殺せなかったんだし」

「くっ！」

「さて、説明はもう十分？　じゃあそろそろこの舞台も終幕と行こうか」

　パチンッと指を鳴らすヴェル。するとキュステの身体が勝手に動き出し、その手に持っていた魔槍をレイの方へと向けて構える。

「な!?」

「それがキュステがこれまで飲んできた魔法薬の効果って訳。さらに……」

　再び指を鳴らすと、次の瞬間にはキュステは地を蹴りレイへと向かってその魔槍を突き立てんと間合いを詰めていた。

「避よけろ！」

　自由にならない身体に強制的に動かされつつも、叫ぶキュステ。レイとしても攻撃をまともに受ける訳にもいかないためにキュステの攻撃を回避して、そのまま脇を通り過ぎてヴェルへとデスサイズを叩たたき込む。そういうつもりだったのだが……

『何!?』

　レイとキュステから、同時に驚きの声が漏れる。

　レイにしてみれば、これまでダンジョンを攻略するために見てきた攻撃とは比較にならないほどの速度で突き出された魔槍を見たために。そしてキュステは自分の身体がいつも以上に素早く、鋭く、力強く動いていたためだ。

　その鋭い動きで突き出された魔槍を、レイは殆ど反射的な動きでデスサイズを振るって弾く。

「あははははは。驚いた？　驚いたよな！　今のキュステの身体能力はいつもの二倍……いや、三倍近くまで高められているのさ。分かったかな、これが俺が余裕でいられた理由だよ」

　得意気に叫ぶヴェルの声を聞きつつ、連続して放たれるキュステの魔槍を回避し、防ぎ、いなす。

　そこから少し離れた場所ではゴーレムとセトの戦いが始まっており、ゴーレムが持っている長剣の一撃を回避し、鋭い鷲わし爪づめを使って反撃を行っては盾の表面を削るということが繰り返されている。

「ヴェル、貴様ぁっ！　私の身体を自由に操るなど……絶対に許さんぞ！」

　激怒という感情に支配されたかのように叫ぶキュステだが、ヴェルはそんな怒りなど全く関係無いとでもいうように、笑みを浮かべながらキュステとレイの戦いを眺めていた。

「ほらほら、俺の方を見ててもいいのか？　キュステの身体は勝手にレイへと向かって行ってるけど」

「くっ！」

　腹、胸、喉のどと三連続で突き出されたキュステの三連突き。その全てをデスサイズの石突きで弾くレイ。その顔には数秒前まで感じていた焦りの色はすでに無い。

　いくらキュステの身体能力を高めて自由に操ったとしても、それはやはり無理矢理に、そして強引に操っているのだ。キュステ自身が修めた槍術の全てを使いこなせるはずがない。

（正確に言えばその使いこなせない分を、あの宝石の力で強引にキュステの身体能力を上げて補っている、というのが正しいのか）

　そう思いつつ、右足を払いに来た魔槍の一撃をデスサイズの石突きを地面に突いて盾代わりにして弾く。

「がっ！」

　いくら身体能力を強化したとは言ってもデスサイズ自体の重さが百キロを超えるものであり、同時にそれを操るのは人外の身体能力を持つレイだ。本来であれば足を薙なぎ払う予定だったキュステの一撃はデスサイズの柄に弾かれ、強化された膂りよ力りよくの分キュステの手に痺しびれをもたらす。

　だが止まらない。そのまま弾かれた勢いを利用してその場で回転し、レイの左側から魔槍を振るって一撃を入れようとする。

　その一撃を後方へと素早く下がって回避し、目の前を魔槍が通り過ぎたのを確認してから素早く地を蹴けりキュステとの間合いを殺す。

「死ぬなよ」

　呟つぶやきつつ、キュステの鳩尾みぞおちを狙ってデスサイズの石突きを叩き込む。

　キュステの意識を刈り取ろうという一撃だったのだが……

「が、がぁっ！」

　何故か鳩尾に一撃を食らってもキュステの意識は保たれたままだった。

　キュステが装備しているのは、フルプレートメイルと呼ばれる全身鎧よろいだから防御力は高い。だが、今の一撃はその鎧さえ砕いて鳩尾へと放たれた一撃だったのだ。普通ならまず間違い無く気絶しているはずのその一撃を食らいつつ、何故かキュステは表情を苦く悶もんに歪ゆがめながらも意識を保ったままだった。

「あはははははは。無理無理。今のキュステは気を失うなんて真似はまずしない……いや、出来ない。それだけの強化はされてるんでね。もっとも、その代償に全身をとんでもない痛みが襲っているはずだけど。ねぇ、キュステ。どういう気持ち？　身体が自由にならないで気を失うことも出来ないとか、プライドの高いキュステには凄すごい屈辱じゃないの？」

　心底面白い、とばかりに笑うヴェル。

「……ろせ」

「え？　何か言った？　もう殺して欲しいとか、そういう泣き言は聞きたくないんだけどなぁ、俺」

「私を殺して……奴を討て！　レイ！」

　ヴェルに操られ、レイへと攻撃していたキュステが口にした叫び。それは自分を殺してヴェルを討てというものだった。

　その叫びを聞いていたヴェルが、思わずといった様子で笑い声を漏らす。

「くっくっくっく。あーはっはっはっは！　あのキュステが！　貴族としてのプライドだけは無駄に高い、あのキュステが！　あれほど嫌っていたレイに自分を殺してくれとか！　あははははは。ひーひっひっひっひ。駄目、駄目だ。笑い死ぬ。わ、脇腹が……な、なるほど。俺を笑い殺そうっていう狙いか？　そ、それなら確かにその企たくらみは成功しそうだよ！」

　脇腹を押さえながら大声で笑うヴェル。

　だが、キュステはそんな様子を見もせずに自分の攻撃を尽ことごとくいなし、回避し、防いでいるレイへと視線を向けていた。

「……私を、殺せ。そして奴を討て。貴様もエレーナ様の護衛として雇われた身なら、その責務を全うしろ！」

　顔面へと狙いを付けて放たれた突きを、レイは数センチだけ顔を背けて紙一重で回避しながら周囲の様子を確認する。

　少し離れた場所では未いまだにセトとゴーレムの激しい戦いが繰り広げられている。戦いとしてみれば一進一退と言ってもいい状況だが、ゴーレムの盾はすでにボロボロになっており、同時にゴーレムにも幾筋かの傷跡がつけられていた。

　それに対してセトはといえば、ゴーレムが相打ちを覚悟で振るった剣をグリフォン特有の素早い身のこなしで回避しながらも、隙を見ては攻撃を繰り出してダメージを積み重ねていく。

　その攻防を見ればどちらが有利なのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。だが、それでも自らの意志というものがないゴーレムは命じられた内容を淡々とこなすだけであり、傷ついたからといって怯ひるむようなことは無いし、一旦後退して態勢を整えるといったことを考える頭も無い。

（セトの方は勝利は確定的だが、まだしばらく時間が掛かる……か）

　次に視線を向けたのは継承の祭壇近くで気を失い、魔法陣の中へと倒れ込んでいるエレーナとアーラ。

　儀式の途中で強制的に中断させられた影響なのだろう。これほどに近くで激しい戦闘を繰り広げられていても、一向に目を覚ます気配は無い。

（こちらも望みは薄い。そうなると……）

　後方へと跳躍しながら、最後に視線を向けたのはキュステ。次の瞬間には一瞬前までレイのいた場所をキュステが放った水の魔ま槍そうの横殴りの一撃が通り過ぎていく。

「……いいんだな？」

　キュステを回避してヴェルへと迫るのは、難しいが出来ない訳では無い。だが、ヴェルの懐から伸びている触手が備えている自動防御の力を考えると、ヴェルを仕留めきる前に操られたキュステが援護に回り、結局は二人を相手に戦うことになってしまう。

　それを避けるためにはまずキュステの動きを止めないといけないのだが、操られている今のままでは多少のダメージで動きを止めるのは無理だろう。つまり、本気で死ぬか生きるかといった一撃を当てるしかないのだ。

「無論だ。……最後に言っておくが、私は貴様が嫌いだ。憎んでいるといってもいい。貴様は貴族という存在に対する尊敬の念が足りないし、言葉遣いも粗雑であり、礼儀作法も知らない。かと思えばエレーナ様に対しては気安い態度を取る」

　口を開きながらも顔面を突き、足下を払い、返す刃やいばで胴体を薙ぎ払う。

　それらの攻撃をこれまで同様デスサイズで防ぎ、回避し、いなしながらもキュステの言葉をじっと聞くレイ。

　目の前に立つ槍やり使いを好きになれないというのは事実だが、現在口に出しているのはキュステの最期の遺言となるかもしれない言葉なのだ。それを思えば最後まで聞くのが礼儀だろうと判断し、攻撃を回避しつつもキュステの言葉に耳を傾ける。

「そんな風に何もかもがなっていない貴様だが、その実力だけは私も認めざるを得ない。お前がいなければ私たちは無事にここまで辿たどり着くことは出来なかっただろうし、何よりも槍を使っていなかったとは言っても、私に勝っているのだからな。それにヴェルに操られて身体能力が増した私の攻撃を防ぎ続けているのだ」

「あー、まだつまんない話が続くの？　あんまり暇だと、俺ってばエレーナとかアーラに手を出しちゃうよ？」

「っ!?　……だから、恥を忍んで頼む！　奴を、エレーナ様の信頼を裏切り、母国でもあるミレアーナ王国をも裏切ったあの恥知らずを……」

「……了解した。一ひと先まずお前は眠れ」

　言葉と共に、突き出された槍の穂先をデスサイズの石突きで下から打ち上げる。

　百キロを超えるデスサイズに、レイの人外の膂力で打ち上げられたその魔槍は、ケレベル公爵騎士団の中でも有数の槍使いとして知られているキュステの握力で握っていても堪こらえることが出来ずに上空へと高く打ち上げられ、天井へと突き刺さる。

　そして打ち上げた姿勢のままに、クルリと手の中でデスサイズを半回転させ、石突きの先端をキュステのまだ鎧に包まれた腹の部分へと触れさせ……

　バギャンッ！　と、とても人が出せない音を響かせて吹き飛ぶキュステ。

　デスサイズの石突きで零距離から打ち抜かれたフルプレートメイルは先に与えた鳩尾部分の一撃の影響もあって殆ほとんどが砕け散っており、床へと鎧の破片が散らばっている。

「がっ！」

　さすがにその一撃は強烈だったのだろう。キュステは吹き飛ばされた先で一声呻うめいて意識を失う。

　最初にヴェルへと攻撃したときのように気を失ったままでも攻撃出来るのかと一瞬頭の中で考えたレイだったが、今はあのキュステが自分の身を捨ててでも、憎んでいる自分に懇願してでも作り出したそのチャンスを逃せないと、ヘラヘラとした笑みを浮かべて自分を眺めているヴェルへと向かって地を蹴る。

「はぁっ！」

　雄お叫たけびと共に放たれたその一撃。空間すらも斬り裂くかのような鋭さと速さ、力強さを持った一撃がヴェルへと襲い掛かり……

「残念でしたっと！」

　ヴェルのからかうような言葉と共にレイの手に残ったのは、肉を斬り裂く感触でもなければ骨を砕く感触でもない。金属や石を砕いたかのような手て応ごたえ。

「ゴーレム、だと？」

　その斬り裂いた感触の正体を思わず口に出すレイ。ヴェルへと向かって放たれた、死をもたらすはずの一撃を受け止めたのは、どこからともなく現れたゴーレムだった。

　いや、どこからともなくではない。そのゴーレムがどこから現れたのかは、レイの目にはしっかりと映っていた。ヴェルの腰にぶら下げられたポーチ、そこから現れたのだ。

「あ、驚いた？　やっぱり驚いた？　まさか空間拡張されたポーチを俺が持ってるとは思わなかったんだろ？　そりゃそうか、本来なら子爵家の財産程度じゃ買えないような代物だし」

　その言葉に、一瞬レイの視線が向けられたのは継承の祭壇の前で気を失っているエレーナの姿。だがそのくびれた腰には、前日の夜に見た空間拡張型のポーチが着いたままだ。

「ん？　残念。俺のこのポーチは別にエレーナの物を奪ったとかそういうんじゃないんだよね」

「……ベスティア帝国、か」

「ありゃ、分かっちゃったか」

「ふん、お前が故国であるミレアーナ王国を裏切ってベスティア帝国についた上に、これまでのことを考えればベスティア帝国というのは錬れん金きん術じゆつの技術が高いんだろう。あの巨大カマキリのようなキメラなんかその最たるものだしな」

「大正解！　ベスティア帝国は魔導都市オゾスと比べても錬金術のレベルだけなら同等なんじゃないかな。……まあ、それでも空間拡張型のポーチを作るのにはかなりランクが高いモンスターの魔石や、その他にも希少性が高い素材が必要になるんだけどね。それに俺のポーチだって収納容量はエレーナの物と比べてもかなり小さいし」

「そのようだな」

　たった今斬り裂いたゴーレムへと視線を向けながら呟くレイ。

　その視線の先にいるのは、ゴブリンと比べてもなお小さいゴーレムだった。そのゴーレムがデスサイズの一撃を受けて頭部を左右二つに分けられてその場に倒れている。

（エレーナに聞いた話では、空間拡張型のポーチとは言っても拡張できるのは一畳や二畳程度が限界のはず。なら、それほど大きなゴーレムを入れておける訳もない）

　内心でそこまで呟き、ゴーレムへと視線を向ける。

（実際、俺の一撃を防いだのはゴブリン以下の大きさしか無いゴーレムだしな。つまりそれほどの手札は無いはずだ。それに何より、こいつの手札は俺の意表を突く物が多い。なら戦闘の主導権を俺が握るのが上策！）

　そこまでを一瞬で考え、視界の端に何かが動くような物が見えたその瞬間、反射的にデスサイズを振るう。切り飛ばされたのはヴェルの懐から伸びている触手だった。

「その程度の攻撃が俺に通じると思うな！」

　デスサイズを大きく振るい、幾本も伸びている触手を纏まとめて数本叩たたき切る。

　いくら錬金術で作られたと思おぼしき存在であっても、さすがに魔力を纏わせたデスサイズを防げるほどではない。しかし……

「おおっ、さすがにレイ。戦闘力だけで見れば間違い無くランクＡレベルだよね」

　懐から伸びている触手を斬り取られ続けているにもかかわらず、相変わらず口元に笑みを浮かべたままのヴェル。ただし、次の瞬間には面白がっている笑みから、悪戯いたずらが成功した子供が浮かべるようなニヤリとした笑みへと変化する。

「けどさぁ……俺ばっかりに構っていていいの？」

「っ!?」

　ヴェルの視線。その視線が向いている方に何があるのかを理解し、デスサイズの石突きで自分の身体に絡みつこうとしている触手を纏めて弾はじいて後方へと大きく跳躍。そうはさせじと触手が再度伸びてくるが、間一髪レイの身体能力が勝り触手は空を摑つかむことになる。

　空中で向けた視線の先には気を失って倒れているエレーナの姿。……そしてそこへと近寄っている見覚えのある小さなゴーレム。つい先程レイの一撃からヴェルをその身を挺ていして守ったゴーレムだ。デスサイズで破壊されたのだろう頭部をそのままに、ゴーレムがヨロヨロとだが確実にエレーナへと近付いている。

　ゴーレムがヨロヨロとしているのは、破壊されている頭部の他にもその手に持っている巨大な剣が理由だろう。

　いや。それは小さいゴーレムが持っているからこそ巨大な剣に見えるだけで、実際は普通の長剣でしかない。そう。刺したり斬ったりすれば人を殺せる普通の長剣だ。

「いつの間にっ！」

　地を蹴けるレイ。だがすでにゴーレムはその長剣を大きく持ち上げ、気絶しているエレーナの首へと振り下ろしかけており……

（くそっ、間に合わない!?）

　ミスティリングから短剣を取り出してゴーレム目掛けて投げつけようとするが、すでにその剣は振り下ろされ……

「ぐっ！」

　ザクッという肉に剣先が突き刺さるその音がしたのと同時に響いた苦く悶もんの声。だがその声の主はレイの予想していたエレーナのものではない。もっと低い声だ。

　その苦悶の声を意識的に聞き流したレイは短剣を投とう擲てきし、空を斬り裂くように飛んで行った短剣はゴーレムの胴体へと突き刺さる。その衝撃によって串くし刺ざしにされたゴーレムは吹き飛んで壁へとぶつかり、壊れた玩具おもちやの如く石畳の上へと落下した。

　そしてゴーレムが消えたあとにレイの視界に入ってきたのは、本来ならば先程のレイの一撃で瀕ひん死しの重傷と言ってもいいほどのダメージを受けたキュステの姿だった。その背には振り下ろされた長剣が刀身半ばまで埋まっている。

　そこまでの身を挺してエレーナを守ったキュステだったが、その刃の全てを己おのれの身体だけで受け止めることは出来ず、剣の切っ先はエレーナの鎧よろいの隙間を縫うかのように胴体へと突き刺さっており……

　その様子を見たレイの中に違和感が存在していた。

　本来であれば致命傷に近い傷のはずだが、それでも血が流れている様子はない。

　何故？　一瞬そう思ったが、次の瞬間には理解する。

　ギルムで貰もらったマジックアイテム、ゼクシードを。

　そして、焚たき火の明かりの中でエレーナへと手渡したときのことを。

（そうか、発動したのか！）

　所持者が受けたダメージを肩代わりするという、効果としては非常に優れているものの、それが発動される基準は個々に違うという酷ひどく癖のあるマジックアイテム、ゼクシード。

　だが、幸いにもキュステが自らの身体を使って剣の威力を落とし、それが偶然にもゼクシードの発動条件に適していたため、今このときにその効果が発揮されたのだろう。

　ともあれエレーナは無事だと判断したレイは、その上で長剣に身体を貫通されているキュステへと呼びかける。

「キュステッ！」

　先程の、キュステを吹き飛ばした一撃。デスサイズという強力極まりないマジックアイテムと、レイの人外の膂りよ力りよくによる一撃でフルプレートメイルが叩き壊されてさえいなければ、恐らくは防げたはずの一撃だった。

「エレー……無事、ぐっ、な、何を……している。ヴェルを……討てぇっ！」

　自らの身体を貫いたはずの剣の切っ先がエレーナに対して傷を与えていないと判断したキュステは、文字通りに口から血を吐きながら叫ぶ。

　一瞬だけ唇を嚙かみ締めながら視線をヴェルへと戻す。

「あれ？　何で？　剣は刺さったのに……ちぇっ、俺の知らないマジックアイテムでも持ってたのか？　一応持ってるマジックアイテムに関しては知ってたつもりだったんだけど……つまんない真似をしてくれるなぁ」

「マジックシールド！」

　デスサイズのスキルであるマジックシールドを発動したその瞬間、光で出来たシールドが一枚形成され、レイの周囲へと浮かび上がる。

「どうやらもうこざかしい手段は残ってないらしいな！」

「確かにそうかもしれないけど、そうそう簡単にやられてはあげないよ」

　地を蹴り、デスサイズに魔力を通して大きく振りかぶりながら間合いを縮めていくレイ。そのレイに向かって複数の短剣が投擲されるが、その殆どは身体を最小限に動かして尽ことごとく回避していく。

「お涙ちょうだいとか、そういうのは今時流は行やらないんだよ！」

　間合いが縮まり、次にレイへと襲い掛かったのはヴェルの懐から伸びている触手。それらの鋭い切っ先がレイの身体を貫かんと十数本伸びてくる。しかし……

「邪魔だ！」




　斬ざんっ！




　レイの気合いと共に振り切られたデスサイズが、触手を纏めて一掃する。

「くっ！」

　さすがにこのままでは危険だと判断したのだろう。ヴェルは咄とつ嗟さに後方へと跳躍し、腰のポーチから取り出した何らかのガラス瓶を素早く投げつける。そのガラス瓶は弧を描きながらレイへと飛んで行く。

「甘いんだよ！」

　デスサイズを左手へと持ち替え、空いた右手でそのガラス瓶をキャッチ。そのままヴェルへと向かって素早く投げ返す。

「え？」

　今、何が起きたのか分からなかったのだろう。呆ほうけたような声を出し、それでも自分の投げたガラス瓶が投げ返されたのに気が付き、咄嗟に回避しようとするが……

　ガシャンッ！

　ヴェルの懐から伸びている触手が勝手に動き、そのガラス瓶を迎撃する。

　そう。ヴェルの懐から伸びている触手は、攻撃に対して自動的に反撃するという性質を持たされて錬金術で作られていた。

　その攻撃が剣や槍やり、あるいはデスサイズのような大鎌であっても。……そしてそれがガラス瓶であってもやるべきことは変わらなかった。すなわち、その鋭い切っ先でヴェルへと向かってくるガラス瓶を砕く。

　普通のガラス瓶であればそのまま砕けずに床に転がっていたのかもしれない。だが今ヴェルが投げたのは、投擲用にわざと割れやすいように作られているものだった。今の出来事でヴェルが一番驚いたのは、そのガラス瓶を受け止めつつも割らなかったレイの驚くべき技量であっただろう。

　ガラス瓶が砕ける。それはつまり、中に入っていた何かがヴェルへと降り掛かるということだ。

「うわあああああああああああああああっ！」

　ガラス瓶の中に入っていた液体をまともに浴び、その顔を押さえて悲鳴を上げるヴェル。動きを止めたその一瞬にデスサイズを振り下ろそうとしたレイだったが、ヴェルの顔面が醜く溶け爛ただれているのを視界に入れたその瞬間、驚きよう愕がくでデスサイズを振るう軌道がずれ……ヴェルの身体ではなく、その左腕を肩から斬り飛ばす。

「うわああああああああああああっ！」

　左腕を肩から斬り飛ばされ、血を止めどなく吹き溢こぼしつつも残った右手でその醜く溶け爛れた顔を押さえているヴェル。

　一瞬だけその醜い顔に驚き動きの止まったレイだったが、自業自得だとばかりに再度デスサイズを振るおうとして……

「グルゥ！」

　背後から聞こえてきたセトの切迫した叫び声を聞き、同時に自分へと向かって来る何かに気が付き咄嗟にデスサイズを振るう。

「……」

　向かって来た相手。すなわちセトと戦っていたはずのゴーレムは回避行動すらまともにせず、まるで自分から当たりにいったかのようにデスサイズの刃やいばへと突っ込み、身を二つに切り裂かれる。

（やばい!?）

　殆ど反射的な勢いで後方へと距離を取るべく跳躍するレイ。だがそれよりも一瞬早く、デスサイズの刃によって真っ二つに切断されたそのゴーレムは眩まばゆく光り……




　轟ごうっ！




　と、爆風を周囲に撒まき散らしつつ爆発する。

　その一撃を至近距離で受けたレイだったが、爆炎が晴れたあとに全くの無傷と言ってもいい状態で姿を現す。そして代わりとでも言うように、レイの周囲に浮かんでいたマジックシールドが霞かすみのように消えて行く。

（まさか自爆とはな。マジックシールドのおかげでダメージはないが……っ！　ヴェルは!?）

　デスサイズを振るい、しつこく残っている煙を吹き飛ばしてヴェルの姿を捜す。

　左肩から先は無くなり、顔面が醜く溶け爛れている状態で逃げられるとは思えないが、それでも息の根を止めるまでは油断出来ないと素早く周囲を見回していると、まだ煙が残っている場所からその声が聞こえてきた。

「はっ、はははは。ちょ、ちょっと油断してしまったかな。……けど次はこうはいかないよ」

　左肩の激痛に顔を歪ゆがめ……ただでさえ溶け爛れている顔をさらに醜く歪ませながらヴェルはそう宣言する。

　そして唯一残ったその右手には宝石のような物が握られ、地面へと叩き付けようとするが……

「逃がすかっ！」

　素早くミスティリングのリストを脳裏に展開。そのリストの先頭に表示されていた針を取り出し、宝石を地面に叩き付けようとしていたヴェル目掛けて投擲する。

　空気を斬り裂く鋭さと素早さで放たれたその針は、毒液を滴らせながらまるで獲物に喰くらいつく猛もう禽きん類るいの如く一直線にヴェルの右太ふと股ももへと突き刺さった。

　奇くしくも今レイが投げた針はこのダンジョンの地下五階、アンデッドの蔓延はびこる階層で、罠わなとして放たれそうになっていたのをヴェルが解除してレイが貰ったという物だった。

「ぐっ、最後の最後までやってくれるね。けど、この勝負は俺の勝ちだよ！」

　レイの力で投擲された毒針はヴェルの着ていた革鎧を貫通してその右太股へと突き刺さっていたのだが、それに構わずに持っていた宝石を地面に叩き付け……先程のゴーレムが放ったものと同等、いやそれ以上の眩い閃せん光こうを周囲へと撒き散らす。

「ちぃっ、セト！」

「グルゥッ！」

　何が起きているのかは分からないが、このまま逃がす訳には行かないとばかりにセトへと声を掛ける。

　その声に反応したセトはウィンドアローを放ち、それに負けじとレイもまた飛斬を放つ。だが……

「……消えた、か」

　周囲を照らした眩い閃光。

　その閃光が消えたあとにヴェルの姿は何処にもなく、ただつい数秒前までそこにヴェルがいたことの証拠であるかのように、地面に左腕を切られた際に流れた血と、少し離れた場所には切断されたヴェルの左腕が転がっていた。

　そして部屋の奥、ヴェルが立っていた先の壁には飛斬によって斬り付けられたと思われる大きな傷跡と、セトが放ったウィンドアローが抉えぐった傷跡が複数残っている。

　ヴェルが何を使ったのか、その答えにレイは辿たどり着いていた。恐らく地面に叩たたき付けた宝石には空間魔法が封じ込められていたのだろう。それも空間移動、いわゆる転移魔法と呼ばれる類たぐいのものが。

　アイテムボックスの希少価値を考えるまでもなく、マジックアイテムに空間魔法を付与するというのは非常に難しい。だが採算を度外視し、なおかつ一度だけの使い捨てであるならベスティア帝国の技術でも可能だったのだろう。

（それでも魔導都市オゾスとやらと同等の錬れん金きん術じゆつのレベルがあってこそだろうが……な）

　溜ため息いきを吐つきつつ、とにかく獅し子し身中の虫でもあるヴェルを撃退したことでこれ以上の危険は無いと判断し、急いでエレーナの下へと向かう。

　首筋に指を当て脈があることを確認し、次いで先程長剣が突き刺さった場所を調べるも、血が流れている様子はない。

　命に全く別状がないことを確認して安あん堵どの息を吐くと、次に視線はエレーナの隣に横たわっているキュステへと向けられる。

「……キュステ」

　エレーナの側そばで横たわっていたキュステがすでに事切れているのは、その開いたままの目を見れば明らかだ。ただしその顔に浮かんでいる満足そうな笑みを見る限り、恐らくレイがヴェルを撃退したのを確認してから逝いったのだろうと予想は出来た。

「気に食わない奴だった。……それは間違い無い。だが、お前はきちんとエレーナの護衛としての役割を果たして逝ったんだな。それだけは認めてやるよ」

　胸の上で腕を組ませ、兜かぶとを外して目を閉じさせる。

　身体を覆っていたフルプレートメイルはその殆ほとんどがレイのデスサイズによる一撃で砕かれており、残っているのは手足に装備されている手甲、足甲。そしてたった今外した兜くらいだ。

「グルゥ」

　レイはキュステを空気の如く無視していたが、セトはあからさまに敵意を持っていた。それでも先程のやり取りを見て思うところがあったのだろう。喉のどの奥で小さく鳴くその様は鎮魂を祈っているかのようにレイには見えていた。

「問題は……継承の儀式がどうなったのか、だな」

　呟つぶやきつつ、視線は継承の祭壇へ。

　本来ならそこにあったはずのエンシェントドラゴンの魔石はヴェルの一撃により砕け散り、破片となって周囲へと散らばっている。

　不幸中の幸いなのは、七割ほどがすでにエレーナに吸収されていたことか。しかし……

（全てを吸収するのが継承の儀式のはずだ。それを七割程度までしか吸収出来なかった。これがどういう結果になるか）

　視線の先には、未いまだに気を失っているエレーナの姿がある。意識を失い目を閉じている姿は、それでもなおエレーナの美しさを際立たせている。

「とにかくアーラとエレーナの二人が目を覚まさないとどうにも出来ないな。このまま運んでもいいのかどうかも分からないし」

　魔法陣の中で気を失っているというのが儀式にどう影響するのかも分からないため、レイとしては二人が目を覚ますのを待つしか無かった。

　そしてミスティリングから清潔な布を取り出し、キュステへと掛けてから数時間。

「ん……」

　最初に目が覚めたのは、エレーナではなくアーラだった。

「……起きたか、アーラ」

「レイ……殿？」

　目が覚めたアーラが、一瞬状況を理解出来ないまま周囲を見回す。

「っ!?　エレーナ様は!?」

　自分が気を失う寸前の出来事を思い出したのだろう、素早く起き上がって周囲を見回す。

　そして継承の祭壇の側で気を失っているエレーナの姿を見つけ、駆け寄ろうとしてその手をレイに摑つかまれる。

「アーラ！」

「レイ殿、放して下さい！　エレーナ様が！」

「いいから落ち着け！　エレーナは継承の儀式を途中で強制的に終了させられている！　その状態で迂う闊かつに魔法陣から身体を動かすのは危険だ！　何が起きるか分からないぞ！」

　半ば殺気の交じった眼でレイを睨にらみつけたアーラだったが、エレーナが危険という言葉に反応したのだろう。徐々にその身から溢あふれている殺気を収めていく。

「……すいません」

「気にするな。お前がどれほどエレーナを慕っているかは知っているからな、無理もないさ」

　ようやく落ち着いたアーラに、気付けとばかりにミスティリングの中から瓶を取り出す。ギルムで購入した葡ぶ萄どう酒だ。

　レイ本人はアルコールに強い訳ではない。それでも嗜たしなむという程度には飲むこともあるし、いざというときのため──それこそこういうときのため──に買っておいたものだ。

　瓶からコルクを力ちから尽ずくで抜き、コップへと注ぎアーラの方へと差し出す。

「取りあえず飲め。少しは落ち着くだろう」

「……すいません」

　チビリ、チビリと黙って葡萄酒を飲むアーラ。その顔は物憂げであり、ヴェルの裏切りについて考えているのだろうというのはレイにも容易に想像がついた。そして……

「……あれ？　レイ殿、ヴェルが裏切った。それは分かります。……じゃあ、キュステは？　もしかして、キュステも……」

　キュステも裏切ったのか。そう続けようとしたアーラの言葉を遮り、レイはエレーナの近くにある清潔な布で覆われている方へと視線を向ける。

　セトもまた、地面に寝転がってレイの体重を受け止めながらもキュステの遺体へと視線を向けていた。

「え？　……そ、そんな、まさか……噓でしょ!?」

　両手で持っていたコップを地面へと置き、恐る恐るキュステの遺体へと近づき、覆っている布をそっとずらす。

　そこにあったのは、満足そうに笑みを浮かべつつも口の周りに血が付いている、安らかと言ってもいいキュステの死に顔だった。

「何で……何でなのよ！　何でキュステが死んでるのよ！」

　激情に身体を突き動かされたかのように、石畳を殴りつけるアーラ。その剛力により頑丈なはずの石畳にはヒビが入り、砕けた破片が周囲へと飛ぶ。

　そのまま幾度も石畳を殴りつけ、数分。ようやく落ち着いたのかその涙を強引に拭ふき取り、視線をレイへと向ける。

「レイ殿……教えて下さい。これをやったのは……ヴェル、ですか？」

「……ああ」

「キュステは……どんな最期でしたか？」

　そう尋ねるアーラの拳こぶしからは皮が破け、肉が見えた状態で血が滴っていた。それにも気が付かないかのように拳を強く握りしめ……手の甲からだけではなく、爪が掌てのひらの皮を破り、そこからも血がポタポタと零こぼれ落ちている。

「このダンジョンに潜ってから、ヴェルが何度かキュステに自分の水筒を飲ませていたのを覚えているか？」

「……はい」

「その水筒の中身には魔法薬が入っていたらしくてな。その魔法薬の効果でキュステはヴェルの操り人形になった」

「そんな！　ですがヴェル自身もあの水筒を飲んでいたのに!?」

「解毒薬の類を用意してあったらしい。そこにさらに身体能力を上げるマジックアイテムを使われて俺と戦いになって……」

　そう呟いたときだ。アーラの視線が殺気を帯びてレイへと向けられる。

「それでは、キュステを殺したのはレイ殿だと？」

　全身に浴びせられる殺気を感じながらも、首を左右に振る。

「戦闘のドサクサに紛れてヴェルがいつの間にか小さいゴーレムを放っていてな。あそこに転がってるだろう」

　そう言いレイが向けた視線の先には、胴体を短剣で突き刺され機能を停止しているゴーレムの姿があった。

「あのゴーレムがエレーナへと攻撃を仕掛けようとしたとき、キュステがどうやったのかは知らないが魔法薬の束縛を破ってエレーナを庇かばって……」

「レイ殿の実力ならっ！」

　血を吐くような叫びとでも言うような声を上げるアーラ。だが、すぐにその糾弾の叫びを止めて下を向く。

　今までよりもさらに強く手を握りしめたのだろう。その手から地面へと零れ落ちる血の量が多くなっている。

「……いえ、気絶した私がどうこう言える話ではないですね。それにキュステの顔を見れば満足して逝ったのは確かなのですから、私がここでレイ殿を責めた所で意味は無いのでしょう。仇かたきを討つのなら私がこの手で……ヴェルを討ちます」

　決意を込め、自分自身にその言葉を刻みつけるように口に出したアーラを見ながらミスティリングからポーションを取り出すレイ。

「取りあえずその傷を癒いやせ」

「はい、申し訳ありません」

　ポーションの入っている瓶を利き腕の右手へと振りかけると、三十秒も経たないうちにアーラの右手は元の傷一つない状態に回復する。

「それで、エレーナ様はどうするべきなんでしょうか」

　自らの手でヴェルを討つという決意を固め、手の傷も回復してようやく落ち着いたのか、未だ目を覚まさないエレーナへと視線を向けつつアーラが尋ねるが、レイはただ首を左右に振る。

「継承の儀式がどういう儀式か知らない以上、俺にもどうにも出来ない。脈があるのは確認してあるから、あとは自然と目を覚ますのを待つのがいいと思う。幸い、この最下層には通路を徘はい徊かいしているモンスターの類もいないようだしな」

「ですが、ずっとこのまま待っているという訳にもいかないのでは？」

「まあな。食料に関してはまだまだ余裕があるし、モンスターの肉もアイテムボックスには入っているけど……ここで寝ているのが健康にいいとはとても思えないしな。……あと半日ほど待っても目を覚まさないようなら、危険を承知で連れ出すとしよう」

　アイテムボックスからマジックアイテムでもある砂時計を取り出すレイ。

「この砂時計は砂が落ちきるのに二時間掛かる。これで半日を計って、それでもエレーナが気が付かなかったら……」

　レイの言いたいことが分かったのだろう。アーラは小さく頷うなずく。

「分かりました」

　こうして、お互い言葉も発さないままときが過ぎていくのを待つ。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　沈黙を続けるレイとアーラ。そしてただ目を瞑つむってレイの体重を受け止めるセト。

　そんな二人と一匹の前にある魔法陣の中心で、まるで眠るように横たわっていたエレーナが目を覚ましたのは砂時計の砂が五回目に落ちきりそうになったとき……すなわち約十時間が経ったときのことだった。

「……ん……」

「エレーナ様っ！」

　魔法陣の中央で静かに気を失っていたエレーナの声が、静寂に包まれていた継承の祭壇と呼ばれるエリアに、小さくだが確実に響く。

　その声に反応して思わずエレーナに駆け寄ろうとしたアーラ。だが、そのアーラの手をまたしてもレイが摑み止める。

「レイ殿っ！」

「落ち着け！　周囲を良く見てみろ！」

　邪魔をするなとばかりに怒鳴ったアーラだったが、レイから返ってきたのはそれに負けないほどに切羽詰まった声だった。

　そのレイの声に周囲を見回すアーラ。

「これは……」

　そしてアーラもまた、目の前で起きている光景を目にして思わず言葉を詰まらせる。

　継承の祭壇と呼ばれるようになった原因でもある、エレーナのすぐ近くにあった祭壇。儀式の途中でヴェルによりエンシェントドラゴンの魔石が砕かれたままになっていたその祭壇が、まるで今までそこに存在していたのは幻だったとでも言うように霞かすみへと姿を変えていく。

　継承の祭壇、三方向に存在していた魔法陣。……そしてエレーナが倒れ込んでいた魔法陣。その全てが霞へと姿を変え……次の瞬間、エレーナの体内へと吸い込まれていったのだ。

「アーラ、これは継承の儀式では普通の出来事なのか？」

「い、いえ。すいませんが私は継承の儀式には詳しくないのでなんとも……」

「そうか。これが正常なプロセスなのかどうか分からないのは不安なところだな」

　そうレイが呟いたそのとき。

「心配するな。儀式前にも言ったように、継承の祭壇で儀式を行えるのは一度きり。その理由がこれだ」

　魔法陣のあった場所、先程までそこに魔法陣があったとは思えない、ただの石畳の上で、エレーナが上半身を起こしながら口を開く。

「エレーナ様！」

　眼に涙を浮かべながらエレーナへと駆け寄り抱き付くアーラ。

　その様子を見ながら、レイもまたエレーナへと向かって歩いて行く。

「どこまで覚えてる？」

「……ヴェルか」

「ああ」

「奴が祭壇の上にあった魔石を破壊した所までだな」

　呟つぶやき、周囲を見回し……布を掛けられている存在へと目を留める。

「……キュステ、か？」

「ヴェルのゴーレムからお前を守ってな」

「そう、か。……ヴェルの裏切りに気が付かなかったのは指揮官としての私のミスだ」

　キュステの顔の部分に掛かっている布を取り、数秒だけ目を瞑って鎮魂を祈りレイへと視線を向ける。

「レイ、キュステの遺体をアイテムボックスに収容してくれ。せめて家族の下に遺体だけでも届けてやりたい」

「分かった」

　エレーナの頼みに小さく頷き、ミスティリングへと遺体を収容する。

「……で、結局継承の儀式とやらはどうなったんだ？　本来ならエレーナが吸収するはずの魔石は途中でヴェルに破壊されてしまったんだけど」

「ちょっと待て」

　そう返事をし、目を瞑り自分の身体の調子を確かめるように確認していく。

「……完全にエンシェントドラゴンの力を継いだとは言えないが、七割ほどは何とかといった所だな」

「七割か。それが高いのか低いのかは分からないな」

「儀式を途中で邪魔されてしまった結果としてはそう悪い物では無いだろう。最悪の場合、継承の祭壇もエンシェントドラゴンの魔石も破壊され、さらにキュステまでも失ったのに何も得られなかった、ということもあり得たからな。奴の失敗は継承の祭壇ではなく魔石を破壊したことだ。継承の儀式では魔石よりも祭壇の方が重要なのだから。……ヴェル・セイルズ。この借りは貴様に必ず返させて貰もらうぞ」

　最後の部分だけを自分の口の中で呟くエレーナ。その目には強い決意の光が宿っており、同時に獲物を狙う狩人かりゆうどのような雰囲気も放っていた。

「エレーナ様、それでエンシェントドラゴンの力を継承したとのことですが……具体的にはどの辺が変わったのでしょう？　少なくとも見た目は今までのエレーナ様のままですが」

　アーラの恐る恐るといった様子の質問に、エレーナはつい数秒前まで浮かべていた獰どう猛もうな雰囲気を消し去り、笑みを浮かべながらその頭を撫なでる。

「そうだな。ヴェルの妨害で儀式が失敗していれば、もしかしたら私自身が人の姿を捨てて竜そのものになっていた可能性も捨てきれないからな。だが安心しろ、幸い私はエンシェントドラゴンの持つ肉体的な強さ、強力な魔力を人の形のまま手にしたらしい。……今はまだ無理だが、初歩的な竜言語魔法の類たぐいも使えるかもしれないな」

　右手を握りしめると、無意識にだろうが魔力が周囲へと放射される。

　その魔力の大きさは明らかに儀式前のエレーナを超えており、魔力を見るという能力の無いレイにも受け継いだ力がどれほどの物であったのかが理解出来た。

「……私に関してはこれでいいとして。レイ、私が気を失ってから何があったのかを詳しく教えてくれないか？」

　放出していた魔力を消し、レイへと視線を向けるエレーナ。その視線を受け、レイもまた頷き先程アーラに話した内容をより詳しく語る。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「そう、か。キュステは満足して逝いったか」

「ああ。気に食わない奴だったのは間違い無いが、それでも騎士として守るべき者を守って死んでいったよ。それに、奴がいなければ恐らくゼクシードの発動も無かった」

　レイのその言葉に、エレーナは剣が突き刺さった鎧よろいの隙間をそっと撫で、懐から真っ二つに割れているゼクシードを取り出し、小さく息を吐く。

「……そうか。なら私もキュステが満足して逝ったのに相応ふさわしい存在でなければならないだろうな」

「エレーナ様……」

　気遣わしげに自分を見てくるアーラに淡い笑みを浮かべて頷き、気分を変えるようにして部屋の出口へと視線を向ける。

　そんなエレーナを見ながらレイが口を開く。

「それよりも儀式が終わった以上はダンジョンから脱出しなければならないんだけど……三人と一匹、か。来たときのことを考えるとちょっと厳しいかもしれないな」

　呟くレイに、エレーナが笑みを浮かべて首を振る。

「確かにヴェルとキュステがいないというのは手勢的には問題だろう。だが、現在の私の力は以前よりもかなり強くなっているのが自分でも分かる。ダンジョンの核コアを守っている銀ぎん獅じ子しは無理だろうが、ランクＡモンスターなら独力で何とかしてみせるさ」

　ミラージュの柄つかを握りしめながらエレーナが呟く。

　確かに今のエレーナからは儀式を行う前以上の力強さを感じた。見る者を引き込むような美しさはそのままに、より深い存在になったかのような印象をレイにも感じさせる。

「エレーナがそう言うのならそれもいいだろう。今のうちに戻れば、地下六階辺りならまだモンスターの再召喚は行われていない可能性もあるしな」

「よし、では行くぞ。隊列に関しては、連携を考えて前衛がレイとセト。後衛が私とアーラとする。なるべく早くこのダンジョンを出て、父上にヴェルの裏切りについて知らせねばならん。……キュステも家族の下に帰してやりたいしな」

「エレーナ様が行くというのなら、私はどこまでもお供します！」

　アーラもそう宣言し、セトもまた喉のどの奥で鳴いて賛成を示して継承の祭壇と呼ばれるエリアを出る。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「ギャンッ」

　地下六階の通路に出た途端に現れたエメラルドウルフ三匹の群れ。レイたちを見かけた途端襲い掛かってきたそのモンスターたちに対して、即座にセトが王の威圧を使用して動きを鈍らせる。

　そうして動きの鈍ったエメラルドウルフはすでにレイとエレーナにとってはカモにしか過ぎず、残った一匹もセトが振るう前足の一撃で頭部を叩たたき潰つぶされ、アーラが動くより前に……接敵してからほんの三十秒ほどで、文字通りに瞬殺される。

「ふむ、まだ身体に馴な染じんではいないか」

　ミラージュの刀身を鞭むち状にしてエメラルドウルフの攻撃を回避して首を切断したエレーナが、刀身に付いた血を振り払いながら呟く。

　その不機嫌な様子からは、自分自身が新たに得た力を十分に使いこなせていないのが不満だというのが在り在りとしていた。

「でもエレーナ様、今のは凄すごかったですよ。敵に対する反応速度も、ミラージュを振るったときの威力も」

　アーラの言葉に、エレーナは笑みを浮かべつつも首を左右に振る。

「いや、まだ得た力に振り回されている印象があるな。このダンジョンから出たら身体の動かし方の初歩から訓練をやり直さなければな。それよりも時間が惜しい。先へ進むぞ」

「そうだな、不幸中の幸いと言うべきか、ヴェルが解除した罠わなはまだ修復されていなかったからな。これがダンジョンの核の仕業か、あるいは他のモンスターの仕業かは分からないが、その前になるべく距離を稼いでおきたいところだ」

　エレーナの言葉に応こたえつつ、レイは素早く三匹のエメラルドウルフをミスティリングへと収納する。

「よし、行くぞ！」

　レイの言葉に頷き、走って移動を始める一行。そのままモンスターを倒しながら進み続けると、やがて目指していたものが現れた。

「階段が見えました！」

　アーラの声に、地下五階へと続く階段を視界に入れて安あん堵どの息を吐く一行。だが、その地下五階がどんな場所であったのかを思い出すとすぐに憂ゆう鬱うつそうな表情を浮かべるのだった。




「……これは、きついな……」

　地下五階に上ったエレーナがそう呟く。

　継承の儀式によって肉体的な意味でも強化されたエレーナだったが、同様に五感も強化されており、レイやセト同様地下五階に広がっている腐臭が嗅きゆう覚かくを直撃したのだ。

「慣れろ、としか言えないな」

　レイが腐臭に顔を顰しかめつつも、どこか諦あきらめの表情でそう告げる。そして隣にいるセトもまた同様だと言うように喉を鳴らす。

　この一行の中で最も五感が鋭いのはセトなので、嗅覚に受けているダメージも相当なものなのだろう。

「うーん、そこまで臭いとは思わないんだけど」

　唯一人間らしい身体能力や五感のままのアーラは軽く首を傾げてそう呟く。

「臭いはしょうがないとして、だ。この階層をどうするかだな」

　そう言いつつも、やはり臭いが我慢出来ないのか眉まゆを顰ひそめながらエレーナが口を開く。

「どうするかって、どうしたんですか？」

　エレーナが何を言っているのか分からない、とでも言うように聞き返すアーラ。その様子に苦笑しながらレイが口を開く。

「降りてきたときは裏の空間とやらに入り込んでしまったため、あの声の主の力で地下六階への階段を作って貰っただろう。つまり地下六階や七階と違って、俺たちはこの階層を自力で突破した訳じゃないから地下四階への階段がどこにあるのか分からないんだよ」

「……あ！」

　数秒ほどレイの言葉を考え、何を言っているのかを理解したアーラは思わず叫ぶ。

「ど、どうすれば!?」

「どうするも何も、大人しく……いや、待てよ？」

　そのとき、レイがふと思い出したのはグリムから貰ったマジックアイテムである対のオーブだ。

　それを使ってグリムに連絡を取れれば、空間魔法を使いこなすグリムなら地上まで送ってくれるかもしれないと思いついたのだ。

（だが……）

　対のオーブを使うということは、すなわち自分とグリムの関係を知られてしまうと言うのを意味している。

「レイ殿？」

　レイの様子に声を掛けてくるアーラ。

　それに何でもないと首を振ろうとして……この場にいるのは自分、セト、エレーナ、アーラの三人と一匹であると思い直す。

　そう。ここには裏切り者であるヴェルも、レイに対して嫌悪感を抱いていたキュステも存在していないのだ。いるのはエレーナと、エレーナからの命令なら殆ほとんど無条件で従うほどに心酔しているアーラの二人のみ。

（それなら戒いましめの種で口止めをすればいける、か？　どのみちヴェルやキュステの件があって継承の祭壇で戒めの種を使っていなかったのがこんなところで役立つとはな）

「セト、周囲の警戒を頼む。エレーナ、ちょっと話がある」

　突然の呼びかけに首を傾げながらも近付いてくるエレーナ。

「どうした？　なるべく早く地上に戻りたいのだから、あまり時間を浪費したくはないのだが」

「その件に関してだ。上う手まく行けば一瞬で地上に戻れる……かもしれない方法がある」

「……何？」

「ただしその方法を使うには俺の隠しておきたい秘密を色々と教える必要がある。……地下四階で話した戒めの種について覚えているか？」

「ああ。そう言えば確かに色々とあってその魔法を受けていなかったな。その魔法を使う前にヴェルを逃がしてしまったのは非常に痛い失態だったが。……今使うか？」

　エレーナの言葉に小さく頷うなずくレイ。

　その様子を見て、真面目な話だと理解したのだろう。エレーナもまた表情を改めてレイの言葉を待つ。

「その魔法が発動する条件を、セトについての情報から俺とセトにとっての不利益な情報へと変えてもいいと言うのなら、このダンジョンから普通に出るよりもかなり早く脱出出来ると思う。……どうする？」

　そこまで告げると、決めるのはお前だとばかりに黙り込むレイ。

（ヴェルに戒めの種を使えなかったのは確かに痛いが、不幸中の幸いなのは魔獣術の特性である魔石の吸収を知られていないということか。グリフォンの希少種という認識でまだ助かったというところだな）

　内心でそう呟つぶやき、エレーナの返事を待つ。

　そんなレイの様子を見ながら顎あごに手を当て、十秒ほど考え……エレーナが口を開く。

「よかろう、今は一刻を争う事態だ。レイの提案に頷くのも悪くないだろう。……だが、せめてその戒めの種というのがどのような効果を持つのかをきちんと説明してくれるか？」

「私はエレーナ様がそう仰おつしやるのなら」

　その二人の言葉を聞き、レイもまた口を開く。

「戒めの種とは、誓約と共に体内に種を埋め込む魔法だ。その誓約が破られた際には、種が体内で炎の華を咲かせ、対象者を生きたまま内側から燃やし尽くすというものだ」

　一いつ旦たんそこで言葉を止め、次に安心させるように小さく笑みを浮かべて説明を続ける。

「もちろん誓約を破らない限りは魔法が発動することはない。それと同時に、戒めの種を埋め込まれた者は熱や炎に対する耐性が付く。さらに炎の魔法を使うことが出来る者は、消費魔力が少なくなって威力は上がるという、一種の補助効果のようなものがあるのが特徴だな」

　レイの口から出た戒めの種の説明に数秒ほど目を閉じて考えを纏まとめると、エレーナは何でも無いように頷く。

「良かろう。そもそもその戒めの種という魔法を受けるというのは、地下四階を突破するとき、すでに私の名で受け入れると決めていたのだ。今更多少喋しやべってはいけない範囲が広がっても、今は少しでも早くこのダンジョンを出てヴェルとセイルズ子爵家の裏切りを父上に知らせることが大切だ」

「私も問題ありません。元よりエレーナ様がレイ殿と約束した事柄を破るような真似をするつもりはありませんので」

　二人が頷いたのを確認し、どこか安堵の表情を浮かべるレイ。

「なら早速戒めの種を使いたいと思うんだが、構わないか？」

「ああ、やってくれ」

「エレーナ様、私が先に……」

「構わん。私はレイを信頼しているし、ここで妙なことをするとも思えんからな」

「……分かりました」

　エレーナが頷き、アーラもまた同様に頷く。

　それを確認したレイは魔力を集中しながら呪文を唱え始める。

『炎よ、汝なんじは種なり。宿主が我との契約を破りしときはその命を用いて美しき炎華を咲き誇らせよ』

　レイが呪文を唱えるのに従い、魔法発動体でもあるデスサイズの石突きに炎がその姿を現す。やがてその炎が圧縮され、本来であれば拳こぶし大の大きさだったその炎は数秒後にはまさに花の種のような大きさまで圧縮されていた。

　そのデスサイズの石突きをエレーナの頭部へと触れさせ……

『戒めの種』

　魔法が発動するのと同時に、その炎の種はエレーナの頭部へと沈み込んでいく。

「これは……」

　炎で出来た種が己おのれの頭の中へと埋め込まれるという感触に、思わず呟くエレーナ。だがその違和感も数秒ほどで消え去り、自らの頭の中に戒めの種と呼ばれるような物が埋められたというのはまるで夢であったかのように感じられた。

「魔法は埋め込まれた……のだな？」

「ああ、問題無く完了した。次はアーラだな」

　エレーナが戒めの種を平然と受け入れていたのを見ていたからだろう、特に緊張した様子も無くただ黙って頷きレイへと近付くアーラ。

「どうぞ、私の準備は出来てますので」

　その言葉に頷き、エレーナのときと同様に頭部へと戒めの種を埋め込む。




「……さて、これで私とアーラはレイとセトの不利になるような出来事を他人に伝えることは出来なくなった。そろそろこのダンジョンから素早く出る方法とやらを教えてもいいのではないか？」

「ああ。そっちが約束を守ったんだ。こっちも約束は守らせて貰もらうさ」

　エレーナへと小さく頷き、ミスティリングから対のオーブを取り出す。

　どこからともなくレイの手の中に現れた拳大の水晶玉へと視線が集まる。

「それは？」

「対のオーブというマジックアイテムだ。名称通りにこのオーブと対になっているオーブと自由に連絡を取れる」

　エレーナに説明しながら、手に持っているオーブへと魔力を流すレイ。すると……

『おや、誰かと思えばレイかね。随分と早く連絡してきたものだが……』

　数秒ほどして、レイの手の中にある水晶に映し出されたのは王冠を被かぶった骸がい骨こつだった。

　かつてゼパイルに憧あこがれた古いにしえの魔術師でもあるリッチロードのグリムだ。

「この声は……」

　顔を見ていなくても、頭に響いたその声に聞き覚えがあったためだろう。思わずといった様子でエレーナが呟く。

「ああ。この地下五階で迷い込んだ裏の空間にいた存在だ」

　エレーナに答え、水晶へと顔を向ける。

「俺としてもこんなに早く連絡をするつもりは無かったんだが、ちょっと事情があってな。空間魔法を使えるグリムに力を借りたい」

『儂わしに、か。……良かろう。対のオーブの反応からすると今は地下五階におるな？』

「ああ」

『ふむ、少し待っておれ』

　それだけ言うと、映像がプツリと途絶える。

「レイ、お前はやはり……いや、詳しい話を聞いている暇は無い。だがあとで詳しく説明して貰うぞ」

『はっはっは。あまりレイをいじめないでやってくれんか』

　つい数秒前にオーブを通して頭に聞こえた声ではなく、直接頭の中に響く声。それはレイとエレーナの会話を聞いても誰のことを話しているのか分からなかったアーラにしても、どこで聞いた声なのかをすぐに理解させられる。

「こ、これは!?」

　自分たちのすぐ側そばに何の兆候もなく姿を現したグリム。剝むき出しの頭ず蓋がい骨こつの上に載っている王冠。右手に握られている杖つえ。そして何よりも圧倒的な存在感。一目見ただけで自分では勝てないと本能的に悟ってしまったアーラだったが、それでもエレーナを守るために一撃でも……とパワー・アクスを握りしめたときにレイが口を開く。

「グリム、お前の気配は俺たちにはちょっと刺激的過ぎる。少し抑えてくれ」

『おや、済まぬな。どうも一人で研究漬けの生活をしていると、どうしてもその辺が甘くなって困る』

　三人と一匹の頭に苦笑じみた声が響き、その瞬間グリムから放たれていた圧力のようなものがふっと消える。

「で、早速だが空間魔法で俺たちをダンジョンの外……いや、見られると厄介だな。ダンジョンの地下一階辺りの、あまり人がいない場所に送って欲しい。出来るか？」

『そうじゃな……ふむ、問題無いじゃろう。幸い今はダンジョンの地下一階付近には殆ど人がいないようじゃしな』

「……グリム殿、と言ったか。今のたった一瞬で地下一階にどれだけの人がいるのかどうかを調べたというのか？」

『うむ。この程度はそれほど難しく……む？　なるほど、お主が継承の儀式を受けた者じゃな』

　答えたグリムは数秒ほど観察するようにエレーナを見て尋ねる。

「はい。その儀式で色々とありまして、なるべく早く地上に戻りたいのです。……グリム殿は、私たちが継承の祭壇に向かうときにもその類たぐい希まれなる魔法を使ってくれました。どうか、もう一度その力を貸して頂きたい」

　深々と頭を下げるエレーナに、一瞬間が空き……

『くっくっく。はーはっはっは！　面白い。本来であればモンスターとして討ち果たすべき儂に躊ちゆう躇ちよ無く頭を下げるか。前回のときといい、今回といい、レイの仲間は愉快じゃな。……良かろう、レイと縁ある者の頼みでは断る訳にもいくまいて』

　頭の中に心底愉快そうな笑い声が響き渡ると、右手に持っていた杖を大きく振るうグリム。

　するとレイたちから少し離れた場所の空間が歪ゆがみ始める。

『これで良し。その空間に入れば自動的にダンジョンの地下一階に移動するはずじゃ』

（詠唱すら無しでこれほどの魔法を使いこなすとは……やはり……）

　内心で考えつつも、エレーナは歪みを見て再度頭を下げる。

「ありがとうございます。このご恩はいつか必ず」

『そうじゃな、また機会があれば会うこともあるじゃろうて。では、儂はそろそろ研究所に戻るとするか。その空間は数分で消えるから、行くなら早くした方がよいぞ』

「……感謝する」

　レイが慣れない様子で頭を下げると、その隣にいたセトもまた小さく頭を下げる。それを見たグリムは、再びレイたちの頭の中へと笑い声を響かせながらスゥッとその姿を消す。

「今のは、現実だったんでしょうか？」

　グリムが消えてから数秒。アーラがパワー・アクスを握っている腕を震わせながら誰にともなく呟く。

　その言葉にエレーナが頷くのを見ると、気を取り直したかのように頷いて一歩前に出る。

「この空間の歪みには私が最初に入らせて貰います」

　この役目だけは譲れないとばかりに呟くアーラに、エレーナは頷く。

「分かった。それでお前の気が済むのなら私はこれ以上何も言わん。お前に任せる」

「はい」

　エレーナの言葉に頷き、その両手にパワー・アクスをしっかりと持ち空間の歪みへと視線を向ける。

　そしてそのまま数秒ほどで覚悟を決めて口を開く。

「行きます！」

　そう叫び、床を蹴けって空間の歪みへと突っ込み……そのまま地下五階から姿を消す。

　その様子を見送ったレイとエレーナもお互いの目で確認して、セトと共に空間の歪みへと突入する。
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　場所は変わり、ダンジョンから数キロほど離れた位置にある場所。

　本来であればモンスターが闊かつ歩ぽするはずのその場所には、現在十人の人影が野営地を築いていた。

　一晩程度の野営ならともかく、ここに野営地を築いてからすでに数日。辺境での連日の野営という、普通なら自殺行為としか思えないその行動は、ダンジョンの近くにあるために他の地域よりもモンスターの数が少ないということと、何よりもその十人がかなりの腕利きだからこそだろう。

　そしてもし誰かがその姿を見た場合、恐らくその人物はすぐに冒険者ギルドへと駆け込んでいたはずだ。何しろその場にいる十人全員が顔がゴーレムのように岩で出来ていたり、あるいは足が植物の根のようになっていたり、顔の数ヶ所に目があったりと、とてもではないが人とは思えないような容姿をしていたのだから。

　そんな中、一行のリーダー格らしい人物が不意に顔を上げる。

　ローブを被っており杖を持つという、上半身のみならば人間の魔法使いにしか見えないその姿だが、下半身は蜘く蛛ものそれだ。まるでアラクネというモンスターにも見えるが、その上半身が男だという時点でアラクネの類でないのは明らかだった。

「……来たな」

　異形の魔法使いが呟くと、周囲にいた他の異形の存在たちも視線を野営地の中央にある魔法陣へと向ける。

　もしこの者たちの存在をエレーナの父親であるケレベル公爵が見たとしたら、何者なのかがすぐに分かっただろう。この者たちこそがベスティア帝国の簡易型の継承の儀式により生みだされた魔獣兵と呼ばれる存在なのだ。その名の如く、人というよりはモンスターにしか見えない容姿が千差万別の者たち。

　異形の魔法使いが呟いてから数秒。野営地の中央にある魔法陣が一瞬だけ強烈に光り……次の瞬間、魔法陣の中央には一人の人間が存在していた。

「姫将軍の暗殺は失敗。しょせん裏切り者に期待したのが間違いだったか。……無能者めが」

　視線の先にいるのは左肩から先を無くし、顔が溶け爛ただれ、そして足には鋭利な針が突き刺さって気を失っているヴェルの姿だった。蜘蛛の下半身を持つ魔法使いは、そんなヴェルへと侮ぶ蔑べつの視線を向けて呟つぶやく。

「退ひくぞ。姫将軍を暗殺出来ていれば、このままダンジョンの周辺に出来ている村へと攻め込む予定だったが、失敗したのならこれ以上の長居は無用だ」

「この間抜けはどうします？」

　顔の脇にエラが存在し、鱗うろこで顔を覆われた魚人にしか見えない男の問いに、再度魔法陣で気を失っている男へと視線を向ける。

　恐らくこのまま放っておけば数時間と経たずに死ぬだろう弱き存在。だが仮とは言ってもベスティア帝国へと恭順した者だけに、このままここへ置いていくよりは、連れて行けば情報なり何なりで少しは役に立つだろうと判断する。

「連れて行くぞ。もし碌ろくな情報を持っていないにしても、人体実験用の材料にはなるだろう」

「了解しやした」

　魔獣兵たちは自分たちのリーダーでもある魔法使いの指示に従い、気を失っている男ヴェルへと素早く応急手当をして、素早くベスティア帝国への帰還準備を始めるのだった。








　　　第二章









「ああ、あんたら……無事だったのか」

　ダンジョンを出たところでそう声を掛けられるエレーナたち。

　その視線の先には、ダンジョンに入るときと同じギルド職員の姿があった。

　だが、エレーナたちのパーティ人数が減っているのを見て残念そうな顔で小さく首を振る。

「パーティメンバーが亡くなったのは残念だったな。……あんたらが出て来たらギルドの方に連絡をして欲しいと言われているんだが、構わないか？」

「ああ。もちろん構わない。ただし私たちには至急やらねばならないことがあるのでな。ギルドの方に出向くのは少し遅くなると伝言を頼む」

「分かった。その……なんだ。あまり気を落とさないようにな。ダンジョンに潜って何泊もして、それでも全滅しなかっただけ運が良かったと思った方がいい」

「気遣い感謝する。もし何か急な用事があるようなら、宿の方に来てくれれば対応させて貰う」

　ギルド職員へとそう声を掛け、エレーナたち一行はその場をあとにする。

　本来であれば少しでも早く宿へと向かいたいところではあったのだが、人目を惹ひき付けて止まない美び貌ぼうを持つエレーナに、ランクＡモンスターであるグリフォンのセト。そんな一人と一匹がいる以上、周囲へと慌てる様子を見せる訳にもいかなかった。

　これでレイがその手にデスサイズを持ったままだったとしたら、なおさらに目立っていただろう。

　そして足早に道路を歩き十五分ほど。やがてエレーナたちが取っている宿へと到着する。




「あ、皆さん！　ご無事だった……いえ、その」

　レイとセトの姿を見た宿の雑用として雇われているリンデが顔を輝かせてそう言うが、すぐに人数が少なくなっているのに気が付いたらしく言葉を濁す。

　エレーナはそんなリンデに笑みを浮かべ、頭をクシャクシャと撫なでながら口を開く。

「何、お前がそんなに気にすることではない。それよりも宿の者に言って手紙を至急届ける準備を整えてくれ」

「は、はい！」

　エレーナという、これまで生きてきた中でも最も美しいと言ってもいい女に声を掛けられ、顔を赤く染めながらも急いで宿の中へと走り込んでいくリンデ。その後ろ姿を見送りながらレイはセトの背を撫でて口を開く。

「俺はセトを厩きゆう舎しやへと連れて行くよ」

「ああ。私は至急ヴェルの件を手紙に書いて父上に送らねばならないから、しばらく手が離せないだろう。その間はゆっくりしていてくれ」

　その言葉に頷うなずき、レイはセトと共に厩舎へと向かう。その後ろ姿を見送り、次にエレーナはアーラへと視線を向ける。

「アーラ、お前もだ。私はしばらく手が離せないだろうから、今のうちに休憩をしておけ」

「……本来であれば儀式を行ったエレーナ様にこそ休憩して欲しかったのですが」

「何、私も手紙を出したら休憩するさ」

　そう告げ、周囲を素早く見回して人影がないのを確認してから再び口を開く。

「完全ではないとは言っても、エンシェントドラゴンの力を取り込んでからすぐにダンジョンを脱出してきたのだからな。さすがに疲れた」

「それでも無事だったのはさすがエレーナ様ですよ。……本当ならここにキュステもいたはずなのですが……」

　ギリッと奥歯を嚙かみ締めた音が周囲へと響き渡る。

　その肩へと手をやり、落ち着かせるように軽く叩たたく。

「そうだな。ミレアーナ王国を……そして私たちを裏切った報いは必ず受けさせてやるさ。そもそもセイルズ子爵家が裏切ったのは、次の戦いで王国側の勝ち目が無いと判断したからだと言っていたらしいからな。ならばその判断が間違いだったとヴェルにその身をもって教えてやるとしよう」

「はい。そのときは是非私もお供します」

　お互いの決意を固めるように頷くと、エレーナは口を開く。

「さて、こうしている時間も惜しい。早速父上に手紙を送らねば。運が良ければセイルズ子爵家を逃がす前に王国内でどうにか出来るかもしれんしな」

「そうですね。では……」

「だから、お前は少し休め。ただでさえダンジョンから戻ったばかりなんだから、体力に自信のない身としては休みは必ひつ須すだろう」

　エレーナの言葉に、その手に持っていたパワー・アクスを握りしめる。

「大丈夫です。このパワー・アクスがあれば体力なんて！」

「マジックアイテムに頼って回復するというのは、無理矢理に体力を回復させているのだ。身体に悪いとは言わないが、決して良いと言うものでもない。それにパワー・アクスはレイから借りているだけだ。そのうち返さないといけないというのを忘れるなよ」

　エレーナの言葉を聞き、アーラははっと我に返ったように自分の持っていたパワー・アクスへと視線を向ける。

　何しろ不思議なほどに手に馴な染じんでいたので、すっかり借り物だというのを忘れていたらしい。

「……そう言えば、これって借り物だったんですよね」

　その、まるで自分の大事にしていた玩具おもちやを取り上げられた子供のような表情に、エレーナは思わず笑みを浮かべる。

「何、そこまで気に入ったのならレイと交渉して譲って貰えばいいだろう。当然それだけの品だから相応の対価は必要だろうが、アーラに貸したときの様子を見る限りでは、パワー・アクスの存在すら忘れていたようだからな」

「はい、機会を見て頼んでみたいと思います」

　二人の主従は頷き、宿屋の中へと向かう。
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「よし、手紙に関してはこれでいいだろう」

　エレーナは呟き、最終確認として手紙を読み直して封筒へと入れる。

「アーラは……ああ、やはりな」

　エレーナが手紙を書き終わるのを待っていると言い張って起きていたアーラだったが、やはりダンジョンでの疲労には抗あらがえなかったらしい。大事そうに持っていたパワー・アクスを手放し、ベッドへと倒れ込むように眠っているその様子に思わず口元に笑みを浮かべる。

　色々と猪ちよ突とつ猛進気味なところのある部下兼友人でもあるのだが、自分を純粋に慕ってくれているというのは間違い無いのだ。公爵令嬢という身分のエレーナにとっては、それだけでこれ以上無いほどに貴重な存在だった。

（……キュステ、お前の無念は必ず私がこの手で晴らす。それがお前の上司であった私のやるべきことだろう）

　正直に言えば、キュステが自分に向けていた崇拝にも似た感情には時折辟へき易えきとするときもあった。だが、それも全ては自分のことを大事にしているという証あかしでもあったのだ。

　貴族以外は人と見ていない典型的な貴族であり、それゆえに色々と問題も起こされた。だがそれでもこんな場所で……しかも仲間と信じ、共に同じ時間を過ごしてきた者に操られて死んでもいいような者ではなかった。

「いや、今は感傷に浸っている暇は無かったな。少しでも早く手紙を出さねば」

　呟き、宿の主人に頼んで召喚魔法の使い手に金貨五枚を渡す。

　この時代、ギルド同士を繫つないでいるマジックアイテムを除き、殆ほとんどの連絡のやり取りは主に手紙で行われる。そのために高級な宿ではなるべく早く手紙を届けるために召喚魔法を使う者と契約していることが多い。

　料金に関しては、大抵は金貨一枚がせいぜいなのだが、今回エレーナが支払った金額は金貨五枚。それだけ高レベルの魔法使いに大至急確実にと、無茶を頼んだためだ。

「さて、最大の問題であった手紙も出した。なら私も少し休むと……ん？」

　伸びをしつつ窓から外を見ると、木の近くで眠っている一人と一匹の姿が目に入る。それが誰なのかというのはすぐに分かった。何しろここしばらくずっと一緒に行動をしているのだから。それに継承の儀式を受けて完全ではないとは言っても、エンシェントドラゴンの力を受け継いでいるのだ。当然視力も今までより何倍も鋭くなっている。

「……」

　数秒ほど考え込み、小さく笑みを浮かべて一つ頷くと、鎧よろいは着けずにマントだけを羽織って外へと向かう。




　木の近くへと向かって歩いて行くと、その音を聞きつけたのかセトが少しだけ目を開けて周囲の様子を確認するが、近付いて来るのがエレーナであると確認すると、そのまま再び睡眠へと戻る。

　その様子に、自分がセトにある程度は信頼されていると知って、微妙に嬉うれしくなりながらもセトとレイから数歩ほど離れた場所へと腰を下ろす。

（風が涼しいな。もう秋か……）

　夏の暑さから秋の涼しさへと移り変わっていく、その風に黄金の髪を揺らしながらセトに寄り掛かって眠っているレイへと視線を向ける。

　自分よりも五歳ほど年下の少年でありながら、常識では量れないほどの強さを持つ人物。

（そして……）

　内心で呟き、そっと近付いて眠っているレイの様子を確認する。

　いつも被かぶっているローブのフードは寝るのに邪魔になるためか下ろしており、その赤い……真紅と言ってもいいような髪を剝むき出しにしている。

　今は瞑つむられている目の色は蒼そう穹きゆうの如く真っ青であり、赤と青という髪との対比は強く印象に残る。

　顔だけを見ればそれなりに整っていると言えるのかもしれないが、それでも貴族を見慣れているエレーナにしてみればそう目を惹かれるようなものでもない。

「けど……」

　小さく呟き、そっとその手を伸ばして眠っているレイの真紅の髪を撫でる。




（……何だ？）

　セトのシルクの如き毛並みに包まれて眠っていたレイは、誰かにどこか優しく撫でられているような感触を覚えて眠りから覚めていく。

（セト……か？）

　セトが翼で撫でているのかと思いつつもどこか違和感があり、目を開けると……目の前にあったのは、エレーナの美しい顔だった。

「エレーナ？」

「っと、すまない。起こしてしまったか」

「それは構わないけど……」

　呟きつつも、レイはここまで近付かれてもセトが行動を起こさなかったことに驚く。

　そのままセトの背に寄り掛かりながら起き上がり、周囲を見回す。

　不幸中の幸いと言うべきか、周囲にはエレーナ以外の誰もおらず、それゆえにセトも特に警戒していなかったのだろうと理解する。

「手紙……」

「うん？」

「いや、手紙はどうしたんだ？　ケレベル公爵に今回の件で手紙を送ると言ってたけど」

　そんなレイの質問に、エレーナはセトのシルクのような毛並みを撫でながら頷く。

「ああ。その件についてはすでに父上に送ってある。この宿自慢の、翼が四枚ある速度自慢の鳥を召喚して貰って早速手紙を運んで貰ってるよ。……それより、まだそれほど寒くないとは言ってもそろそろ秋だ。こんな風に外で眠っていては風邪を引くぞ」

「その程度で風邪を引くような柔な身体はしてないよ。それにセトもいる」

「確かにセトの体温やこの毛並みは素晴らしいが……ああ、そうだ。話は変わるがアーラに貸しているパワー・アクスがあるだろう？　本人が偉く気に入っているようなので、出来れば譲って貰いたいと言っていたんだが……どうだ？」

「どうだ？　と聞かれてもな。元々俺は斧おのを使うようなタイプじゃないし、他の奴とパーティを組んでる訳でもないから譲るの自体は構わない。でも、さすがに無料で渡す訳にもいかないぞ？」

　レイの言葉に苦笑を浮かべながら頷くエレーナ。

「もちろんだ。まさかマジックアイテムをただで渡せとは言わないさ。当然それ相応の支払いはする用意がある。白金貨二枚という所でどうだ？」

　エレーナからの言葉に数秒考え込むレイ。

　白金貨二枚と言えば一般市民にとっても、そして冒険者にとってもかなりの大金だ。

　それだけの金額を出せるのなら、恐らくもっと高性能なマジックアイテムを買えるほどに。

「ちょっと出し過ぎじゃないか？」

「今回は色々とあったからな。アーラが落ち込んでいる姿はあまり見たくない。それに、それだけのものを私はいつもアーラから貰っているから、その礼も込めてのプレゼントだな」

「……まあ、そういうことなら構わない」

　そもそも『鷹たかの爪つめ』から巻き上げたのはいいが、今回の件があるまでミスティリングに収納していたことすら忘れていた武器なのだ。それを欲しいというのなら、譲っても特に問題は無いとして頷く。

「そうか。助かる」

　エレーナは輝くような笑みを浮かべ、ポーチから白金貨二枚を手渡してくる。それを受け取るために手を出し……次の瞬間、何故かエレーナがレイの手を摑つかんでじっと掌てのひらを見つめてくる。

「エレーナ？」

「……この手」

「手がどうした？」

「私の手とそう変わらない。……この手が人工生命体の手だとはとても思えないな」

　エレーナから呟つぶやかれたその言葉に、思わずレイは驚きの表情を浮かべる。

「……どこで聞いた？」

　エレーナの白魚の如き手に握られていた自分の手をゆっくりと離す。

　その顔に浮かんでいるのはすでに驚きよう愕がくではなくエレーナの存在を見極めようとする目だ。

　だが、そんな視線を向けられつつもエレーナは特に動じた様子も無く首を振る。

「安心しろ。別にその件でどうこうするつもりはない。……それに、私の体内には戒めの種が埋め込まれているのだ。レイとセトの不利になるような情報を他人に喋しやべることが出来ないというのは、お前が一番良く理解しているだろう？」

　エレーナの口から放たれた戒めの種という言葉に、寝ぼけていた頭がようやく働いてきたのかその表情を緩めて口を開く。

「グリムと初めて会った、あのときか」

「そうだ。レイとセト以外の者はグリム殿の魔法によって時間を止められていたが、私は動きは止められていたものの意識は普段通りだったからな。そのおかげであのときの話を聞くことが出来た訳だ。恐らく私が持っていたエンシェントドラゴンの魔石があのグリム殿の魔法の効果に抗ってくれたのだと思うが」

「……そうか」

　エレーナの説明に頷うなずき、溜ため息いきを吐つきながらセトへと寄り掛かる。

　本来であれば口封じをするなりなんなりをしないといけないのだが、すでに戒めの種という口封じの処理が終わっているのだ。それゆえにレイとしてはこれ以上何かをする必要はないという判断だった。

「……で、それを知ったエレーナとしてはどうするんだ？」

「別にどうもしないさ。ただ……そうだな、良ければレイの世界のことを話してくれると嬉しいとは思うけどな」

　何でも無いかのように話し掛けてくるエレーナのその態度に、レイは意表を突かれたのか思わず驚きの表情を浮かべる。

「そんなことでいいのか？　もっとこう、例えばさっきのパワー・アクスを無料で寄こせとか、他のマジックアイテムを寄こせとか」

「……レイ、あまり私を見くびって貰もらっては困るぞ。他人の弱みに付け込んでその人物の所有物を強ゆ請するように見えるのか？」

　眉まゆを顰ひそめて軽く睨にらみつけてくるエレーナの迫力に、思わず後あと退ずさろうとするレイ。だがセトに寄り掛かっている以上はそんなことも出来ずに、結局はその場で大人しくエレーナに睨みつけられるままになる。

　そして数秒ほどエレーナに睨みつけられ、降参したとばかりに両手を上げて口を開く。

「悪かった。確かに今のは俺の言い過ぎだった。エレーナを侮辱するつもりはない。許して欲しい」

「ふん、私としてはレイにそういう風に思われていたというのが心外だったがな。……まあ、いい。それにしてもレイが言っていた魔法使いの弟子という経歴は真っ赤な噓だったのだな」

「そうなるな。だがまさか、異世界から魂の状態で引っ張ってこられて人工生命体として創られた肉体に宿されて蘇よみがえった……なんて話をしても信じられないだろう？」

　まず無理だろう、と皮肉気に笑みを浮かべながら告げるレイにエレーナもまた小さく頷く。

「だろうな。私もレイとグリム殿の話を聞いていなければ、とても信じられなかっただろうし。それも、そのレイの魂を救ってこの世界に送ったのが魔人と呼ばれるゼパイルだというのであればなおさらだ」

「俺もゼパイルが死んでから数千年も経っている世界だとはさすがに思わなかったよ。ゼパイルの知識を受け継いだりしたものの、あくまでも必要最小限のものだし、その必要最小限のものにしても数千年の間で使い物にならなくなっている知識も多いしな」

　ソファ代わりに寄り掛かっているセトの背を撫なでながら呟くレイ。

「それはそうだろう。数千年もあれば変わらないことの方が少ないさ。……ちなみに、魔法使いの弟子というのが噓である以上、レイが身につけているマジックアイテムはもしかして……」

　恐る恐るといった具合で問いかけるエレーナに、あっさりと頷くレイ。

「ああ。ドラゴンローブ、ミスリルナイフ、スレイプニルの靴、吸きゆう魔まの腕輪。……そして、アイテムボックスのミスティリング。この全てはゼパイル一門に所属していた錬れん金きん術じゆつ師し、エスタ・ノールの作品だ」

「なんともはやまあ……知ってるか？　彼かの御仁は世界最高の錬金術師と言われているんだぞ？　現在世界でも最高峰の錬金術師たちを擁する魔導都市オゾスの上層部にも、彼女の弟子の末まつ裔えいや血を引いている者たちが大勢いると言う話だ」

「それは多分噓だな」

　ポツリ、と呟かれたその言葉に一瞬何を言われたのか分からなかったエレーナ。

「どういうことだ？」

「さっきも言ったように俺はゼパイルの知識を引き継いでいる。その中にあるエスタ・ノールという人物は弟子を育てる時間があるのなら自分の研究に集中するような性格だったし、そんな性格だから生涯結婚もしなかった」

　そこで一いつ旦たん言葉を止め、小さく肩を竦すくめてから言葉を続ける。

「まあ、俺にあるのはあくまでもゼパイル一門に入ってからのエスタ・ノールについての知識だから、それ以前に弟子を取っていたり、あるいはエスタ・ノールの親族の血を引いているという可能性はあるから絶対じゃないけど」

「……伝説上の人物もレイに取ってみれば形無しだな」

　本来であれば過去の偉人として祭り上げられている人物の、予想外の性格に思わず苦笑を浮かべるエレーナ。

　そして、不意に何かを思い出したかのように懐へと手を入れてそっとレイの方へと差し出す。

　そこに載っていたのは二つの石の欠片かけら。

「これは？」

「ゼクシードだ」

　エレーナの口から出た言葉に、レイは目を見開く。

　レイが知っているゼクシードというのは、石というよりはビー玉のようなものだったからだ。だが、今目の前にあるのは、どう見ても石の欠片でしかない。

　そんなレイの疑問を理解したのだろう。エレーナの口に小さく笑みが浮かぶ。

「私も驚いたが、効果を発揮したからこうなったらしい。……ありがとう、レイ。このゼクシードがあったからこそ、私は生き残ることが出来た」

　鎧の隙間から突き刺され、その下に着ていたシャツを貫通した跡を見たエレーナは、自分の命が助かったのは間違いなくゼクシードのおかげだと理解していた。

「役に立ったようで何よりだよ。俺もプレゼントした甲か斐いがあったというものだ」

「……プレゼント？」

　レイの口から出た言葉に、エレーナは動きを止める。

　その様子を訝いぶかしそうに見ながら、首を傾げるレイ。

　公爵令嬢にして、姫ひめ将しよう軍ぐん。さらにこの美び貌ぼうの持ち主であれば、プレゼントは貰い慣れているだろうと思っていたためだ。

　実際、エレーナはプレゼントの類たぐいは幾つも貰っている。それこそ、数え切れないほどにだ。

　だがエレーナにとって、このプレゼントはこれまで貰ってきた物とは明らかに違う価値を持っていた。存在の重みすら違うと言ってもいい。

　それを自覚し、自らの頰が薄うつすらと赤くなるのを自覚したエレーナだったが、レイはそれに気が付いた様子もなく声を掛ける。

「どうした？」

「いや、何でもない。ただ、これほどに嬉うれしいプレゼントを貰ったのは久しぶりだと思ってな」

「……変な奴だな。エレーナなら、もっといいプレゼントはいくつでも貰ってるだろうに」

　何とか己おのれの頰の赤みを誤魔化せたと判断したエレーナは、そのままレイとの会話を楽しむ。

　本来であれば休んで体力を回復させるべきなのだろうが、今はただこうしてレイと話をしているだけで体力も気力も回復されているように思えていた。

　そんな風に二人で一時間ほど話をしていると、やがて宿から一人の小柄な人影が近付いてくるのを発見する。宿の雑用を担当しているリンデだ。

「エレーナ様、お客様がお見えです」

　さすがに相手が貴族と知っているのか、エレーナの美貌に薄らと頰を紅あかくしながらも丁寧な口調でそう伝える。

「客？」

「はい。ギルドからワーカー様が今回の件についてお話を聞きたいと」

　その言葉に、ダンジョンの入り口にいたギルド職員がギルドへ連絡を入れると言っていたのを思い出す。

「そう言えばそうだったな。……まさか責任者自らが来るとは、予想外にフットワークが軽いものだ」

「まあ、若かったからな」

「……お前や私よりも年上であるのは間違いないぞ。レイはどうする？　私と一緒に来るか？」

「いや、そういう面倒臭いのは俺はごめんだな」

　笑みを浮かべ、セトに寄り掛かったまま手を振って送り出す。

「ふぅ。確かにこのパーティのリーダーは私だからな。ワーカーに何があったのかを説明する義務も私にあるだろう。ああ、そうそう。明日にはここを出るから、そのつもりでいてくれ」

　溜息を吐きながらも立ち上がり、明日の予定を告げるエレーナ。

　何しろヴェルが魔石を壊した儀式中断による気絶以降、休みを取っていないのだ。さすがにエレーナでも疲れを覚えているのだろう。

　たとえレイとの会話で多少なりとも回復していたとしてもだ。

　ましてや、その身はエンシェントドラゴンの魔石を取り込んだばかりなのだから。

　そんなエレーナに対して小さく頷いて明日の件については了承する。

　今まで黙ってソファ役として横たわっていたセトが、大丈夫？　とばかりに鳴いてエレーナの方へとその円つぶらな瞳ひとみを向ける。

　その愛らしさに一瞬だけ薔ば薇らのような笑みを浮かべ、軽くその頭を撫でてからリンデと共に宿屋へと戻っていく。

「パーティリーダーってのはやっぱり大変なんだな」

　その後ろ姿を見送り、白金貨二枚の入った袋をミスティリングへと収納して再びセトへと体重を預けると束の間の眠りを楽しむのだった。




　宿の一階にある待合所。そこでワーカーはエレーナを待っていた。

　座っていたソファから立ち上がって一礼するワーカー。

「エレーナ様、わざわざお手間を取らせてしまって申し訳ありません」

「気にするな。私としても村を出る前に報告はするつもりだったのだから、そちらから来てくれて手間が省けるというものだ」

　エレーナはワーカーへと頷きながらその向かいにあるソファへと座り、それを見てからワーカーは宿の主人へと目配せをして紅茶を持ってこさせる。

「さすが貴族や大商人の泊まる宿ですね。紅茶も随分といい物を使ってます」

「うむ、確かにこのような場所で手に入る物として考えれば随分と高価な葉を使っているな。……さて、用件は？」

　紅茶を口へと運ぶ所作にも優雅さが漂い、その姿を感心したように見つめながらワーカーは口を開く。

「継けい承しようの祭さい壇だん。そこで何が起きたのかを聞きたいのです。何しろ姫将軍と謳うたわれるような方がダンジョンに挑み、その結果人数が半分近くになって戻って来たのですから。ここのギルドの責任者としては何があったのかを聞いておかなければなりません」

「……ふむ。言ってることは分かるが、こちらとしても話せること、話せないことがあってな」

　呟きつつ、内心でどう説明するべきか悩むエレーナ。

　何しろ貴族派の……それも、中心人物であるケレベル公爵に近い位置にいたセイルズ子爵家がミレアーナ王国を裏切りベスティア帝国へと亡命したという話なのだ。迂う闊かつに話せる内容でもない。

（いや、正確には恐らくまだ亡命まではいっていないはずだ。私の手紙とヴェルの連絡、そのどちらが早く父上やセイルズ子爵に届くかの勝負だな）

　エレーナの言葉に少し考える素振りを見せるワーカー。

　彼にしても若くしてダンジョンのすぐ近くにあるギルドの責任者を任されている人物だ。エレーナの発言に政治的な意図があるというのはすぐに理解して小さく頷く。

「なるほど、では話せる内容だけでも構いません」

「そうだな……端的に言えば、私の部下二人がダンジョンのトラップに引っ掛かったりして死んでしまったというところか」

「……トラップ、ですか」

「ああ。トラップだ。……私の言っている意味が分かるな？　少なくともそうしておいた方がお前のためだ」

　数秒、いや数十秒ほど視線を交わす二人。ただ視線を交わしているだけだというのに、斬り合いを行っているかのような緊張感が周囲を満たす。

「……分かりました。私としても政治の話にはあまり関わりたくはありません。エレーナ様がそう仰おつしやるのでしたらそのようにしておきます」

「すまないな。後ほど謝礼金としていくらか届けさせて貰う」

「いえ、お気になさらず……と言いたいところなのですが、何しろこんな辺境のギルドですので支援をして貰えるというのなら歓迎させて頂きます」

　先程までの緊張感が噓のようにニコリと微笑むワーカー。そんな様子にエレーナも笑みを浮かべる。

　お互いが笑みを浮かべているのだが、二人共その笑顔はどこか空虚だ。ワーカーは張り付いた笑顔とでも表現すべき笑顔だし、エレーナはその美貌ゆえにどこか人形染みた笑顔である。

　心の底からの笑顔ではなく、あくまでも儀礼的に浮かべた笑み。心から笑っているのではなく、表情だけで笑っている笑顔。

　お互いがそれを理解しつつも、その底にあるものは出さない。……いや、出せない。

　そんな、レイが見たら目を疑うような笑みを浮かべつつも、エレーナは腰のポーチからカードを取り出してテーブルの上に置く。

　ダンジョン突入前にワーカーから借りた、ギルドの代表に準ずる権限を所持者に保証するというものだ。

「このカードを私に返却するということは、ダンジョンに関しての用件は済んだ。……そう考えてもよろしいのでしょうか？」

「うむ。ここでやるべきことは全てやった」

「となると、近いうちに出立を？」

「近いうちと言うか、明日にでもここを発たつ予定だ」

　その言葉に、ワーカーは僅わずかにではあるが安あん堵どの表情を浮かべる。

　何しろ貴族派の中心人物であるケレベル公爵の息女であり、姫将軍としても名高いエレーナだ。もし万が一このダンジョンでその身に何かがあったとしたら、恐らくこのダンジョン周辺に村を越えて出来つつある街にも被害が及ぶだろうというのは予想が出来たからだ。

　そのワーカーの様子を内心で推し量りつつも、いや、推し量ったからこそエレーナは先程同様の作り物の笑みを浮かべて会話を続ける。

　それから十分ほどダンジョンについての意見を交わし、やがてワーカーが立ち上がる。

「申し訳ありませんが、私はそろそろ失礼させて貰もらいます。何しろギルドも小さいので色々と人手が少ないもので」

「そうか、今回は色々と助かった。先程も言ったが、明日にはここを出立するので会うのはこれが最後になるだろう」

「はい、分かっております」

　ソファから立ち上がり、優雅に一礼をして宿を出て行くワーカーを見送ったエレーナは、自分の部屋へと戻って着替えると、そのままベッドに崩れ落ちるようにして眠りへと落ちていく。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　ミレアーナ王国の王都から一日ほどの距離にある巨大都市アネシス。

　その大きさは王国の首都であるカーフィリと比べても遜そん色しよくのない規模であり、ミレアーナ王国第二の都市として広く知られていた。

　その都市の最奥にある巨大な屋敷。宮殿と言っても納得出来るその屋敷こそがミレアーナ王国の派閥の一つでもある貴族派の中心人物、ケレベル公爵の屋敷である。

　広大な敷地内は手入れが行き届いており、外から見える範囲だけでもこのアネシスの観光名所の一つとして有名な場所になっていた。

　そんな敷地内の最奥にある屋敷へと向かって翼が四枚もある大型の鳥が空を裂くような速度で飛び込み、手紙を運んでくるモンスターや鳥といった存在が摑つかまる足場へと無事着地する。

　そして鳥が足場へと降り立った途端、屋敷のメイドや執事たちが控えている部屋へと音が鳴り響く。止まり木が一種のマジックアイテムとなっているのだ。

　その音を聞いた執事の一人が止まり木へとやってきて、鳥の足につけられている小さなバッグから手紙を取り出し……差出人の名前がエレーナ・ケレベルとなっているのに気が付くと、急いで主人の執務室へと向かう。

　足早に歩いて数分ほどで執務室の前へと辿たどり着き、一度深く深呼吸をして呼吸を整えてからドアをノックする。

「失礼します、旦だん那な様、お嬢様から緊急の手紙が届きました」

「うむ、構わん。入れ」

　ドアの中からの許しを得て、中へと入る執事。

　執務室の中は白金貨数枚、あるいは光金貨数枚ほどの価値を持つ家具が置かれている豪華な部屋だった。

　だがよくある成金趣味といったものではなく、置かれているソファや机、椅子、本棚、テーブル等、そのどれもが落ち着いた雰囲気を醸し出す趣味のいい代物だ。壁に掛けられている絵画に関しても高名な画家が描いた代物であり、その絵画の値段だけで平民なら一生遊んで暮らせるだけの価値を持っている。

　そして部屋の奥にある執務机に座って書類を読んでいた五十代ほどの男。その人物こそがこのミレアーナ王国でも最大級の権力を持つ、第二の王と言ってもいい存在であるリベルテ・ケレベル公爵その人だった。

　外見は細身ではあるのだが決してひ弱には見えない。いや、逆に公爵として君臨してきたゆえの威厳がその身から滲にじみ出ている。口元には豊かな髭ひげが生えており、目元は娘であるエレーナ同様につり目がちであり、その視線の強さはケレベル公爵の意志の強さを感じさせる。

「失礼します。こちらがお嬢様から届けられた手紙でございます」

　執事が一礼し、執務机の上へと手紙を置く。

「では失礼いたします、旦那様」

「ご苦労だった」

　部屋を出て行く執事の背へと声を掛け、そのまま数分ほど読みかけの書類に目を通して読み終えたあとで娘から送られて来た手紙を手に取る。

『開封』

　特定の魔力を持った人物にしか開封出来ないように魔法を掛けられている手紙を開封し、その内容へと素早く目を通し……数回ほど読み直す。

「……セイルズ子爵が寝返り、か」

　貴族派として長年目を掛けてやり、なおかつ頼りにもしてきた盟友の裏切りに微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

　そしてキュステの死亡という内容に不愉快そうに鼻を鳴らす。

　最後に書かれていた継承の儀式における成功とも失敗ともつかない結果に小さく溜ため息いきを吐つき、執務机の脇に置いてあった鈴を鳴らすと数分も経たないうちに扉のノック音が聞こえてきた。

「入れ」

「失礼します、公爵。お呼びでしょうか」

　入って来たのはケレベル公爵騎士団の騎士団長を務める人物であり、デジール侯爵家の次男でもあるフィルマ・デジールだ。

　三十代後半という年齢であり、騎士としてはそろそろ力が落ちてくる年齢ではあるのだが、そんなことを感じさせないほどに鍛え上げられた肉体を持っている。その用兵の巧みさや戦況全体を見渡す視野の広さ、そして何よりも常に先陣に立つことにより部下の士気を否いや応おうなく上げるという勇猛さを持つ。

　本来であれば騎士団長ともあろう者が先陣に立つというのは言語道断なのだが、それを可能にする武力を持っている。まさにケレベル公爵領の守護神とも言われている人物だった。

　そんな自らの右腕とも言える存在に、ケレベル公爵は無造作に娘から送られて来た手紙を手渡す。

「では拝見します」

　自らの主君へとそう断り、渡された手紙へと素早く目を通していく。

　全てを読むのに一分と掛からず、大きく溜息を吐いた。

「セイルズ子爵が裏切り、ですか」

「うむ。せめて国王派や中立派に移ったというのなら、あくまでもミレアーナ王国内での出来事で問題も少なかったのだがな」

「さすがにベスティア帝国に対しては許容出来ませんな」

「そうだ。……フィルマよ、騎士団を率いてセイルズ子爵がベスティア帝国へと亡命する前に討てるか？」

　その問いに、フィルマは数秒悩み首を左右に振る。

「恐らく難しいかと。ここからセイルズ子爵領までは、どんなに急いでも騎馬では最低二日は掛かります。セイルズ子爵にしてもミレアーナ王国を裏切るというのなら最悪の事態には備えていたはず。そうなると追いつけたとしても相当ベスティア帝国の国境近くになると思われます。その場合戦闘が可能な時間はほぼ無いか、あってもごく短時間でしょう。そして下手をすればベスティア帝国側からも迎えの部隊が出て来るかと」

「……なるほど」

　フィルマの言葉に頷うなずき、執務机を人差し指で叩たたきながら数秒思考し……その鋭い視線をフィルマへと向ける。

「フィルマ・デジール、竜騎士で追撃隊を結成してセイルズ子爵を討て」

「……よろしいので？　確かに竜騎士なら騎馬隊よりも距離は稼げるとは思いますが、今言ったようにベスティア帝国から部隊が出て来る可能性もありますが」

「構わん。この機会を狙っていた以上、恐らくこちらの情報も相当持ち出しているだろう。それをみすみす敵国に渡すというのは不ま味ずい」

「そうなると、竜騎士の被害も出るかもしれませんが……」

「……止むをえんだろう。このようなときのためにいる者たちなのだから」




　竜騎士。それは文字通り飛竜を乗りこなす騎士であり、空を飛ぶことが可能な上に飛竜のブレス攻撃といった攻撃手段を持っているため、戦闘力は非常に高い。だが、その分飛竜の卵を孵かえすときから竜騎士自身が育てなければならず、その育成費用は非常に高額となる。それこそ、ミレアーナ王国第二の王と呼ばれているケレベル公爵が擁する騎士団でも二十騎程度しか存在しないほどに。




「それと、手紙に書いてあった魔獣兵には気をつけるように言っておけ」

「了解しました。では私は早速出撃の準備に取り掛かります」

　一礼して執務室を出て行くフィルマの後ろ姿を見送ると、ケレベル公爵は娘から送られて来た手紙を脇に寄せて一枚の紙を手に取る。

　確かに娘から送られて来た手紙に書かれていた内容は非常に重要なものだったが、広大な領地を有しているケレベル公爵としてはそれ以外にも重要な執務が多々あるのだ。まず初めにエレーナの護衛騎士団の団長であったキュステの家、すなわち自分が信を置いているブラシン侯爵へとその死を知らせる手紙を書くためにペンへと手を伸ばす。

「ふんっ、馬鹿者めが」

　最後に短くそう呟つぶやいたのだけがセイルズ子爵への最後の手向けとでもいうべき言葉だった。








　　　エピローグ









「では、よろしく頼む」

　エレーナが馬車の御者台に座っている御者へと声を掛ける。

　本来であればそこに座っているのはヴェルだったのだが、そのヴェルは裏切ってすでにパーティ内には存在していない。他に馬車を扱える人材と言えばキュステもいたのだが、こちらもすでに死亡している。レイとアーラは基本的に馬車を扱えず、だからと言ってまさかエレーナに御者の真似事をさせる訳にもいかない。

　そして最終的にはギルドで御者が出来る冒険者を雇うことになったのだ。依頼としてはまずギルムまで御者をして、そのあとケレベル公爵領まで向かうという契約になっている。

「は……はい！」

　エレーナの美び貌ぼうに気け圧おされたかのように頷くその御者の様子に思わず笑みを浮かべながら馬車の中へと乗り込むレイ。

　馬車の中ではすでにアーラが紅茶を用意しており、テーブルの上へとカップを置いていた。

　そのカップの数がエレーナに言われる前からすでに三つ用意されているのは、アーラがレイに対して気を許していることの表れだろう。

　あるいは馬車の中に置かれているパワー・アクスを譲って貰ったという事実があるせいかもしれないが。

　そんな風に考えつつレイがソファへと腰を掛けると、少し遅れてエレーナが入ってくる。そしてレイに対して悪戯いたずらめいた微笑を浮かべてその隣へと腰を掛ける。

「レイ。御者の冒険者はセトに対して恐怖心を抱いていたようだったが、良かったのか？」

「いいも何も、セト自身は何をするでもないんだ。恐らくギルムに向かっている道中で慣れるだろうさ。エレーナたちもそうだっただろう？」

「私の場合は他にも人数が……いたからな」

　チラリと周囲を見渡したのは、ダンジョンへと向かうときには存在していたキュステとヴェルのことが頭を過よぎったからだろう。

　それを察したアーラは不意に窓へと視線を向ける。

「ほら、エレーナ様。馬車に乗る前にも思いましたけど、今日はいい天気ですね。こういうのが秋晴れっていうんでしょうか」

「……ふっ、そうだな。秋の収穫祭ももうすぐだ。それが終わればすぐに冬になるだろう」

　アーラがぎこちなく変えた話題に笑みを浮かべながら頷く。

（そう、すでに季節は秋。そして秋が過ぎれば冬になる。さすがにベスティア帝国といえども冬に軍を動かすような真似はしないだろう。そうなると戦端が開かれるのは恐らく春、か。それまでに新たに手に入れたこのエンシェントドラゴンの力、必ず使いこなせるようになってみせる。ヴェル、戦場で貴様に会ったら容赦はせんぞ。キュステの仇かたきはしっかりと討たせて貰う）

　エレーナの鋭くなっている視線に気が付きつつも、紅茶を口に運ぶレイ。

「エレーナ、このままギルムに戻ってラルクス辺境伯の所に顔を出して依頼は終了ということでいいのか？」

「……え？　あ、ああ、そうか。レイはこの依頼の間だけの臨時パーティだったな。すっかり馴な染じんでいたから……」

　思わぬ話を聞いたとばかりに軽く目を見開き、そのあとに頷く。

「そうだな。恐らくそうなると思う」

「そうか。長いようで短い依頼だったな。……いや、短いようで長いと言うべきか」

　これまでの出来事に思いを馳はせているレイをじっと見つめていたエレーナは、やがて意を決したように口を開く。

「レイ、もしよければこのまま私たちと共に来ないか？」

「……それは新しい依頼ということか？　それとも」

「ああ。冒険者を辞めてうちの騎士団に入団しないかと言っている」

　エレーナの言葉を聞き、その隣で同じく紅茶を飲んでいたアーラが笑みを浮かべながら頷く。

「それはいいですね。レイ殿くらいの実力があれば、すぐにでも上に来れるでしょうし」

　そんなアーラの笑顔を向けられつつも、数秒だけ考えたレイは首を横に振る。

「悪いが、知っての通り俺は礼儀作法とかには疎いんでな」

「そんなのは勉強すれば……」

「アーラの言いたいことも分かるが、そもそも基本的に貴族とは相性が悪いんだよ。エレーナやアーラは例外だが、俺とキュステの関係を思い出してくれ。恐らくあれが普通だ」

　キュステはレイを嫌悪して同じ空気を吸うのも嫌だと言うような態度を取りながら露骨に見下し、レイはキュステをプライドだけが肥大化した実力の伴っていない馬鹿貴族と、同等の相手としてすら見ていなかった。

　ヴェルとの戦いの最後に多少お互いの意識が好転したとは言っても、エレーナとアーラはそれを見ていた訳でもない。

　そのことを思い出したのか、エレーナは思わず溜息を吐く。

「……そうか。残念だがレイの将来を私の勝手で決める訳には行かないからな」

　そうは言いつつも、やはり断られるとは思っていなかったのか残念そうに溜息を吐くエレーナ。

　その様子を眺めながら、レイはエレーナの求めに応じることは出来ないと紅茶を口へと運ぶのみだった。

（そもそも俺の目的は魔獣術によるセトの成長だ。騎士団に所属してしまえばモンスターの魔石を集めるのは今より大変になるだろうしな）

　内心で呟くレイの脳裏には、グリムの放った言葉が強く印象に残っていた。

　すなわち一匹で一国の軍隊をも圧倒する強さを持つ魔獣。

　それは夢物語ではないのだ。何故なら自分へと魔獣術を託したゼパイルはその域に達していたのだから。

　その話を聞いてから、レイの中にはこれまでよりもなお強い欲求が湧き上がってきている。自分とセトはどこまで強くなれるのか、と。

（ゼパイルの話を信じるのなら、俺の中にある魔力は極めて強大なはずだ。つまりその魔力によって生み出されたセトもまた、潜在能力だけなら一匹で一国の軍隊を圧倒したというゼパイルの魔獣術で生み出されたモンスターよりも上のはず。より多くの魔石を吸収し、同時に多くの戦闘経験を積む。俺自身もまた同様にこの身に眠っている魔力を十分に使えるようにならないといけない）

　一瞬だけエレーナの方へと視線を向け……

（そう、もう二度と大事な仲間たちを危機に陥らせないためにも）

　内心で自らの決意を固める。

　こうして、馬車の中でレイは守るべき存在を失わないよう、より強くなることを決意しながらギルムへと向かうのだった。








　　　あとがき









　読者の皆様、こんにちは。神かん無な月づき紅こうです。今回は『レジェンド』三巻を手に取ってくれてありがとうざいます。

　今回の三巻は二巻から続く内容となっていますが、続きを楽しみにしてくれていた人が多ければ、私としても嬉しい限りです。

　さて、今回はページの都合であとがきが三ページしかありません。なので早速本題を。

　レジェンド三巻は「小説家になろう」というサイトに投稿しているものに加筆・修正を加えたものとなります。話の構成上、今回は前回よりも追加エピソード自体は少なくなっていますが、それでも一万文字程度の追加エピソードは書き加えることが出来ました。

　特にレイとエレーナが仲良くなっていくシーンを書けたのは、個人的に嬉うれしい限りです。

　文章にもこれまで以上に手を入れているので、より読みやすくなっているのではないかと。

　また、当然の如ごとく夕ゆう薙なぎさんの美麗なイラストは最大のウリと言ってもいいでしょう。

　特に口絵のキュステは、レイに対して思うところがあるというのを良く表現出来ています。

　男のキャラのイラストが少ないという話を色々な人から聞かされましたが、その点の解消にもなっているんじゃないかな……と思っています。




　さて、現在このあとがきを書いているのは五月の連休終了の翌日、五月七日となります。

　正直、この連休は風か邪ぜを引いてしまい、シルバーウィークの如き日々でした。幸いそこまで酷ひどい風邪ではなかったので、市販薬を飲んで寝て治しましたが。今まで風邪の場合は皮膚の痛覚が鋭くなったり下痢になったりしていたのですが、何な故ぜか今回は喉の痛みと鼻づまりや咳せき。風邪の症状としては一般的なものなのでしょうが、私の場合はかなり珍しい症状でした。

　これを読んでいる皆さんも、健康には是非気をつけて下さい。




　このあとがきを書いているのと前後して、レジェンド四巻の作業に入ります。

　恐らくそう遠くないうちに四巻の発売日に関してもお知らせ出来る……といいなぁと思います。

　うーん、一応あとがきのネタは考えていたんですが、短すぎて書く余裕がありませんね。なので、前巻のあとがきに書いた秋田の美う味まいもの特集について書かせて貰もらいます。

　今年は色々と山菜の旬が早かったらしく、四月の末にはタラの芽の天ぷらを食べることが出来ました。

　相変わらずのサクサクとした歯触りと、ホクホクとした食感。そしてほろ苦さ。天然物の旬の味というのは最高ですね。

　いつもであれば連休明け、丁度今頃に食べるのですが、今年は二週間くらい早かったようです。

　塩で食べたり天つゆで食べたりしましたが、私としてはやはり塩よりも天つゆの方が食べ慣れている分、美お味いしく感じました。




　さて、そろそろページも少なくなってきたので最後に謝辞を。

　担当のＨ氏、Ｗ氏。いつもお世話になっています。これからもよろしくお願いします。

　イラストレーターの夕薙さん、毎回素敵なイラストありがとうございます。夕薙さんの描くイラストは、見ているだけで創作意欲が刺激されます。

　本書を購入してくれた読者の皆様にも、ありがとうと言わせて下さい。

　では、また次巻でお会い出来ることを願って、この辺で失礼させて貰います。

　追記です。帯にも書かれていると思いますが、レジェンドのコミカライズが決定しました！

　担当の方にラフ画を見せて貰いましたが、非常に素晴らしいです。夏から連載予定ですので、漫画版レジェンドもよろしくお願いします。
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